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デー タベ ー スは、 わが 国 の情報化 の進 展上 、重 要 な役 割 を果 たす もの と期 待 され てい る。

今後 、 デー タベ ースの普 及 に よ り、 わが 国 において健全 な高度情 報 化社 会の 形 成が 期待 さ

れ る。 さらに海外 に対 して提 供可 能な デー タベ ー スの整備 は、国 際的 な情報 化 への 貢献 お

よび 自由な情 報流通 の確 保 の観 点か ら も必要 であ る。 しか しなが ら、現 在 わが 国で流 通 し

て いるデー タベ ースの 中で わが 国独 自の ものは3割 にす ぎな いのが 現状 で あ り、 わが 国デ

ータベ ー スサ ー ビス ひ いてはバ ラ ンスあ る情 報産業 の健 全 な発展 を図 る ため には、 わが 国

独 自の デー タベ ー スの構築 お よびデー タベ ー ス関連技術 の研 究開発 を強 力 に促進 し、デ ー

タベ ー スの拡 充を図 る必要が あ る。

この よ うな 要請 に応 える ため、(財)デ ー タベー ス振興 セ ンターで は 日本 自転 車振 興会

か ら機械 工業 振 興資 金 の交 付を受 け て、デー タベー スの構築 お よび技術 開発 に っ いて民 間

企 業 、団体 等 に対 して委託 事業 を実施 してい る。委託 事業 の内容 は、社 会的 、経 済的 、 国

際的 に重 要 で 、 また地 域お よび産 業の 発展の促 進 に寄与 す る と考 えられ てい るデー タベ ー

スの構築 とデ ータベ ー ス作 成の効 率化 、流通 の促進 、利 用 の円滑化 ・容 易化 な ど に関 係 し

たソフ トウェ ア技 術 ・ハー ドウェア技術 で あ る。

本事 業の 推進 に当っ て、 当財団 に学 識経験 者の方 々で構成 され るデ ー タベ ー ス構築 ・技

術 開発 促進委 員会(委 員長 山梨学 院 大学教 授 蓼沼 良一 氏)を 設置 してい る。

この 「AV/MARCの ための 分類索 引デ ー タベ ース構築 」は 平成2年 度 の デー タベ ー

スの構 築促進 および技術 開 発促進事 業 と して、 当財団が(株)ダ イ ンメデ ィア サー ビ スに

対 して委託 実施 した課 題の 一つで あ る。 この 成果が 、デー タベ ー ス に興 味 をお持 ちの 方 々

や 諸分 野の皆 様方 のお役 に立 てば 幸 いであ る。

なお 、平成2年 度 デー タベ ー スの構 築促進 お よび技術 開発 促進事 業 で実施 した課題 は次

表の とお りで あ る。
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平成2年度 データベース構築促進・技術開発委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学的コメン トを含む病理データベースのフィー ㈱ エ ス ・ピ ー ・オ ー

ジビリティ調査

2災 害 情報データベース支援環境の構築 ㈱防災都市計画研究所
3AV/MARCの ための分類索引データベース構築 ㈱ダインメディアサービス

社 会 4気 候情報データベースの構築 ㈱エムテーエス雪氷研究所

5健 康の自己管理と病気予防データベースの構築 ㈱ コンピュータコ ンビニエ ンス

6シ ルバーエイジの実態及び生活に必要な情報のデー 美崎高齢者福祉互助会美崎生活
タベース構築のための調査研究 館

7交 通事故調査データのデータベース化 に関する調査 (財)日 本自動車研究所

研究

8ア ジア太平洋交流データベースの課題性の研究 ㈱西日本新聞社

9戦 略商圏レベルに細分化 した地域データと分析 ・提 パラシュー ト情報開発研究会

案手法を統合化した企画支援システムデータベース 札幌凸版印刷㈱

地域 活性化 の構築

中小企業振興 10ネ ットワーク化された地域情報データベースの有効 セントラル開発㈱情報図書館

なマネジメン トにっいての調査研究 RUKIT

11徳 島市中小商業振興データベースの構築 ㈱ニューメディア徳島

12九 州地域の人材情報データベース構築 (財)九 州産業技術センター

13海 外向け国内先端技術分野中堅企業情報英文データ コムラインイ ンターナ シ ョナル

ベース構築 ㈱
14海 外規格(ソ 連邦国家規格)デ ータベースの整備 日本電子計算㈱

海 外
15政 府開発援助(ODA)に 関するデータベースの構

築調査

(財)日 本国際協力システム

16専 門用語データベースシステムの機能に関する調査 アイ ・エヌ ・エ ス㈱

研究

17専 門家データベース構築事業 (財)海 外貿易開発協会

18VAN用 データベース管理システムの開発 シャープ㈱

19レ コー ドマネジメント用辞書管理システムの開発研 ㈱オフィス総研

究

20建 築CAD用 拡張可能データベースのプロ トタイプ 三菱電気㈱

作成

技 術 21先 進複合材料データベース ・プロ トタイプの作成 (財)次 世代金属 ・複合材料研

究開発協会
22マ イクロコンピュータのプログラマブル周辺デバイ (社)日 本 システムハウス協会

スのデータベース化

23書 誌データベース用ダ イナミック ・シソーラ スの可 ㈱紀伊國屋書店

能性調査と実験
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■ ● 概 要

1.1背 景

1.1.1AV/MARCと は

AV/MARCと は視 聴覚(Audio-Yisua1)資 料の機械可読目録(進chineReadablegata-

loging)を 意味す る。っ ま り、図書館のための視聴覚資料の コンピュータ用 目録 データである 。

AV/MARCの 事業は1983年 に開始 され 、現在 、データベースの件数 は、書誌 データ約9万 件 、

典拠データ約2万8千 件を数 える 。AV/MARCを 利用 している全国の約100館 の公共図書館、

大学図書館 に、これ まで は、典拠 フ ァイルから抽出されたア クセスポ イ ン トが付加 された書誌

データをオフラインの形で提供 して きたが 、1991年1月 のオ ンライン ・システム導 入を契機 に、

オ ンライ ンでAV/MARCデ ータベースを利用する大学図書館や音楽専門図書 館が増加す る

こ とが予想 される。

1.1.2AV/MARCの 役 割

日本の公共 図書館 は次 に示す ような状況 にあ り、現在AV/MARCは 日本の図書館界 に不

可 欠な存在 である。

(1)AV資 料を所蔵する図書館の増加および全資料中のその比重の増大化

図書館で扱 う資料の種類 は近年次第 に多様化 しっっある 。かっ て、図書館 はその名の とお り、

主 として書籍 のみをサー ビスの対象 として いた。新聞 ・雑誌がそれに加 わってか らもう長い年

月が過 ぎ、近 年はコ ンパ ク トデ ィス ク、ヴ ィデオテープ 、ヴ ィデ オデ ィスクといったAV資 料 、

楽譜 、点字資 料等 に広が り、また、絵画(複 製画)を 貸 し出す図書館 やデータベー スをア クセ

ス してそのデータを提供 す る図書館 まで出現 している。

その中で現 在、最 も発 展著 しいのがAV資 料 である。AV資 料 は図書館の徴臭 いイメージを

一掃 し、気軽 に楽 しめる ため図書館 に縁遠か った人々 までが 足を運ぶ ようになった 。その効果

に着 目 し、AV資 料 のサ ー ビスを行 う図書館は確実に増 えっっある。また、当初 はAV資 料を

利用者増加の ための手段 として扱 う図書館が少 な くなか ったが、現在はAV資 料 自体のサー ビ

スを目的 とし、所蔵数を 増加させ 、サービスの充実を はかる図書館が多 くなってい る。

(2)図 書館 目録の コンピュー タ化

長い間 、図書館の 目録 と言えば 、引 き出 しに入 ったカー ドだった。コンピュータが計算機 と

しての機能か ら発展 し、大量の情報処理に利用 されるにつれ て、図書館 の目録 もコ ンピュー タ

化 されるようにな った。それは貸 し出 しシステムか ら始 まるところが多 かったが 、次第 に目録
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の検索システムに まで及ぶ ようにな ってきてい る。これ によって 、目録 の共同化 、検索の簡便

化お よび検索機能の充実化がはか られ るはずであるが 、日本 では まだ手 探 りの状態 で、本格的

な運用はこれか らで ある 。

目録を コンピュー タ化 するにあた って、システムと共に不可欠なのは コンピュー タで処理で

きる目録データである。これが文字 どお りMARCで ある。もち ろん、それぞれの コンピュ_

タ に直接 目録 データを入力 して使 うこともできるが 、それは コス トがか か りす ぎて不合理であ

る。MARCの 基本思想 は、そ うした不合理を行 わないで 、1っ の機関が標準的なデータを作

成 し、それを多 くの図書館で利用す ることによって目録データを作成す るコス トを低下 させる

ことをね らい としている。

(3)AV資 料を整理す るための図書館の 人材 お よび労力の不足

資料の種類が多様化 しているにもかかわ らず 、 日本 では図書館の専門職であ る司書の教育が

それ に十分対応で きていない。図書 の整理技術 は身 につけているが 、AV資 料 は扱 えない とい

う司書が 多い 。

また、目録 のコンピュータ化 、共 同化 、ネッ トワー ク化 に伴い 、規格化 、標準化 された目録

が必要 とされ るため、必然的 に目録規 則が詳細 に、厳密にな って きてい る。つ まり、誰が 目録

を とっても同 じものがで きるよ うに目録規則が非常に細か いことまで規定す るようになってい

るので、ひと昔前 に比べ て、目録作業 自体が非常 に高度で専門的 にな っ た。

加 えて、行政改革や人件費削減の政策 、就労 時間の短縮化等 によ り、図書館の資料整理のた

めの労力 も不足 してお り、現在 ではMARCの 利用は不可欠であ る。

1.1.3AV資 料検 索上の要件

実際上 は、AV資 料の大部分を音 楽作品が占めている。音楽作品 には その特殊性 から生 じる、
一般の図書等の検索 には見 られない検索上の困難が存在する

。特 に、西欧系の芸術音楽 にっい

てそのこ とが 言える。音楽作品以外 のAV資 料 にも検索のむずか しいジ ャンルが存在す るだろ

うが 、AV資 料全体か らすると小さな部分 を占めているにす ぎな い。従 って 、ここではAV資

料 の検索を考 える上で、代表的な、 また、特 に検索の困難な ジャンル と して音楽作品に焦点を

当てることとする。音楽作品の主な検 索上 の要件を次 にあげ てみ よう。

(1)限 られ た作曲者の限 られ た作品 を、種 々の演奏 者が くりか えし録音 、録画 している。 し

か も・ 「交響 曲」 「ソナタ」の よ うに固有の名 称のない作品が 多い。 したが って 、数多

く存在す る類似の作品、資料 を検索 によって区別 しな ければな らない。

(2)民 族音楽 、中世 ・ルネサ ンス音楽の ように、作 曲者や タイ トルの ないもの 、あるいはあ

っても重要な要素ではな いジ ャ ンルが存在 する。

(3)同 一演奏手段の小 品を集めた 、いわ ゆるオムニバ スものが 多 くみ られ る。多数の作曲者

にわたることも多 く、時 には演 奏者 も様 々なこ ともある。この よ うな資料 の場合 、演奏

手段や ジャンルが その資料を最 も特徴づけ る要素である。
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(4)AV資 料 、音楽資料 に限 られ たことではないが 、著者(作 曲者 ・演奏者等)や タイ トル

を限定 しないで、特 定の 内容の ものを検索 したい場合があ り得 る 。

また、公共 図書館のほ とんどがAV資 料 を開架 している。っ ま り、実際 に資料を見て選べ る

よ うに並べ られている。従 って、実際上利用者 は目録の検索 を行 わず 、資料の背を見て目的の

ものを探すこ とも多 い。その場合の要件 と して次のことも考 慮 してお く必要が ある。

(5)資 料の件数が増加す るにっれ て、精密な分類体系によ って配架 しな いと利用者に とって

資料を探すの に手 間を要す るようになる。同一項目に分類 され る資料 は10～20点 程度 に

とどめ るのが 適切 で ある。

目録検索の機能はその ア クセスポ イ ン トに左右 される。上記のAV資 料検索上の 要件を十分

に満 たすことがで きるよ うに、AV/MARCの アクセスポ イ ン トは整 備され る必 要があ る。

1.1.4AV/MARCの ア クセ スポ イ ン ト

MARCの 一般的なア クセスポイ ン トの種類を表1-1に 示 す 。アクセ スポイン トは、① と②

の ように書誌記述 中の主 要な要 素(通 常は著者 、っま り記述 対象 の知的 ・芸術的内容に責任を

有す る個 人、団体 、および タイ トル)か ら検索 す るための ものと、③ と④の ように資料の内容

か ら検索 する主題検索の ための もの とに大別 され る。ただ し、④の分類番号 は体系的な検 索 に

も使用 され るが 、これまではむ しろ、資料 の置 き場所 を示す番号(配 架 記号)と しての使用が

主だ った。

表1-1MARCの 一般的なアクセスポイ ン トの種類

アクセス
ポイ ン ト

内容 ・説明 AV/HARC

入力 の有 無
類 別

① 著者 作曲者 、演 奏者 、演奏団体等 ○ 書誌記述中の特徴的
な要素からの検索用

② タイ トル 統一タ イ トル 、固有タイ トル ○

③ 件名標目 ・資 料の内容 を表す、決め られた
形 式の単 一 または複数の言葉

○
主題検索用

(内容からの検索)
④ 分類番号 ・資料の内容を表す体系的番号

・資料の置 き場所を示す番号
×

AV/MARCは 、ア クセスポイ ン トとして上記の①～③ を備 えてい るが 、④ については フ

ォーマ ッ トは用意 されて いるものの 、データは入力されていなか った 。その理 由 として 、使用

に耐 え得 る音楽分類表が 見つか らなか ったことが第一 にあげ られ る。前述の とお り、AV資 料

の大部分が音楽資料であ るため、 日本十進分類法(NDC)の よ うな 日本の一般的な図書館で

使用 されている分類表では大 まかす ぎて十分な取扱いがで きない し、また、日本の音楽専門図

書館 で使用 して いる分類表 にも普遍 的で、決定 的なものが見 あた らなか ったためである。それ

か ら、も う一つの理由 と して、AV/MARCを 利用 している図書館のほ とんどが それぞれ独

自の簡略分類 を資料 の配架 に使用 していたため 、AV/MARCへ の精密な分類データの要求
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がほ とんどな かったこともあげ られ る。簡略分類 は資料の件数が少な い段階 では便利か も しれ

な いが、件数が増加するにっれ て、同 一項 目に分類 される資 料が 増えす ぎて十分な機能を果 た

さな くなるこ とが必至で ある。

次 に、1.1.3に あげ たAV資 料検索上の要件 とアクセ スポ イ ン トの関係 を検討 してみよ

う。(1)は 音楽資料の検 索上、解決 して いかな ければな らな いむずか しい課題 である。そのため

に主 として使用 され るアクセスポイ ン トは著者(作 曲者 、演 奏者等)と 統一タイ トル、時 には

件名 も有効かも しれない。AV/MARCは これ らの アクセ スポ イン トを備 えてい る。 しか し、

これ はそ うしたアクセスポイン トを備 えて いるだけで解決 される ような単純な課題 ではな い。

これ は、それ らの アクセ スポイ ン トを使用 していかに必要 な ものを引き出すか とい う検索技術

の問題であり、今後、音楽関係の図書館人が取 り組 んでいかなければな らな い課題 である。

(2)～(4)が 必要 としているの は主題検索であ る。件名標 目ない しは分類番号 、お よびその他

の何 らかの検 索キーを組 み合わせ るこ とによって この ような種類 の資料 にたど り着 くこ とがで

きる。AV/MARCに は 当社独 自のAVSH(AV/MARC音 楽作 品件名標 目表)に よる

件名標 目が付 与 され てい る。これは ア メリカ議 会図書館の件 名標 目表を基 に して日本語を付加

したバ イリンガルの精密 な件名標 目体 系で ある。 しか し、件名標 目は語彙設定や標 目の形式 に

っいての規則 が複雑なため、近年発達 して きたオ ンライン ・デー タベー スの 自然語の組み合わ

せキーワー ドによる検索 な どと比べ て、検索 し易 さの面で問題が指摘 されている。図書館 を一

般 の利用者 にとって開かれ た、使 いや すいもの にする ため には今後 、このよ うな面の改善 もは

か られな ければな るまい 。

主題検索の もう一つの柱は分類番 号であ り、(5)が 要求 してい るのもそれで ある。前述 したと

お りAV/MARCに は これ まで分 類番号が入 力され ていな かった。分類番号 は資料の置 き場

所を示すだけでな く、体 系的な検索 を可能 にす る。分類番号 による前方 一致検索を用い ると、

ある分野および体系上の周辺の分野 の資料 を一覧す ることが でき る。ただし、これ を検索 キー

として用 いるには分類表を参照 し、目的の分野 を表す番号を調べ ることが必要 なため、検索の

過程 にこの1ス テップを 入れ るのは極めて煩わ しく感 じられ る。

通常、内容 か ら資料を検索 しよう とす るとき思いつ くのは言葉 である。分類番号 自体 は意味

を持 たないので記憶 しづ らい。従 って、言葉か ら分類体系の検索 がで きれば そのよ うな煩 わ し

さを取 り除 くこ とがで きる。コ ンピュー タ時代 の分類検索は 、分類体系の各 々の項 目に自然語

のキー ワー ドが付 され、自然語 による分類体系 への検索を可 能 とするシステムが 、利用者の利

便を考えると必要 となる。これが 「分類索 引データベース 」のね らいとす るものである。

対象 とする資料の大部分が音楽作品であ るAV/MARCに とって、優れ た音楽 分類表を採

用 し、アクセ ス ・ポイン トを付与す るための分 類索 引データベースを構築す ることが数年来の

課題だ った。

1.1.5DDC20お よびMLAJ音 楽 分 類 表

(1)DDC20に おけ る音楽 部門 の全面 改訂

DDC(デ ューイ十進 分類法)は 米国の メル ヴ ィル ・デューイ(MelvilDewey)が 開発 し18

76年 に初版が出版 されて以来 、世界 で最も広 く普及 している分類法であ る。その第20版(以 下

DDc20と 略記)が1989年 に出版 され、特 にその780:Musicの 部分の全面 改訂が注 目された。

DDCの 音楽部門の全面改訂の方針 は英国図書館協会のDDC委 員会で1974年 に決定 され 、作

業が開始 され た。この改訂作業 は1979年 に出版 された19版 には間 に合 わず 、19版 の音楽部門は
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18版 をその まま引 き継 いだ。1980年 になって780:Musicの 改訂案が独立 した冊子 と して出版 され 、

それにさらに改訂が加 え られ1989年 のDDC20に 採用 され るという経過を たどった。

DDC20の780:Musicの 部分 は十進分類法の中に分析合成型の分類手法を全面的 に導 入 した

とい う点で画期的な改訂 であるとい うことがで きる。分類法 システムは分析合成型 と列 挙型の

2っ に大別 され る。DDCは 本 来 、列挙型 の分類法であるが 、小規模には分析合成型 とも言え

る手法を用 いている部分 もあった。しか し、DDCの 中で分析合成型の手法を全面 的かつ 大規

模 に導 入 したのは第20版 の780:Musicの 部分が最初であ る。列挙型 の分類法は付与 される分 類記

号がすべ て分類表の 中に見つか るの で使い易い という利点を もっが 、複 合主題の扱 いに不向 き

で、一貫性を欠 きやすい という欠点を もっている。分析合成型の分類法 は複合主題 に対 しては 、

各々の要素を表す記号を一定の規則 と順序 で組み合わせ るこ とによって記号全体を構成 す ると

いう手法を とるので、精 密 さと一貫性をもって取 り扱 うことがで きる 。音楽作品の ジャ ンルは

いろいろな演奏手 段 と楽 曲形式 、伴奏の有無 、編曲で あるか否か 、どういう場面や 目的の ため

の作品であるか等 の要素 の組み合わせによっているので 、それ らのあらゆる組 み合 わせを列挙

することは困難で あ り、無駄で もあ る。従 って、音楽作品には分析合成型の分類法 が適 してい

るということがで きるだろ う。

(2)MLAJ音 楽分類 表(試 案)

音楽図書館協 議会(MusicLibraryAssociationofJapan,以 下MLAJと 略記)は 、 「我

国の音楽資料 を有す る連 絡 ・提携の もとに相互 協力活動を推 進 し、音楽図書館活動 の振興 をは

か り、音楽文化 の発展 に寄与す ることを目的 とする」(MLAJ会 則)団 体 である。現在 、28

館の 大学図書館 、専門図書館が加盟 している。

MLAJは1989年9月 に分類専門委員会を設置 し、音楽専門図書館 の立場か ら音楽分類表 の検

討お よび 日本 十進分類 法(NipponDeci田alClassification,以 下NDCと 略記)の 第9版 の

「760:音楽 」部門の改訂 案作成 に着手 した
。分析合成型の概 念を取 り入れたDDC20の780:

Musicの 精密性への評価 、 日本図書館協会(JLA)のNDc改 訂にあたってのDDc20の 考

え方を導 入す る構想 の表 明への考慮か ら、当委員会はDDc20の780:Musicを 基 に翻訳 し、 日

本での使用に適す るように日本 音楽の項を付加 した、MLAJ音 楽分類表(以 下MLAJCと

略記)の 試案 を まとめ、1990年3月 に発表 した。これはNDC第9版 試案概要 に対す る当委員会

の意 見書 と共 にJLA分 類委員会へ も提出され た。

1.1.6分 類索 引デー タベース構築の構想

AV資 料の大部分が音 楽作品であるため、AV/MARCに 優れ た音 楽分類表 による分類番

号 とキーワー ドをア クセ スポイ ン トとして付与す ることを課題 と してい た当社 は上記のDDC

20の780:Music、 お よび それを基 にしたMLAJcに 注 目 し、分類番号 とキーワー ド、他 の主

要な分類法体 系の番号 、その他 のデー タか ら成 る、一種の典拠データベ ースであ る分類索 引デ

ータベースの構築を行 うこ とと した
。採用するのが分析合成 型の分類法 であ ることを生 か し、

分類番号が合成 され た番号 であ る場 合 にはそれを構成する要素(フ ァセ ッ ト)の 番 号 とキー ワ

ー ドも重要な要素 と して 入力す るこ ととした
。これにより複 合主題の構成要素 による組み合 わ

せ検索(プ ール演算子検 索)が 可能 となるか らである。

実際に発売 されているAV資 料の 傾向お よび このデータベ ースの 目的か らMLAJCに さ ら
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に改訂を施 し、それをAVMC(AV/MARC分 類表):760と 呼ぶ こ とと した。

分類索 引データベース とAV/MARCの 書誌デー タベー スとは、書誌 レコー ドが分類索引

データのID番 号を持つこ とによ りリンクさせる 。また、オフライ ンで提供 され るAV/MAR

Cデ ータ(書 誌)に は、分類索 引デー タベースか ら分類番号 やキ ーワー ドが抽出 されてアクセ

スポ イン トと して付加 され る。

1.2目 的

1.2.1デ ー タベ ー ス の 目的

このデータベー スはAV/MARCの 書誌デ ータに対 して、ア クセ スポイ ン トと して分類番

号 とキー・一ワー ドの両方を付与す るこ とを目的 とす る。書誌デ ータベース とは別 に、AVMCの

それぞれの項 目を単位 と し、分類番 号 、お よび 分類番号が合成番 号であ る場合の各 々の要素の

番号、関連分類番号 、キーワー ド(統 一語)、 合成番号の各 々の要素の キー ワー ド、統一語へ

の参照語等か ら成 る分類索 引データベースを作 成 し、その レコー ドIDを 書誌データが持つ こと

によって両者のデータベ ースを リンクさせ る方法を とる。分 類番号 とキ ーワー ドを書誌データ

の アクセスポ イン トブロ ックに直接 入力す ることも可能であ るが 、この 方法を用 い る方が 、常

に正確で一貫 したアクセ スポイ ン トの付与が可能 とな り、また、労力上 か らもア クセスポ イン

トの管理上か らもはるか に合理的で あ る。

1.2.2デ ー タベ ー スの実 際上 の 運用

(1)AV/MARC書 誌データへ の分類番号 に関す るアクセスポイ ン トの入力

書誌データ に対 して分類番号 に関 す るア クセスポイ ン トを 入力す る場 合 、分類索 引データベ

ースの検索を行 う。適切 なデー タが 見つか った ら、その分類 索引データのID番 号 を書誌デー

タの該当フィール ドに入 力す る。これ によ り、書誌データ と分類索引デー タの リンクが行われ

る。

(2)AV/MARCオ ンライ ン検 索の際の役 割

AV/MARCオ ンライ ン検索 においては、分類索 引デー タベ ースの 分類番号やキー ワー ド

を利用 しての書誌データ検索が可能 である 。ただ し、これは(1)の 書誌 デー タと分類索 引デ

ー タの リンクが行われてい るものに限 り検 索対象 とな る。

(3)AV/MARCデ ー タをオフラ インで提供す る際の役割

書誌データの抽 出の際 、分類 索引デー タベー スから、分類番号やキー ワー ドが抽 出されてア

クセスポイン トとして付加 され る。ただ し、これは(1)の 書誌 デー タ と分類索 引デー タの リ

ンクが行 われているもの に限 り可能 で ある。
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1.2.3分 類 索 引デ ー タの機 能

分類索 引データは種々 のデータ項 目か ら構成 されているが 、大別する と分類番号 とキー ワー

ドの2種 類か ら成 ってい る。

(1)分 類番号

分類索 引デ ータには下 記の体系の分類番号が含 まれている。

AVMC(AV/MARC分 類表)

関連分類

DDC(デ ューイ十進分 類法)

LCC(ア メ リカ議会図書館分類法)

NDC(日 本 十進分類法)

分類番号の主な役割 と して次 の2点 があ る。

① アクセ スポイン トとしての役割

分類番号は資料 の内容を表す体系的な記号である。それをアクセスポ イン トとす る

ことに より、目的の資料を探す ことが 出来 る。特 に、作曲者や演奏者 、曲名を特定せ

ず 、作 品の内容 や性質か ら資料を探 す場合 、また、民族音楽な どの ように作 曲者や タ

イ トルがない 、あ るいはあ っても重要な要素ではな い場合 に有効 なアクセスポイ ン ト

である 。

件名やキー ワー ドも内容を表すア クセ スポイン トであ るが 、分類番号は体系的に構

成 されているため 、っ まり、関連あ るもの に近 い番号が与 えられているため 、件名や

キー ワー ドの ように言葉を特定す るので はな く、実質的な内容や性質か ら資料を探す

場合 に欠 くことので きないアクセスポイ ン トとして重要な意味を もっ 。(図1-1)

②資料の置き場所を示す番号

通常 、図書館の資料は分類番号 に従 って配架 される 。資料の量が多ければ多 いほ ど

精密な分類体系を使用するこ とが必要 となる。通常 、同一項 目に分類 される資料は10

～20点 程度 にとどめるのが望 ましく、それ以上 になる場合 には さらに項 目を細分す る

必要が生ず る。

分類索引デー タベースのために使用 されるAVMC:760は 、DDC20:780お よび

MLAJCを 基 に した、分析合成型の精密 な分類法体系 である。これだ け精密 な音楽

分類表 は日本の音楽専門図書館 で使用 しているもの にも類例を見ない 。

MARCは 多 くの 図書館で使用 するための標準 目録 データであるため 、そこに付与 さ

れる分類番号は最 も資料 を多 く所蔵す る図書館の使用 に絶 え得 る程度に精密 である必

要が ある。なぜな ら、精密 なものは大 まかなものに容 易に変換 し得 るが 、その逆 は不

可能 だか らであ る。分類索 引データのAVMC番 号やDDC20に よる分類番号 に
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■分類番号(AVMC番 号)に よる検索

⑬
764.272① オー ケ ス トラ とヴ ァイ オ リン1
764.2721825② オ ーケ ス トラ とヴ ァイ オ リンの変 奏 曲1
764・272186③ ヴ ァイ オ リ ン協奏 曲(オ ー ケ ス トラ とヴ ァイ オ リン)1

※分類番号 で検索す ると内容 ・性質が 似通 ったものが接近す る。

■件名(AVSH音 楽作品件名標 目表 による)に よる検索

①1ヴ ァ材 リン トカンゲンがク 〈ヴ ァイオ リンと管弦楽>l

t遠 く離れて しまう

③1キ ョウソウキョク ヴ ァ材 リン 〈協 奏 曲(ヴ ァ イオ リン)>1

耀 く離れてしまう

②1ヘンソウキョク ヴ ァ材 リン トカンケ'ンがク 〈変 奏 曲(ヴ ァイ オ リ ンと管 弦 楽)>1

※上 と同 じものを件 名で検索す ると、件名標 目の あいうえお順 に配列され

て いるので 、内容 ・性質 の似 通 った ものが接近 しない 。

図1-1分 類番号 による検索 と件名 による検索 の比較

は、短縮番号を作成す るための区切 り箇所を示す ために、プライム(')が 挿入 され

ている。

(2)キ ー ワ ー ド

分類索 引デー タには次 の種類のキー ワー ドが 入力される 。

・AVMC番 号全体 を表すキー ワー ド(統 一語)(例)ヴ ァイオ リン協奏 曲

・合成番号の各 々の要素のキー ワー ド(例)オ ーケ ス トラ

ヴ ァイオ リン

協奏 曲形式
・統 一語へ の参照語(同 義語

、下位語)

(例)管 弦楽(統 一語 「オーケス トラ 」の同義語)

分類番号による検索 には特有の機 能があ り有 用であ るが 、番号 自体を検索キーにする ために

は分類表を参照 し、必要 とする分野 の番号 を調 べなければな らな い。分類索引デー タベ ースの

キーワー ドはその手間を省 き、分類 体系を 言葉(自 然 語キー ワー ド)で 検索するこ とを可能 と

する。音楽作品のジャンル は一種の複合主題であ り、AVMC:760は 分析合成型の分類法であ

るため、音楽 作品の検索 の場合 は分類番号の要素(フ ァセ ッ ト)を 表す キー ワー ドによる組み

合 わせ検索が 特に便利であ ろう。

これ までは、図書館の 目録デ ータの アクセスポ イン トにはキー ワー ドとい う概念 は存在 して

いなかったと言 っても過 言ではない 。件名標 目が その役割を担 っていたが 、語彙設定や標 目の

形式 にっいての規則が複 雑なため 、慣れないと使 いに くいという印象は拭いされな い
。また、

日本ではその件名標 目で さえ使用 している図書館 はご くわずかで、内容を表す言葉 によって資

料を探す手段 のな い図書 館が多か った。
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一方 、現在の一般のオ ンライ ン ・データベー スの検索方法 としてはキ ーワー ドによる組 み合

わせ検索(複 数のキーワー ドを組み合 わせ ることによって対 象を絞 り込 んで い く検 索方法)が

主流 であ り、特別 の素養 のない人で もある程度 まではこの方 法で必要な情報 を探 し出す こ とが

可能 である。従 って、探 し易さ とい う点において 、一般の オ ンライ ン ・データベー スは図書館

の コンピュー タによる目録検索 より一歩先 を行 っている。

キーワー ドによる組み 合わせ検索 は コンピュー タの導入に よりは じめ て可能 にな った検 索方

法であ り、や は りコンピュータによって可能 にな ったオ ンラ イン ・デー タベ ースの分野でそれ

が開発 されたのは ご く自然なこ とと言 える。

しか し、図書館 の 目録 検索 も、キー ワー ドに よる組み合 わせ検索が主流 となる時代 に近 い将

来入っていくことは疑 いのないことである。実際 、ブ リテ ィッシュ ・ライブラ リー(British

Library)で は分類番号 とキー ワー ドが一体化 したようなプ レシス(PRECIS)と い うシス

テムをすでに運用 している し、アメ リカ議会図書館 も現在 まで発展 させ てきた件名標 目のシス

テムをキーワー ド検索の システ ムに接近 させる試みを行っている。

分類索引データのキー ワー ドはイギ リスのプ レシスの方法 を参考 に、それを簡略化 したもの

である。AV/MARCを 検索 する際 に、利用者が図書館特有の きまりをおぼ えな くても、容

易に必要な資料 を探 し出せ るよ うな キーワー ド ・システムの を確立をめ ざしている

件名標 目との主 たる相違 は複合主 題の取 扱い方法 にある。件名標 目は複数の要素の事前統合

であ り、複数 の要素 を統合す るにあ たって規則が必要なため 、必然的に それによる検索 にもそ

の規則の理解が必要 とな る。分類索 引データにおける合成番号の各要 素のキー ワー ドは事後統

(a)組 み合 わせ キー ワー ドによる検索

ヴァイオ リン協奏 曲= ヴァイ オ リン+オ ーケス トラ

1.ヴ ァイ オ リ ン500件

2.オ ー ケ ス リラ1,800件

3.1.+2.180件

4.協 奏 曲形 式1,200件

晒

ン
+

12
リオ

ラ
イ
ト

A

ア
ス

ヴ
ケ
式

+

、
一
形

り
オ
曲

乳
ま

奏

つ
+
協

駈

十 繭
1.ヴ ァ材 リン

3.

2.オ ーケストラ

4.協 奏曲形 式
3.

、
'

〉

(b)従 来の件名 による検索

ヴ ァイオ リン協奏曲 (自 然 に思 いつ くジャンル名)

←規則を知 らないとこの転換がむずか しい

件名 協奏曲(ヴ ァイオ リン) →120件

図1-2 組み合 わせ キー ワー ドによる検索 と件名 による検索の比較
～ 「ヴ ァイオ リン協奏曲 」の検索 の場合
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合(検 索時統 合)シ ステ ムであ るため、オ ンライ ン ・データベース と同様の キーワー ドによる

組み合わせ検索が可能で ある。(図1-2)

1.3デ ー タベ ー ス構 築 体 制

デー タベースの構築は次のメ ンバ ー によ り行 った。

氏 名 所属団体 または会社名 役職

技術顧問 ・総合指導 岸本 宏子 東京芸術大学 講師 電気通信大学 講師

技 術 指 導 鳥海 恵司 (株)ダ インメデ ィアサー ビス 技術部長

ワーキ ンググループ 細田 勉 (株)ダ インメデ ィアサービス 技術開発課長

田島みど り (株)講 談社第一出版 セ ンター編集部

三浦 英 東京芸術大学 助手

その他 音楽分野の専門家数名

1.4実 施概要

(1)分 類表 お よびマニュアル類の整備

(a)AVMC(AV/MARC分 類 表):760の 整備

(b)LCC(ア メ リカ議会図書館分類表)の 翻訳

(c)各 種分類法お よび件名作 業の解 説書の翻訳

(d)AV/MARC分 類 マニ ュアル類の整備

(2)分 類索 引デー タの記 入 ・入力

(3)AV/MARC登 録済資料の分類実験

2● 作 業 手 順

分類索 引データベースの構築 のため に、その基本的 な分類表の整備を 中心 と して、関連分類

として入力す るいくっのか分類法体系や件名標 目に関する資料の翻訳 ・整備 、デー タフォーマ

ッ トや入力に関す るマニ ュアル の整備等を行 った。それらの手順 および 関連を図2-1に 示す。図

2-1に おいて、実線の矢印 は分類表や 資料等 の変遷関係 、破線の矢印 は作業 に使われるマニュア

ルを示 している。
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↑ 先行作業

↓ 今回の作業

入力 フォーマット
・マニュアル

(分類索引レコード

フォーマッ ト)

分類索 引レコード

入力マニュアル

・

・

分類索引データ入力
端末操作マニュアル

MLAJ分 類専門委員会

1.分 類番号付与

2.AVMC760マ ニュアル

3.資 料に対する分類番号付与

4AVMC分 類表

醍
ファセッ ト合成のパターン表

チャート式A∨MC木 表

別表(ポ ピュラー音楽)

第2販

1.分 類番号付与について

2AVMC760マ ニュアル

3.資 料に対するAVMC分 類番号付与

4AVMC760分 類表

鞭
ファセット合成のパターン表

チv-"卜 式AVMC木 表

インデックズ

別表(ポ ピュラー音楽)

分類索引データ記入 ・入力

コー ドデータ

レコード作成機関

分類標目AVMC番 号

統一語

注 記

典拠 レコ}ド リンク

分類標 目を構成するファセッ ト
AVMC番 号

統一語

関連分類DDC20
〃NDC8

〃LCC

〃 ホルンボステル=ザ ッ

クス楽器分類番号

参照語(日 本語 、英語)

器

⑳

↑

↑

↑

鵠

②⑥

↑

↑

↑

←◎

←⑫⑬

←⑩⑪

←①～⑥

←⑦

←◎⑨

DDC20780:Music

デューイ十進分類法第20販 音楽部門
7田～788

AVMC:760語 彙表

(検 索誼 …)

国連分類および件名関係資料の翻訳・整億

①DDC20:780(日 本語版)

②DDC20序 文(日 本語版)

◎DDC20マ ニュアル(日 本語版)

④DDC20補 助表7(日 本語版)

⑤DDC20:780索 弓1(日本語版)

◎DDC分 類解説書(日 本語版)

⑦NDC8音 楽部門の本表 ・索引(編 集)

◎LCC音 楽部門 と索引(和 英対照)

◎LCC分 類解説書(日 本語版)

⑩LCSH解 説書(日 本語版)

⑪CD-MAre叡 」bject検索マニュアル(独 自作成)

分類作業補助資料の作成

⑫ポップス ・アーティスト・インデックス

⑬ポップス分類資料

!'!■き

～

辱
、S
、

},百!牢'

AV/MARG^

済資料の分類実験

分類索引データベース

`〃 ㌘,w僧

分類 目録マニュアル

' ノー脚'

ぎ}≡ 鮪'='〔'一 一'⇔鼎 一エ礁=一'「

AV/MARC{謀 デ一夕ベ_スl

i
ノーノー,副 一.一ノー/,娩 揮 ㌘.一.鍋 倉一 ピ ㌘,」

図2-1分 類索引データベース構築実施内容関連図
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3● 実 施 内 容

3.1分 類表お よびマニュアル類の整備

3.1.1AV/MARC分 類 表:760の 整 備

Av/MARcで は精 密なDDc20:Musicを 基 に したMLAJcを 採用 し、その体系 に基

づ く分類番号 とキーワー ドを付 与す るための分類索引 デー タベー スの構築を行 うこ ととした。

ただ し、実際 に発 売され ているAV資 料の傾向 、およびこのデータベー スの目的か らMLAJ

Cに さらに改訂を施 し、それをAV/MARC分 類表:760(以 下AVMC:760と 略記)と した。

(1)基 礎 と した分類法体系 にっいて

(a)DDC20:780Music

前述 した通 り、DDCは 歴史が 古 く、欧米を中心に世 界で最 も広 く普及 している分類法

であ る。アメ リカや イギ リスのMARCの 多 くにはDDC分 類番号が付与 されているため、

この体系や これを基 に した体系を採用す ることはMARCの 国際交流 に便利であ る。DD

Cの 主 な特長は

①数字 のみ(ピ リオ ドは別 と して)を 使用す るため 、理解 ・記憶 ・配列が容易であ る。

②精 密な展 開が可能で ある。

③補助表(分 類表の番 号にさ らに付加 して使用す る番号 の表)が 充実 している。

④記号法が分野の階層 性を 明確 に表現 す る。

⑤助記性(特 定の数字 が意 味を持ち 、記憶が容易な ように配慮 されている 。)

のよ うにまとめ られ る。逆 に、欠点 としては

⑥記号が長 くな りすぎる 。

⑦学問分野の体系 を無理 に十進分類の体系 に押 し込 んだ ことに起因する不合理性 。

という点 も指摘 され ている。

DDCは 常時 改訂作業が 進め られて いる。最新 の第20版 、DDC20(1989年)で は

780:Husic部 門が分析合成型の手法を全面的 に導入 して大改訂された。この部門 に固有の特

長 としては

⑧精密 さと一貫性 をもって複合主題 に分類番号 を与 えることが可能であ る。特 に 、い

ろいろな演奏手段 、および楽 曲形式 、その他 の要素の組み合わせ によっている音楽

作品のジャ ンルの取扱に非常 に有効であ る。

という点が重要であ る。

(b)MLAJC(試 案)

音楽図書館協議会(以 下MLAJと 略記)分 類専門委員会 は、DDc20:780Husicを 基

に翻訳 ・改訂 し、1990年3月 にMLAJ分 類表試案(以 下MLAJCと 略記)を 発表 した。

翻訳以外 のMLAJcのDDc20:780Musicと の主 な相違点 は次の通 りで ある。

①DDC20の780番 台を760番 台へ 置換 した 。これ は日本十進分類法(以 下NDCと

略記)の 音楽部門が760番 台であ り、多 くの音楽専門図書館が音楽部門以外の分類体
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系 としてNDCを 採用 するであろ うことへの配慮か らとられ た措置で ある 。

②DDC20本 表 に表示 され ている音楽分野 に固有の標準細 目に加 えて、あ らゆる分

野 に適用可 能な標準細 目も760番 台に表示 した。

③769と して 日本音楽 の項 目を追加 した。DDC20の789は 作 曲者お よび音楽伝 統 に

対 して任意使 用で きるように用意 されている箇所 であるため 、その箇所 を利用 して

日本音楽の ための諸項 目を展開 した。

④番号 合成 に関 す る注 記を 「合成パター ン表 」の形式で図示す る方法 を とった。その

他の注記 も記号 を用 いるパ ター ン化 した表示 に変更 した 。

表3-1MLAJCか らAVMC:760-1へ の 改訂 の 内容 お よび 目的

改 訂 内 容 改訂の目的

① (フ ル)オ ー ケ ス トラ以 外 の オー ケ ス トラ編 成 お よ
び バ ン ド(以 下各 種 オ ー ケ ス トラ編 成 等 と略記)の

部 分に も 、 フル オ ー ケ ス トラ と同様 の下 記 の 下位項

目を設 け た 。(764.3～764.9)
・各 種 オ ー ケ ス トラ編 成 と声 楽パ ー ト

《764.× ×22》
・各 種 オ ー ケ ス トラ編 成 と1以 上 の独 奏 楽 器(合

集)《764.× ×23》
・各 種 オ ー ケ ス トラ編 成 と不特 定 の1っ の独 奏楽

器 《764.× ×25》

このよ うな種類の各種 オー ケス ト
ラ編成 もAwC番 号や キー ワー ドに
よ り検索可能 にす るため 。

② 各種オーケス トラ編成等 と2以 上の独奏楽器におけ
る場合 の独奏楽器の要素の番号の合成方法の変更 。
DDC20やMLAJCで は2以 上 の独奏楽器の う
ち主要 な1っ しか番号合 成に反映で きな いのを 、全
て反映 で きるように変更 した。

2以 上の独奏楽器の各 々か ら検索

可能 にするため 。

③ 独奏楽器 と(フ ル)オ ーケス トラの協奏 曲には 「協
奏曲形式 」の番号 を付加 しな い とい うDDC20の
例外規定の削除。

協奏曲形式のもの全てをこの要素
から検索可能にするため。

④ ジ ャズ の各 項(761.65×)の 標 題 の 表現 の 変更 。 様 式のわか らな いジャズの分類の
能率化 をはか るため 。

⑤ ロ ック の項(761.66)の 細分 化 。 実際 に発売 されて いるAV資 料 、
公共図書館で購入するAV資 料の
うちでポ ピュラー音楽の 占め る割
合が高 いため 。

⑥ ポ ピュ ラー 音 楽(761.63)の 下位項 目と して次 を追

加 。
・761 .639日 本 の ポ ピ ュ ラ ー音楽
・761 .6393演 歌 、艶 歌 、民 謡(民 俗 芸 能 で は

な いも の)
・761 .6397日 本 の 子 供 の 歌

⑦ 空 い て い た番 号761.67に 「フ ュ ー ジ ョンの項 目 」を

割 り当 て た。

⑧ 次の内容のポピュ ラー音楽 に関 する別表を付加
した。

・各分類項 目に対応す る 「含める年代 」 「主要ス

タイル/呼 称 」 「特 色 」 「主要 ミュージシャン

」にっ いての 資料
・ジャンル名索 引、アーテ ィス ト名索 引

ポピュラー音楽の分類作業 を正確
に一貫性を もって行 うため 。

⑨ 分類表 の前に 「分類番号付与 」 「AVMC760マ
ニ ュアル 」 「資料 に対す る分類番号付与 」の章 を設

けた。

AV/MARCの ための分類作業
の方針 を明示す るため。
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(2)AVMC:760第1版 の 作 成

MLAJCか ら、分類 索 引デ ー タベ ー ス の基 礎 とす る分 類 表AVMCへ と発 展 させ る ため の

中 間 的 な ステ ップ と して 、AVMC:760第1版(以 下AVMC:760--1と 略 記)を 作成 した 。

MLAJCか らAVMC:760-1へ の 改訂 内容 、改訂 の 目的 は表3-1の 通 りで あ る 。

(3)AVMC:760語 彙 表 の作 成

分類索 引データの主要な2本 の柱 は分類番号 とキー ワー ド(索 引語)で ある。従 って、AV

MCは 最終的 には、各項 目にそ の索 引語を明示す る必要が ある。その ための準備作業 と して 、

AVMC:760の ための語彙表(索 引語表)の 作成を行 った。

(a)索 引語の選定

索 引語は、AVMC:760-1の 標 目語 、お よび注記 に示 されて いる論題 、DDC20の

相関索引(Relative加dex)に お いて該 当項目に導かれ ている語な ど、表3-2に 示すもの

を対象 とし選定 した 。AVMC:760-1の 標 目語や注記の論題のほ とんどはDDC20か

図3-2索 引語の選定対象お よび統一語 とす るもの

語 の 種 類 AVHCま たは

DDC20の 和 訳
DDC20

(英 語)

その他 備 考

標目語 ★(○) ●

〃(統 一語 とな らなか った) ○ ●

相関索引の語 ○ ●

クラスの主要な部分である下位論題 ○(★) ● ★の例:オ ペラ

ユニットにな って い る語 の 一 単 位 ○ ●

「ここに分類せよ 」注記の論題 ○(★) ● ★ の 例:オ ー ケ ス トラ

別名注記の論題 O ●

立ち見席注記の論題 ○ ●

一般的側面注記の論題 ○ ●

「定義 と範囲の注記 」の論題 ○ ●

統一語の同義語 ○

参照語の同義語 ○

倒置形統一語の正置語 ○

倒置形参照語の正置語 ○ ●

記 号
★…統一語(日 本語)● …参照 語(英 語)○ …参照 語(日 本語)
★に意訳麺 と音 訳語 とがあ る場合 、一方が★、必 要 に応 じて他方が○ とな る。
Oに 意訳語 と音 訳語 とがあ る場合 、必要な場 合には両方Oと す る。
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らの和訳語である ため 、索 引語 についての疑問が発生する場合 には、DDC20の 原文 に

立ち戻 って訳語等の再検討を行 った。また、それぞれの 日本語 の索 引語 に対応す る英語 も

索引語 とした。英語 の索 引語 はDDC20の 原文を 出典 とした 。

(b)統 一語の選定

AVMCの それぞ れの項 目の索引語の中か ら1語 を選 び、統一語 とした 。

①統一語の選定基 準

表3-2の ★印 のものを通常 対象 と した。分類索 引デー タベー スを介在 で きるオ ンラ

イン検 索の場合 は統一語であ るにせ よ、参照語であるにせ よ、索 引語 として入力 され

ていれば同 じよ うに検索が可能であるが 、オフライ ンで提供 され るAV/MARCの

アクセ スポイン トには参照語が含 まれないので 、統 一語 としてどの語が選定 され るか

が重要 となる 。っ まり、あ るジ ャンルの資料を探す場合 に一般の図書館利用者が 自然

に思 いつ く言葉 を統一語 と して選定す る必 要があ る。そこで、統一語 とす る候補が2

以上 ある場合 には 、表3-3の 「統一語の選定基準 」を考慮 して選定 した。

表3-3統 一語の選定基準

ケ ー ス 選 択 基 準

a)同 義語の選択 次の基準で選択す る。
・一般の利用者に馴染みが あ り、検索 時に使用す
ると思 われ る語 。

・用 いられた意味以外の意味が少ない語 。

b)意訳語と音訳語の選択 a)と 同 一 基 準 で選 択 す る 。(「 オペ ラ 」 「歌劇 」)
、

c)専 門用語 と日常語の

選 択

・基本的 には 日常語を選ぶ 。
・日常語が暖 昧だったり、誤 った定義で用い られて
いる ときには専門用語を選ぶ 。

d)古語と現行語の選択 ・現行語を選ぶ。

e)同 形異義 語の扱 い ・他の用語 に置 き換 えられ るときは置 き換 える。
・上記が不適 当な場合 は限定語句を付加す る。

(c)統 一語の形式にっ いて

下記の 、形式 に関 す る原 則に従 って、AVMC:760語 彙表 に統一 語の記入を行 った。

①原則 として件名 標目 と同一の用語 を使用す るが 、件名 標 目のよ うに形式 に関する規

則を複雑 に しな い。その ため 、件名の細 目にあたるものは使用 しな い。

②統 一語をユニー クにするための手段 として限定語の付加を行 う。限定語は丸括弧 に

入れ て付加す る。(例)拍(音 楽)※ 英語の参照語の倒置形 も同様 。

③当面 、オ フ ・ラ インで提供 され るAV-MARCデ ータの分類関係の標 目には参照

語 は含 まれな い。また、図書館の検索 システムの 中には前方一致検索 しかで きない
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ものが ある 。以上の条件 を考慮す る と、統 一語の先頭語 は非常 に重要性が高 いとい

うことが で きる。そこで 、その項 目の統一一語が2以 上の語 か ら成 る場合 には、その

中の最 も特定的な語 を統一語の先頭語 とすることを原則 とする。その ための手段 と

して倒置形を用 いる。倒置形 は次の形を用 いる。

(例)リ ズ ム(和 声 一 一)

※英語の参照語の倒 置形は 「Rhythm ,Har皿onic」

上記原則 の③を特 に重視 し、具 体的なケースごとにで きるだ け一貫 した形 式を とるため

に、表3-4の 「統 一語の形式にっいてのケー ス別基準 」を作成 し、目安 とした。

(d)参 照語の形式にっいて

統一語の原則 に準 じて、実際の検索 の可能性を考慮 しなが ら参照語の形式を決定 した。

英語の参照語 に関 しては特有の問題が あるため、下記の方針 に従 った。

①次の理 由により、基本的 に単数形を使用す る。

・一般的 には具体的実体 を表す語は複数形
、抽象的概念を表す語は単数形 とい った

基準 もあるが 、これは音楽分野に対 しては適用 しづ らい。例 えば 「ソナタ形式」

は作品を指す場合 には具体的実体 、形式を指す場合 には抽象的概念 である。

・音楽分野の シソーラスの完全 なものは世界的 に未だ完成 されていな いので
、この

問題で参考 にできるものは存在 しな い。

・具体的実体を単数形 にするこ とはで きるが
、抽象 的概念 を複数形 にす るこ とはで

きない 。どち らか一方 に揃 えな ければな らな いとしたら、単数形 しかない。

②大文字使用法 にっ いては 、先頭語 、限定語 、倒置語 のコ ンマの後の語 、固有名詞の

最初の文字を大文字 とす る 。

(4)AVMC:760第2版 の 作成

AVMC:760-1お よびAVMC:760語 彙表 を基 に し、分類索 引デー タベ ースの基礎分類表

の機能を果たすAVMC:760第2版(以 下AVMC:760-2と 略記)を 作成 した
。AVMC:7

60の 第1版 か ら第2版 への改訂内容 は以下の通 りであ る。

①AVMC:760語 彙表の索 引語(統 一語 と参照語か ら成 る)を 分類表の各項 目に表示

した 。

②上記 の索引語 に よるインデ ックスを付加 した。

AVMC:760-2に っ い ては 資料1を 参 照 の こ と。
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表 3-4 統 一 語 の 形 式 に つ い て の ケ ー ス 別 基 準

ケ ー ス 統一 語 と対応す る 実 例

語の数
(※ 形容詞 のように使 われ る名詞 を含む 。)

英語の参照語の先
頭語 (a噺 一語の英 語形(参 照語) (b)左 の限定語 (c}統 一語(日 本語)[《a}の 訳語] ω)左 の限定謹

呈一語 名詞 A 名詞 ◆Ualue (nusic) ◆評価 (音 楽)

複数語 形容 詞(※)+名 詞 ・通常(下 記 以タト) B 最も特定的な語 ◆Outdoormusic ◆野タトの音楽

(通常形容詞) ◆Basicprinciple (Husic) ◆基本原理 (音 楽)

◆hodemjazz ◆モ ダン ジャズ

◆Generalprincip|e (Uocal斑siC) ◆一般原 理 (声 楽)

①最も特定的な語から利用者が検索する C 名詞 ◆Ear|りjazz→Jazz,EarIり ◆ ジャズ(初 期のあ るいは19同 年 以前の一一)

と思われ ない場合 。

②最も特定的な語の訳語が定着していな ◆Othermode→Plode,Other ◆旋 法(そ の他の 一一)

い場合 。

◎最も特定的な語が表しているのが具体 　

的な ものではない場 合。
　

・形容詞1(※)十 形容 詞 ・通常(下 記以外) D 最も特定的な語 ◆ 門edievalchurchmode ◆中世教会旋法

2(※)+名 詞 (通常形容詞1) ◆Uesternpopu|armusic ◆西 洋の ポピュラー音楽

・形容詞1(※)+形 容 詞 ◆Onglicansacredmusio ◆英国国教会の音楽

2(※)+形 容 詞3(※ ◆Bapt}StsacredmUSic ◆バ プテ ス ト派の音楽

)+名 詞 ◆Large-sca|evoca|uo「k ◆大規模声楽形式

・形容 詞1(お よび 形容詞2)が それ以 E 形容詞2(ま たは ◆Sma||-sca|esacr人edvoca|form ◆宗教声楽 曲(小 規模 な 一一)

外の一体的な成句を説明する語である 形容詞3) →Sacredvooa1「orm.Sma||-scale

場合 。

A～Eの 並列的な表現 ・通常(下 記以外) F 並列的な表現の ◆Langu8geandcommunication (nusic) ◆音楽言語および伝達手段

先頭語(つ まりそ ◆Genera|principleandmusica|form ◆一般原理および音楽形式

の ままの形)

・複数の主題が 関連で扱われ てい る項 目 G 音楽以外の主題を ◆ 『1usicandUelshliterature→Ue|shliter8ture,岡usicand ◆ ウェ ールズ文学(音 楽 と一一)

の場合 表す語 　

前置詞(andを 除 く)句 で ・最も特定的な語が前置詞句の中にある H 前置詞に導かれ る ◆ ト1usicforspring→Spring,nusicFor ◆春の音楽

修飾されるA～F 場合 部分が上記のA～ ◆ 同usicinspecificsetting3→Setting,rlusicinspecific ◆状況 のための音楽(特 定の 一 一)

Fの どれに あた る ◆Folkmusicofspecificracial,ethnic,nationa|group5 ◆人種 、民族 、国民 の民族音楽(個 々の 一一)

か 判断の上 、その →Racial,ethnic,nationalgroups,Folkmusicof

原則 に より決 定す

る 。

・最も特定的な語が前置詞句によって修 1 前 置詞句 によって ◆Commonorthemass (Uocalfom}

`

◆ミサ通常文 (声楽形式)

飾され る部分にある場合 修飾される部分が [※慣用句なので英語と先頭語が不一致]
上記ののA～Fの

どれに あた るか判

断 の上 、その原則

によ り決定 す る。

・ 「修飾 される部分 十前置詞 」が形容詞 J 前置詞に導かれる ◆Othertりpeofvoice→Uoice,Othertりpeof ◆声(他 の種 類の 一一)

的に和訳される場合 部分が上記のA～
Fの どれ にあた る

か 判断 の上 、その

原 則に より決定す
る 。

分 詞句 に よって修飾 され る ・最も特定的な語が前置詞句の中にある K 分詞に導かれる ◆Opera,Personsassociated脚ith ◆オペラの関係者

A～F 場合 部分が上記のA～
Fの どれ にあた る

か 判断 の上 、その

原則に よ り決定す

る 。
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3.1.2LC分 類表 音楽部 門の翻訳

分類索引デ ータベース には 、各々のAVMC番 号 に対応す る他 のい くっかの分類法体系の番

号を関連分類 として入力 した。アメ リカ議会図書館(LibraryofCongress、LCと 略記)分 類

表(以 下LCCと 略記)に よる分類番号は その うちの1っ であ り、その ための準備 作業 として

この分類表の音楽部門の翻訳を行 った。

LCCは アメ リカの中央図書 館で あるLCの ための分類表であ るため 、体系や項 目が アメ リ

カ中心 に作 られ てお りDDCよ りも普遍性 は低 い。非十進分類の 、典型 的な列挙型の分類表で

複合主題 にもそれぞれ専 用の項 目が用意 されている。記号が階層 構造 を とっていな いので、分

野の上下関係 を記号か ら知 ることはで きな い。非常 に膨大な資料を扱 うLCの ため に、各分野

の専門家 によって作 られ た分類表で あるだ けあって非常に精密 にで きている 。また、アメ リカ

のMARCデ ー タには全 てLCCが 付与 されているため、LCC番 号 か らAVMC番 号への変

換 、あるいはAV/MARC書 誌デ ータへのアクセスが可能 にな るこ との意義は大 きい 。

LCCは 全体が19の 分 野 に区分 され 、分類番号 はそれぞれの分 野を示 すアル ファベッ トを冠

している。AVMC:760と の対応関係で入力す るため、LCCの 中の 「音楽 」の分 野(M)の

み、っ まりMの 音楽作品 、MLの 音楽書 、MTの 音楽理論書 の部 分を翻訳の対象 と した。この

分類表は非常 に細か く項 目が設定 され てい る部分があ るため 、特殊な語 に対す る適 切な訳語が

見つか らない場合や、原 語の英語を 見ない と意味がわか りづ らい ことも多か った。そこで 、利

用の便を考慮 し、この分 類表を和英 対照の形 に編集 した。

3.1.3各 種分類表 および件名 作業の解説書の翻訳

(1)DDC20関 係の翻訳 ・整備

(a)DDC20:780の 整 備 ・編 集

前述の通 りDDC20は 世界で 最も普及 している分類法で あ り、AVMC番 号 と対応す

るこの分類法の番号 を関連分類 として入力す ることは非常 に有益 であ る。その準備作業 と

してDDC20:780の 日本語版の整備を行った 。

分類索 引デー タの基礎分 類表で あるAVMC:760の 基 とな ったMLAJCは 、DDC2

0:780を 翻訳 ・改訂 したもので 、その改訂の ほとんどが表示方法 に関することであるため 、

追加 され た769「 日本音楽 」の項 目お よび760番 台に置換 されている点以外 、ほぼ 、MLA

JCはDDC20:780に 等 しいとい うことがで きる。また、AVMC:760の 注記等 はML

AJCの 表示方法を その まま採用 しているため 、DDC20:780も 同一の形式を とる方が

使いやす い。従 って、DDC20:780の 整備 は、MLAJCの760番 台を780番 台 に戻 し、
一部の訳語を修正 し、その他の細かな手 直 しをするとい った比較的小規模な作業 で済 ます

ことがで きた。

(b)DDC20序 文 の翻訳

DDC20第1巻 の前づ けペ 一一ジにある 「デューイ十進分類法へ の序文 」は、この分類
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法の基本的な使用方法を詳 しく説 明 している。DDC20に よる分類付与を行 う場合 には

この序文の理解が不可欠であるため 、その翻訳を行 った。

この序文 はDDC20に よる分 類付与の指針 と して使用されただ けでな く、その内容 は

AVMC:760の 中の 「1.分類番号付与 について 」お よび 「3.資料 に対す るAVMC番 号付

与 」の規則作成の際 にも参考 と して用 いられ た。

(c)DDC20マ ニ ュ アル の翻 訳

DDC20の 第4巻 の巻末 には 「むずか しい分野を分類す るため の助言を行 い、ア メリ

カ議会図書館 十進分類部門の方針 と実際的規則を説明す る」(DDC20序 文)膨 大なマ

ニュアルが収め られている 。その 中か らこのデー タベ ース構築の ため必要な次の部分を翻

訳 した。

① 「補助表1」 に関す るマ ニュアル

補助表 とは分類表 の本義 の番号 に付加 して用い る番号表 のこ とである。DDC2

0の 補助表1「 標準細 目」は資料の形態 、主題 を取 り扱 っている条件等 によって分

類項目をさらに細分す るために用意 されている。どんな主題 にも適用が可能で、音

楽の分野で も重要であるため、この補助表1に 関するマニ ュアルの翻訳を行い、分

類作業の指針 と した 。

標準細 目は通常分類表の 本表 に表示 されな いが 、ある主題の もとでの標準細 目に

よる細分が特別な意味を もっ場合 、およびあ る主題 に固有の標準細目の番号を追加

す る必要があ る場合 に限 って本表 に表示 されている 。音楽の分野 にも表示 されてい

る標準細 目があ り、それ と重複 しない標準細 目のみ補助表1か ら使用す る必要が あ

るのでその扱 いが煩雑で ある 。そこで 、今回編 集 したDDC20:780やAVMC:7

60で は音楽分野で使用可能 な全 ての標準細 目を表示 し、 「音楽細 目」と呼ぶ ことと

した。この 「補助表1」 に関するマニュアルはAVMC:760の 音楽細 目の使用に関

す るマニュアル と しても使用 され た。

② 「補助表2」 に関す るマ ニ ュアル

補助表2は 地域 によって分類項 目を さらに細分す るためのものである 。これは 、

音楽細 目の特定の番号(780.23,780.25,780.272,等 々)お よび本表の特定 の番号

(784.19)に さらに付加 して用 いられ るため 、このマニュアルを翻訳 し、分類作業

の指針 とした。これは、AVMC:760の 音楽細目の同様項 目の使用 に関 するマニュ

アル としても使用 され た。

③ 「780音楽 」に関するマニ ュアル

音楽は他の分野 と比べ特 殊性があ るため 、本義の番号 に関 するマニュアルの中で

も 「780音楽 」に関す る部分 は比較的 多 くのペ ージを使用 して いる。分類索引デー タ

の関連分類 と してDDC20:780の 番号 を付与す るための指針 とす るため、これを

翻訳 した。

AVMC:760はDDC20:780と 、細部 は別 と して基本的な構造が 同一で あるり、

基本的にはその取扱 方法 をその まま採用 する。そ こで 、このマニ ュアルに対 してA

VMC:760の 独 自性 を考慮 した修正を施 し、AVMC:760に 「2.AVMC760マ ニ ュ

アル 」として収録 した。

(d)DDC20補 助表7の 翻訳

補助表7は 「人々のグループ 」によって分類項 目を さ らに細分 す るため に使用 され る。
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この 表 の番 号 は 音 楽 細 目の 特 定 の番 号(780.24,780.88)お よ び 本表 の 特 定 の番 号(781.

71,781.74,782.3)に さ らに付 加 して用 い られ るた め 、 これ を 翻 訳 し分類 作 業 に用 い た 。

また 、 これ はAVMC:760の 同様 の 項 目 に対 して もそ の ま ま使 用 す る ため 、AVMC:760

に よ る分 類 作 業 お よびAVMC番 号 の 入 力 にお いて も用 い られ た 。

(e)DDC20:780索 引の 編 集

DDC20の 第4巻 の大部分 を占め る相関索引(RelativeIndex)は 、本表 と補助表 に

ある主題(そ の同義語 も含む)の アルフ ァベ ッ ト順 リス トである 。この中か ら、780番 台 の

番号に関係す る主題 のみを選 んでパ ソコ ン入力 し、DDC20:780本 表の項 目 と合体 し、

重複を削除 しなが らDDC20:780索 引を翻訳 ・編集 した。また、これはAVMC:760語

彙表の作成にも用 い られた。

(2)DDC分 類の解説 書の翻訳

一 般 的 な
、 お よ びDDCに よ る 分 類 作 業 の 基 本 的 な 方 法 論 、 原 理 ・原 則 を 学 ぶ た め に 、

BohdanS.Wynar著 、Introductiontocatalogingandclassification
,7thedition

(Littleton,Colorado:LibrariesUnlimited,1985)の 第16章"Classificationofli-

brarymaterials"の 後 半 部 分 、 お よ び 第17章"Dec畑alclassification"を 翻 訳 し
、DDC20

:780に よ る 分 類 付 与 の た め に 用 い た 。

ま た 、 こ れ はAvMC:760の 「L分 類 番 号 付 与 に っ い て 」 お よ び 「2.AvMc760マ ニ ュ ア ル 」

「3.資 料 に 対 す るAVMC番 号 付 与 」 の 規 則 作 成 の 際 に も 参 考 と し て 用 い ら れ た
。

(3)NDC8音 楽部門 の編集 、索 引の作成

日本十進分類法(NipponDecimalClassification、 以下NDCと 略記)は 日本の ほとんどの

公共図書館が使用 してい る分類法で ある。その760音 楽は、音楽資料専用の分類表 として用 いる

には問題があ るが 、小規模 なAV資 料 コレクシ ョンに対 して公共 図書館等 において用 いる場合

もあ り得 るため 、分類索 引デー タの関連分類 と して入 力を行 うこととし、その ための準備作業

として、AV/MARC用 のNDC:760の 本義および索 引の編集を行 った。

(4)LC分 類 の解説書 の翻訳

LCCの 構 造 、 そ れ に よ る 分 類 付 与 の 基 本 原 則 を 学 ぶ た め に 、BohdanS.Wynar著 、Intro-

ductiontocatalogingandclassification,7thedition(Littleton,Colorado:

LibrariesUnlimited,1985)の 第18章"LibraryofCongressclassification"の 部 分 を 翻 訳 し
、

LCCに よ る 分 類 付 与 作 業 の 指 針 と し て 用 い た 。

(5)LCSH関 係資料 の整備

分類索 引データはそのC44フ ィール ドに、AVMC番 号 に対 応するAVSHに よる件 名標
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目の典拠 レコー ド番号を 入力す るこ とによって件名典 拠 とリンクする 。前述 したとお り、AV

SHはLC件 名標目表(LibraryofCongressSubjectHeadings、 以 下LCSHと 略記)を 基

に して 日本語 を付加 した もので あるため 、件名付与作 業の原則はLCSHの それ にその まま従

っている。しか し、これ まで件名作 業のマニュアルは不十分な形 で しか整備 され ていなか った

ので、分類索 引データに正確な件名 典拠 レコー ドを リンクさせ るために下記の資料の整備 を行

った。

(a)LCSH解 説書 の翻訳

情 報 の 新 し い 、 優 れ た 解 説 書 と し て 、LoisHaiChan著 、LibraryofCongresssubject

headings:principlesandapPIication,2ndedition(1、ittleton,Colorado:

LibrariesUnlimited,1986)を 選 び 、 そ の 第1章"Introduction"お よ び 第2章"Basic

principles"、 第3章"For皿sofheadings"の 部 分 を 翻 訳 し た 。

(b)CD-MARCSubject検 索 マ ニ ュ アル作 成

LCSH検 索 の ツー ル と してCD-一 －MARCSubject(CD-ROM)を 用 い

た ため 、そ の操 作 マ ニ ュ アル を 参 照 し、 フロー 図 の形 の検 索 マ ニ ュ ア ル を作 成 した 。

3,1.4AV/MARC分 類マ ニュアル整備

(1)分 類目録マニュアルの整備

これは、AVMC:760の 適用細則 にあた り、この分類表の標目語および参照語 、注記 の言葉

や文章 の暖昧な部分を明確化 したり、分類 作業 におい て統一化され た取 扱いを実現す るための

規則 を追加す る役割をもっ。適用細 則 は通常、分類作 業の過程で生 じた事例 に基づ いて設定 さ

れるので、作業が進むにっれて次第 に増加 してい く性 質の もので ある。

これまでに整備 されている分類マニ ュアルは、AVMC:760改 訂の過程 、お よび小量 の音楽

録音資料 にAVMC番 号(合 成番号)を 付 与 し、そのデー タ入力を行 う過程 で設定 した適用細

則 のみであるため 、その分量は多 くな い。今後 、AV/MARCの 書誌 デー タへの分類索 引デ

ータのアクセスポイン ト付与を本格 的 に開始 し、合成 番号の レコー ドを追加 してゆ く過程で、

この分類 マニュアルの適用細則の分 量 は大幅に増加 してい くだろう。

(2)ポ ピュラー音楽関係の分類作業補助資料作成

多 くの音楽分類表 においてポ ピュラー音楽の取扱方法は大 まか で、明確な指示を 欠いている 。

それは聴覚を通 して広 まってゆ く、時代の風潮 に従 って常 に変化 する、研究対象 となることが

少な く言葉の定義 もあい まいで ある、等 々のこ うした音楽の特徴 か ら生 じてい る実状なのだ ろ

う。

しか し、実際 に発 売されてい る、ない しは公共図書館で購 入す るAV資 料中 、ポ ピュラー音

楽の 占め る割合 は芸術音楽 よりも高 い 。そこで 、AVMC:760で はDDC20:780やMLAJ

Cよ りもその項 目の一部を さらに細 分 して、そ うした現状への対 応を試 みた。また、下記の よ

うな補助的な資料を作成す るこ とに よって、よ り正確 で、一貫性 のあ るポピュラー音楽の分類

一22一



作業が実現す るよ う努め た。

(a)ポ ップス ・アー テ ィス ト・イ ンデ ックス

これはポ ピュラー 音楽のアー テ ィス トの個 人名やグループ名 か らジャンル名が調べ られ

るよ うに作成 したイ ンデ ックスである 。AVMC:760別 表 「ポ ピュラー音楽 」の索 引2:

アーテ ィス ト名 は、これ にAVMC番 号を加 えて再編集 したもので ある。

(b)ポ ップス分類資 料

ポピュラー 歌曲 、映画音楽 ・TV番 組の音楽 、ジャズの3っ の テーマを設定 し、それ

ぞれ に含 まれ るジ ャンルの ピックアップ、各々のジャ ンル に属 する資料の量的傾向の調査 、

ジャンル名称の定義 、問題点の記録等 を行 い、資料 の形 にまとめ た。これは 、AVMC:7

60の ポピュラー音楽 の項 目改訂 のための資料 と して 、また、AVMC:760別 表 「ポ ピュラ

ー音楽 」を作成 する ための材料 として用 い られ た。

3.2.分 類 索 引 デ ー タ 記入 ・入 力

3.2.1マ ニ ュ アル の作 成

分類索引デ ータの記入 ・入力を行 うのに先立 って、下記のマニュアルの作 成を行 った。

(1)入 力 フ ォー マ ッ ト ・マニ ュア ル

これは 、データの入力形式 、データ作成 ・入力方法 に関す る内容を表の形 にまとめたもの

である。これを基 にし、データ作成 ・入力方法 の部分を取 り除 いて分類索 引 レコー ドフォー

マッ ト(資 料3)を 作 成 した。

(2)分 類索 引データ入力マニ ュアル

これは(1)を 基 に して、データの形式部分は実際に今 回入力す るコー ドや フ ィール ドのみ残

し、データの作成 ・入 力方法をよ りわか りやす く、詳 しく説明 したものであ る。(資 料2)

3.2.2デ ー タ 記 入 ・入力

デー タはまず入力用紙 に記入 してか ら、端末 を使用 して入力 した。

(1)入 力 したデータの種類

(a)AVMC:760本 表 の番 号

①分類索 引 レコー ド…AVMC:760に あ るもの ほぼ全 部
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②項 目見出 しレコー ド、補助 表 レコー ド…若干

(b)AVMC:760に よ る合 成番 号

①次のパ ター ンによ り合成 した番号

・楽器名+形 式名
・各種オーケ ス トラ+独 奏楽器
・各種オーケ ス トラ+独 奏楽器+形 式名
・各種オーケ ス トラ+形 式名
・その他

② 実際 のAV資 料 に含 まれ る作品の分類番号

(2)今 回の入力対象項 目 とデータの作成方法

表3-5入 力対象項 目 とデー タの作成方 法

入力対象項目
ブ イー
ル ド

データ作成方法

本表の番号 合成番号

コー ドデー タ マ ニュアルか ら マニュアルか ら

レコー ド作成機関 ・訂正機関 180 マニュアルか ら マニュアルか ら

分類標
目

AVMC番 号 A7× AVMC:760か ら ★

統 一語(項 目名)、 ヨ ミ A7× AVMC:760か ら ※

注記 B× × AVMC:760か ら [対象外]

典 拠 レコー ド ・リン ク C44 [対 象外] ★(一 部分のみ対象)

分類標 目を
構成す る
ファセ ッ ト

AVMC番 号 C70 [対象外] AVMC:760か ら

統 一語 、 ヨ ミ C70 [対象外] AVMC:760統 一語

関連

分類

DDC20 C76 ★ ★

NDC8 C77 ★(該 当す る時 のみ) ★

LCC C78 ★(該 当する時 のみ) ★

ホル ンボステル=ザ ック
ス楽器分類番 号

C79 ★(766～768の み) [対 象外]

参照語(日 本語、英語) E7× AVMC:760か ら ※

★…データ入力者がマニ ュアル類を参照の上、デー タを作成 した。
※… 「分類索 引データの索 引語(統 一語お よび参照語)の 入力基準 」(表3-6)に よ

り作成 した。

(3)入 力に使用 したマニ ュアル類

(a)分 類 目録 マ ニ ュ アル(3.1.4(1)参 照)

(b)分 類 索 引デ ー タ 入 力マ ニ ュ ア ル(3.2.1(2)参 照)(資 料2)

(c)分 類 索 引 デー タ 入力端 末操 作 マニ ュ ア ル(6.2参 照)(資 料4)

(d)そ の他 項 目3.1に お いて整 備 したマ ニ ュ ア ル類 等
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表 3-6分 類 索 引 デ ー タ の 索 引 語(統 一 語 お よ び 参 照 語)の 入 力 基 準

11統 ・一 調 聾 と し ・て' 多 照 語 と し て 入 党 ザ る 語 物:n畝 嬬 序.
入 力 ・す る 語 句

・タ ・ 一 ス 1※ 〈.2)Rお い て下記 の影 より も 参 照 詰 備 考
,統:一 語 の 実 話 ・ 形

噛

一嘉妻的な表現がある場合に:1まそ

縫 使用してよい。
6P・

・日 本 語 英 語

(1)分 類標 目が 主ファ セッ トのみに よる番号の場 合 →AVMCの 統一語(日 本語) →AVMCの 欧米語 形の統一語 →AVMCの 日本語 の参照語 →AVMCの 欧米語形の参照語

【② －a)】 【① 】 【◎-b}】

(2) 「楽器名+形 式名 」 楽器名と形式名をそのまま ・短 い語 の組み合 わせ → 〈楽器名 〉 〈形式 名〉 →ファ セッ トことに1っ → 〈形式 名>for〈 楽器 名〉 ・統一語(日 本語 、英 語)に 別の形があ り、一般 的に使用 され る

分類標目が の形の合成番号 結び付 けたものが そのジャ ・片方の語 が漢字 (例)ピ ア ノソナタ の サブフ ィール ドを使 場合それを入力す る 。

プ ア セ ツ ト ンルの名称の慣用形の場合 ピアノ変奏曲 濡しその構成順序に配 (例)Sor旧taforp}ano

の合成によ 列した英語の標目語 → 〈楽器名 〉 〈形式 名 〉

る番号の場 【② －a)】 【② －b)】 (※ この形が適 切な 場合に限 る)

合 (例)P・an。s。nata

上 記 以 外 → 〈楽器名 〉(・)〈 形式名 〉 【① 】 【② 一c}】
⇒'一'一 ー ー ー ー ー 一

(例)ハ ープシ コー ド・ソナタ
一 一

ピア ノ ・エ チ ュ ー ド ・形式名/楽 器 名をその参照語に置 き換えたジャ ンルも存在 する場

合それを入力する

楽器名 と形式名をその まま結び付 けた ものはそのジャ ンル → 〈楽器 名〉の 〈形式名〉 (例)統 一語 「ヒ◆アノの19世 紀以降 (例)統 一語 「ピアノの19世 紀以降

の名称の慣用形ではない場合 (例)ピ アノのフ一方 の ヨ一口・ノ,、。の 舞 曲 」に おけ る の3-0ッバ の舞 曲 」に おける

ピアノの組曲関連形式 「ピアノのポロ ネーズ 」 「PolonatseforPIano」

【①】 【⇔ 一。)】

各種 オーケス トラと 「オーケス トラ」+「 独奏楽器 」 → 〈オ一城 トラ〉と 〈独奏楽器 〉 → 〈オーケズトラ〉舶th〈 独 奏 楽 器 〉 ・独奏楽器名をその参照語に置き換えたジャンルも存在する場合

独奏楽器の組み合わ (例)弦 楽オーケス トラとウァイ それを入力する
せによる合成番号の オ リン (頓1)StrIngorchestrawlth

場合 ∨lo|ln【 ◎-b}】 【①】 【⇔-c)】

「オーケス トラ」 十 「独奏 形式が 「協奏曲形式」の場合 → 〈独奏楽器〉 「協奏曲」(注) →Concertoror〈 独 奏 楽 器>aM ・独奏楽 器名をその参照語 に置 き換 えた ジャ ンル も存在す る場合 (注)ヂ ケストラが 通常 の 打開

楽器 」+「 形式名 」 (例)ピ アノ協奏曲 〈オ一刀 トラ〉 それを入力す る ,又トラ以外 の場合には 、そ

→ 〈独奏 楽器〉の 「協奏曲 」 のオーケストラの種 類をOに

(注) (例)C。ncert。f。rVl。llnar㎡ → 〈楽器名>concerto(注) 入れて付記する

(例)棒(複 式打奏体鳴楽器)の 5trmgorchestra (※ この形か適 切な場合に限 る)

協奏曲 【② －b)】 【①】 (例)P|anocorK)erto【 ◎-c)】

形式が 「協奏曲形式」以外の場 → 〈オザストラ〉と 〈独奏楽器 〉の → 〈形 式 名>fo「 〈オーケストラ>Mth ・形式名/独 奏楽器名をその参照、語 に置 き換えた シャ ンル も存在す

合 〈形 式名〉 〈独奏楽器〉 る場合それを入力する

(例)弦 楽オーケス トラとフル ー (例)N。ctumefor。rchestra

トのエ レジー w|thgUltar【 ② －b)】 【①】 【◎-c)】

「客種 オーケス トラ 形式名が下記の場合 通常 のオー ケス トラの場 合 → 〈形 式名〉 → 〈形式名 〉

」+「 形式 名 」 ・交響曲形式 (例)交 響曲
・序 曲形式 (例)Ove巾re

【◎-b)】 【①】 【②℃)】

通常のオ ーケス トラ以外の場合 → 〈形式名 〉(主 ケズトラの種類) → 〈形 式 名 〉(オ ーケストラの種 類)

(例)交 響曲(室 内 オーケ スト (例)SUmphonり(Chambθ 「

ラ) orchestra)【 ② －b)】 【①】 【② 一c)】

形式名が上記以タトの場合 → 〈オーケフトラ〉の 〈形 式 名 〉 → 〈形 式 名>for〈 オーケフトラ〉 ■ 形式名をその参照語に置 き換えたジャンルも存在する場合それを
入力する

(例)室 内オー ケス トラの狂詩 曲 (例)F～O間nceforstrIng

orchestra【 ⇔-b)】 【① 】 【⇔-c)】

★全般的注意事項 1.形 式 名 の 「形 式 」 と い う語 は それ が な い と意 味 が 通 じな い場 合 以 外 は 省 く こ と 。(例)「 ピ ア ノ の フ ー ガ 形 式 」 → 「ピア ノ の フ 一 方 」 「R。mancerormf。rstrlng。rchestra」 → 「Romanceforstrlngorchestra」

2.倒 置語 を他の ファセ ッ トを表 す語 と組み合わせ る場合 には正 置語に戻す 。(例)「 フル ー トの器 楽形式(そ の他 の一一)」 → 「フルー トの その他の器楽形式 」(英 語 の索引語 も同様 。ただ し、上記(2)一②－a)のみ倒置 のま まとす る。)

3.3つ 以上 の並列的な要 素の集 合の 表現方法は 「AとB,C.(D)」 の形にす る。(例)「 フルー トとオーホェ,バ スーンの協奏 曲」

※この基準は ガイ ドラインとして設定 したものなの で、これ を適 用す るのが不 自然な場合に は臨機応 変に処置 して良 い。
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3.2.3入 力 した分 類索引デー タの実例

図3-1に 入力 した分類索 引データの実例を示 す 。

■実例1:ヴ ァイオ リン協奏曲
00699njw220025010014
00100c90000684≠
00900≠

10000$al9900509dcadbaOjpn≠
19000$a19910201≠

180000$aJP$bDMS≠

ll;81!2鑑:ll;ll纏 脇 嘉 ㍊ 鴻 鵠{望 ・働 キ・ウソウキ・ク≠
C7001101顎 ・},羅一ケストラと特定の1っ の独奏籍$t椥 ラトトクテイ川 ツノ

C700211$a767.2$Tヴ ァ イ オ リ ン$tゲ ァイオリン≠

C7600$v20$a784.2'72,186≠

C7700$v8$a764.3942≠

C7800$a阻013≠
E7000$Oeng$tOrchestrawithspecificsoloenstrument$tViolin$tConcerto

for皿$2ddc20≠

E7001$Oeng$tConcertoforviolinandorchestra≠

E7002$Oeng$tViolinconcerto≠

¶翔 鳥:1;;;襯 「175;罐 の ドレスデン地方のホルン協奏曲(室 内オーケス トラ)
00100c90000803≠

00900≠
10000$a19900509deabbaxOjpn≠

19000$a19910130≠

180000$aJP$bDHS≠
A70000㌶ 耀;躍 曇霞14'麟穿こ辮 鑑 燃 需 蹴 テ

,
ド レステφン チホウ ノ ホルン キョウソウキョク シツナイ オーケストラ≠

C4400$3a85033820≠

C700014$a760.9032$Z1600年 頃 一1750年 頃$z1600ネ ン コロ1750ネ ン コロ≠

C700113$a3214$Yド レ ス デ ン 地 方$yド レスデ ン チホウ$n2≠

C700212$a764.186$T協 奏 曲 形 式$tキ ョウソウキョク ケイシキ≠

C700310$a164.32$T室 内 オ ー ケ ス ト ラ と 特 定 の1っ の 独 奏 楽 器$tシ ツナイ オーケストラ ト

トクァイ ノ ヒトツ ノ ト"クソウ カ"ッキ ≠

C700411$a768.94$Tホ ル ン$tホ ルン≠

C7600$v20$a784.3,2894,186,0943214'09032≠

C7700$v8$a764.3962≠

C7800$aMO28≠
E7000禦P麟5謬 鞠 ㍑ 元瓢 麟1嬬 奔男

ナイ辮 ㌻ ケスト
E7001$Oeng$tChamberorchestrawithspecificsoloinstru皿ent$tHorn

$tConcertofor田$yDresdendistrict$zca.1600-ca、1750$2ddc20≠

図3-1入 力 した分類索引デー タの実例

3.3AV/MARC登 録済 資料 の分類実験

AV/MARC書 誌デ ータへの分類索引アクセスポ イン トの付 与は
、書誌データの該 当フ ィ

一ル ドに分類 索引データ のID番 号 を入力す ることにより行 われ る
。AV/MARCの 書誌デ

一夕はこれ まで に約9万 件 蓄積 され てお り
、その大部分が音楽資料 であるため その分類作業 には
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今後長 い期間を要する。

今回は実験的 に、AV/MARC書 誌の 中か らいくっかの音楽 作品を選 んで 、この作業を行

った。

4● シ ス テ ム 構 成

4.1構 成 図

デー タベ ー ス
・分 類索 引
・書 誌

・典 拠

4.2機 器構成

ホ ス トコ ン ピュ ータHOSTCOMPUTER2

(サ ー ヴ ァー)(オ ンラ イ ン用)

端末(ク ライアン ト)

ホ ス トコ ンピ ュー タ

磁気ディスク装置

端 末 装 置

オンライ ン
ユーザ

SONYNEWSNWS-1850

NWS-1450

MHCMHD-700

SONYQuarterLPCX-300

NECPC-9801RA

ン

T

ー

↓

イ
ザ

M

ラ

一

↓

㌘

4.3ソ フ トウェア構 成

(1)ホ ス トコンピュー タ

基本 ソフ トウェア

通信 ソフ トウェア

デー タ管 理 ソフ トウェア

(2)ユ ーザ端末

基本 ソフ トウェア

通信 ソフ トウェア

NEWSOSVer.

独 自開発

独 自開発

3.4(UNIX)

MS-DOSVer.3.21

TCP/IP(独 自開 発)
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5.フ ァ イ ル 仕 様

資料3「 分 類索引 レコー ド・フォーマッ ト」を参照の こと。

6.デ ー タ ベ ー ス の 機 能

6.1デ ーーータ登録の機 能

次の手順 によ り分類索 引デー タの入力および登録を行 う。詳 しい操作方法 にっい ては 、資料

4「 分類索引 デー タ入力端末操作マニュアル 」を参照のこ と。

①新規入 力に利用す る入力済分類索引 レコー ドの検索 を行 う。(資 料4-II.④ 参照)

AV/MARC分 類 索引 レコー ド検索

分類標 目
フ ァセ ッ ト
索 引語
PRECIS
ID番 号

[Enter-〉 検 索][Esc-〉 戻 る]

図6-1分 類索引 レコー ド検索画面

②画面に表示 されたデータを修正 ・追加す ることにより新規 データの作成を行 う。

(資 料4-II.⑧ 参照)

③[F10]に より新規ID番 号の付番を行 う。(資 料4-II.◎ 参照)

④端末へ の保存 を行 う。(資 料4-II.⇔ 参照)

⑤ホス トコ ンピュー タへの保存を行 う。(資 料4-II.⑧ 参照)
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6.2AV/MARC書 誌データ入力時 にお ける検索

①分類索 引 レコー ドの検索 を行 う。(資 料4-II.④ 参照)(検 索画面 は図6-1参 照)

②書誌データのフィール ド671の$3に 分類索引 レコー ドのID番 号 を入力する 。これ

により、書誌 レコー ドと分類索 引 レコー ドの リンクが行われる。

6・3AV/MARC利 用者への分類索 引デー タか らのア クセスポ イ ン トの提供

AV/MARCの オフライ ンによる提供 の場合 には 、書誌データ抽 出の際 、典拠 と同様 に分

類索 引データベー スから抽出されたアクセ スポ イン トが付加 され る。これは上記6.2の 、分類索

引デー タとの リンクが行 われている書誌デ ータのみ対象 とされる 。

ただ し、オ フラインの場合、アクセ スポ イン トとして提供 され る分類索引データは下記の項

目に限 られる。

表6-1オ フライ ンのMARCに お いて分類索引
データか ら提供 され るアクセスポイン ト

フ ィール ド デー タ項 目名(識 別子) 実 例

A7×

(A70)
分類標目 $a分 類 番 号

$T統 一 語
$t統 一 語 ヨ ミ

764.2'72'186

ヴ ァ イ オ リ ン 協 奏 曲

ヴ ァ材 リン キョウソウキョク

C70
分類標 目を構

成す るフ
ァセッ ト

①
$a番 号

$T統 一 語
$t統 一 語 ヨ ミ

764,186

協 奏 曲 形 式

キョウソウキョク ケイシキ

②
$a番 号
$T統 一 語
$t統 一 語 ヨ ミ

764.2

オ ー ケ ス トラ

オーケストラ

③
$a番 号

$T統 一 語
$t統 一 語 ヨミ

767.2

ヴ ァ イオ リン

ヴァ材 リン

C76 $aDDC20分 類番号 784.2'72'186

C77 $aNDC8分 類番号 764.39

C78 $aLCC分 類番号 M1012
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7● デ ー タ ベ ー ス の 評 価 と 今 後 の 課 題

7.1デ ー タベ ー スの 評 価

分類索 引デ ータベースを構築する にあたって 目的 としてい たの は、主 に次の ような機能だ っ

た。

①AV/MARCの 書誌 に精密 な分類法体系 による分類番号 を付与 する体制を整 える 。

②自然語 キー ワー ドによる分類 法体 系への検索を可能 とす る。

③複合主題(合 成番号)に 対 して 、その構成要素(フ ァセ ッ ト)に よる組み合わせ検索を

可能 とす る。

④他の主要な分類法体系の分類番号か らの検索 も可能 とす る。

これ までの構築作業に よって、上記の 目的をおおむね満足 させ ることがで きる分類索引デー

タベ ースを構 築す ることがで きたと言 えるだろう。ただし、利用者の大半がAV/MARCを

オフライ ンで利用 してい る現状 では、このデー タベー スの長所を 十分 に発揮で きる とは言えな

い。 また、現状のシステムではデー タベー スの規模 に制約が あ り、参照語等を十分 に備 えてい

ると言 えない面 もある。

7.2今 後の課題

当初の目的 をおおむね満 足させ ることが で きる分類索引データベースの構築はで きたが 、そ

れが効果を発揮 してい くためには下記のよ うな課題に取 り組 み 、実現 してい く必要があるだろ

う。

(1)AV/MARC書 誌 デー タベー ス等 との リンク作業

このデーーータベースはAV/MARCの 書誌データに精密な分類法体系 による分類番号を付与

し、それを言葉か らも検 索で きるよ うにす るためのものである。従 って、書誌デー タと分類索

引デー タの リンク作業を行 って初め てその機能を発揮 するこ とが で きる。

また、件名標 目や統一 タイ トルの典拠 データ との リンクを行 うことによって 、それを仲介 し

ての、 またはそれか ら分類索引データを仲介 しての書誌データの検索が 実現 され る。

(2)分 類目録マニュア ルの充実を はか る

優れ た分類法体系を採用 し、それ による分類索 引データベースを構 築 した としても、その用

い方 、っ まり上記(1)の 書 誌データや典拠 デー タとの リンクの方法が適切でなか った としたら、

それ は十分 な機能 を発揮 す るこ とがで きな い。従 って 、実際の分類作業を行 うなかで 、分類方

法の確立を行 い、それを適用細則の形 にまとめ、分類 目録マニュ アルの充実をはか ってい くこ

とが重要であ る。
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(3)日 本音楽の項 目(769)の デ ータベー ス化

AVMC:760はMLAJCを 基 に改訂 して作成 され た。MLAJCは769と して 日本音楽の諸

項 目を展開 しているが 、今回の デー タベース構築では労力的 な限界か ら、一部の実験的な例外

を除 いて、769の 部分のデ ータ入力は行わなか った 。

AV/MARCは 日本 のAV資 料 を対象 とした図書 館目録 データベー スであ り、そこで扱 う

資料 には邦楽、雅楽 、日本民謡 等、 日本固有の音楽が少な くない 。従 って、MLAJCの769の

展開の妥当性 を再検討 した上で、この 部分のデー タベ ース化 をはかっていく必要が ある。

(4)音 楽以外の分野のデータベー ス化

AV資 料の大部分を音楽資料 が占めているが 、映画 、文芸 、紀 行等 々、音楽以外の資料 も存

在 してお り、それ らに対 しても分類索 引データのアクセスポ イン トを付与す る必要が ある。

MLAJCやAVMCは 音楽分野 以外はNDC(ほ とん どの 日本の公共図書館が採用 してい

る分類表)を 用 いることを意図 し、その原典であ るDDC20の 音楽部 門が780番 台であ るのを、

NDCと 同 じ760番 台 に移行 させ た。従 って、音楽分野以外 はNDCに よってデー タベース化 す

る予 定であるが 、それに先 だって、AV資 料の分類にNDCが そのままで対応で きるか ど うか

の検討を行った上で、場合 によると部分的な修正が必 要とな るか も しれない。また、NDCの

改訂の動向も考慮 に入れ る必要があ るだろう。

(5)利 用方法 の追求 、それに対応 したデータベースおよびシステムの改善

このデータベースはAV/MARCを 検索するためのデー タベ ースで あるため 、その特性 を

生か した検索方法の追求 、お よびそれ とフィー ドバ ック した形でのデー タ構造や検索システム

の改善が、利用 しや すい ものを確立 してい くためには 欠 くことが で きな い。難 しい決 まりをお

ぼえな くとも、自然 に思 いつい た言葉 で検索 し、いか に目的のAV資 料 にたど り着 けるように

するか にっい ての追求は 、分類索引以外の検索方法の同様 の追求 と相 まって 、オンライ ン ・パ

ブ リック ・カタログ(特 別の知識が な くても検索で きるオ ンライ ン目録)を 現実の もの に近づ

けてい くだろう。
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A>/MARC分 類 表:760 第2版

以下は 、ダイン メディアサービス社の児供す るAV/MARCに おけ る分類作業に必要なマニュアノ!ノ群であり

次の部分から構成される。

つ
」
3

4

分類番号付与について

AVMC760マ ニュアル

資料に対す るAVMC番 号付与=書 誌 レコー ド作成用フローチャート

AvMc760貸 ・類表

ファセット合成のパ ターン妻

子b－ 卜式AVMC760本 表

京表の索引

号1衷「粛ピ:ラ ー音楽 、楽器名.ほ か)

=
① 使用する分類表

Av/MARCの 公 式 分糠 は ・AV/MC(qmnRcC・ ・F・lf・・r… 。・)で 携 二 の 他 に 参 考情 報 と し てLtCC〔L・b,,,
,。 ・C

岬e・ ・C:,3ESifiC.3ti。 ・・CT.3s:-1)お よ 乙`↑NDCひ ・煕 ・:…i・alCTe:-sifi・ ・t…) .DD・C(!>meyDec・,、a1CT,,s・f・e3t、 。。)!・n.書

号 を 付 与 す る 。

② 分類番号付与の原屠

A基 本願 三i鰐 鰻 料に対して 著傾 蟹 墨隈 蹴 論 誤 れてい る主要な三駆 愛書鰭琴におけ る資料配列のための

また目録利用者に注目させるための分類番号を付与す る,分 類番号は少な くとも著作の2匹ζを占める主題に付与す る
。

㌶ §煕 ・寺・蕊 麟 鐸 暴罐 翼瓢 誌 ≧霊 鑑 灘 匡濡 勺灘 瓢 蕊
は1著 作に対して1工個以上の分類番号を付与 してはな らない。

c特 定性 蝿 樋 里 馳 よく縛 す る・停電化さin.t・geN{sる.当 該認 こ古 る迦 題 薄 暑が{憾 できな。ageに

は.そ の主題の上包の主題に分類する

響i灘 螺 麺 ・㌶ 募鍵;誌 耀 ㍊ 鍵義諸㌶;㌶
E「3」 のan上fi,s題 が4以 上の下位主雛 含んでおり

、目録順 苛2磐 鷺3・ 冒の下註 駄 蛾 。ていなけれぽ 上位
主題ではなく、適切な2個 または3個 の下位主題の番号を付与する。

OAVMC番 号付与の具体的手順

「資宇ヌに寄す るAVMC番 号付 与 =書 誌 レコー ド作 就弔 フロー チb－ ト川 こよ る
。
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2麟 蒜箒推 誉 ヌー_鮮 』

① 耽 の全体構成

76C ・㎝01「 ㈱ 音 楽 と関連 す る他 の主題

76Pt .1-.9

761

761 .1

761 .2

761 .9

?61 .n

761.5

761.6

?6ユ.?

?61.♂

71S2-76R.

762-763

762

76ゑ

764-769

764

765

7εS-768

766

?6?

アa?.

769

769 .Ol-.〔 〕9

〔69,1

769,2-T69 .9

769 、2-769.3

769 ,2

769、?

769 ,A～769.3

769.4

7頒 .5

769.5-7ら9.曾

?69.6

了69.7

769,9

音楽細目
一般原理および吾妻形式

基本原理

音楽要春

作i8

音楽実技

音楽の種類 ζ例:特 定状況のための)

音楽伝統(倒:民 俗.ず ピュラー)

宗教音楽

[一般的]音 楽形式

吉および楽器

吉および声楽

吉楽 書

単声のための音楽

楽器およびその音楽

楽器と合奏およびその音楽

1パー トに1つ の楽器のみ の音i9…

個力の楽器およびその春祭

鍵盤楽睾 機樋楽器 電気 ・電子楽器.打 楽器

弦楽器

管楽器

日本の音楽

日本音楽細目
一般亘理および音楽形式

吉および楽器
苦楽 吉

士来吉楽として成立した音楽

付フ呼一フ只を伴 う古楽

楽器 と器楽

雅楽 ・管弦打の合奏

弦打 管弦 、管打の合奏

個 々の楽器およびその音薬

打楽器

弦楽器

管楽器

② 分類の適用順位

Ei本音楽

書およびi套器

音楽形i弐

宗教音楽

音楽伝統

音楽の種類

音楽実損

作曲

音楽要睾

音楽の基本原理

日太音楽細目

769

7ら9 ,2-769,ξ:

?69、13

769.17

769 .16

〒69.15

769、14

769 .1?

769、12

769.11

769.〔 〕卜.09
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西洋音楽
声および楽器
音楽形式
宗教音楽
音楽伝統
音楽の種類×
音楽実技.
作曲
音楽要素

音楽の基本原理
音楽細目

762-768

761.8

761.7

761.6

761.5

761.4

761.3

761.2

761,1

760.1-.9

O資 料形態について:音 楽文献vs.楽 譜および録音(映 像)資 料

音楽と他の主題との大きな相異は 、楽譜や疎音(映 像)と いう資料形態としての音楽と音楽に関す る文献を区別する必要があ る

ことである。

この分類表では両者に別番号をは用意してはいないが、利用館は請求記号に他の記号を用いることでこれ らを区別することがで

きる(「4AVMC分 類表 ①概要」を見よ)。

④ 番号の合成について
・番号の合成によって、分類表に含まれるいくつかの要素(フ ァセッ ト=相)を 同時に示すことができる。番号合成に対す る指示

はその都度示される。
・番号の合成は、ファセット ・コネクタre」またはr1」を用いて、分類表のある部分を別の部分に付加することによって行われ 、次

のような表現を可能 とする 。

ギタリス トによる/ス ペイン人の/民 俗音楽の/録 音資料

ピア ノのための/ポ ロネーズの/楽 譜

・この分類表を、文献にのみ用い るのであれば合成要素は多 くな らず 、次のようになる 。文献には 、演奏媒体に関する要素が含 ま

れないためである(「 声 」は人声 、 「楽器」は音を発生させる工芸品で,両 方とも音を発生させる演奏手段)。

ロックンロール ・クリズマヌ音楽761.723166

ク リヌマス

ファ セッ ト指 示 子

ロ・ソクン ロー,ル

761.723

1
田=[

ファセッ ト・コネクタ 「1」により、分類表の

場所か ら番号が採られてることが判る。

⑤ 音楽の基本願 について
761.2

7一

▲4

5

5

6

エ

ベ

ベ

エ

6

6

R
∀
6

⇔「

7

7

【「

761.7

761.8

耐

音楽要素は青蝿 の構 築および音楽創作に用いる時間を含む 。

作曲技術に含めた方 がよい要素は761.3に置いた 。

演奏 、記録 、および 音楽演奏の熟達に必要なものを置いた 。

音楽が演奏され るあ らゆる時 、場所 、理由。

は 、たとえば 、海の音楽 、愛国音楽 、テレビ音楽 、デビューのための音楽な ど。

民俗 、ジャズな どの音楽伝統 。西洋芸術音楽を優先させて760-768に分類 し、その他の音楽伝統は761.6に 、日本の音

楽は769に分類す る。

宗教音楽全般 。

ロン ド、主題と変奏 、およびオスティナー トな どの一般的な音楽形式 。これ らは目録対象が声や楽器を特定 しない場

合にのみ用いる。

声を特定 している音 楽形式 →762.1-4

楽器を特定 しているもの →764.18
・761に 見 いだ され るカテ ゴ リーの 楽曲 は 、演奏手 段(声 楽 曲 または器楽 曲)76?-7681Z分 類す る 。

例:オ ルガ ン用 の宗 教 音楽 → オル ガ ン音 楽

・761.382-.388原 曲の 声 、楽 器 、ア ンサ ンブル によ る[区 分 〕

これ らの細 目は他 の 番号 と合 成す るた めにのみ 用い 、単独 では使用 しな い 。

これ らの細 目は原 曲 の声 、楽 器 、ア ンサ ンブル を示 すた めに声 、楽 器 、ア ン サ ンブルの 番号 に付加す る 。

({列)ヴ ァ イ オ リン音 楽の ピア ノ用編曲766.213872、

ピ ア ノ曲766.2

ヴ ァイ オ リン曲 の編曲139T2

声 、楽器 、ア ンサ ン ブル のた めの編 曲全 般は762-768に 分 類す る 。
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(例)‡繧i訪脇 ㌶ 禁 野撃
用編堪 蕊

・761.47伴 奏(通 奏低音 を含む)

文献 に147(761.47よ り)を 付 加 した 鳩合 は 、作品に 対す る伴奏(通 奏 低音 を 含む)法 を 示す 。

(例)767・2147鴎 灘 二㌫ 誓鵠 ξ製 罐 撫
。.

(7ew.2は ヴァ イオ リン曲 を意味 す る)

⑤ 音楽■目について?田

・標準細 目(Tl)の いくつかが 、音楽では拡大解釈されている(音 楽細目印T1)。

(例)「 螂 楽譜 、録音(映 像)資 料 、テキス トのに関す る文献 」の場合

番 号

宮7.2

7〔汀.2

767.2

767.21蛇6

767.2〔 蛤66

瓢

ヴァイオ リン音楽に関する文献 、および

ヴァイオ リンの楽譜 、および

ヴァイオ リン音楽 の録音資料

ヴァイオ リンの楽譜に関す る文献

ヴァイオ リン音楽 の録音資料に関する文献

・ある場 所 に関す る音楽 と 、ある場所 の 中で の音 楽 は区別 しな い

(例)パ リ人の歌 劇/パ リにお け る歌劇 →762.1094436

ウィー ン音 楽/ウ ィー ンで演 奏 され る音楽 →76e.943613

・76e .079vs.770他 の舞台 芸術 と関係す る音 楽 に焦 点 をあてた 著作 に用い る。総 体 とし ての舞 台芸 術 →η0

・760.268歌 唱 または音楽 と共 に吟 唱す る言 葉 お よび他 の音声

この 細目は他 の番号 と合成 す るた め にのみ 用い 、単独 では使用 しな い 。ほ とん どの場合762-763で 用 い る。

(例)歌 曲の 歌詞762.42ee68

た だ し 、声が器 楽作品 の1要 素 で あ る と きに は764-768で 用 いる 。

(例)合 唱交響 曲の歌 詞764.21842268.
・769 .269筋 ■ 、要約

この細目は 他の番号 と合成 す るた め にのみ 用い 、里独 では使 用 しな い 。 ほと ん どの 場合762-763で 用い る.

(例)歌 劇 の筋書762.1距69

た だ し 、声が器 楽作品 の1要 素 で ある と きに は764-768で 用 い る 。

(例)合 唱交 響 曲の要 約764.22184腱69.

・760.89vg.761.62特 定人 種 、民族 、国 民に 関す る音楽vs.民 俗音楽

人種 、民族 、国民 と音 楽全 般 との 関係 を論 じた 著作 は76e.89に 分類 す る 。

(例)ア フ ロ=ア メリカ ンの作 曲者 、オペ ラ歌手 、ジVズ 指揮 者 に関す る著作7ea.899〔}or3

その 八種等 に固有 の音 楽を 論 じた著 作 は761.62に 分類す る

(例)ア フ ロ=ア メリカ ンの音 楽761.6296073

疑わ しい場合 は761.62に 分類 す る 。

⑦ 作曲家の扱い
・作曲者は分類番号に反映されな い(利 用館が作成するローカルデータでは、カッター番号 また は当該館独 自の他の方式によって

作曲者を示すことにな る)。
・㎜60.92(T1竜92)の 用法について

O伝 記

O作 曲者の全般的評論

O音 楽のある局面の発展に関係した作曲者(協 奏曲形式の発展に果たしたハイドン

の役割など)

○ある作曲者の作品群に関す る評論(ラ ヴェルのピア ノ曲への評論など)

×個々の作品の評論 →当該作品と同じ番号

×個々の作品分析の金集

⑤ 声および声楽について7暖 ト?68
・この分類表では 、第一に特性によって音楽を配列している。

すなわち声楽な ら

③
音楽(762.1)

序t音楽(762.2-4)

撰鷺1秀』 勘
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・声楽762」763においては、目録対象資料が楽譜か 、文献か 、または録音(映 像)資 料かによってその著作の分類が決まる(次 のチ
ャー ト参照)。

回
1

↓Yes

劇音 楽か?一 一 ーー 一一 →762.1に 分類 す る 一一ー 一 －n

ll

lbOl

↓ ∨θsl

楽 譜か?一 一 一一 一一 →762.5-763.9に 分類 す る 一－H

ll

l陳)1

↓1

声楽 形 式をY6sl

強 調?一 ー ーー ー一 →762.2-762.4に 分類 す る 一一→

ll

lNOl

ll
」 一一 ーー ーー 一一 →762 .5-763.91C分 類 す る 一－H

|

↓

終 わ り

チャ ー トの適用 例

歌 劇 か らの ソフ ラ ノ ・ア リア[楽 譜]762.1

歌 劇 以 外か らのソ プラ ノ ・ア リア[楽 譜]763.66

ソ プラ ノに よ る宗 教歌 曲[録 音資料]762.25

女 声 の ソプ ラ ノ[文 献]763.66
・ヴォ ー カル ・ス コア を扱 う場合 には 、声 質 と声の数 が考慮 され る 。

例:762.5-.9∨s763

762.5-.91パ ー トに複数 の声 を持つ 音楽C通 常 は合 唱音楽 を意味す る)

7631パ ー トにひ とつ の声 を持つ 音楽(重 唱 および独 唱)

・非劇 音楽 の スコア お よびパ ー ト譜の分類 手順

1声 楽ア ン サン ブル の規模(独 唱を含む)

1声 の種類(例)男 声 、高声 、ソフ ラノ 、児童

↓声 楽形式

声楽 ア ン ザン ブルの規 模 は 、分類 表 の器 楽部 分 の最 初 の 区分 に類 似 して い る。合 唱音 楽は管 弦 楽(い くつか のパ ー トに お

い てパ ー トに2以 上 の声/楽 器)に 、単声 の組合わ せ は室内 楽(パ ー トにひ とつ の声/楽 器)に 、独 唱音 楽は独 奏音 楽 に類

似 して い る 。

声の 種類 は分 類表 の楽 器部 分に類 似 し 、声質(性)と 声 域の 区分 は楽器 の種類 と形態 に よる 区分 に類 似 して い る 。

・声 は 最初に 性 と年齢(女 、児 童 、男)で 区別 し 、次 に声域 で 区別す る 。

(例)男 声合 唱の た めの世 俗歌 曲762.842

男 声合 唱T62.8

世 俗歌 曲a2(762.42よ り)

単声の組合わせのためのキャロル

単声の組合わせ

ファセッ ト指示子

キャロル

763.11928

763.1

19

28(762.28よ り)

9楽 器 お よびそ の音 楽7B4`768

・楽 器 とその音 楽 は764-768に 割 り当て られ てお り 、実質 上 はオ ーケス トラ編 成(パ ー トに2以 上 の楽 器)か ら室 内楽(パ ー トにひ

とつの楽 器 のみ)に 、そ して単 一 の楽器 に とい うよ うに大 か ら小へ とい う構成 とな ってい る 。

・この分類 表 では 楽器 は 、音 響学 見地 か ら分類 したE.M.フ ォ ン ・ホル ンボ ステル とC.ザ ッ クス(SyStemetikdert'tasik－

一39一
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1rstrumente;einUersuch.初 版ISZettschriftfurEthnologie4-5、1914;GalpinSocietりjournal17:tSト63、1964にq.

beinesとK.P.Wachsmannの 翻訳がある)を 基礎としているので、あらゆる文化圏に適用できる。(非 西洋の多 くの楽器は相関索

引にある(例)ガ イタ、ひちりき、サンティル 、スルナイ 、トゥル ムなど.)
・この分類表はザックス=ホ ルンボステルの4重分類を従来の西洋式分類にもなじむように、打楽器(体 鳴楽器および腹鳴楽器)、

弦楽器(弦 鳴楽器)、 管楽器(気 鳴楽器)の ように類語を用いている。この分類表では西洋の技術を用いた楽器 、鍵盤楽器や機

械楽器の製作に必要な機能分類を行な うことができる。しかしなが ら、最初の分類は音が作られ ることで 、それに5番目の音響学

的区分 として楽器分類に■子楽器を追加した。分類表の順序は次のようになっている。

機能による区分

楽器の組合わせ(オ ーケストラおよび室内楽)

鍵盤楽器

機械 および風力による楽器

音響学的区分

■子楽器(電 気的音声制作機器)

体鳴楽器(振 動す る発音物質)[打 楽器]

腹鳴楽器(太 鼓)[打 楽器]

弦鳴楽器(弦 楽器)

気鳴楽器(管 楽器)
・器楽における2つ の主な特徴は 、パーートごとの楽器数(規 模)と 、楽器編成である。この2つ の特徴 は多 くの場合.番 号を合成

しな くてもよい形で分類表に列挙されている。ただ し、特定の楽器 グルーブは分類表の他 の部分と区別す るために合成が必要と

なる 。

(例)765.832.フ ルー ト・アンサンブル(768.32よ り)
765.862ク ラリネット ・アンサンブル(768.62よ り)

・764.1の細目は特定の楽器のための特定の音楽形式 、特定の楽器による演奏 、および楽器自身のための番号なので頻繁に使用され

る。

(例)ク ラリネッ ト演奏における呼吸技術

クラ リネット

ファセット指示子

呼吸技術

768.621932

768.62

1

932(764.1932よ り)

オルガン ・フーガ

オルガン

ファセッ ト指示子

フーガ

766.51θ72

766.5

1

872(764.1872よ り)

・-eg2楽 巻 およびその音楽の関係者

ある楽器およびその音楽に関係す る、またはその楽器のた めの音楽に関係す る音楽家は 、その楽器とその音楽に対す る

番号にT1か ら092を 付加する。

(例)ア イザック ・スターン(ヴ ァイオ リニス ト)767.2092.

その楽器にのみ関係す る個∧は楽器のみの番号にT1か らeg2を付加する。(例)ア ントニオ ・ストラデ ィヴァ

リ(ヴ ァイオリン製作者)767.21geg2

国
綴 総網織蓄電騨i…

新しい音楽表現手段:記 譜法入門
記譜法

音楽の音響構造
音色

カントリー音楽の新生活

西洋ポピュラー音楽

カントリー

760,148

761.234

761.642

人間と芸術家 としてのワーグナー

歌劇
一般伝記および評論

合唱枝術における声の訓練

合唱音楽

ファセッ ト指示子

演奏技術

762.1

092(Tlよ り)

762.5

1

43(761.43よ り)

一40一
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白u門 〔 〔6〔 〕ll÷'.2

バルトークの管莚ぎ…空[他 晶全般 の

評論 〕

プーケストラ

作i色者

パ,レトー クの管弦i栗虫[Eつ の4・品

の評謝

ブー ケ コ トラ

プラス ・バ ンドの総譜作成

づラフ ・バンド

ファセット指テ手

編i生

764::2MM.

7ら4.2

Erg2rTユ よ り)

764.2

764;91惑i

764 .9

1

㌻二(?ε:.答.よ り 、

科学的 ピアノ調律と学一ビフ

ピアノ

ファセッ ト指示子

調律

弓奏の起蒋

皆奏乾菜器

ファセッ ト指示子

弓の樹 ¶i

歴史

㊦プロ ・でザルヌ 伝記

チェロ

霜奏者

〔一 トーヴェンの聖楽四重奏些

[喜平謝

室内アンサンプ'卜:ξ±楽器

フ〔セッ ト指ラ……子

四重奏些

・z.65:コ}・禦;

7E.5..7

19

4(765.1nk.り 、

va6i::2i:蹴:

766.2

1

9?一?.(764.1928よ り 、

767

1

鯨6g(7N.19369よ り)

ogrTIよ り 、

㌘欲:i連1蛤

?67 .A

(聖92(760.92よ り)

ッ ノタ一音套 のデ ノフ コグ ラフノー鶯 漂02660tif芳

ツノ ター

録 音資料

音 楽のデ ノブ=iグ ラフノ ー

ベ ー トー ヴニ ンのピア ノ兜 におけ る

フー ガ

ピア ノ

でア セッ ト指 骨子

フーガ

767 .7

α2∈ヨ…～(760.266よ り)

760.166

rき よ しこの夜 」の う燈苦り

‡←口)1,

フ ァセッ ト指 示子

ク リフで フ音 楽

楽譜1

.7621ご:2el:.723:

762.2e

!

?23rマ6L?23よ り)

ブラームコ,ハ イ ドンの主題

による変奏曲

オーケヌトラ

ファセツ ト指示子

変奏曲

〃"レリナー〔 .ロ メ才 とジユ リ

エツ ト:妙 齢 交響 曲

苦 楽.'∨一 トつ・きオー ケ言 ト・ラ

ファ セ・∵ 卜‡旨号…子

交 響i些形 式

764 .2

1

笠 ～f?64.le25よ り 、

鱒4.,:in21:巷4i

合唱のための賛美歌集:混 声合唱

甲緒 色およびオ ル〔 ン

ツ ド ・ウノ1レコツ クフ

漫 吉合唱白

賞 美書

:デ ー ヴ ノ

7C2 .5

㌘r762.㌘ よ り 、

L`一 コ.づ レス ・ナン ・ミー 、

ブ レフ ・才ブ ・ゴッ ド:鑑 佳妻

女吉3ξR合 唱 甲ア ンセム

合唱些:女 声

ア ンセム

?66=ミ ・2.1ミ〕ぱ2'

7E.E..2

1

㌘72fTEZ.三 二7二よ ζ一

7S2.6

答5.c7E・2.265よ り 、

ロン ドンの才.ルガ ン

オル で'ソ

ファ セッ ト3旨二…三こ

「ド"'ド㍉

・裾6:1頚'泌 ・士ii

〔eε .5

19

d21〔'〔2よ り)

、い
'

よのrぷ始

れ泡

ク
一
一'

ヒド　ト

や

ニ

イ
ロコ

燃

つ
0
6

7

7

4

シ ニラー.才 ー ボエ ポ,レン

ヴノ ゴラのた め の三 重奏 曲

ラに管 ,金 管,言 文楽 の

ア ン杜 ンフ ル

ファ セツ ト指 ≡子

三重奏 些

シ ョパ ン,.マ ズll・カ ピア ノ

ピア ノ

ファ セY・ト書旨三号子

でズル カ㌢ 式

7Fdつ ウ

1

34(76e.1ゑL4よ り 、

5誌 上=421:頒:

〔ら5 .'二2

1?

ぞ(765.1言 よ り 、

シ二一ペ1トトの連 作耽i9

独唱

連 作i聖主

766ミ:21・鰹i

76ら.2

1

讐 ∠r7ら4.!怠4よ り1'

一3妻資料に担するAVMC番 号付与=書註Cコード作庄戸フローチb-kl
.

蛤¥土 牢 袖 ≒ ●詩 〉 〉 絡 緒昌一・'〉 ・ 「'〉:会 ∪-s・x-=・ 〉・ 〆=詳 ンスーs>'・..`)'x'...≦ ㌧

・付与す る分類番号 の⑰

1資 料に含まれ る作品が 三

:資 料に含まれ る作品が2だ が空穂は1

1資 料に含まれる作品が2で 空積が2

1資 料に含まれ る作呈]が3以 上ナごがi主筆ξは1

三資料に含まれ る作品が3以 上で 些復が2ま たはそれ以上

①号番△
=

ρ
>

8

4百
窯
古
文
西
工
面
文
面
文

、払
」
以
=
畝
㌔
必

・払
ぶ

重出②

/、

「 、

・分類 番 号の決 め 方

今 類 対象 資料 に 含 まれ る空穂 が

器 楽 蝕のみ 一 フ 〔コー ≡ヤー ト2

吉 楽 曲のみ ・ → フ ロー チャー-91

⊇ 声芒工 難 壁轟i里

鶏6震 豊:;…‡;=i?

貸出 番号②/◎

大要

不要

「必要neン2、

〔要

「必要n∂Y2ま ナ=は

それ 以 上)

'竺類番 号の 捻8誓

t

!

2ま たi±三

2以 上

6以 内!3yl口

→器楽曲について⑳み分類

→吉楽曲についてのみ分類

→当該器楽曲についてのみ分類

→当該吉楽曲についてのみ分類

三巴と総合が重題す る頃合は2一 フ=一 子←一ト

発出 と総 合が 験 す る頃 合は2-7ロ ー チ+一 声ト

'ぞ

・ 重 吉的 な 色 種
./媒 体etc.,が あ る と は ・k

…

法 欝当〔灘 ζc・の霊,蕊 …瓢:㌶ ㌶ 豊1ぎ 合i
;⊇ らに こog種/ey体 ・tc・が ◎ タノ川'に 縮 れているか@先 頭にある堤計

i.㌫ 澱,三 廻虚_______一 、、__一 ⊃

一41～42一
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フロ ーチ ャー ト1:芦 礫 用

分類対象資料に含まれる曲種
曲種… 綴 認 ㌫ ㌫

の 〔
組み合わせ

曲種が一つ …[同 一特性]+[同 一原理]で ある

劇音楽
非艦 〔講

座}一 一 ー ー 一 一 一 一 ー 一 一ー 一 一 一 一 ①9当該の曲種・司1

2種類以上 国璽三 亟=ト 一 一 ー一 一 一 一 一一 一 一 ①重点的曲種に分類

重点的な曲種がない

3種 以上の同等な曲積

工

両方の曲種が 、ある曲種の

主要な下位区分 であ る

両方の曲種が 、ある曲種の

主要な下位区分 ではない

① 上位の曲種に分類

①
⇔

初出の曲種
他方の曲種を分出

すべ ての曲種が 、ある曲種の

主要な下位区分である

すべての曲種が 、ある曲種の

主要な下位区分ではない

① 上位の曲種に分類

①
②

フ ロー チャー ト2:器 楽 用

分類対象資料に含まれる曲種
曲種 … 演奏媒体と原理(主 として形式)の 組み合わせ

曲種が一つ …[同 一媒体]+[同 一原理]で ある

同一媒体 …[主 ファセッ ト+独 奏楽器/楽 器数]が 同一である

匝 ト ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ーーー一 一 ①当該の曲種・分類
器楽曲のみの資料
器楽曲に重点のある資料

先頭が器楽曲の資料

順

m

憎

◎
◎

◎

順

順

順

②
◎

◎

媒体 は1種 類だが 、

形式が2種 類以上

う ① 当該媒体に分類

器楽曲のみの資料
器楽曲に重点のある資料
先頭が器楽曲の資料

重点的な媒体がある

②
⇔

◎

◎
◎

◎

重点的媒体に関

わる形式が1つ

う ① 重貞的曲種に分類

器楽曲のみの資料
器楽曲に重点のある資料
先頭が器楽曲の資料

㊧
◎
◎

◎
◎

◎

重点的媒体に関
わる形式が2以上

〉 ① 重点的媒体に分類

器楽曲のみの資料 ② ◎

一43～44一





OMUC760Uer.2

L 重点的な媒体がない 両方の媒体が 、ある媒体の

主要な下位区分である

両方の媒体が 、あ る媒体の

主要な下位区分ではない

両者の上位媒体に

関わ る形式が1種

両者の上位媒体に
関わる形式が2以 上

資料に関わ る

形式が1種

資料に関わる
形式が2種以上

器楽曲に重点のある資料 ②
先頭が器楽曲の資料 ⇔

① 上位の媒体と当該
形式の組み合わせ

器楽曲のみの資料 ②
器楽曲に重点のある資料 ②
先頭が器楽曲の資料 ②

①ピ 嚇 ・剰

器楽曲のみの資料 ◎
器楽曲に重点のある資料 ⇔
先頭が器楽曲の資料 ②

① 初出の曲種に分類し

② 資料に関わる形式名
に重出

①

器楽曲のみの資料 ◎
器楽曲に重点のある資料 ◎
先頭が器楽曲の資料 ◎

初出の曲種に分類

器楽曲のみの資料 ②
器楽曲に重点のある資料 ②
先頭が器楽曲の資料 ◎

↓

↓

問

体操な等同の上以舗
すべての媒体が 、ある媒体

の主要な下位区分 である

すべての媒体が 、ある媒体

の主要な下位区分ではない

上位媒体に関わる
形式が1種

上位媒体に関わる
形式が2種 以上

① 上位の媒体と当該
形式の組み合わせ

①

器楽曲のみの資料 ②

器楽曲に重点のある資料 ②
先頭が器楽曲の資料 ②

上位の媒体に分類

資料に関わる

形式が1種

資料に関わる
形式が2種以上

器楽曲のみの資料 ⇔
器楽曲に重点のある資料 ②
先頭が器楽曲の資料 ②

① 初出の曲種に分類し

⇔ 資料に関わる形式名
に重出

'器楽曲のみの資料 ◎

器楽曲に重点のある資料 ◎
先頭が器楽曲の資料 ◎

① 初出の曲種に分類

器楽曲のみの資料 ◎

器楽曲に重点のある資料 ②
先頭が器楽曲の資料 ②

flUMC760∪ θr.2

◎
◎

◎
◎
◎

◎
◎

◎

◎
◎
◎

◎

◎
◎

◎
◎
◎

◎

◎
◎
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4 AVMC760チ)類 裏'

D世の7箱番代 を7eo番代に置き換えた 。日本での使用に適す るように
ている。(平 成2年11月 現在 .、日本音楽関係の詳細は検討中 、

この分類蓑 は 、AV/MAPCの た めにD[C2e版 に基い て作成tLtlた ものてあ る。基 本的 には

、日オ音楽の項が加えられ

・任 童事項:楽 譜を文 献 と区別 す るため{::文 字 や記号 を前に 付す
。

また三二fユつ?=Pを他 の刀アか ら区別 す るた&うに梼fの 文字等tt前 に付 す 。

砕 音資料 に む同倖 の方法 を用い 言。

号り法:刀 ア 歌 詞 、録音資 料 を文献 か ら区別 す るため に76餅2昏76㊧ ㎜ を付加 。

P'tt)tデ・・つ社 で制 作 す ξ書誌 デ ・ジでは ,「コ?歌 詞 録 音資料 の区9ij～±していない 。

番 号の合成 に際 して は.

f勇」、0:,ク・フ㊨ロテフ}"「∴タw()762.42至661t、[i2・!㌧:762.d乞hkE}「592田 θ
・任意事 項:必 要 なだ け付加 す る

ゲイリメディア宇土'(制f乍す る書」志デー夢では

Nl℃との整 合性 をはか るた めに ,

.そ れに 伴 う若=Fの 手直 しが行わ れ,

倒)ゲ ァイ訂リr・用 楽 譜 術62.7ま た はi&マ67.2

ffi1)棺 ¶767.2

伊D7"7イ1リ ンを 鐸 青 した 資 料 敵67.2

ま た は 爵き?析.2

例)ゲ ァイt,.Sン曲 の 三二fユ??コア767,頭 領}

「アセ:,レコ㌍ りeま た は1を(単 独 また は組 合わ せで)3回 以 上は しない こ とを 原則 とする
。

7?P:tJト・・コ郭 ワeま た`ま1を3回 以 上 用 い る こ と も あ り う る
。

一,narcマ60?ニ ュ7t

① ファセッ ト合成のパターン表

表1aD圧7εo.泌1-.go5↓ 臼忙7εo.!きOI-,':lef7))ぺ の 注 記 に よ る

　

ファセ・:小・]コ仰 細反命 例

(01)千 思 ・予 測

(陀)統 計 ・図版

(毘1}統 計

(腔)図 版

〔能)定 期刊行物

{解)博 物 館 ・コし㌍ノヨン.,展 示.収 集 物

〔m4}博 物 館 ・恥 ク三,ヨン.展 示 +(T2のa繊 1}へ 。:・三,4・ri^二?に あ る コ1・獅ショ膓

m4743=(0旭}+(,姶)

2)へ'亘`バ ニアの古 代物品 コ1戊勺ン

四1研4748=

(o鱒}"+〔{打4:〕+〔7≧ 迫}

(ぴ)収 集物

表1bD[CのT1-093-099へ の注記 に よ る

　
　 フ

>t・ソト・コネク9 細区分 例 　

{01}予 想 ・予 測

(〔〕2}統 計 ・図版

{欣～1)統 計

杜 〔盟)図 版

(肪)定 期刊行物

(σr)博 物館 ・コし伽 ヨ:・、展 示 、収集 物

(研4}博 物 館 ・コ1・㌍ ヨン.展 示 +fT2四 導)※ Pぺ:・ 三♪↓バ ニアに あ る コ1,ク迦 ン

0747聴={田 川 十(顯 め

2)ペ ンシルバ ニフの ブ うジ 由 コしり泊 ン

0901074749=

{翻i)+(臨 〕+(董 鋤

(聴)収 集物

(09}歴 史θ勺・f也…里θ勺‡慶し、 +(T1の ⌒3 D20世 紀0904

〔2回 まで) 2)田 舎の091734

二重{::用い る鳩 合
一 回目=出 身 ・原産 地

二回目=現 在地

Dポ ーラ:ボ人の

094鵠=〔 賄 〕+{1嶽 〕 　

2)カナダ の ホ'一ラ♪ド ∧ の
　

094280留1=

(臼〕+α 劇+(戯 羽

※ 任意規定:(T2の=㈱ 〕の 代わ りに .{:DDCの21荘219illNPCのt也 理 区分}を 用い る
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表2D世781.2-.e〔AU,C.76t.2-.9)の 注 記 に ょ る

ファセ・:,卜],〔 ク 引用箇所 例

{01咽)音 楽細 目 {7感 乎.o:〕 演 奏会 口曾=(7'姪 …膚 …}

(1)一 般 原理 1}[}:,,音 楽1飴=(76聡 槙:)

2)〔}二・り音 楽 の り1、一サル166t44=

{76仁:柘:)十 〔76i雲4葺i)

表3DncTel.62t-.629(qsc761.621-.629、 の 注 記 に よ る

ファtト:'ト・コ,クP 引用箇所 例

{oo1-oけ9}音 楽細 目 {7㎝.:{::←.旬 ?〉'イン人の民俗 音楽 の演奏 会

761.626tgO79=

{?e}i…三度)+(6{》)+(eiδ)+{760.憾 〕

〔009)歴 史的 、地理的 、個 人の扱 い .

(o⑦go1卓09騰)時 代区分 ↓,リンフ時 代のマへ◆インの民{谷音楽

761.6261唖1=

{?ぱ 淀〕+{醐+(蹴)+(760.9庖i〕

〔01)一 般原理 〔761.聾.●1} n春 のため のハ'イ♪民 俗音 楽 　

761.62610152d2=

{撤ill醐+(醐 年(醐+(761.語 縫)
2)春 のため の戊へ●わ民 俗 音楽の リズ4

761.62610t52421224=

761.6261015242十(76tri::盟 ぼ)

{02)他 の音楽伝統か らの様式上の81…響 (761.6聾.鋤 Dゾ トピに影響されたハ●右の民俗音楽

761.6261025=

{簾飯凝)+{醐+(醐+(76L醐
2}ジトブに8響 されたハ◆脅の民俗音楽の演奏会

761.6261025078==

761.6261略 十(76奄;:短)

(03-09)個 々のナゴ陸.国.場 所 {T2の 曹潮 ニューヨーり市 のヌペ ⇔ 人民俗音 楽
761 .626197471=

{描:繊3+{劇+(●+〔 鍋1iiハ
　 　 　 　

表40世791.63-.69(cu"・tr.761.6?一.69、 の 注 記1ご よ る
　

ファtッい コ才クタ 引用箇所 例 　

〔01弔}音 楽細 目 {7㎝ ヨ:←.旬 漕 妻 田8{76喫 驚 ハ 　

　{1)一 般原理および他の音楽伝統からの
　 構式上の影響

(1H5)一 般 原理 (76口:≒.旬 1)春 の音楽 　

15242=({6褻 十(761.2邊2i)

2暗 の音楽の旋律

15242124=15242十{761:≡i2轟9

(16}他 の音楽伝統による様式上の影響 {761.ら 谷.動 1眠 俗音楽の影響

　
162=(ゴ6:)十 「76L62…)

2)民 俗音楽 に 影響 された音 楽 の演奏 会

162π79=162十{76啓:i遠 〕
　　

一48一



nuMc76eUer.2

表5aDDc781.711-.718(#rmc761,711-.718)の 注 記 に よ る

フフセッわ コ才クタ 引用箇所 例 　

(oo1一四9)音 楽細 目 (760、 恒.旬 バ プ テスト派 の 宗 教 音 楽 の 演 奏 会

761.71610078=

{宏 まi≧:穎1i〕十 〔2登i:i}十{=磁 〕 一←(760.梧3

(01噛}一 般 原理 {76L荘76L旬 Dl、"プ テスト派 の 宗 教 音 楽 の 和 声 リズ ム

76L71610256=

{獲fこ 宰1:〕十(26{ii}十{e〕 十(761.'髄 ～}

2)バ プ テズト派 の 宗 教 音 楽 の 和 声 リズ4の 鑑 賞

761.71610256117=

761.7ユ610256十(769.=董1穎:i}

表5bDDr.'r81.74-.79(ρww.61.74-.79)の 注 記 に よ る

ファt÷パ ・コネクP

■

引用箇所 例

碗1-009}音 楽細 目 {7飽.癬.9ハ ユダ徽 音楽の演奏会

761.760078=

{職 灘 〕 十{自9八 十 〔760」闇

{oHあ)一 般 原理 {76L恒.旬 1)ユタ物 数音楽 の和声リズム

761.760256=

{?6奮:i;三D〕十{i塞)十{761.麟 ξ}

2)ユダ申教音楽の 和声リズ ムの鑑賞

761.760256117=

761.760256十(760.泊 達ハ

表6aD㏄782.1-.4(At.ny'1()e2.1-.4)の 注 記 に よ る
　 　 　

/フ ァぴ コ靭 引用箇所 例

{四題}音 楽細目 演奏 会 ∈『78=(7601ii蕗)

(1)一 般原理と音楽形式

{11-17〕 一 般 原 理 1)[}〃 音 楽

166=〔 毛i,)+(761.髄}

2)D:η 音 楽 の り1、一弛

166144=166十(76i;i:i瀕i)

(18)音 楽形式 (764.1蕗.1翻 uダ カーホ。形式

1822={;{奪 〕 十(764.1822i}

2)ず かピ 形式 によ る作 曲

182213=1822十{76蕃:i召;)
　

表6bD[℃782.5-.9(酬 〔汀62.5-.9)/DDc783.12-.19(nu')763.12-.19)/

D恥783、3-.9(CWWC763.3-.9)の 注 記 に よ る

ファセット・コ才ク9

　　 　　

引用箇所 例

{01-09)音 楽細 目 {760ぶli◎ り 演奏会 解8={76尿1縛 ハ

{1)一 般原理と音楽形式

白 日7)一 般原理 Dロ カ音 楽

166={θ+(761.6錫

2)oψ 音 楽のリn－場

1661姻=166+〔 福i漸i)

{18)音 楽 形式 〔764.1蛤 。1鰯 Dダ か £ 形 式

1822={1:‖ 〕ミ}十{764.18螢i〕

2)ダ か 素●形 式 に よ る 作 曲

182213=1822十{76tiiミi③ ハ

(2-4}非 劇的声楽形式 (7〔逡.盛.漠1} 世俗 初歩タ48=(7能.姐3
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表7aDIX)7882.322(自 ㎝62.322)の 注 記 によ る

ファセット・頂 ク夢 引用箇所

　 　 　 　

例

{四1咽09〕 音 楽細 目 {760.… 驚.● メリゾスト派 の礼 拝用音 楽の演奏会

762.32270078={肇 醗 遵鐙 〕

+{?・ 〕+(飽)+(760.'語O

　

/

〔01一前)一 般 原理 {761.ぶ.殉 Dメ ソジ スト派 の復活 日(日 曜 日)用 の音楽

762.32270727=「 殆淫1§螢 〕 十{T八 十

{旬+(761三 灘 ハ

2)メソジ ズト派 の復活 日(日 曜 日)用 の音 楽 の作曲

762.3227072713=762.3227②727十

{7磁 ・i③

{鴎)音 楽形式 {7〔u.1溢.1翻 Dメ ソゾ ズト派 の礼拝 用前奏曲762.322708928=

(磁 歪多妻2〕 十{二累i}十(斑 〕 十{764.18麟 ハ

2)メW㍗ 卜派 の礼拝 用前奏曲 の作曲

762.32270892813=762.322708928十

+{76ii㈱
　

表7bD江782.34-.39(嬬762.34-.39)の 注 記 に よ る

ファtき外 ・コネクタ 引用箇所 例

{oo1胸}音 楽細目 (760.、i≒.百 八 ユゲや教の 礼拝 用音楽の演奏会

762.36四78={;髄 海 千{由

+(翰 〕+(7田.、 梱

　

　
　
,

/

{01-〔蛸 一般 原理 (761.li÷ 瑚 Dユ ダヤ教 の春の 礼拝用音 楽

762、3605242={二 ・織;〉蓼ミ}十

{6i〕十{e}十{76Li… 雛 登

2)ユダヤ教 の春の 礼拝 用音 楽の作 曲

762.360524213=

762.3605242十 ↓76高§:書

(四}音 楽形式 (764.18蛋.1醐 Dユダ ヤ教 の礼拝 用前奏 曲

762.36印392S={柔 磁:i註〕十

(固+〔 麓)+(7臼.1=')

2Uダ や教 の礼拝 用前 奏曲の作 曲

762.360892813=

762.36四928十{761i:こ 鏡}

表8aDec'TEUt-788(ρLrc764-768)の 注 記 に よ る

ファで沁 ・コ才ク9 引用箇所 例

{01-09)音 楽 細 目 (7磁 襲.旬 演 奏会 解8={7磁 ・題…〕

〔1}一 般 原理 、音楽 形式.楽 器

{1H7}一 般 原理 (761.璽:÷.扮 演奏技術143=(76石 姪 〕

楽器演奏の技術 →193

巾8-19)音 楽形式および楽器 (764.18・.1⑲} Dけ9形 式

183={lii〕+〔764.1鱒 〕

2)楽 器 演 奏 の技 術

193={:i:八 十(764.19念 〕
/
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表8bD㏄785.?.9(醐 〔順.2-.9)の 注 記によ る

ファt・ット・コ字クタ 引用箇所 例
1

(oH酌}音 楽細目 演 奏会 研8=(76畿ii掻 う

　

{1)一 般原理 、音楽形式 、楽器

{11-17)一 般 原理

/

(封+{76L鋭 羽 1)宗 教音 楽17={761灘 〕

2)宗 教音 楽 のり1㌔リル

17145=17+(7〔 遅ii泌}

{18)音 楽形式

　

(i欄+(764、1路.1樹 ワルツ形 式

18846=(華 藝i}十(764.189護 籏}

　{19)楽 器数 (i鋤+{765.1語.燈i〕 八 重奏

198={i毒}十(765.1蓉)

eチ ャート式AVMC本1…(次 頁以下)

AVMC木 表の分類番号は、AVMCの 基本番号と合成番号番号から成る。AVMC基 本番号の大半はDDC番 号からと

鶯 欝竃羅i麹 議 …認1鑑ll曙ξ護㌶ 琴曝鞍1撒).
てい くものであり、C70フ ィールドを持つ 。

「分類番号 」棚以外に引用される分類番号の うち 、760-769は、特に指示のない限りA∨MC番 号であるが 、その他の番号は、その都度
、DDC、NDCの 別が示される 。なお 、AVMC番 号が存在するのは760-769のみであり、AV/MARCに おいては

、その他の番号は原則としてNDCを 使用す る。
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ファ セッ ト構成法と{列 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

760 ◎音楽

[構成法](繊 ⑳+(N世 の他の部分か ら y760.0001一 〇999 ◎音楽と関連する他の主題
e桁数字斑9㈱ .079 ◎舞 台芸術(音 楽 と一一)

[例]D音 楽 と文学(纈 溺+(旬9) .o曾 ◎文学(音 楽と一一)
2)音楽とウェールズ文学 ほ甜漣}+(翻i9 .0891 0ウェ4ズ文学(音 楽と一一)
3)音楽 と舞台芸術{描 潅i)+(励}

ユ ー

)760.1-.9 ◎音楽■目
.1 O方 法論と諸現用(青 菜の一一)

規則(音 楽)

[構 成法](磁i絢 十(D㏄ の003.駐.密 o体 系(音楽)
[例]1)コ ンヒ'ユータ・モデ リング＼とシミュレーション ハ 。レ→・ヨン リリーテ(音 楽)

on3{願iハ+(四3.粉 〉覧 レ…ねン(音 楽)

2)予 測 ・予 想0112(厳 封+(003.閤 モデ ル(シ 三ユレー掬 ン)(音 楽)

欝 の使用・ついて・灘

◎予測 ・予想

予想(音 楽)
一_一 ぽ 一斑 肉 ㌔_冷 肉

◎ ユ丈●ユー9・ロ 、り)ゲ と渥 」戸》白)

コンビ ュー9・治 ユレー:ヨ)〈 音 楽)

◎分類(音楽)
◎評価(音楽)

,14 ◎音楽言語および伝達手段
伝達手段(音楽)
用語法(音 楽)

難癖i ◎語源学(音楽)
.148 ●記譜法 、略譜法 、符号(音 楽)

五線譜記譜法
Cプ 芳 ユア

トニ・ック・リルファ

才ウマ

符 号(音 楽)

略譜法(音 楽)
.149 ◎恒集法(音 楽)

楽譜の校訂
,ユ5 ◎分析的解説および曲目解説

曲目解説
.16 ●書誌 、目録 、索引(音 楽)

索引(音 楽)

てワと1、㌔ ト譜 の書誌

スフ と1、'一ト譜 の 目録

目録(音 楽)
.162 ●■誌 および 目録(音 楽書 、論文等の一一)

目録(音 楽書 、論 文等 の 一 一)

音楽書 、論文等の書誌 および目録
.164 0書 誌 および 目録(楽 譜の一一)

<Sりn>楽 譜 の書 誌 およ び 目録

くsりn取コアと1、◆一ト譜 の■誌 お よび 目路

楽譜の書誌および目録
手書き楽譜の書誌および目録
目路(楽 譜 の 一 一)

目路(手 書き楽譜の 一一)

{i…i:iiiP=ファtット要 素/網 掛 け部 分を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点 を示 す付 加語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

§1≡蕪 竃雛 轡 〕「:::藁1霧 鐘讃㌶ ‡≧
AVMC基 本 権 目語 〈u>参 照語:ユ ニットにな っ てい る標 目語 の一 単位

★ 統一語:qur1Cの 合成標目語 ～〉 参照語:別 名注記の論題
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統一語と参照語(欧 米語形) 注記

簡」s}c

R■lationofmusictoothergＬblects 音楽に焦点をあわせた著作
Perf。r加 ㎎8rts,向gica問the 760.07902で は な い

Literature,門usicard

」blsh|ite「3tur8,HリS輌c8nd 60.089166で は な い

→QU情)マ ニiアル760 .σ79VS77回

Standardsubdi∨is}on,「10dif{ed(Husic}

ρhilOS◎phリ ヨndthe◎ 「り(|『usic) 01方 法論
イu>Theorり 伽sic) 一般原理

、音楽理論→761

SＬst㎝ 伽sic) 01オ ペ レ一泡 ン リリーチと モデ ↓(膓1三エレージョン)

イc>Operationsrθsearch什1usic) 学習 ・教授の場合→m8
<c>Simu|ationσ1u5io}

〈C>門bde|fSi冊U|ation)(nusic)

Forθcast|ngandforecast(「 惰」sic) 特定時期 ・地域におけるあ る主題の予測 ・予想 →該当主
<u>Forecast(向s}c) 題へ 例)音 楽についての予測 ・予想

'(0901胡905)時 期

'

」 〔093一伽9}地 域
C∩put■rmodelingar回sin闇 」|ation《 門usic)

ζu》Co叩Puter3imu|ation(瓶 」sic)

Clas3ifi⇔tion(陶sic)

りalりe〈 「亀」siC}

Languaoeandc㎝munication{Nusic)

イU>CC㎜unication(岡usic)

「h>T・m;nologり 娩 §ic)

Et抑ology伽5ic、

N△tation.abbre∨i8tir)n,3りmヒ め|.而s}cal ×3伊D五 線譜(線 譜表をもつ記譜法一般 を含む).拍 マ、
イG>9taffnotation Pブ ラチュア,ト ニック・リルファ

ど5>Tab}ature 川 音 ∧.用楽譜を含む
<S>Tonicsol-fa 別の楽譜形式への書 き替え→760.1囎
ぐs>N創me5

<u>亀mbol(拘 引c)

ζu>☆bbreviation,nusica1

Editing(門u引c)

ζ}>Editing卿sic

☆na1り 叱icalguideandprogramnote(「 惰usic) 科学的原理→怜L2
(u>Programnote

Bibliographり,catalO9,irKjex(Nusic) 任 意規 定D㎜16.7811随X)〔 〕27.9に分類 す る
ぐU>【r同ex(nＬsic)

S◎oresandp8rts,Bib1;りgraphリof(囲ur∋ic)

SCorθsandparts.Cata|ogof(rrhsic)

ぐu>C8ta}09(「1usic)

Bibいographgandcata|ogofmusichter8ture

<1」>Catal◎gofmusicliteratur■

〈u>「 『㎏sic|iteraturθ,B{bliooraphりandcatalogof

Bib|iographv30dcata|ogofsc◎rθ5andparts(門usic} 対 例)手 書 きヌァ と1、。一ト譜 の書 誌 および 目録

でu-inv>Scoreandparts,Biblio∈}raphり3ndcata|oOof

<u　 inv>Scorうandparts,8ibliographyandcata|ogof

ζu-inv>Scっr■8ndparts
,eibliographりandcatalogof「of

〈S-drc>『 噴ヨnuscr'iptscoreandparts.Bibli◎graphりar栢cata|09

<u-in>>CatalogofscoreandParts

ε5>Cat810gof町anuscriptSCOrθar巨 ゴpartS

1

音 楽細 目使用可 の ものq「 こ こに分類 せよ注 記(C|assher6…)」/四 「一般 的観 点 注記(Genera13sp㏄tg)」

音 楽細 目使 用 ・番号 組立 不可 のも のx1「 含む(lnc白di㎎ ・・、注記 」/々 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/x3「 例(E×a叩1帽:)注 記 」

ζg>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 く巾 参照語:「 定義と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可 の観点)-t|a意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-in∨ 倒置語
<c>参 照 語:「 こ こに分類 せよ注記 」 の論題 －tli音 訳 語(統 一語 ・参 照語 が意 訳語 の場合)-drc正 置語

イs>参 照 語:「 立 ち見席 注記]の 論 題 一3ng単 数 形 の語

ζi>参 照 語:DD㎝ の相 関索 引 の語 一〇1り複数 形 の語(特{こ 必 要な 頃合 のみ)

.
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命UMC76Uer.2

ファセッ ト構成法 と例 分類番号 菊← 語と参照語(日 本語形)

760,166 oデ ィ刀 ゲカィー(音 秦)

書誌(音 楽の録音資料の一一)
バ イオデ ィスユゲ ラフィー

目録(音 楽の録音資料の一一)

録音資料の目録(音 楽の一一)

録音資料の書誌(音 楽の一一)

.2 ◎雑項目(音楽)
.202 ◎梗置および大要(音 楽)

大要(音 楽)
=;鋤簾i ◎Hラ スな扱い(音 楽)
i麺鱒i ③視聴覚的職 、(音楽)
i=猷 ◎図表化した資料(音 楽)

一般の統計(音 楽)

統計学的統計(音楽)
鞭繕i ◎表 、公式 、明細(音 楽)

公式(音 楽)

明細(音 楽)
.216 ◎リスト、目録 明細(音 楽 の 一 一)

主題目録(音 楽)
テーマ索 引(音 楽)

目細 細(音 楽の一一)

i漣 喜= ◎基準(音 楽)
◎図版 、模型 、ミニ夕立(音 楽)

ミニヲユア(音 楽)

模型(音 楽)

◎下書き図(音楽)
図(下 書 きの 一一)(音 楽)

三盛i ◎絵■ 、絵画的図版(音 楽)

絵画的図版(音 楽)
漸 ザ(音 楽)

デ ザイン(音 楽)

絵画(音 楽)

図版(音 楽)

1‡萎萎蕎 ◎地図及び関連形態、配置図(音楽)

図解(音 楽)
配置図(音 楽)

ii:密渡 ◎模型 、ミコ立(音 楽)
三ゴ立(音 楽)

[構 成法]{縦i携i}+(T2の;ti… 、蘂旬
.'シ.

◎1口業 、翻 …としての主題(音 楽)

[例]イ ‡"り7の音 楽家 趣味(音 楽)
769.2341=={;凝 葦1きSIミ}十{a[iii) 職業(音 楽)

[構成法](翻 り+{T7の03専 嗣 ii凝 ◎特定9イアの利用者用のもの(音 楽)

4一

[例]エ ンゾニア用 θ2462=〔 泌 蔚+{、 斑)
'

.

〔構 成法](㈱9十(T2の1、i㈱ 〕 i`裟i ●名簿(個 人 と団体の一一)(音 楽)

[例]オ ∫、イオ州 の諸名 簿 ぐtli>ダ イレ外 リ(音 楽)

025771=(㈱)十(縢iξ} 会員名簿(職 業と教育等に関する情報な どを

含 む 一 一)(音 楽)

公職にあ るものの名簿(音 楽)

名簿(音 楽分野 の一一:)

,'26 ◎楽譜 、録音資料 、テ‡ストに関する著述

フ豆 に関す る著述(音 楽)

テ幻トに関す る著述(音 楽)

轟音資料に関す る著述(音 楽)

1

(ii;iiiii;〕=ファセット要 素/網 掛 け部 分を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点 を示す 付加 語

網掛けされている音楽細目は、内容が榛準細目と共通 →=も 見 よ[]=使 用しな い

il≡1羅 繊 騨 藷}「:1::ll:難 懸 ㌶ 雫繊
AVMC基 本 標 目語 〈u>4}照 語:エ ットにな っ てい る樽 目語 の一単 位

★ 統一語:w陀 の合成樟 目語 くv>参 照語:別 名注記の論題
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自り門C760∨6r.2

統一語と春岡語(欧 米語形) 注記

Discographり`怖usic) 音 楽 の 蹄 音(シ リW㌧ 、デ ィフク、ワ紳 一、戸 デ 、フィ純)の 書 誌

wd>B{b|i◎graphりofmusiorec」 っrd6donphonorecorLds ・目録

<5>Bi句iscoor3phり ×3f列)}、 ∨イオテ、イス]ク"ラフィー

ぐd>Cat∂10gofmusicrecordedonphonorec◎rd5

<d-in∨>Phonorecord,C∂talogofmus}crec◎rdedon

(d-in>>Phonorecord,8ibl}ogr3phりofmusicrθcord6don

nisce[lanり{門usic) 物語 りの梗概 お よび 筋書 き一・762.四269

SynOP6isarvゴC∂L}tline〈 門usic)

イu>Outline(門usic)

Humoroustreatment(門U3iC) まじめな意図のない場合のみ

ρリdi〈ン∨iSua|tr旬tment`門usic)

Tab日」」|ate冨]arvヨr■}ate阿 コmateria|《 卜hＬsic) 刈 一般の統計および統計学的統計
<6>飴ner3lst3ti試ic6f馳sic) 統計および分野のまたがる統計集→D㏄e1011N㏄ 袖
くS)St3tisticalgraph(ドL」13|C)

Tab16,formu|a,3pecificatil⊃n(「4usic)

㌶u㌔Formリ}a(門usic)

ミP㏄,ification(門usic)

List,}rrゾer戊ory.catalo⑲ofmusic 01テ ーマ索 引

(Cr…3りP>T㎏ 而aticcata[09(「1usic、 個 々の作 曲家 のテーマ索 引 →760.92

<C-5りnヴT』maticcata|O口`nusic)

1 ごU>Irい ゾ6r戊orりofrm」3ic

2 ごU♪CatalogofmusiC

Stand3rd〈 匝ls}C) 01特 定の時代 ・哨所における基準

三11`」stration,mod81,mini∂tur8〔 トhusic) 漫 画 、戯 画 →760.2解

妙 所niature`而5ω 統 計 グラフ →760.21

ぐu,晒e1(「 曳」sic)

Draft;ngi1|ustration(nu∈sic) 国 特定の時代 ・場所におけ る下書き図

ξirw>11|ustr3tion,Draftirや

Pil二tureandrelatgdi川ustration(↑1usic) q絵 画 、絵画 的 図版 、デザ ⇔ 、フわチな ど

Pictorl31chart〈 陣」slC)
→DDCマ ニュアルT1-0229vsT1-0223

Sketch(陶sio)

Pictori3}design《Husic)

Drauir◎(門usic)

ぐh>111ustration(門usilつ)

Hapandre|atedform,P|an・diagram`門usic)
→DDCマ ニュアル11-0222∨3T1-a223

<u>Diagram(門us}c) TH〕223∨991211290

(1」>Plan(門usic)

門忙ぷ]e|andmini8ture(r虹 」silご) 音 楽に おけ る去 ユレ 兎ンモデ ¢→760.11

ぐu>miniaturθ(nUsic)

ρrofeSS}on,O◎cupation,hob～`,Tho6ubjecta 01職 業教〔育がイドなど

ζu>H)bby(怖 」sic) 特定のA々 の職業 、趣味 としての音楽

<U>CkごCupation(門uslC)

Typθsofusers,砕)rksF。r三 田oific(陶sic)
一ふDDCマ ニュアルエ1-915>sT1-{X～4:T7よ り

T1-0241-24〔 頚 児 童 用

T1,024∨sT1櫓8L24肪5青 少 年用

Directorリofpersonsandorganiz∂tiors("」slc) 朝 公職にある者 、特定の職業の者の名簿 、就職に関す る

Dir6ctorりf門usic) 情報などを含む金貝名簿
晦mbership|istcontaini㎎directorりinformation

(門usic)

Publicoff;ci31S,Dir㏄torりof(「 旬5ic)

Directorりof6mploりeesof∈3peci?i仁r◎ccび 」pat{ona1

cat◆gorie3(門u引c}

・

nu6icscoresrecordingS},te×t↓ ∋,Trθat;seon 760-769の 他 の番 号 に付 加 して 、スア 、録 音資 料 、テ‡又トおよ

ぐi>鋭 ×)re.Treat seon(r乍 」sic) びそれ らに関する著述を示すことが出来 る
<:u>Tθ ×t5,Treat S60n(『 旬sic} 任意規定1楽 譜と録音資料の区別に使用
<u>哺 」sicr触rd ngs,Treatiseon

→側井℃7〔遡序文/→OU}℃ マニュアル=

任意規定2こ こに音楽関係の法律を収める

音楽細 目使用 可 のも の ◎1「 ここに 分類 せよ 注記(Classhere…)」/改 「一般的 観 点注記(Generalaspects)」

音楽細 目使 用 ・番号 組立 不可 の ものx1「 含む(Includ}ng・ ・)注 記 」/×2「 包 含(Contains・ ・)注 記 」/口 「例(Ex8mples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記]の 論題 くd>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題 一3りn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-in∨ 倒置語

〈c>参 照 語:「 ここ に分類 せよ注 記 」の論 題 －tli音 訳 語(統 一語 ・参 照語 が意 訳語 の場 合)-drc正 直語

くs♪ ・参照 語:「 立 ち 見席注 記 」の論 題 一3ng単 数 形 の語

<i>参 照語:DD(功 の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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nUMC76Uer .2

ファセッ ト構成法と例 分類番号 統一語と参照語 く日本語形)

>7蘭.262-.265 ◎楽譜

.262 ●手書き楽譜
《Sりn>手稿 譜

自敬 ア
スケッチ帳

.263 ◎印劇楽譜

.264 ◎演奏用楽譜
〈inw楽 譜(演 奏 用 一 一)

指揮者用ヌフ
コ=ロ〈指揮 者用 一一 、

?ア(フ ルー 一)

ス豆(ピ?ノ ・ゲ ォ一撮 一 一)

ズ田(演 奏 用 一一)

・、。一ト譜(演 奏 用 一 一)

ヒ。フノづ",一 瓢 ・7コタ

フ奴]ア
.265 ◎練習用総譜

ごl」・c>総 譜(練 習 用 一 一)

㍗フ(ホ 。ケツトー 一 、
ン

スフ(三 二チュァ一 一)

ボ ケ・:小・戊コア

三二テユア・乏コア

.266 ◎録音資料(音 楽の一一)
:in>渚 楽録 音資料

.267 ◎ゲィデオ資料(音 楽 の 一一)

.268 ◎言葉 ・他の音声(歌 唱 ・音楽 と吟唱する
一 一)

歌詞に閲する著述(音 楽)

詩に関する著述 「音楽)

台本に閲する著述(音 楽)

リブレソトに 関す る著述

.269 ●筋書 、要約(音 楽)

筋書に関する著述(音 楽)

要約に関する著述(音 楽)

i:留: ◎特許 、福章(音 楽)

[構成法](縦)十(T2の ポ、凝}
[例]日 本における特許

1…'蘇醤i ◎特許

027252={燃 閤+(斑}

y.油 よi嫌忌2鯨 ・… ◎1頂ザ(音 楽)

サ+"7・ マづ(音 楽)

:=欲5il ◎商 憤 、サぜ ス・マづ(音 楽)
ξ渚 軍 ●所有者マザ(音 楽)
日持蔑i ◎芸術家 、■人のマーク(音楽)

職人のマづ(音 楽)

「}li…劔=フ ァセ外要素/網 掛け部分を結合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語
網掛けされている音楽細目は、内容が標準細目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§難i羅 璽難 纏〕「::灘:黙1購 瓢 ≧
★ 統一語・… 撒,語AVMC基 欄 語1::羅 瀦 鏡 織 る朧 の一鞭

1
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自UMC760ver,2

1

統一語 と参照語(欧 米語形) 注記
1

→N㏄320の 細 目を優先

→・熊 ・二・w蟷 且
3core 全 艘的 著作 →760.26

歌 唱 ・音楽 と吟 唱す る言 葉 ・他 の音声 →760,お8

曽amＬscript僧usic) x1マ ケみ帳 、自筆 刀 アを含 む

哨ru叉rゆtmusic) 任意番号 資料形態を区別 詳細→刷1C760序 文
ζS>ρutographscore

イs>Sketchbook

Drinted凧}sic 任意番号 資料形態を区別 詳細→臼田C760序文
漕奏用 刀ヲ→760.264学 習用 スコア→760.265

楽 譜出 版⇒D㎜70.5794‖NDC

楽 譜印 刷⇒D㏄686.28411NDC

PerForm∂ncescoreandpθrts X3例)フ 収 コ? 、指 揮 者 用2ア 、ヒ。フノ・ゲ 寸一肌 刀 ア

治reandpart5,ρerformance

(§-drc>(ン)ndリcti内Seore 任意番号 資料形態を区別 詳細→q別館60序 文
イs>Scorθ,Conducting

〈s>Scor■,Ful1

「s>ξ 白)r今 ,Piano-vocal

ごリ>Score,Performance

〈U>P3rts,Performance

《5-drc>Piヨno-voca】scorθ

イdrc>FI」 日score

Studりscore 任意番号 資料形態 を区別 詳細→醐1C7〔遼序文
S◎◎re,Studり

元h>Scor仔 、P㏄ket

でh>sc●r■,門in;atur∂

ごh-drc>Pocレ θtsc◎re

:h-dr己 〉 門in}atur■5e◎re

eo6」ndr∂cordir●of而usic 音楽 の録音 資料 →761.49
《i>Record}ng`)f巾 」slc .Sour掲 録音 ・録画に関す る全般的著作

ゲ ィデ 墳 料 一760、267

任意番号 資料形態 を区別 詳細→創則c760序文
1 Uid60rξw)ord}ngofrrμ 」三…ic 任意番号 資料形態を区別 詳細－b年利C760序文
2 <ir1∨>Recordingofmu5ic.Uideo

Cbr'd5andothervooaleounds叱Oヒ 特 εUngorreeit溺] X3倒)リ ブい ト.歌 詞 、詩 、台 本

囚ith旬sic 01歌 詞はここに収め る
1 了ext,Trθatiseウn(蛾 」sic) ここで扱うのは 、音楽との関連において扱われる言葉のみ
2 〈s>Lりric.Tre3tlse。n(陶sic) 文 学 と言葉の 関 わ り→DDC9四 ‖NDceoO

:S♪Poem,Tr弓atiseon`怖 」siC) 民 俗 と言葉の 関 わ り→0[蛤3密llNDC銘0
ぐs"CcIreeno|aΨ,Treatiseon(nUS}C} 宗 教 と言葉の 関 わ り→D[£200‖NDC160
/S>Libretto,TrLeati… ∋eon 単独では使用 しない:他 の番号と合成する場合のみ用いる

→飢明Cマ ニュア岬60 ,269

全 般的 著作 →762.9殴68

筋 書 、要約 →760.269
etorり.plot、 三りnopsi3 対 側)1♪ ナリオ

こし1>Pいt,Tr今ati5eon(而sic、 単独では使用 しない:他 の番号と合成する場合のみ用いる
ぐl」ト ～りn。恨3,T・eatise。n減sic) 一泊㎝Cマ ニュアル760

.269

全般的著作→762.0嚥
patentarト 」identificationmark(「 亀」9ic}

Patθnt(怜 」sic)

ldentificationmark(門Usic) 全 般的 な勃 乍→760.27
〈り>Servic■rn3rk(ドbsic)

Trademarkandservicemark(卜1usic)

加nershipmark(nＬs}c)

自rtists,andcrafts㎎n,sm3rk(門U5ic}.

<u>Craftsmen,smark〔 門usic}

音 楽細 目使 用可 のも の ◎1「 こ こに 分類 せよ注 記(Cl3s3here…)」/四 「一般的観 点注 記(Genθral3spects)」

音 楽細 目使 用 ・番号 組立 不可 の ものx1「 含 む(!nc}udino-、 注記 」.づ4「 包含 くOハntain3・・)注 記 」/×3「 倒(E×amples:)注 記 」

〆g>参 照 語:「 一般 的観 点 注記 」の 論 題 くd,参 照語:「 定義 と範 囲の注 記 」の論 題 －sりn同 意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の頃合)-inv倒 置語
ぐe>参 照 語:「 ここに分 類 せよ注 記 」 の論題 －tli音 訳語(統 一語 ・参照 語が 意訳 語 の場 合)-drc正 直語

・s>参 照 語:「 立 ち見席 注 記 」の論 題 －sng単 数形 の語

ぐi》 参 照 語:DDC20の 相 関索 引 の語 －plu複 数形 の語(特 に必要 な場合 のみ)
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ファセッ ト構成法 と倒 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

760.2e ◎補助的措置;殺 菌、什器、資料(音 楽)

什器(音 楽)
資料(音 楽)

設備(音 楽)
」

[構 成法](蹴}十(DDCの 藤00鞠

〔冗 長に な らな い限 り)

[{列]テ"イシ^タル'マイり0'=Dヒoユータ

e285416={繊)+〔0〔 護縫飼

◎デ ー9・ア 咋(音 楽)

研究 に お け るデづ ・プ ロtワ(音 楽)

エ,ピュ一夕利 用(音 楽)

DDC番 号 の 使 用 に つ い て は 保 留

→D㏄ マニュアル

Tl-Ol12∨sT1→ ∂285

T1-0285

Tl-028S,.vsTl-068

◎実験 、計量(音 楽)

計量(音 楽)

研究における計量(音 楽)

実験室用マコアル(音楽)
マユW(実 験室用一一)(音 楽)

◎整宙 、修 理(音 楽)

修理(音 楽)

◎安全基準(音 楽)

基準(安 全一一)(音 楽)

◎商業関係の雑資料(音 楽)

雑資料(音 楽分野の商業関係の一一)

商品 ・り－t"7.のim.F(音楽分野の販売 ・リース・

無料配布用の一一)

[構成法](溢 葡 十(T2の 這難〕
↑

当該商品 の販売され る土地

[例]メ‡泊用商品リスト
029472=(㈱ 導ii}十(顯ig

◎商業用方知ゲと■イ作 り(音楽)

方処ゲ とヅイレ外リ(商業用一一)(音 楽)

広告(音 楽)

ゲイレ外り(商業用 一一)(音 楽)

ちらし(音 楽)

[構成法]{蹴3+(T2のa鶏 〕

↑

当該商品の販売される土地

[例]か ダ用購買案内

2129671=={au・}十{蟻iiミ}

◎購買案内 、消費者ぼ+(音 楽)

消費者レポート(音楽)

◎評価で偽 、購買マエ'(音 楽)

価†8動向(商 業関係の 一一)(音 楽)

購買マニュアル(商業関係の一一)(音 楽)

◎労鴎 、時日 、資材 の見積(商 業関係 の一一)

(音楽)

資材の見積(商 業関係の一一)(音 楽)

時間の見積(商 業関係の一一)(音 楽)

調査(商 業関係 の量に関す る一一)
ぐ音楽)

見積(商 業関係 の労働 、時間 、資材の
一一)(音 楽)

量に関す る調査(商 業関係の一一)

(音楽)

◎辞書 、辞典 、⊃W9㌻ α(音楽)
⊃ コルダ ンス(音 楽)

辞典(音 楽)
`

(iiii…iii9=ファtット要 素/網 掛 け部 分 を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点 を示 す付加 語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§藁曇i購灘 饗 〕「:::灘:曙 警璽霧㌫ 議
AVMC基 本標 目語 ぐu>参 照語:ユ⊃トになっている標目語の一単位

★ 統一語:ρu陀 の合成標目語 くv>参 照語:別 名注記の論題
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ぐh!U>

〈h」!U>

<h/u>

統一語と参 照語 く欧米語形)

Auxiliarりtgchniquear栢pr(潮dur6;

equipnent.m6terial

Equipment(怜 」si¢)

Matθrialt[hＬsic)

自PP∂r3tusfnＬsic)

(r旬sic)

Datapr◎cessi㎎([usiC)

〈c>Research,Dataprocess|no'

<m>C㎝puteraPPTicetion(Music)

Te5ti㎎ ・sndmeasurement{MUSic)

<V>門eaSure恥Bnt(「 気」sic)

〈S>Testirxgresearch(ltＬsic)

・でC:・L ・3borat△rりmanualfortestin9(門usi¢)

rc>LebOratorymanualfortesting(Musie.)

鴨aintθn3r℃e3r司rep3ir〈 「哨Lt$ic)

R白pair(r‖ 」sic}

9afetりmeasＬre(門 囎lc)

Measure,E・efetり

Ccmerciel而scellanり(Ptusi¢)

Ptiscel巳nり,Ccr.vn■rc…el《 性lsic)

Product5arUl5er∨ic6sofferedforsale.

freedistr}bution.しiftirK〕of〈nＬsic)

Tradec3ta|eヨanddirectorりCt「hJSic)

Cataleqanddir■ctorり,Trade〔r短sic)

<s>自dvertisementt/Music-)

<u>Dlrector9,Trade(Music)

<S>CC㎜ θrcialC,ir白 」lar(門Usic)

&J>吟rs'gu}deヨndcor削merreport

Ctonsunerreport《 怖usi¢)

EvalIＬationandour℃hasinqmanua|

ぐC>Pr;cetrend(musio)

〈u>Purchaslnqm3rwＬal(trtUsi(〉)

ζリ♪

一:'u>

<C-}nv>

卜tat●ria|,EstimateofC「 十」siC)

Timg,E3tin鳩teof(tusic)

Surveリing,OＬantitV(村U田io)

Dictionery,er∀)りclopedia,

イu>Conc◎rdance`性lsic}

<U>Erv.)りC|OP6dia(怜 」sic)

音楽 実技 →761.4

楽 器 →76a

楽 譜⇒769、26

録 音資 料⇒760.266

記・王

叫 研 究 に お け るデ ーP・プOtヌ

デ ィバPル ・=D七◆1一日 →OT1一 ㈱5×T1-02854

学 蜘 勺著 作 一δDDCOO411

コンヒ◆ユ一夕・モテMリ〉ク",=1ンヒeユーP・i)ミレーション → 丁1一②113

×3研 究 にお け る計 量

01実 験 室用 マユアル

教 育 に おけ るテ1ト→-T1-076

工業 ・生 産 と用法 ・作業 が 異な る番号 の時 は使い 分 ける

織 機 の整 備 と修理 →OD[ti:6?・t.767702焦

XDDC677.02850288

工 具の整備 と修理 →DOC62{b.ooa6

しか し 整備 運用 ⇒Tle682

安全性 のため の 技術 に関 し てのみ 使用
(以 下略)

Ol販 売 ・V-7,・無料 配 布 用の商 品 パ ービ スの リ外

非売品 のコレPl.igン・展 示の 恨 ト⇒Tl-or4

第 三者 の評価 ・比較 を経 て いな い製品 ・り一とヤ の リスト

刈 ち らし.広 告 を含む

Ol製 品一覧 、価↑8表 、無料 品 パ 上"スのlnト 、販売 ・リーヌ用

内 容見本 →DDCマニュ7tTl-e294vsT1-074

第 三者 の評価 ・比較 を経 た もの⇒T1-e296

第三 者 の評価 ・比較 を経 た製品 ・句一ヒつの リ卦

刈 単 一商品 を扱 ったも の を含む

評 価マニュ7tu、購 買マニユ?t→丁1-e297

評 価法 、買 い方 の手 引 で実際 の商 品が り7トされて いな い

杉の

01価 格動 向 を含む

第 三者 の評価 ・比較 を経 た もの →丁ユーe296

第 三者 の評価 ・比較 を縫 い ない もの →丁1-e29

コレク仁 用価 格動 向 →T1-ers

調 達管 理 →Tle69T

OI量 に関す る調 査(句 一ゲ ェィ)

学 際的 性格 の辞 書 →DDC41311N世

学 際的 性格 の(百 科)辞 典 →DnCZ3{]11NDC
→DDCマニュアん丁1一②14∨sT!-03

音 楽細 目使 用可 の ものOl「 ここに 分類 せよ注 記(Classhere…)」/℃2「 一般 的 観点 注記(Generalaspects)」

音 楽細 目使 用 ・番 号 組立不 可 の もの 刈 「含む(lncluding・ ・)注 記 」!pa「 包 含(Corrtains・ ・)注 記1/対 「例(Exa叩18s:)注 記 」

<C>

<s>

<i>

参照語:「 一般的観点注記 」の論題
(全下位区分に適用可の観点)

参照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題

参照語:「 立ち見席注記 」の論題

参照語:DD〔maの 相関索引の語

イd>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題
－tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)

-tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語 の場合)

-sng単 数形の語

口pTu複数形の語(特 に必要な場合のみ)

－syn同 意 語

一;nv倒 置語

－drc正 畳語
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ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法]{醗 響餐〕+

(麟}+(T1の 陸 圏

760灘 ◎特 別な トヒ'・り(音 楽)

[例]フ ラン戊のparticipatorりdemocracり

D[℃323.0420944=

{繊9+{峻}+〔og嫡)

襲 璽 鰍 つい・・唖 語i ◎逐次干桁 物(音 楽)
」

内部諸団体の逐次刊行物(音 楽)

◎団体と経営(音 楽)

[構成法](繰 〕+{T2の 醗翻

[側 方ンズ国内の諸団体
◎団体(音 楽)

会員名簿(音 楽団体の一一)
㎜u={凝}+(灘}

規則(音 楽団体 の一一)
経営上の会誌 ・報告書(音 楽団体の一一)

支部設立許可(音 楽団体の一一)

歴史(音 楽団体の一一)

i瀦ii…i ◎団体(国 際 一一)(音 楽)
i油酸 髄 §1 ◎ 団体(国 、州 、地方 の 一 一)(音 楽)

国の団体(音 楽)

州の団体(音 楽)

地方の団体(音 楽)

三跡 ◎経営管理(音 秦)
〈invs管 理(経 営 一 一)(音 楽)

ii蔑鐙 ◎団体と財政の管理(音 楽)
管理(団 体と財政の 一一)(音 楽)

企業の創業(音 楽)

財政の管理(音 楽)
・…i螢吾… ◎工場管理(音 楽)

王家↓‡㌧管 理(音 楽)

管理(工 場一一)(音 楽)
i蓑灘i ◎人事管理(青柴)

;凝 寒;
管理(音 楽関係の人事 一一)(音 楽)

◎上級経営管理(音 楽)

経営管理(音 楽関係の上級 一一)(音 楽)
1〕…醗i ◎製品管理(音楽)

管理(音 楽関係の製品一一)(音 楽)
i溺i菓 ◎資材管理(音 楽)

管理(音 楽関係の資材一一)(音 楽)
i亘㈱1 ◎流通管理(音 楽)

管理(音 秦関係の流通一一)(音 楽)
.7 o教 育 、研究 、演奏および関連事項(音 楽)

学習プ 〔】ゲ ラム〈主 題別 の 一一)(音 楽)

教育実習(音 楽)
器具の使用(教 授 ・学習の一一)(音 楽)

訓練指導者(音 楽)

{i;iiliiiiハ=万t㍗ット要素/網 掛け部分を結合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は、内容が樽準細 目と共通 ⇒=も 見よ[〕=使 用 しない

`

1竃難 魏魏 剰 「:::1璽:黙難=議
‥ 一語一 合成鮪 語AVMC鋪 目⊇ 灘i:;2竃 違 る標目語の一単位
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統一語と参照語(欧 米語形) 注記

9peci31topiC(門usic) 指示のある場合のみ使用

●ria|pub|ication(岡US;C) 01内 部諸団体は ここ
ζc>H◎u5eorgan(Seri31publication)(門usic)

学際的逐刊→T1遜o

特定分野に関するもの→T1胡25
逐 刊形式 のグ ☆外 リ→T1竜25

団 体の経営 報告 →T1-06

Or㊤nization3r司managθment卿sic)

Organization(n」 」sic) q－ 般的側面(歴 史 、支部.規 則 、会員名簿、経営上の
イ9>陀mbershipBst(「 甑」sicorganization)

会誌 ・報告書)
〈9♪Rewlati。n伽sicorganiza疏n)

全般的著作→T1噛
<9>Odministrativepr△ceθdir寮3andreport

学際的団体→T1曝o
(門usicorganization} 教育 、研究及び関連分野 の団体→T1一σ7

(9>Chapter(「1u5icorganiz3tion)
企 業 →DDC339.7‖NDC335

<9>Hi5tOrg(回uSicorganization)
政 府行政 →D㏄35011N[に317.2

ヅィレ外利情報を含む会員名簿→T1セ5

経営に関係しない会誌 ・報告書→各分野
Organlzation,Intθrr旧tl◎ ㎎1(卜1」silご)

世 界中の 国内 団体の リスト→T1竜6
Org喝niz8tion,均tional,stat8,pro∨incia1,

10⇔lfnusic) →DDCマ ニュアルT1-0601-T1一 煎 り9
〈u>ト 槍tio陥lorg自nization(r旬sic)

T1-0609∨ ∋Tl－ σ7う

くり>Stateorganization(胤 」sic)

<u>Localorg3nization〈 ぴ 」sic)

」

門anag㎝ent(nusic) 企画やプoジェ外の実行理論 と方法
門anagement〈 恥sic) 通常の事項の実行に関しては用いない
冷 間9■ment,Or銅nization3耐fin3㏄}3|(馳sic) ×1企 業の創業を含む

cimノ 〉 昨日r旧gement,Organization3ndfinarxつial(鍬 」sic)
〔詳細は略)

ζS>lnitiationoドbusinessenterprise(「 旬sic)
(DDCに おけ る使用法の詳細→T1噛eの 参照注記)

ζ)」>Financia|managem■nt(岡u5ic)

P|3ntmar旧 ≦蜘ent〔 門usic) 01工 礼 ‡"一管 理に 関す る全般 的著 作
<c>εnergりmぼnagθrr姶nt(性 」sic) (詳細は略)

ζin∨ 〉 門an∂oement,Plantf「 惰」sic)

Pe「sonnelmanag●ment(門usic) (詳細は略)
門冶nag㎝ent,Personnelfn」3ic)

Ex㏄uti∨emanagementf門usic) (詳 細 は88)'
門白nagement,E×ecutive`[U5}c)

Production,門anagementof(h]」siC) (詳細は略)
¶anagementofproduction(陳 」3ic}

隔t●rial.門anagementof(nりsic) で詳細は略)
噛nageme「 杭ofmate「ia|(nＬsic)

1 Oistribut}on,牝 已roge研entof《 門匡」5ic) (詳細は略)
2 ζ}已nv>岡arket恒

,rlanag㎝ent。f澗6ic)

門anag㎝entofdistribut}on(門usic}

εducation,researLch,relatedtopic(「1usic) 刈 教授 ・学習の器具 ・用具の使用を含む
ぐc>Studりprogram.Subject-orientθd(『t▲sic) 訓練指導者を含む
〈S>PraCticeteaching〈 仇 」sic)

主題別の学習プログラム、教授 ・学習資料源に関する全般
<s>∩pparatusiηstudりandteachi㎎ ,Usθof(Nusic) 的著作
ζS>Ｔrain}noteacher(門usic)

→DDCマ ニ立 灯1一 研vsO16 、眠

熱 願 鍵;立不可の調1誌 欝欝 竃 場 ぷ 認 鱒 灘 叉蹄1蒜 慧 ⊇記、
<g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 〈が 参照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題 －syn同 意語

(全下位区分 に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-inv倒 置語
ぐc>参 照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －t川音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)づ

rc正 直語
〈s>参 照語:「 立 ち見席 注 記 」の論 題 －sng単 数 形 の語

〈}〉 参 照語:DD〔 湘 の相 関 索 引の語 －plu複 数 形 の語(特 に必要 な場合 のみ)

1
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ファセッ ト構成法と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

760.7(Cont.) 資料源(教 授 ・学習の一一)(音 楽)

用具の使用(教 授 ・学習の一一)(音 楽)

↓

[構 成]〔 琶溢)+(T2のii/套 繕) ◎地理的扱い(音 楽の教育、研究 、演奏)
[例]フ ランスの 教育 囮44={6遠i〕 十 〔溺り

◎学校 、教育課程(音 楽)

学校(音 楽)

教育課程(音 楽)

[構成法]{館 韮旬+(T2の 窮/i摩切 ◎地理的扱い(学 校 、教育課程の一一)

[例]ア ルt"ンチンの学校 と教 育課 程 (音楽)
前1082=(穂1初+{麟 〕

◎特定レベルの教育の学校、教育課程(音楽)

〔構成法]{饒 亘9+(T2のi…iン 雀 爵 ◎高等教育の学校、教育課程(音楽)
[例]日 本の大学課程 学校 、教育課程(高 等教育の一一)

071152==(磁 宝i主ii}十(藍 ハ (音楽)

.教育課程(高 等教育の 一一)(音 楽)

[構成法]{甑i鋤 十{T2の 妻ii梁的 i鎌斑i ◎中等教育の学校、教育課程(音楽)

■ ≡

[例]経済的開発途上地域の中等教育 学校 、教育課程(中 等教育の一一)
07121724={嚥i‖2i}十(;i鍵 蘂 三} (音楽)

教育課程(中 等教育の一一)(音 楽)

職業学校(音 楽)

◎成人教育の学校、教育課程(音 楽)
学校(成 人教育 の一一)(音 楽)

教育課程(成 人教育 の一一)(音 楽)

公開講座 ζ音楽)

成人教室(音 楽)
1獺鱗 ◎学校 ・チ勉 ップ(成 人教育の一一)

(音楽)

ワークショップ(成 人 教 育 の 一 一)(音 楽)

i讃雛i ◎放送教育の学校、教育課程(音楽)
通信教育(放 送教育の一一)(音 楽)

<inv>学 校 、教育 課 程(放 送 教 育の 一 一)

(音 楽)

《u-in∨〉教育 課 程(放 送教 育 の 一 一)(音 楽)

ミ聡 臼ii ◎通信教育の学校、教育ま程(音楽)
パn∨〉学校.教 育 課 程(通 信教 育の 一 一)

(音 楽)
<u-inv>教 育 課 程(通 信教 育 の 一 一)(音 楽)

1溺惑 ◎現■教育と住み込み(音 楽)
職場での現場教育(音 楽)

住み込み(音 楽教育)
=ii聡 ③実験 ・研究(音 楽)

くtli刈りづ(音 楽)

<u>研 究 で音 楽)

科学的方法(音 楽)

実験 室 のマニュアル(音 楽)

統計的方法(音 楽)

(…i潟=フ ァセット要素/網 掛 け部 分 を結合 す る →=見 よ()=注 記 ・補.足/観 点 を示 す付 加 語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

§藁鷲鷹 灘 鐸 〕「:::1霞:霧 …難 霊 雫≧
AVMC基 本 標 目語 〈u>参 照語:エ ごットにな ってい る標 目語 の一 単 位

★ 統一語:創 陀の合成標目語 くv>参 照言書:別 名注記 の論題
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qu門C760∨er.2

`

統一語 と参照語(欧 米語形) 注記
」

<c>R白s◎urcefor§tudりarldteachi㎎(門usic) 教科書→分類番号のみ(標 準細目は用いない)
<s>εqui叩rW}nstudりandtθaching,Useof(Husic) それ以外の主題別資料源 ダイロトリ→T1一臨

ビ フ仰 ゲ ラフィ→Tユ ー016

図書 館→T1-〔塔

Geく)graphiCaltreatmentOfedUCatiOn,reSearCh,

r61atedtopic(甑 」sic)

Schoolar¥コcourLse(門usic) 学校 ・教育課程での経済援助→T1竜79
<u>SchoolmＬsio)

〈u>Co心rse〔 「亀」sic)

Ge◎graphicaltreatmentofschoolandcourse(怜 」sk>)

Specific}8velofschool... 全 般的 著作 →Tユーm1

古 い㌦ での特 定 の活 動→T1噸72-079

Highθredueation,Sch◎O|andcorsein(門usic}

(drc>Sch◎o|arx】courseinhighθreducation(怜 」sic)

ぐu-drc)C◎urseinhighereducat}on(門usic)

Seoondarりeducation,ε<)h◎01ar㌔ コ ◎oursein(「 亀」sic) 01特 定主題 の職業学校もここ
<drc>SchoolarK】cQurseinsec◎ndarりeducation(門Usic)

〈u-drc>〔 ㎞ 」rseinsecondarりeducation(門u5{c)

<c>UocationalschO◎1(nＬsic)

自du|teducation,Schoolandcoursein(rtjsic) q特 定主題 の学校 ・教育課程 、成∧教室など
〈c>Schoo|for8dulteducatlon(「1usic)

C◎urseinaduIt8ducation(門u3ic)

〈c>Exter喧iondepartmentandservice(門usic)

<C>COntirui㎎education(門usic)

Institutθandworksh◎p;n8dulteducation(nＬsic)

〈u>Ubrk5hopinadult今duc∂tion(rlusic)

Radioandte}evisionc}asses(怜 」sic)

Corregpor同eneecourse,RadioarKＬt■1θ ∨ision(門u5ic)

Classes,R8dioar泊tele∀ision(門 ∪3ic)

Cla3ses,Rad}oandtele∨ision(門usic)

Correspondencecourse(ト1usic) 放 送教育 の通 信教 育 →T1-{17153

CoＬrsθ,Corresporxjence(門usic)

伽r3e.CorreSPO㎡e鷹(陶sic)

Irrervicetraini㎎andrθsider℃ り(門usic) 01職 場での現場教育

On-the-jobeducation(門usic) 企業の実地言1|1練と住み込み→T1竜683
<u>R(×3idency(r亀 」sic)

Research(『 旬sic} 01統 計 ・科学的方法に関す る全般的著作はここに分類す

Research(「 加sic} る →DI℃ マニュア灯1-0601-T1-0669v8T1-072

Research〔[usic) 実験 ・研究に用いられる実験室のマユアルはここに分類する
〈c>Scientificmθthod(「1usic) 実験 ・研究の結果 →各分野(標 準細目は用いない)
ぐc)LaboratorりmぼnualugedinreSearch(nＬsic) オへ。レーションズ、・リり一テ→T1一 ②11

くc)Statistica|method(怜 」sic) それ以外の研究技術 数学的技法→T1竜151

テ㌔ ク・プ[1◎ ング → 丁1-0285

実験(テ スト)→T1一 腱87
シトテム・万 リ汲 に用 い られ る ・科学 的 ・統 計学 的 技法 →T1-011

実験 ・研究の財政的援助→T1一研9
1

音 楽細 目使用 可の も の01「 ここに 分類 せよ注 記(Cl8sshere…)」/磯 「一般的 観点 注 記(鍋nθra|asp㏄ts)」

音 楽細 目使用 ・番号 組立 不 可の もの 刈 「含む(Including-)注 記 」/褐 「包含(Contains・ ・)注 記 」/幻 「例(E×amples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題 くd>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)弓n∨ 倒置語
<c>参 照語:「 ここに分類 せよ注記 」の論題 －tli音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 慶語

〈s>参 照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単数形の語

〈i>参 照語:DDC田 の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
1
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ファセッ ト構成法と例 分類番号i統 一語と参照語(日 本語形)

[構成法](瞭 碑)+{T2の オiシ驚菊
1

76暖潮 麹i随 §i ◎地理的扱い(実 験研究の一一)(音 楽)

[例]英 国における実験 ・研究
盾2042=(㈱ ハ+(姪)

◎歴史研究(音 楽)
ケー7コ9ディ(音 楽 史研 究)

◎記述的研究(音楽)
概観(音 楽の記述的研究)

概観の方法論(音 楽の記述的研究)
i魏茜 ◎実験的研究(音楽)
[…1…諭 ◎生徒 、学習者 、徒弟、初心者(音 楽)

学習者(音 楽)

初心者(音 楽)

徒弟(音 楽)
…瀬i ③博物館、コ吻力)、展示(音 楽)

ガイドフ㍉ゆ(博 物館 な どの 一一)(音 楽)

力知ゲ(博 物館などの一一)(音 楽)

コレリジョン(音 楽)

展示(音 楽)

歴史と紹介(博 物館な どの一一)(音 楽)

リハ(博 物 館な どの 一一)(音 楽)

[構成法]{館 溺 十(T2の ル!㈱ 〕 ◎地理的扱い(博 物館 、W傷)、 展示の一一)

[例]へ 。ン渉ゲァこアの博 物館 (音楽)
σ74748={蹴i}十(青 函ま彗 コレ㌔ ン(音 楽 関係 の特定 の 一一)

展示(音 楽関係の特定の一一)

博物館(音 楽関係の特定の一一)

Si:渦=… ◎博物館の活動・仕事(音 楽)
コレクター用価格動向(音 楽の博物館)

博物館学(音 楽)

i灘 鏡; ◎]ぬ)・ 展示の計■ ・準債(音 楽)

盗難防止(音 楽の]四 目)と展示のための)

運搬(音 楽のWクションと展示のための)

記録(音 楽のコレ均 ンと展示のための)

登録(音 楽のコレ㌔ ンと展示のための)

保管(音 楽の]レ㌔)と 展示のための)
…:…綴i ◎利用者り一ビス(音楽 の博物館)

利用規約(音 楽の博物館)

◎練習回顧 、書置(音 楽)

課題(音 楽)

解答(音 楽)

公務員試験(音 楽)
テズトの評 価(音 楽)

テストの作 成(音 楽)

〒スト(音 楽)

問題(音 楽)
ワークフ㍉0(問 題 付 きの 一一)(音 楽)

.77 ◎特殊な教育および学習方式(音 楽)
学習方式(特 殊な 一一)(音 楽)

教育方式(特 殊な 一一)(音 楽)
プロゲラム教育(音 楽)

(i……i溺=ファセット要 素/網 掛 け部 分を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点を示 す付 加語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§1≡li羅懇竃麺 〕「:1:1璽:霧 懇1織 雫≧
AVMO基 本榛 目語 くu♪参照語:bト になってい る惰目語の一単位

★ 統一語:創 忙の合成惰目語 く∨〉 参照語:別 名注記の論題

1
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統一語と参照語(欧 米語形)

Hisrヒorica|res8arch(怜 」sic)

Casestudり(Historicalresearchmusic)

Descriptiveres8arch(「1usic)

〈c>Surveり(Dθscriptlvere5earchOnmusic)

イC>

E×perimentairesearch(「1」sic)

Student・lea「ner.aPPrθntice,novice(nuSic)

<リ>L8arner(「1usic)

イU>NO∨ice([Usic)

<U>∩Dpr白ntice(MUSic)

岡u56um,colIe〈>tion,θxhib}t(trts3ic)

イc>Guidebookofmuseum(回usic)

<C>〔 逮alogofmＬseumho|・dims{Music)

〈u>Collection(Music)

〈u>E×hibit(門usic))

<・ご>HiStorLりanddeSCriptiOnofrUSeLＬm(門uSic)

(C>ListofmUSuemho訂di啄 ∋(↑fiUSic)

Geographi(>sltreetmentofmuseum,collection ,

{門usic)

〈C>C◎ 日6ct}on,Spe〈>ific(nUSic)

<c>E×hibit,Spec}f}¢ ・([Usic)

'(c>怜 」seum
,Specific(門usic)

卜1UsらumactivitりandSθrvice(門usic.)

ζS>ρricθtendforcolI■ctor5〈 性」sic .)

ミc>門Useo|ogy(肺 」sic)

ζsト

・:s>

<3>

〈u>

<S>

<S♪

<S>

<S>

ζs>

<3>

<S>

〈u> .

<u>

〈$〉

Collectionsande×hibits,OrganizingandPrgParing

(Mus;c}

Preventionoftheft〈C◎ 」|θetionandexhibitofmusic)

Transportation(Collectionand∂xhibitofmusic)

RecordirK1(Co116ctionar贈e×h}bitofnvsic)

Registr3tion(Co1|6ctiona耐exhibit(》fmusic)

Storag培(Collectionar忙 」exhibitofmusic)

Sβr∨icetopatron(師 」SθumofmusiC)

Regu|ationofpatro鱈(nＬsθumofmusic}

Re∨iewandθXθrcise(門usic)

Exercise(nＬsic)

Qnswer(rlusic)

Ci∨i|s6rv!cegxamination(眠 」sic)

Testevaluation(性 」sic)

T∂stc◎rtstruction(岡Usic)

Testing(Music)

9ue3tion(怖 」siC)

仙◎rkbookwithproblefrts〈t'kJsic)

Specia|teachir、gandlearni㎎method([usic)

Learningmθthod,SPecia1(陳 」sic)

Teachingmethod,Sp㏄ial(門usic)

ρrogrammedteachi㎎(餓 」sic)

01概 観 とそ の方法 論 はこ こに分類 す る

事 物 のコレク迦 ン→T1-〔打5

モゴ ル(ジ ミュレージョ))→T1-011

初Jl)N者 →T1-08809〔 ハ9

生 徒 ・学 習 者 →T1一 囎75

徒 弟 →DDC331.5511順36.47

01歴 史と紹 介(ガ イドブ ・:・).neo、 リスト 非 売 品も)

学際 的性 格の もの →丁1-069

主題別 博 物館 学 の全 般的 著 作→Tl-{cr5

01特 定博物 館 、コレaSigン、展 示

X1コ レPP－用価格 動 向 を含 む

01博 物館学 は こ こに分類 す る

学際的 博 物館活 動 →D[【二〇6911N㎜69

収 集 →DDce69.411ND㈱9.4

趣[}未的t目薬→DDC790.13211NDC

特定 博物館 、コレ方 ン,展 示 に関す る活動 ・仕事 →T1竜74

ここに当てはまらない特定の博物館学技術→Tl-a28

例)収 集品の修理 ・保存→T1-e298
x1盗 難防止を含む

記録 、登録 、保管 、運搬を含む

x1利 用規約を含無

×3.例)フ 。ロゲ ラム教育

演奏 技術 およ びLll'一トリーの習得 →761.42

音 楽細 目使用 可 のも のOl「 ここに 分類 せよ注 記(Classhere-・)j/改 「一般 的観点 注 記(Generalaspects)」

音 楽細 目使用 ・番 号 組立 不可 の ものXl「 含む(Including・ ・ 注 記 」/刃 「包 含(C。ntains・ ・ 注 記 」/対 「例(E×amp|es:)注 記 」

<C>

.:'s>

<i>

参照語:「 一般的観点注記 」の論題
く全下位区分に適用可の観点)

参照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題

参照語:「 立ち見席注記 」の論題

参照語:DD〔maの 相関索引の語

〈d>参 照語 .:「 定義 と範 囲の注 記 」の論 題
－tla意 訳語(統 一語 ・参 照語が 音訳語 の場合)

-t.1i音 訳 語(統 一語 ・参 照語が 意訳語 の場合)
-sng単 数形 の語

－plU複 数 形 の語(特 に必 要な場 合 のみ)

－syn同 意語

－inv倒 置語

－drc正 畳語
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AUMC76Uer.2

ファセッ ト構成法と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

[構 成 法]{繰i腹9+(T2の ㈱;)76e.re

[例 】ロンドンで の胡 一ト

760.78421={鋤ii豆 寒3十(複 まi〕

0演 奏会

コ)サート

リサイ外

[構 成法](溢 蓉題i}十(T2の 踊i)

[例]万 ンスの 音楽 祭

760.7944=・(㈱i鱒i}十(惣i)

.79 ◎玉具 、音楽祭 、音楽賞 、財政援助

音楽賞

音楽祭

財政援助(音 楽)
審査(音 楽)

.8 0音 楽の歴史 と紹介(特 定種類 の入目の集団に関わ

る一一)

◎特定種類の人目(雑)に 関わる音楽の歴史と
紹介

◎男性に関わ る音楽の歴史と紹介

雄に関わ る音楽の歴史 と紹介

◎女性{こ関わる音楽の歴史と紹介

雌に関わる音楽の歴史と紹介

◎児童に関わる音楽の歴史と紹介

子供に関わ る音楽の歴史と紹介
◎乳幼児に関わ る音楽の歴史と紹介

2才までの子供に関わる音楽の歴史 と紹介

◎幼児に関わる音楽の歴史 と紹介
3-5才の子供に関わる音楽の歴史と紹介

学齢前の子供に関わ る音楽の歴史と紹介
◎児童に関わる音楽の歴史 と紹介

6-!1才 の子供に関わ る音楽の歴史と紹介

学齢期の子供に関わる音楽の歴史 と紹介

◎青少年に関わる音楽の歴史と紹介

12-20オおよび2σ才以上の青少年に関わる

音楽の歴史と紹介

◎若い男性に関わ る音楽の歴史と紹介

◎若い女性に関わ る音楽の歴史 と紹介

0成 人の名時期に関わ る音楽の歴史と紹介

毒i鱗i ◎青年に関わる音楽の歴史と紹介

…妻泌8i… ◎中年に関わる音楽の歴史と紹介
ii繊i ◎高年に関わる音楽の歴史と紹介

0親戚に関わる音楽の歴史と紹介
親に関わる音楽の歴史と紹介

養い親に関わる音楽の歴史と紹介

養父母に関わる音楽の歴史と紹介
義父母に関わる音楽の歴史と紹介

i8裾 ㌔…i… ◆父親に関わる音楽の歴史と紹介
i葦鵜必 ◎母親に関わる音楽の歴史と紹介
鱒騰ii ◎祖父母に関わる音楽の歴史と紹介

曾祖父母以上に関わる音楽の歴史と紹介

i妻瀬 蘂i ◎子孫に関わる音楽の歴史と紹介
1:鰯il ◎兄弟撒 に関わる音楽の歴史と紹介
1言…鱒 … ◎社会的・経済的に特色を持つ人目に関わる音楽

の歴史と紹介
iξ繰i ◎社会的・経済的諸階層に関わる音楽の歴史と

齢

{灘)=フ ァセット要素/網 掛け部分を結合する →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細 目は 、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

§竃≡li麟羅 饗 〕「:::灘:議 慧 ㌫ ≧
AVMC基 本標 目語 くu>参 照語:bト になっている標目語の一単位

★ 統一語:w忙 の合成棟 目語 くv>参 照語:別 名注記 の論題
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AUMC760ver.2

統一語 と参照語(欧 米語形)

Performance

<9>Ct)ncert

〈9>R④ita|

ComPetition,fe5ti∨ai,award,fir冶ncialsupPort

/u>輪rd(門Usic)

〈U>Festiva|(nUsic)

<u>Fimance{alSUPPort(門usi¢)

〈s>禽djudication(Husic}

(C>

〈C>

〈c"

〉

、
'

h

C

!
・

/
、

<h>

〈C>

<C>

Historりanddescriptionofmusicwithrospectto

kindsofpersons

Specificmis¢elIaneαJs

kindofpersons,

Hθn,

門a|e,

㎞an,

F㎝ale.

Y◎ungpeOP|e,

Child.

Infant,

Childfr'㎝birthtoaget.wo,

Childthrθetofive,

Childthreetofive,

PreschooTchi|d,

Chi|dsixtoe|6v今n,

Chi|dsixtoe|evθn,

Schoolchi|d,

YαLＬngadult,

Youngadu|tagedtwelveto

t.wentりarKゴo∨ertwent」 ハ,

Youngman,

Younguoman,

Per30ninspeciFicstages

ofadulthoく)d,

Ear1りadulthc)od,

Mlddleadu|thood,

Lateadu|th(x⊂)d,

Re18ti∨e,

<m>Par■nt,

〈C>Fosterparent,

<C>飼optive,

<c>Stθpparθnt,

Father.

bOther,

Grandparent,

〈s>Grθat-gr3ndparentofany

degree,

Progenり,

Brotherandsister,

Persenbりsocialandeconomic

characteristics.

Personbysocialandeconomic

levelS,

Historり3nd

de3cription

ofmusicwith

respectto

注記

Q－ 般的様 相:⊃ サートおよび りリイ外

学 習 ・教育に おけ る器具 の使用 →760.7

演 填詩支術■レ761.43

xl審 査を含 む

音 楽祭 および=r・P-eでの演奏 →76e.76

特 別の 指示がな けれ ば 、.81-.89の2つ 以 上 の側 面を 持つ

複 合的 主題は最 後の 番号 へ

例)障 害 のあ る児童 →OTI－ ㏄7×T1-0834

個 く として扱わ れて い る特定 種 類 の人 間→T1-{ZI92
→DDCマ ニュアルT1一匹～4∨sTl→ ∂8

職業 、宗 教 、人種 、民族 、国家 以 外の分 け 方

全 般的 著作 →各 分野(領 導細 目 は 用いな い)
→DDCマニュ?ルTl-081-T1-0留

Ol雄 も ここに分類 す る

→DncマニュアルT1-081、082、08351と08352

01雌 も こ こ に 分 類 す る

→DDCマ ニュアルTl-CZ)81.Z82、eg351と08352

01子 供はここに分類す る

2才まで

◎13-5才(学 齢 前)

016-11才(学 齢期)

Ol12-2e才n才 以上 を含 む青 少 年に 関す る音楽 の全般 的

著作 も ここに 分類 す る

n才 以 上の青 年 →Tt-{b842

→Dncマニュ7ST1-081、082、08351と08352

－D!X)マニュ7tTl-e81 ..Z82、g8351と08352

成 くに 閲す る音楽 の全般 的 著作 → 名分野(T1は 用い ない)

㎝才以上

12-n才 および20才 以上を含む

青少年に関す る全般的著作→Tl-e)835

Ol養 父母 、養い親 、義父母はここに分類す る

刈 曾祖父母以上もその関係 の程度に関わ らずここへ

両親か らみた子供

音楽細 目使用 可の も のOl「 ここに 分類 せよ注 記(Clesshere…)j/Q「 一般 的観 点注 記(Generalaspects)」

音楽細 目使用 ・番 号組 立 不可 の ものx1「 含む(rncluding・ ・)注 記 」/幻 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/口 「例(Examples:)注 記 」

ζg>参 照語:「 一般的観点注記1の 論題

(全下位区分に適 用可の観点)
〈C>参 照語:「 ここに分類せよ注記」の論題

くs>参 照語:「 立 ち見席注記 」の論題

く1)参 照語:DDC20の 相関索引の語

〈d>参 照語:「 定義と範 囲の注記 」の論題
－tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の頃合)

-t1;音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)

-sng単 数形の語

－plU複数形の語(特 に必要な場合のみ)

－syn同 意語

－inv倒 置語

口drc正 置語
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AUMC76Uer.2

ファセッ ト構成法 と例 分類番号i締 語と参照語(躰 語形)i
1

760㈱ 田iii
l

O上 流階級に関わる音楽の歴史と紹介
王族に関わ る音楽の歴史と紹介

貴族に関わ る音楽の歴史 と紹介
, 財産家に関わる音楽の歴史と紹介

特権階級に関わる音楽の歴史と紹介
ii繊:i ◎中流階級に関わる音楽の歴史と紹介

管理職 に関わる音楽の歴史と紹介

技術者 に関わ る音楽の歴史と紹介
ブルゾヨワに関わる音楽の歴史と紹介

裕福な人に関わる音楽の歴史と紹介
妻繍i 0下 級中流階級に関わる音楽の歴史と紹介

開発された地域の労働者に関わる音楽の

歴史と紹介
並の収入がある人に関わる音楽の歴史と

紹介
i瀦巖i ◎下滝階級に関わる音楽の歴史と紹介

…s磁拓 … ◎奴隷 、農奴 、日雇い労瀦 に関わる音楽の

歴史と紹介
農奴に関わる音楽の歴史と紹介
日雇い労務者に関わる音楽の歴史 と紹介

i溺 頴i 0文 化発展の程度による人に関わる音楽の
歴史と紹介

i溺 蛋iii ◎高い文化程度の人に関わる音秦の
歴史と紹介

…義繍 … ◎中程度の文化の人に関わる音楽の
歴史と紹介

i9難語i ◎低い文化程度の人に関わる音楽の
歴史と紹介
文字を持たないものに関わる音楽の

歴史と紹介
簗瀬i ●婚姻関係による人に関わる音楽の

歴史と紹介
…:§癌袋 ◎独身者に関わる音楽の歴史と紹介

il:撲i ◎婚約中の人に関わる音楽の歴史と紹介
…妻繊ii ⑤別居・蛙儲 に関わる音楽の歴史と紹介

離婚者に関わる音楽の歴史と紹介

9鯛ii ◎やもめ ・未亡人に関わ る音楽の歴史と紹介
〈u>未亡人に関わる音楽の歴史と紹介

ilii縞 ・i ◎既婚者に関わる音楽の歴史と紹介
内緒の既婚者に関わる音楽の歴史と紹介

ii醐i ◎一夫多妻 ・一妻多 夫の人に関わ る音楽の

歴史と紹介
<u>一妻多夫の人に関わる音楽の歴史と紹介

i灘 θi ◎性的傾向による人に関わる音楽の歴史と紹介
性的傾向のない人に関わる音楽の

歴史と紹介
i;:瀬浸i ◎異性愛の人に関わる音楽の歴史と紹介

ii㈱i ◎両性愛の人に関わる音楽の歴史と紹介
i‡繰i ◎圏性愛の人に関わる音楽の歴史と紹介
i瀦蹴 O紺 こ関わる音楽の歴史と紹介
i蘂蹴; ◎レ辻Wに 関わる音楽の歴史と紹介

…e凝1 ●特用な社会的立場の人に関わる音楽の
歴史と紹介

`

{lil詩=ファセット要素/網 掛け部分を結合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は 、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§1≡曇i琵罵 灘 鍵 〕「:::㌶:鐘i藻 竃耀 ≧
A∨MC基 本禰 目語<u>参 照語:ユ∋トになっている標目語の一単位

★ 統一語:旬 忙の合成標 目語 くv>参 照語:別 名注記の論題
1
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統一語と参照語(欧 米語形)

Upperc|aSS,

<9>Roリaltり,

〈9>袖)bi|itり,

<S>bk※ ヨ|thり,

<S>Elite,

門idd|eclass,

CS>Manageria|midd}θcIaSS,

〈s>Professionalmiddlec|ass,

<h>Bourgeoisiθ,

Cs>しtel1-to-dOP6rson,

しowermiddleclass,

<S>し3◎rkinoclassinde∨eloped

areas,

/S>トbderate-incomθP6rson,

しoんψerclaSS・

S|ave,serf,peon,

<u>Serf.

〈u>Pθon,

Personbylevelofculturaldevelopment,

Personofhighculturaldevelopment,

Personofmediumcultur∂1develorxnent,

P6rsonofloucultural

developmer沈,

<S>Nonliterates,

PerSonbりrrrarriageStatuS,

Si㎎}8pers◎n,

Engagedperson,

Separθtedanddiソorcedperson,

〈u>Divoroedperson,

Uido祠Pθr50n,

じ」;dowedper5C》n,

Harriodperson,

〈s>Personmarriedincommon|aw,

Po|ygamousperson,

Po|リgamousperson,

Personbりsexualoriθntat}on,

でs>Personwithnose×ual

orientation,

Heterosexua|,

B}sθ 刈a1,

Homosexue1,

性〕Iebめmosexual,

<h>Lesbi3n,

Fem自|ehomosexua},

PersonofspecialS◎cial

status,

H}storりend

description

ofmusicwith

resp㏄tto

注記

x3例)王 侯貴族 、特権 階級 、財産家

統 治す る君主 、摂政 →T1-Z883511

x3裕 福な人 、技術者 、管理職など

下級中流階級 →Tl-08623

×3並の収入があ る∧、開発された地域の労働者

奴 隷 、襲Pt～、日雇し、捕 者 →T1-08625

貧 民⇒T1-086942

xl文 字を持たないものを含む

別 居 ・離 婚者 →T1一四653

や もめ ・未亡 人 →T1-{B8654

X1内 縁 を含む
一 夫多妻(一 妻 多夫)の 人 →Tl-{z)8659

刈 性的傾向のないものを含む

音 楽細 目使 用 可の ものet「 ここ に分類 せ よ注 記(Classhere…)」/Q「 一般 的観 点注 記(Generalaspects)」

音 楽細 目 使用 ・番号 組立不 可 のも の 刈 「含 む(Including・ ・)注 記 」/幻 「包 含(CorTtains・')注 記j/幻 「例(ε ×amptes:)注 記 」

〈9>参 照 語

〈c>参 照 語

〈s>参 照 語

くi>参 照 語

:「一般的観点注記」の論題

(全下位区分に適用可の観点)
:「 ここに分類 せよ注記 」の論題

:「立ち見席注記」の論題

:DD(湘 の相関索引の語

〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題
－tle意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)

-tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)

-sng単 数形の語

－plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)

－syn同 意語

－inv倒 置語

－drc正 置語
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ファセッ ト構成法と倒 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

●反社会的 ・否社会的な人に関わる音楽の

歴史と紹介

違反者に関わる音楽の歴史と紹介

罪人に関わ る音楽の歴史と紹介

否社会的な人に関わる音楽の歴史と紹介

犯罪者に関わ る音楽の歴史と紹介

放浪者に関わ る音楽の歴史と紹介
◎人種的 ・民族的 ・国内的 ・社会経済的 ・

宗教的に優勢でないゲ」アの人に関わる

音楽の歴史と紹介

国内的lcpmで ないゲレフoの人に関わる

音楽の歴史と紹介

社会経済的に優勢でないグレプの人に関

わる音楽の歴史と紹介

宗教的に優勢でないグレブ。の人に関わ る

音楽の歴史と紹介

人種的に優勢でないグレフ。の人に関わ る

音楽の歴史と紹介

民族的に優勢 でないゲループの人に関わ る

音楽の歴史 と紹介

民俗的に優勢 でないグレフ。の人に関わる

音楽の歴史と紹介

◎社会的に不利な立場の人に関わる音楽の

歴史と紹介

失業者に関わ る音楽の歴史 と紹介

戦争犠牲者に関わる音楽の歴史と紹介
◎貧困者 、極貧者に関わ る音楽の歴史 と

紹介

極貧者に関わる音楽の歴史と紹介

◎庭子 、捨子 、虐待見 、孤児に関わ る

音楽の歴史と紹介
〈u>私生子に関わ る音楽の歴史と紹介

虐待児 に関わる音楽の歴史と紹介

孤児に関わ る音楽の歴史と紹介

捨子 に関わ る音楽の歴史と紹介
◎未婚の母に関わる音秦の歴史と紹介

◎引退者に関わる音楽の歴史と紹介

◎退役軍人に関わ る音楽の歴史と紹介

◎障 害者 、病人、天賦のオのある人に関わ る

音楽の歴史と紹介

身体障害者に関わる音楽の歴史と紹介

天賦の才のある人に関わる音楽の歴史と紹介
病人に関わる音楽の歴史と紹介

◎視覚障害者に関わる音楽の歴史と紹介
弱視者に関わる音楽の歴史と紹介

◎聾唖者に関わる音楽の歴史と紹介

:妻慕蓬 ◎交通事故で損傷を受けた人に関わる音楽の
歴史と紹介

◎精神障害者、精神病者に関わる音楽の
歴史と紹介
精神病者に関わる音楽の歴史と紹介

ii縦ii ◎成長に障害のある人に関わる音楽の
歴史と紹介

i;;認 、i ③病人 、外出できない人に関わ る音楽の

歴史と紹介
外出できない∧に関わる音楽の歴史と紹介

i:i継i ◎天賦のオのある人に関わる音楽の歴史と紹介

{i;ii…泊=万tッ ト要 素/網 掛 け部 分 を結 合す る →=見 よ()雪 注 記 ・補 足/観 点 を示 す付 加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§蕪i縢 灘i剰 「:::1霞:鱗i藝購㌶ ≧
★ 統一語_合 成朧AVMC⊇ 目語llぽ 纏 縫 竃違 る朧 ⌒ 位
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1

2

統一語と参照語(欧 米語形)

〈s>

<s>Corr∨ct,

・<u>ASOCa}person .

(s>Crimnal,

<S>Uagrant,

門㎝berofnondominentracial.

6thnic,national,30cio-

eCOrめmiC,religiOUSgrOUpS,

〈u>hねmberofn◎nd㎝ir旧ntnat{or旧1

9「CtＬPS,

イu>『lemberofnond㎝ir旧nt30cio－

㏄onomicgr◎UPS,

〈u>「bmberofnond◎minant

re|igiousgrouPS,

<u>Molberofnond㎝inar詫

racialgrOUPS,

<u>rlemberofn◎ndominant

nationalgrOUPS,

〈U>隔mberofnondominant

6thnicgroup5,

Socia1|yd輌sad>antaged

person・

〈s>Unenp|oリ6dperson,

<5>U㎏ 「 ∨ictim,

Povθrtリ ー5tricken∂nd

destitutθperson,

ζu>【)estitut6perヨ)n,Historりand

!llegitimate,abando剛/deSCriPtiOn

3busedchi|d.orphan,ofmＬsicwith

!1Tegitimatechi|d,resP㏄tto

〈u>自busedchild,

<u>Orphan,

〈u>・Obandonedchild,

Unmarr}6dmother,

Retiredper30n,

Ueteranofmi|itarser∨ice.

トbndicapped,il1,gifted

per30n,

Phりsica11りhandicapped

person,

〈u>Giftedperson,

/u>Illperson,

Blindandparti∂11りsightedpθrson,

《u>Partiallりsightedp6rson,

Deafar×}hardofheari㎎

person,

nc)tor-impairedperson,

自rrtisocialandasocia|

person,

OffePt]er,

nental1リi|}andmer戊a||y

handiCapPedperSon,

<u>nenta1|yhar砲icappedpθr50n,

Personuithde∨e|Opmenta|

disabi)ities,

1|landshut-inperson,

<U>Shut-inpers◎n,

〈u>Hkmuse-boundperson,

Giftedperson,

記・王

X3例)放 浪者 、犯罪者 、違反者 、罪A

人種的 ・民族 的 ・国 内的 ・社会 経 済的 ・宗 教的 に優 勢 でな

い特定 のク"L－プ の人 →Tl-099

優 勢 ではな い特 定の宗 教 グル ー ブ→T1-{b882

X3例)戦 争犠牲者 、失業者

A種 的 ・民族的 ・国内的 ・社会経済的 ・宗教的に優勢でな

い特定のグ‥プに属しているために社会的に不利な立場の

∧.→Tl-eB693

01身 体障害者はここに分類す る

精神 的 成長の障 害者 →T1-{]874

ほかに当てはまらない場合

音楽細 目使用 可の も のOl「 ここ に分類 せよ 注記(Classhere…)」/四 「一般 的観 点 注記(G6nera}aspects)」

音楽細 目使用 ・番 号組立 不 可 の もの 対 「含む(Including・ ・ 注記 」/Q「 包 含 ↓Contains・ ・)注 記 」/対 「例(Exemples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題

(全下位区分に適用可の観点)
〈c>参 照語:「 ここに分類 せよ注記 」の論題

(s>参 照語:「 立ち見席注記jの 論題

<i>参 照語:DDC2E}の 相関索引の語

〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題
－tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)

-tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)

-sng単 数形の語

－plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)

－syn同 意語

－in∨便」監 吾

－drc正 置語
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ファセッ ト構成法と例

[構 成 法]〔 融i)十(T7の 灘 駐

[例 〕D特 定 の職 業 ・宗 教的グ レプ の入 門者

e88eg(2P9=(醐+傾 鱗0

2)特 定 の職 業 ・宗 教的グ レフ。の学 習者

088375={醐 十 〔欝旬

3)特 定 の職 業 ・宗 教的グ レプ の弁護 士

088344=(醜 飼 十(嚢 硲

4)メソジ ズト派 の 人

08827={鱗[}十('烈 ハ

[構 成 法](凝 〕 十{T5の ぱ)

[例]1)中 国人 に関 わ る主題

289951={灘 〕+(斑}ii)

2}ア刈 力の中国 人に 関わ る主題

089951073==089951十{婿 ハ

[構 成法]{{髄 ぼ漣蹴 ハ+[(表1a)]

[例]へ ◆wルバコ の古 代 物品コレFtaン

0991074748=

{蟻:封+{醗i)+(蒙 醐

参 考:表1aよ り

分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

.89

.9

>760.9(b1-.905

.9211

.902

.ge3

.9031

.9032

.9033

.9034

◎職業的 ・宗教的グ」アによる人に関わる音楽の

歴史と紹介

宗教的ゲレプによる入 に関わ る音楽の

歴史と紹介

●特定の職業的 ・宗教的ゲ←アの人に関わる

音楽の歴史 と紹介

特定の宗教的グレプ の∧に関わる音楽の

歴史と紹介

◎人種 、民族 、国民に関係す る音楽(特 定の
一一)

国民に関係す る音楽(特 定の一一)

民族に関係す る音楽(特 定の一一)

③歴史的 、地理的 、個人の扱 い(音 楽)

個人の扱い(音 楽)

紹介(音 楽)

地理的扱い(音 楽)

発展(音 楽)

評価(音 楽)

⑨音楽史および様式史の名時代
様式史の名時代(音 楽)

◎㈹ 年以 前(音 楽)

古 代(音 楽)

◎5seD年一1499年(音 楽)

珊 又・アンティクァ(音 楽)

7Sス・ノゲァ(音 楽)

コ"シ・り音楽

◎1卓遍年一(音 楽)

Cc>近 世の 音楽

近 代の 音楽

中 世音 楽

◎IN年 頃一16QM年 頃(音 楽)

瑚 ン培 楽

◎1am年 頃－IN年 頃(音 楽)

<5-tl}>Yオ ーウ"エ'4シ^ケ

新音 楽
バoガ 音 楽

◎175e年 頃一1825年 頃(音 楽)

18世 紀 の音 楽

古典派(音 楽)

前古典 派(音 楽)

ロコ 音楽

◎1825年 頃一19四年 頃(音 楽)

19世 紀 の音 楽

国民 楽派(音 楽)

㎜ 派(音 楽)

(iii溺=ファtット要素/網 掛け部分を結合する

網掛けされている音楽細目は 、内容が標準細目と共通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

⇒=も 見よ[]=使 用 しない

◎

○

● 1≡li§i鐘繊響 纏〕「
★ 統一語:創r℃ の合成標目語

A∨MC基 本標目語

<h>参 照語:DIX2CZIの 基 本標 目語

(統 一語 に採 用 され なか った も の)

<m>参 照語:あ る万ズの主要 な部 分で あ る下位 論 題

〈u>参 照語:ユ:'ットにな ってい る標 目語の 一 単位

く∨〉 参 照語:別 名注記 の論題
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統一語と参照語(欧 米語形) 注記

内1:??
,㌫ 蒜na|耐 「

<u>PersOnbyreligiousgroups,Historりand

description

「of㎜sicwith

Personbり3peciFicoccuPa-resP6ctto →DDCマ ニユア灯1-0882vsT1咽

一顧#:ご 罐 」

RaCiaしethniC,natior旧|groups,nＬSiCwithreSPeCt 民族音楽→76L62
to3P④ific 日本の音楽→769

〈U>ト ㎏tiOna|grOUpS ,hUSiCuithreSPeCttO5peCifiC

<u>EthnicgrouPs,門usicuithr∂specttosP㏄ific →DDCマ ニュアル760 .89vs761.62

叶

HiStOriCa1,960graphiCa|.PerS◎nStreat賠nt(「bSiC) 磯 一般的様相:発 展 、紹介 、評価
〈u>PerSOn,Tr8atmentof(nUSiC)

曲 目解 説 での評 価 →760.15
〈9>Description(rbsic)

〈U>(恨)raphica|treatrnent(怖usic)

<9>De>elopment([usic}

<u>CriticalapPraisa|(nＬsic)

PeriOdofStg|iSticde∨ θIOpmentofmuSic 民族 ・国 ・地域に限定されない楽派 ・様式
〈in>>Stglisticd6velopmentofmusic

,PeriQdof 時代区分は西洋音楽のものだが 、西欧音楽に限定せずに用
い る

民族 または国で限定されない音楽のすべての時代をここに

収める.
全般 的著 作→760.9

特定地域一般の歴史的時代→760.91

特定大 陸 ・国家 ・地 方の 歴 史的時 代 →760.93-,99
To499(岡Usic)

<h>自ncie㎡time(陶sic)

5四 一1499(怜 」sic》 x3例)ゴ 弛 ク様 式 、ア↓2・乃げイクァ.ア ↓ス・ノゲ ァ、中 世 音 楽

<5>Orsantiqua(「 「hＬsic}

<5>Orsnova(怜 」sic}

<s>Gothic凧 」s C

145日 一(「TＬs C) 01近 世 ・近代の音楽はここに分類す る

Hodem側S C 1900-1999年 →76②.9碗

Hodern醐S c ㎝00-2999年 →760.鰍i
〈S>nedievalmusic

Ca.1450toca.1608 口 固)聯)ス 音楽
<s>Renaissar×>emusic

Ca.1600toca.1750 ×3例)バo:ザ 音楽 、 「新 音 楽 」
ひ」OVθmusichθ

〈S>ト 軸ovemusiche

〈S>Baroque剛sic

Ca.1750toca.1窪 ≧5 ×3例)前 古 典派 、古 典派 、α]コ様 式 、18世 紀 の音楽
〈S>18thcenturり 刷sic 1750年 頃 以前 の[Dコ様式 、18世 紀前 半 の音楽 →760.9〔惚

<s>Classici3m(nusic)

<S>Preclassicism(「1usic)

〈S>Rococor則5ic

Ca.1825toca.1900 ×3例)ロ η派 .国 民 楽派 、19世 紀 の音 楽
<S>19thcenturymusic ]9世 紀前 半 の音 楽 →760.9333
<s>Nationalism(門bsic) 20世 紀 の国 民楽 派→760.9與
<S>Roman虎icism(rbsic)

音 楽細 目使用 可の も の01「 ここに 分類 せよ注 記(Classhere…)」/改 「一 般的観 点 注記(Generala3p㏄ts)」

音楽細 目使用 ・番 号組 立不 可の も の 刈 「含む(Including-)注 記 」/ろ砲 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/対 「例(Example6:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題

(全下位区分に適用可の観点)
〈c>参 照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題

くs>参 照語:「 立ち見席注記」の論題

くi>参 照語:DDC2eの 相関索引の語

<d>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題
－tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)

-tli音 訳語(統 一語 ・参 照語が意訳語の場合)

-sng里 数形の語

－plu複 数形の語(特 に必要な場合のみ)

－syn同 意語

－inv倒 置第

－drc正 直語
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ファセッ ト構成法と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

[構 成法](醐:纐 騰9+[(表1a}]

参考:表1aよ り

へ◆ンジルバ コに あるコレクション1

琢74748(9彙 娠}十{i繊i}

760.904

.905

◎19EM年 一鍋 年(音 楽)
アゲア)‡"wド(音 楽)

印象派(音 楽)

新古典派(音 楽)

02seg年 一田99年(音 楽)
21世紀(音 楽)

[構 成 法]{醐i9十{T2の1聾1掲

[+(表 ..1..a)][例]D熱帯
0913={翻 …9+(羽

2)熱 帯の統 計0913021=

{磁 歪i)+{3…)+(灘 ……}

◎地域 、場所一般による扱い(音 楽)

場所→ 買による扱い(音 楽)

地域による扱い(音 楽)

.92 ◎音楽関係者
〈i>音楽家

くs>作曲家

[構 成 法](灘 ハ+{T2の 諺 旬

[例]イ 列アに 関す る主題の 叢伝

092245=('唖 〕 十(亘 建)

.922 ◎音楽関係者の集合的殴い

[構 成 法]{冶)+{T2の §迷 〕

〔十(表lb}]

[例]1)ア 刈 力合衆 国 にお け る当該主 題

0973=(螢i}十 〔肇.S.}

2)ブ ラジ賦こお け る当該主 題

0981={鱒 〕 十(8i美iハ

3)北 米 におけ る当該 主題

097={'醐+{淘

4)へ。ンシルバ ニ7のプ ラジ かコ励 ン

8901卿4748=

◎特定大陸 、国家 、地方 、または地球外の世界の

別による扱い(音 楽)

国家 による扱い(音 楽)

地方 による扱い(音 楽)

地球外の世界による扱い(音 楽)

(灘 萄+(鱗i)+{縦 葺

5)が 一ランド人の

09438=(瞭 ハ+(鱗0

6)カナダ のボーランド 八の

094380971=

(頒}+(1㈱9+{蹴 ……〕

.94 ◎ヨ鋼'音 楽

>761-768 ◎原理 、形式 、ラウリ)ア`、声 、楽器(音 楽)

音楽伝統 ぐ日本 の音楽をのぞくすべての一一)

761

「

◎→ 臣原理および音楽形式
くc)音楽理論

概要
76LO1-09音 楽 細 目.5音 楽 の種 類 　

.ユ 基 本原理.6音 楽 伝統

.2音 楽の諸要素.7宗 教音楽

.3作 曲.8音 楽 形式

.4音 楽技 法

(iiiiiiii9=ファセット要素/網 掛け 部分 を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点 を示 す付 加語

網掛けされている音楽細目は 、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

◎ 統 一語:DDC20の 基本 標 目語の 邦訳 語 「 〈h>参 照語:D㏄20の 基 本権 目語

○ 統一語:DDC20の 合成標目語の邦訳語(統 一語 に採用 されなかったもの)

● 統一語,ω 磁 自の基本鯛 語.1,m,参 照語 、ある労,の主要な部分である下位翻
AVMC基 本惰 目語 〈u>参 照語:bト になっている禰目語の一単位

★ 統一語:W陀 の合成標 目語 〈v>参 照語:別 名注記の論題
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統一語と参照語(欧 米語形) 注記

19四 一20四(岡U3ic) ×3例)印 象派 、新 古典 派 、乃"ア)ボ 硅ド音 楽
<S>☆ ∨antr98rde(「1㎏sic} 初期 の印象 派 →760.濁34
<s>1mprθssionism(nusic}

<S>卜 ㎞1assicism(門Usic)

㎜ 一2099(『?」sic)

21thcenturり 伽sic)

自reaS・regiOnS,PlaCeSingenera|, 歴史と記述
Tr6at哺ntbり(nＬsic) 人物 は▲也均麦等 に 関係 な く→T1-092

<u>P|aoeθing6neral,Treatmentbり 特定 大陸 ・国 家 ・地 方の 歴 史的時 代 →760.93-.99
<u>Reg}ons,Tr6atmθntbリ 人の種類に関す る歴史と記述→丁1r38

」

ρersonassociat■duithmugic 幻 作曲家 、演奏家 、批評家
nＬsician 01一 人の作 曲者のテーマ索引はここに分類す る

C㎝poser 一般的 テペ索 引→760 .216

Personsassociateduithr損 」sic,Colloctedtreatmentof

Continer戊s,c◎untriθs,localitiθs,extraterrθstr・ia1 当該主題の場所割の特定事例の歴史と記述
uor}ds.Treatm8ntbりsPecificfnu3ic) 表lbの 二つ以上が同時に有効な時は、T1冒頭の優先順位

〈u>Countries,Treatmentbりspecif{e(Husic) 表に従う 例)統 計学の雑誌→OTw21×T1一 肪
<u>LocalitieS,Trθatmentbり5pecifiC(而SiC) 例外 〔074)で 、当該主 題 の博 物館 ・コレ助ヨン、展示 は
<u>Extrater'restrialbぬrlds,Trθatmentbりspecific(戸hＬsic) 時代に関わ りな くここへ

例)ブ ラジ↓の㎝世紀美術の]吻 ヨン
→ODD㎝9.81074

×DDC709.810904

A間 は場 所等 に 関係 な く→ 丁正一〇92

特定 の大 陸 、国 、土 地に 限定 され な い場所 →T1-091

特定種類の人に関す る歴史と記述→T1-081一断

職業的 ・宗教 的グ ↓一プの 歴 史 と記 述 一>T1-088

居住する大陸 、国 、土地で人種的 ・民族的 ・国内的 ・社会

経済的 ・宗教的 に優勢でない人々の歴史と記述→刊竜89
→DOC～ ニュ乃 丁1-0902

11竜922vsTH〕93-099

11咽93-099とT2-3-9

Europeanmusic ヨー0ソ1、。起 源の 音 楽 と 、ヨー[}ソ▲、。以外 の音 楽の 対照 を強 調 して

論じている著作 にのみ用いる
「

Principle,form,ense冊b|e,voice,instrument(岡us}c) 01日 本の音楽を除 くすべての音楽伝統をここに分類す る

Traditior鷺otherthanJapanesθ,門Usicofa1| 日本の音楽→769

761-768の2つ 以上の細 目を含む複合主題→後の番号が優

先(特 に指示がない限 り)

例Dヨ1、 ンtバ スティアン1、、ヅ[の チェ0ツ ナタ

0767.4183×764.183

fタ1～)ジャ又,・ミサ()762.323165>〈761.65

全般的著作→760

Generalprincip|earK]musicalform 01音 楽理論はここに分類す る

msicthe◎rり 761の細目は声 ・楽器 ・編成を限定 しない主題にのみ用

いる

特定できる場合 は当該主題に分類 し、指示に従って付加

例)音 楽 のり1、一九761.44

歌 劇(声 楽}1多式)の リ」、一りル762.1144

'

音 楽細 目使用 可 の もの 朝 「こ こに分 類せ よ注 記(Classhere…)」/磯 「一 般的 観点 注記(Generalaspects)」

音 楽細 目使用 ・番 号 組立 不可 のも の 刈 「含む(Inc|uding・ ・ 注記 」/増 「包 含(Contain5・ ・)注 記 」/刈 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可 の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語

<c>参 照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 置語
ζs>参 照語:「 立ち見席注記」の論題rng単 数形の語

<i>参 照語:DDC田 の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合 のみ)
¶
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ファセッ ト構成法 と例

[構成法](燃 番繧)+〔 表2)

参考:表2よ り一
2)ロッリモ≡}楽166={7∈ 蓬iiき裟1)

3)ロ・刀音 楽 の リJl-"P

166144=(76繁i瀧0+(76短 句

分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

.01～.09

761.1

.11

.12

.17

>761.2-.8
.2

　

2

詑

.224

.226

.23

ウ
」
3

≠4

臼

臼

田

.235

.236

.237

.238

.239

.24

.246

.247

.248

。25

.252

.254

◎音楽細目(一般原理および音楽形式)

●基本原理(音楽)
◎心理学的原理(音 楽)
◎宗教的原理(音楽)
③芸術的原理(音 楽)

音楽鑑賞
鑑賞(音 楽)
趣味(音 楽美学)
美学(音 楽)

◎他の原理および音楽形式
◎音楽の要素

科学的原理(音 楽)

◎時間(音 楽 のi要素)

◎拍(音 楽 の要素)
〈tli>1、。pz(音 楽の要素)

◎tnズd

◎ミ→一(音楽の要素)

●楽音

音(音 楽の要素)

◎音高
◎音量

◎音色

◎乃㌧クおよび減衰(音楽の要素)
減衰(音 楽の要素)

◎無音
休止(音 楽の要素)

◎音程
◎協和音
◎不協和音

◎旋律
◎音階および音階組織

音階組織
0装飾音

}・リ↓

◎主題(音 楽の要素)

固定楽想

対主題(音 楽の要素)
ライトモチーフ

◎和声

対位法に関する全般的著作(和 声と一一)

和声構造

⑥和音

アルへ・ジオ

◎終止形

(纏り=ファセット要素/網 掛け部分を結合す る

網掛けされている音楽細 目は、内容が禰準細 目と共通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

⇒=も 見よ[]=使 用 しな い

◎

O

● 竃≡馴i竃㌶羅舞 〕「
★ 統一語:CSJMCの 合 成標 目語

A∨MC基 本標目語

<h>参 照語:DDC2e)の 基 本標 目語

(統 一語 に採用 され なか った もの)

<m>参 照語:あ るクラスの主要 な 部 分で あ る下 位論 題

〈U>参 照語:ユ:・vトtcなって い る標 目語の 一 単位

く>>参 照語:別 名注記 の 論題

一76一
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`

統一語と参照語(欧 米語形) 注記
.

Standardsubdivlsion,岡odi『ied{Generalprinciple 音 楽細 目(760.o「9)を 用 い る
脚sic引form) 例)ル功ンス時代の音楽理論 761.99031

Basicprincipl6(門usic)

PS～頁)hologiCa|princip|e 美学 、鑑賞 、趣 味 →761.17

ReUgiouspri㏄iple

角rtisticprinciple X1美 学 、鑑 賞 、趣味 を含 む

<s> nＬsicappr㏄iation

〈S> ρppre◎iation,甑 」sic

<S> Taste(鰯theticsofmusic)

〈S> Oesthetic3(門usic)

Principleandform(「 亀」sic),Other 全般的著作→761
1 E18mer☆of剛sic 01科 学的原理を含む

2 〈i> nＬsica}θ1㎝ent

<s> Scientificprin⊂)ip|6(門Usic)

Time(「1usicalele雁)nt) 演 奏時 間 →761.432
剛se(rbsicale|㎝ent)

Pu|se(「 令」sicale|ement)

Rhりt㎞

門6ter(msicalel㎝ent)

nＬsicalsoun]

<i> Sound(nusica|elθment)

Pitch(nＬsicalsound)

Uolume(衡s}calsound)

1 Timbre

2 〈h> Tor博color

3 ζi> Colo「(Sourxl)

Ottackanddecay(「 ↑usica|e|ement)

〈u> Decaり(Souα 】)

Silen(ン θ 〔HUS}Cθ|el∈ 鴫nt) X1休 止を含む
〈S> Rest(門Usicalelemθnt) 協和音 →76L238

lnter>a1ζrlusicale|ement} 不協和音→76L239
C◎nsonance(「4usicalelement)

Dissor泡nce(岡usicale|em6nt)

ne|odり

S(>a|ear対 三品licform自tion

〈u> Scalicformation

1 Ornament(門usica|θle而ent} x3{列)卜1ル

2 <S> Embel|ishmer比(門usicalθ1ement)

<S> Tr}11

1 The鼎e(nUsica1θ|㎝ent) ×3例)主 旋 律 、対 旋律 、固 定楽 想 、ライトモチーフ
2 〈S> SUbject(門ugicale}ement) テ司素 引⇒760.216

〈s> Ido6fixe

<s> Countersubject(怖usicalelemenrヒ)

<s> Leitmotif

Harmonり 01和 声構造および和声と対位法に関する全般的著作
C(xＬnterpoint,C◎mprehθnsi∨euorkonharmonりand 音程 →76L237

レbrmonicorganization 通奏低 音 →761.47

耗 フ<一 →761.285

対位 法 →761.286

Chord(r旬sic) 刈 アい。ジオを 含む
<S> 角rpθggio

Caderめe

音楽細 目使用可のもの 01「 ここに 分類 せよ 注記(Cl3sshere …)」/C2「 一般 的観 点 注記(Generalaspect3)」

音楽細 目使用 ・番 号 組立 不可 の ものx1「 含む(Including-)注 記 」/浸 「包 含(Contains・ ・)注 記 」 /×3「 例(Examplθs:)注 記 」

<9> 参照語:「 一般的観点注記」の論題 くd>参 照語: 「定義と範囲の注記 」の論題 －sりn同 意語

(全下位区分に適用可の観点) －t|a意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の頃合) －in∨倒置語

〈C> 参照語:「 ここに分類せよ注記」の論題 －tli音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合) －drc正 置語

<S> 参照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単数形の語
〈i> 参照語:DD(湘 の相関索引の語 －plu複数形の語 (特に必要な場合のみ)

一77－
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ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法](囎0+〔 表2} 761,256 ◎和声リズ4

参考:表2よ り リズム(和 声 一 一)

∨ .258 ◎調性
1)演 奏 会078=C76庄 ↑き旬 調の関係
2)o・〃音楽166={76i鱒 副 .26 ◎調組鍵
3)ひ 二θ音 楽 の リ▲、一場 .262 ●全音階

166144=(76iiil琵}十{76iii;i撚 ハ .263 ◎中世教会旋法
-{ 旋法

西洋の民俗音楽の旋法
.264 ◎旋法(そ の他の一一)

1一コス

ゴリ沸旋法

古代ギリツや旋法
ビザンツ教会旋法

民俗音楽の旋法
ラーガ

.265 ◎ 初 け 方イー

五音音階
.266 ◎全音音階

<sりn>六 音音 階

.267 ◎外ナ貯イ

.268 ◎ ト^デ カ万 ニー

12音音楽

12音組織

音列
.269. ◎微分音音階
.28 ◎ テク万 ユアー

.282 ◎uデ ィー

.283 ◎ へ㎜ 二一

.284 ◎ ずり万二一

.285 ● 妊 フオニー

.286 ◎対位法

.3 ◎作曲

.32 ◎作曲(不 確定性および偶然性による一一)

偶然性の音楽
偶然性による作曲

偶然性の音楽
不確定性による作曲

.33 ●四一作法

[構成法]{繍 鑛鐙+(7〔 嫌 媒繕〕 .3301-.3309 o音 楽綱 目(凶 一作法)
v

[例]セリー音楽の演奏会
760.33σ78=(繊i潟 三}+{76麹;:遼蓉〕

.331 ◎基本原理(笹 作法)

.3311 ◎心理学的原理(同 一作法)

.3312 ◎宗教的原理(凶 一作法)

.3317 ◎芸術的原理(凶 一作法)

鑑賞(セ リー作法)

趣味(セ リー作法)

美学(tり 一作法)

[構 成 法](i韻;‖i滋;}+{761.盛.衰 勢 ,332-.338 ⇔名要素(同 一作法)

[例]tり 一化 された リズ ム

761.3324=={総 葺ii日塑i}十(76L2哀 寡i}

(…iiiii…i9=ファtット要素/網 掛 け部 分を 結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点 を示 す付 加 語

`

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§竃≡li騰麟竃鐸 〕「::灘:㌶ …翼翼嬬 ≧
AVMC基 本榛 目語 くu>参 照語:Dト になっている標目語の一単位

★ 統一語:創 鵬の合成標 目語 く>>参 照語:別 名注記の論題

⑨

.
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統一語と参照語(欧 米言1研多) 注記

Harmonicrhりt㎞

<in∨>Rhythm.Harmonio

Tona}itり 調 の関係
Keyre}ationshω 調 組織 →761.26

Tona|sりst㎝

Diatonicism

門ediθvalC㌔ 」rchmde q中 世の旋法および西洋の民俗音楽の旋法に関する全般
トk)de 的著作はここに分類す る その他の旋法→761.264

ぐS>Uesternfolk町 員」sicmode

Wx]e,Other ×3例)古 代 ‡"り野旋 法 、ビヅ ンッ教会旋 法 、インド のラーガ

Ec}めi 西洋 の民俗音 楽 の旋 法 →761.263
<i>Greekm◎de

(5>白ncientGreθkm◎de

<S>Echoi

Folk凧 」sicmode

<S>Raga

門acrotonalitり 全音階的全音より広い単位による音階
<s>Pentatonici㎜ x1五 音音階を含む

UholetonaUtり 全音階的全音による音階
Uho1θ －tonescale

飢onalitり 無調性の音楽
ド デ カフォこ一→761.268

MecapbDnり セリー音 楽に関 す る全般的 著 作 →761.33

〈h>T賜1∨e-toneSV6tem

《h>Twe|ve-tones緊3tem

<h>N)tero吋

nicrotor旧1}ty 全音階的半音より狭い音程による音階
〔exture

門onodり 蛍旋律による音楽

Heterophonり 2以 上の演奏者によ る部分的ズレを伴なう単旋律音楽
P由 りphonり 2以上の旋律

対 位法 →761.286
ホモフォニー→76L285

H㎝ophonり 相互に従属的な2以 上の旋律
Oounterpoint 独立した2以 上の旋律

和声および対位法に関する全般的著作 →76L25
C㎝position(怜 」s{c)

Composition,!ndeterminacりandal6atorり(門us}c) 偶然性を基礎とした諸作曲形式
<U>川eatorりmuslC

<u>ρ1θatorりC㎝positlon(門usic)

<i>Chancec◎mposition

<u>Indeterminacリc◎mposition(「1Usic)

Seria|iε 罰

Standardsubdi∨ision,門odifiθd(Seria|ism)

ゴ

BasicPrinciple(Seri81ism}

Ps～κ)ho|ogica}prir℃iple(Serialism) 美 学 、鑑賞 、趣味 一、76L3317
Rel}giousprinciPle(SeriaUgm)

自rtisticPrinciple(Serialism) ×1美学 、鑑賞 、趣味を含む

<s>∩ppr㏄iation(Serialism)

<5>Tast6(Serialism)

〈s>』thetics(SeriaUsm)

、

Specificelement(Seria1}sm) アトナリティ→761.267

1

音 楽細 目使用 可 のも の01「 ここに 分類 せよ注 記(Classhere…)」/四 「一般的 観点 注記(Gener81aspects)」

音 楽 細 目使用 ・番 号 組立 不可 の もの 刈 「含む(Inc|udi㎎ ・・)注 記 」/刃 「包 含(C。ntains・ ・)注 記 」/幻 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題<d>参 照語:「 定義 と範囲の注記」の論題 －Sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-in∨ 倒置語

<c>参 照語:「 こ こに分 類 せ よ注記 」の論 題 －tli音 訳 語(統 一語 ・参 照語が 意訳語 の場合)-drc正 置語

〈s>参 照語:「 立 ち見席 注 記 」の論 題 －sng単 数 形の 語

〈i>参 照語:DDα29の 相 関 索引 の語 －plu複 数 形の 語(特 に必 要な場 合 のみ)

一79一
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ファセッ ト構成法と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

[構成法](蹴 遷D+{表2} 761.34 ◎コだ ユ叫 こよる作曲

[構 成法]{灘 三遷i)十(D㏄ の06溢0騰 ハ .344-.346 ●⊃ピ ュ→'リイD涙雨(作 曲)
(冗長にな らない限 り)

[例]デ ィジ タカマイク0工た'ユー9の使用

761.34416=(短i三 軸+〔 踊 扇 鞠

一

竃 鶴 の蹴 ついては保留1…

(繍;〕+(表2} .36 ◎即興演奏
τ 一

参考:表2よ り
、」～> v^ひw♂ ⌒ ▲w》 〉"∨ 蝋 ＼、♂》烏♂♂∀〉・♂

.留 ③垢曲法
D演 奏 会078=(7〔 遊漁 溺 トカ スクリプ カ ン(作 曲)
2旧 ・め音楽166={7礒ii滴 飼 .374 ◎管弦楽法
3氾 汐音楽 のリ}、一協 <tli>オ ーケストレージョン

166144=(76華;ii禰1)十(7〔 衰iii遜暮〕 .977 ◎オ ラフレズ および 斤【ビ ィー(作 曲)
ト ー ー ー ー ー一 ∨∨ ∨

)、。[ガ ィー(作 曲)

ゴ)。ラフレーピ(作 曲)

.38 ◎垢曲

[構成法]{流 …雲拍i)+{76挙7酷i〕

[例 ゲ繍 リン曲の編曲

.382-.388 0原 作の声 、楽器 、楽器群によ る区分(編 曲)

761.3872=={海 雀…芸裏房}十(7〔 隷ii奎〕

[構成法]{幽 寒0十{表2) .4 ◎音楽実技

一

参考:表2よ り .42 ◎音楽技能およびしオート与の習得

D演 奏会978=(題 詩勤 .423 ◎リイ同一デ 初 、お よび 刀 刃一デ⇔ ゲ
2}ロックき}楽166={二76i… 葦尊頁9 リイトリーデ ィンゲ

3}0・力音 楽 の リ」、一塊 視覚的技術(音楽)
166144=エ(76雀i;巖 〕 十(76iii;議 官〕 スコアリーデ ィンヅ

WMW .424 ◎聴音およ⊂
聴覚訓練法
聴覚枝術(音 楽)
聴覚訓練

.426 ◎記臆法(音 楽)

.43 ◎演奏技術
ゲ ィブ ラート

.432 ◎演奏暗闘

.434 ◎和声付け

.436 ◎移調

.438 ◎アカ)ア島技術
>761.44-.48 0個 々の演奏技術

.44 ◎纏習(音楽)
リハ、一助(音 楽技 術)

.45 ◎指揮法

.46 ◎鷹釈(音楽)
ルバ ート

.47 ◎伴奏法

.47(作 品 へ の付加 ◎通奏低音付き
ファ句 トと して

用 いる場合)

.48 ◎呼唖および共鳴(音 楽)
共鳴の技術(音 楽)

呼吸技術(音 楽)
.49 0音 楽の録音

(iiii絢=ファtット要素/網 掛け 部 分を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点を 示 す付加 語

網掛けされている音楽細目は 、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

il≡li羅 …灘 纏〕「:1:錫:㌶1難 嬬 鱗
A∨MC基 本標 目語 〈u>参 照語:エ ットになっている惰目語の一単位

★ 統一語:w忙 の合成標目語 〈v>参 照語:別 名注記の論題
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1
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-

O
」

3

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

C㎝puterc㎝position(門usic) デ ィジ タル・⊃ヒ◆ユー9の 使 用 →0761.鋼 ×76L344

Computerscienceaspect(nusicaloomPogition)

Extemporization

ぐh>Improvi品tion

自rrangement(巾sic) 対 側)ト カ スクリフ。ション

〈5>TrangCriptiOn(門US}CalCOmpOSitiOn) 編 曲→761.38

Orchestration

Orchestration

ParaphraSeandparOdり([usica|c㎝POSition)

<u>Parodり(怖L∫sicalcc‖mpo6ition)

<u>ParaPhraSe(門uSicalComPosition)

自rrang6mentsf門usic)

☆rrangementsofmusicdividedbりorigina|voicθ, 単独では使用 しない(他 の番号との合 成にのみ用い る)
instrumenta作 ゴe咋emb1θ →0η$T=「 …(醐1)」 →則/酢 耽 目録 マユアルCL1004

→DDCマ ニiアル761.382- .388

T㏄hn;queof凧 」3ic 作 曲技 術 →761.3
怜」s}calskillsandlearningarθpertoi「e,Techn}que

foracquiring

Sightandscorereading 01視 覚技術はここに分類す る

〈u>Sightreading

UiSua|techniquθ 〔門usic)

〈u>Scorereadino

しiSteni㎎andeartraining 01聴 覚技術はここに分類す る
<i>List■ni㎎traini㎎methcd

伽ralt飴hniqUe〈msic}

<u>Eartraining

胎m◎rizing(門usictrainingmeth◎d)

PerformancetθChnique 即 興 →761.36
<i>Uibrato(門usic} 個 々 の演奏技 法 →761.44-.48

楽 器演 奏 の技 術 ⇒764.193

Plaりlngtime

Harmonization

Transposition

Engemblet㏄hnique

SPecificPerformarx)etechnique 全 艘 的著作 →761.43

Rehearsa|andpractice(「 亀」sic}

<i>Rehearsa|(nuSica}t㏄hnique)

Corducting

Interpretation(n」5ic} xDバ ートを含 む

<5>Rubato

叙)C◎mpaniment x1通 奏低音を含む →w配 マニュアル≡ エ
〈s>Contiruo,Uith 通奏低音を含む酬 ンフ㌦や独奏曲にのみ用いるが.
<s>Thoroughbass,With 通奏 低音 の声 部 を鍵 盤楽 器等(ル プシコード 、勅 ガン、リュート

〈s-sりn♪Bassocon虎inuo,し ↓ith θtc)単一の楽器で演奏 してい る独奏曲には用いない
→自『冊$T=「 …(通 奏低 音付 き)」

∋ ∪/円球C目 録 マニユwCL1002

Breathi㎎ar回resonarpe(門usic) 楽器演奏に伴なう呼吸および共鳴→764.1932
<u>Resonance(門usica|tθchniquθ)

〈u>Breathi㎎(nusicalt6chnique)

Recordingoflnusic 録音 お よび再 生装置 ⇒DDD621.389311眠547.33

音楽録音資料の扱い⇒760.266

音楽細 目使用 可の も の01「 こ こに分類 せよ注 記(Classhere…)」/改 「一般 的観 点注 記(Generalasp㏄ts)」

音楽細 目使用 ・番号 組立 不 可 の ものx1「 含む(Including・ ・ 注記 」/×2「 包 含(contains・ ・)注 記 」/×3「 例(Examples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題 〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-m∨ 倒置語
〈c>参 照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －tN音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 直語

<s>参 照語:「 立ち見席注記 」の論題 －sng単数形の語

<i>参 照 語:DDC20の 相 関索 引 の語 －plu複 数 形の 語(特 に必要 な場 合 のみ)
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0UMC76Uer.2

ファセッ ト構成法と例

[構成法】(醐 樽蟹葺9+(表2}
参考:表2よ り

D演 奏会e78=(7θ 自涜掲

2)0・〃音 楽166=(76嶽 逸〕

3)ロリ音 楽 のり1、一助

166144=〔76潮 瀬 〕+(76嶽 溺

分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

761.5

.52

.522

.5222

.5228

.523

.524

.5242

.5244

.5246

.5248

.53

.532

.534

>761.535-.539

5

6

8

9

53

臼

53

53

臼

2

4

R
∨

臼

臼

田

弱

、552

.554

.556

.56

.57

◎特定種類の音楽

概 要

761.52

.53

.54

.55

.56

.57

.58

.59

特定 日時のた めの音楽

特定状況のた めの音楽

特定 メディアのための音楽

公共娯楽音楽

標題音楽

活動の伴奏音楽
冠婚葬祭のた めの音楽

その他の主題 を反映する音楽

◎特定日時のための音楽

日時の音楽

◎曜日の音楽(1週 目の一一)
〈drc>1週間の曜日の音楽

日の音楽

◎日曜日の音楽

◎土曜日の音楽

◎1日 の時刻の音楽

朝の音楽

午後の音楽
夕べの音楽

夜の音楽

◎季節の音楽

◎春の音楽

◎夏の音楽

◎秋の音楽

収穫の音楽
◎冬の音楽

◎特定状況のための音楽

⑥野外の音楽

街頭音楽
◎屋内の音楽

◎個々の屋内

◎家庭の音楽

◎宮廷の音楽

◎劇鳩の音楽

◎=Dサート・ホ+の音楽

◎特定媒体のための音楽

抱 ディアの音楽

◎映画音楽

◎ラジ着 棄

◎テ比、音楽

◎公共娯i歓 伴う音楽

娯楽(演 奏)

③劇音楽

劇付随音楽

◎舞曲
〈sりn>舞踊音楽

⑰バほ音楽

③標題音楽

楽

諜

音
楽
の

う
音
式

伴
の
儀

藍

絵

斬

〔;iiiiiiill=ファセット要 素/網 掛け 部分 を結 合す る

網 掛け され てい る音 楽細 目は 、内容 が標準 細 目 と共 通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

⇒=も 見よ[]=使 用 しない

◎

O

● 1≡li耀繊翼翼 〕「
★ 統一語:ω 傾)の合成標 目語

AVMC基 本標 目語

<h>参 照語:DDC20の 基本標 目語

(統一語に採用されなかったもの)

〈m>参 照語:あ るOJZの主要な部分である下位論題

<U>参 照語:Lッ トになってい る標目語の一単位

〈∨〉 参照語:別 名注記の論題

一82一



AuMC760ver.2

統一語と参.照語(欧 米語形) 注記

Kirx]of脚sic

Times,「 亀」sicforsp㏄}fic

<i>Times,「 旬sicfor

DaりSorweek,nＬsicfor

Dぼりsof駅 ∋ek,村1」3icfor

〈i>Days,門usicfor

釦ndaり,向sicfor

Saturdaり,甑 」sicfo「

Timesofdaり,怜 」sicfor x3侑D朝 、正午 、午後

<S>燥)rning凧 」sic

<S>Ofternoonmusic

<S>E∨eningmusic

くi》Nightmusic

Seasons,門usicror

Spring,r亀 」s cfor

Su㎜er,門us cfor

勲」tum,馳S cfor

〈s>Har∨estrmＬs c x1収 穫を含む

Uinter,甑 」s cfor

Setting,[usicinspecific

α」tdo◎r凧 」sic x1街 頭音楽を含む
<S>StreetmＬsic

Ir砲oor俄 」sic 個 々の 屋内 →761.535-.539

Indoorsettings,伽sicinspecif}c 宗教的な集会での音楽→76L7

全 般的著 作 →761,534

DOmeStiCsetting,r1UsiCin

C◎urtsθtting,nusicin

Theatersetting,「 ↑usicin

C◎ncertha|1,nＬsicin

Nbdia,「 「Usicforsp㏄ific こ こに 分類す る のは鵬、㍉ クゲ ラカ ド・ミュージ⑳ また はムード音 楽

〈i>[bssmediamusic のみ

F日m凧lsic 映 画の音 声同 調⇒D㏄778.5344‖N防
Radiomusic

Tele∨ision剛sic テレビ番組 の音 声 同期⇒D㏄778.5911㎜C

1 PUblicentertainment.nusic3ccompanying 劇付随音楽はここに分類す る
2 〈h-inv>門UsiC3CcOmpanりingPubliCer比ertainmentS

<i>Entertainment(Performar亮 ■}

Dramat{cmusic 01声 楽の劇 音楽 →762.1

lnCidentaldramatiCmUSiC

Dancemusic 」、"レエ音 楽 →761.556

Dancemusic

Ballet祀sic 1、㌧エ曲 、バレエ組 曲の いずれ に もバ レエ・フ粛 ット(1556)を 付加

す る →自∪湘 餓C目 録 マニュ乃CL10前

Program㎜sic 音楽以外の概念の音楽表現 倒)海 を表わ している音楽

音楽以外の概念を表わす音楽形式 →764.18

例)夜 想 曲764.18966

禽cti∨ities,rlusicaccompanりing 対 側)就 任 、入会
〈9>Inauguration,hＬsicaccompanりing 冠 婚葬祭 のた めの音 楽 →761.58
<s>1niti8tionrite,「t」5ica㏄ ㎝panりing その他の主題を反映する音楽→761.59

音 楽細 目 使用 可の も の 司 「ここ に分類 せよ 注 記(Classhere・ ・・ 」/q2「 一般 的 観点 注 記(Generalasp㏄ts)」

音 楽細 目使 用 ・番 号 組立 不 可の もの 刈 「含 む(Including・ ・)注 記 」./×2「包 含(Conta}ns・ ・)注 記 」/沼 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可 の観点)-t|a意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語
〈c>参 照 語:「 こ こに分 類 せよ注記 」 の論 題 －tli音 訳 語(統 一語 ・参 照語が 意 訳語 の場合)-drc正 直語

〈8>参 照語:「 立 ち見席注記」の論題 雪ng単 数形の語

<i>参 照語:DDC㎝ の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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ファセッ ト構成法と例

[構成法](蹴 …琴)+{表2)

参考:表2よ り

1}演 奏会e78={76庄?鋤 ミ
人

2)0ッ ゲ音楽166=(76ii議 的

3)Bvク 音 楽 の リh－りル

166144={76惑 溺 〕+(癬i…li灘 ハ

分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

761.58

.582

.583

.584

.586

.587

.588

.59

.592

.593

.594

5

9

59

59

.6

.62

◎冠婚葬祭のための音楽

風習(音 楽)

◎誕生および幼年期の音楽

割礼の音楽

産褥の音楽

出産の音楽

洗礼命名式の音楽

洗礼の音楽

幼年期の音楽

幼児の洗礼の音楽

◎思春期の音楽

成人式(宗 教儀式)の 音楽

通過儀礼の音楽
バス=ミツバーの音楽

バ仁ミツバーの音楽

◎成年期の音楽

成年の音楽
デヒ"ユーの音楽

◎求愛および婚約の音楽

婚約の音楽

求婚の音楽

◎結婚式および結婚の音楽

結婚の音楽

婚礼音楽

◎死に伴う音楽

哀悼の音楽
火葬
死者埋葬の音楽
葬式
通夜(音楽)
埋葬音楽

◎その他の主題を反映する音楽
◎抵抗の音楽
◎労■の音楽.
◎冶'ザおよび余暇の音楽

余暇の音楽
◎海洋生活の音楽
◎愛国的、政治的、軍事的音楽

軍事的音楽
政治的音楽
歴史的事件を記念する音楽

O音 楽伝統

〈inv>

伝 統(音 楽 一一)

概 要

761.62民 俗 音楽

.63ホ 。ヒ◆ユラー音楽

.6A西 洋 のホ'ヒ。ユラー音 楽

.65ジ トズ

.〔おOD(0・ 〃ン0一の

.68西 洋 芸術(ISM)音 楽

.69非 西 洋芸術 音楽

◎民俗音楽

(i態〕=ファtット要素/網 掛け部分を結合する

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

⇒=も 見よ[】=使 用 しない

◎

○

●

蕪鞭灘

鉢

曙

⑭

四
綴

DD

DD

閑

語

語

語

一

一

一

統
続
続

★ 統一語:0∪忙の合成標 目語

AVMC基 本棟目語

<h>参 照語:DDC20の 基本 榛 目語

(統 一語 に採 用 されな か ったも の)

<m>参 照語:あ るP)ズの主 要 な部分 で あ る下 位論題

〈u>参 照語:ユ ニットにな っ てい る標 目語 の 一単位

〈∨〉 参 照語:別 名注 記 の論題
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.

統一語 と参照語(欧 米語形) 注記
`

Stage30fthelifecりcle,↑ 十」sicacc㎝Panりi㎎

<i>口 試 ㎝ ・msicac㎝panりi㎏socia1

Birthandinfancy,Nusicaccompanりir糟 対 側)幼 児の洗礼および割礼の音楽
〈s>Circumcision,「TＬsicacc㎝panりir博 産禍のための音楽はここに分類す る

Confinement(ch日dbirth),村kＬsicaoc㎝panりing

<i>Chi|dbirth,「 『usicaccompanりing

〈i>Christening,nＬsicaccompanりing

<s>Baptism,nusicaccompan～Jing

<u>Infancり,nusicacc◎mpanりing

〈5>Infantbapt}5m,nusicaccompanりir、9

俄ta mentorpubertり,↑1uSiCaCCompanyi㎎ x3例)barmitz∨ahsの 音 楽

〈i>Conf rmation(Religiousritθ),門usicac(x)mPanりing 参考:barmitz∨ahバ ← ヨッバ ー ユダP教 の 成人 式

自tta nmentofpub8rtV,匝 」sicacc◎mpanりi㎎ bathmitzvahバ ス=ミツ1、"一ユダ ト教 の 女 子 成 人 式

<{>Bathmitz∨ah,nusica㏄ ㎝Panyin9

〈s>Barmitz∨ah,nUsicaccompanりir、9

OttairmentOfmajOrity,『WＬSiCaC(×)mpanying 対 側)社 交会へのデビューの音楽

<i>門bjoritり(二 輪),「 十Jsicaccompanりino

<S>Dθ 加t,伽sicfor

C◎urtshipandbetrothal,「1usicaccompanりing

<u>Bθtrotha1,『WＬsicaccompany ng

C◎urtship,nusicacc㎝pany no

Uedd ngsaM暗rriage,而s ca㏄ ㎝panりing

〈u>『1arr age,「tＬSiCaCC◎mpanりing

〈i>LkxＬd ng脚sic

1 DyingarK鵬death,nusica㏄ ㎝panりing X3例)埋 葬 、火葬 、葬式 、哀悼の音楽

2 <u>Death,nUsicaccompanりi㎎

<S>nourning,rbsicfor

<3>Cremation,「 如sicfo「

〈i>Dead.門usicaccomp∂nりinOdisp◎salofthe

〈S>Funeral,門usicfor

〈i>Llak8(門usic)

1 <5>Funera}剛5ic

2 <5>[知rial,向sic'or

甑」SiCreflectlngothertherrぼ ∋andSubjects

Protest刷sic

UbrknＬsic

Sportsandrecreation,「 令Jsic8bout

ぐU>Recre3tional「nusic

Sθalife,門usicabout

Patriot{c,P◎1itica|,militarりmusic q歴 史的事件を記念す る音楽はここに分類する

〈U>門iIitarりmusic

〈u>ρO|itica|music

HiStOriCaleventS,「 ピhＬSiCCOmmemOrating

1 Traditionsofmusic 特定の伝統を強調した著作
2 <i>Husicaltradition

Tradition,怜 」sical

西欧の芸術音楽の系譜に属するもの以9トはすべてここに分

類す る 例外:日 本の音楽→769

Folk剛sic , 口承によって受け継がれ るその文化圏固有の音楽

特定の場所の音楽 ・および演奏 →760.9
→ 禽∪門C=～ニュアル760.89>s.761 .62

音 楽細 目使用 可 のも のd「 こ こに分類 せよ 注 記(Classhere…)」/磯 「一般 的 観点 注記(Generalasp㏄ts)]

音楽 細 目使用 ・番 号 組立不 可 のも のx1「 含む(Including・ ・ 注記 」/×2「 包 含(Contains・ ・)注 記 」/幻 「例(E×amples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記」の論 題 〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-in∨ 倒置語

<c>参 照 謳。:「ここに分類せよ注記 」の論題 －tN音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語 の場合)-drc正 直語
〈s>参 照 謳"。.「立ち見席注記 」の論題 っng単 数形の語
<i>参 照 一五 ◆。.DD〔湘 の相関索引の語 中plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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0∪ 門C76Uer.2

ファセッ ト構成法と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語 形)

[構成法]{獺iiよ 蜘+(櫛 隷チ蔑ハ

[剛 民俗音楽の演奏会
761.62001-.620解 ●音楽拍目(民俗音楽)

761.620σ78={撤ii妻 醐i=}十(瞬9

.62008 ◆特定種類の人間の集団の民俗音楽の

歴史および紹介
.62909 ◎歴史的 、地理的 、人間の扱い(民 俗

音楽)

[構成法](輸 菖蹴 美醜0+{760.㎝ 桜.蛎) .6200901一 ●時代区分(民 俗音楽)
[例]口 リンスの民俗 音楽761.62009031 .6200905

=(摘 毒灘il…蹴}+(760 .90鍋

.620091-.620999 ◎地理的および人目の扱い(民俗音楽)

.620092 O民俗音楽家

[構 成 法](烈iiiii鰯+{761.i●.蔚 .6201-.6205 ◎一節原理(民俗音楽)
[例]1)春 のための民俗音楽76L6田5242

={縦ii語 勢+(761 .扇灘9

2)春のための民俗音楽のり」柵助

761.6205242144=

761.6205242+(76ii…;i繊 …3

[構成法]{霜 籔㈱ 十(761.6饅.領) .6206 ◎他の音楽伝統からの様式上の影響(民 俗
[例]D民 俗音楽のジトズによる影響 青柴)

761.62065=

{羅1i田撚3十{76L6弱
2}ジャズに影響 された民俗音楽の演奏会

761.62065978=

761.砲65+(7㎝ …溺 ハ

[構成法](摘 菜i斑八十{刊 の葦穂〕 .621-.629

T

◎人種 、民族 、国民 の民俗 音楽(個 々の一一)
[+〔 表3)]

[例]スペ◇人の民俗音楽 国民の民俗音楽(個 々の一一)
761.6261=〔 季6i::i麟9十{巖i3 人種の民俗音楽(個 々の一一)

参考:表3よ り 民族の民俗音楽(個 々の一一)

。,醐 の民情 楽の演奏会]
761.62610研8=

76L6261十(9蔭i}十(760.=鷲9

2ル対ン塒 代のスへ●⇔の民俗音楽

761.6261009031= 〉

761.6261+(蹴 〕+(760.9噛 …}1

3)春のためのスぐイン民俗音楽1 ,

761.6261915242=

761.6261十{敵i八 十{76L灘 ハ

4)春 の ため のハ ◆イン民 俗音 楽 のリブ ム

761.62610152421224=

761.6261015242十(76iil:鑑 三}

5)ジ ャズに 員嬉!さ れた スへ。⇔ の民俗 音 楽

761.6261025=

761.6261十{蕨}十{761.66ii}

6)ジ申ズに影響 されたハ●⇔の民俗音楽の

演 奏会76L6261舵5978=

761.6261025十(76薩 ミ落)

7)ニューヨーク市 のハ'インの民俗 音 楽

761.626107471=

761.6261十(び}十(翰 翌i¥i) ≧

._._w押'w

(…ili…i…i:9=ファtット要素/網 掛け 部 分を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点 を示 す付加 語

網掛けされている音楽細目は 、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

◎ 統一語:DDO9の 基本標目語の邦訳語 「 ・h・参照語:D㏄ ㎝の基本標目語

ぱ=聖 霊鵠鶏耀 訳㍉ 「,ω 参嚥1繍 麟 縮 織 議 題
A∨MC基 本標目語 〈u>参 照語:エ ットになっている榛目語の一単位

★ 統一語:禽∪佗の合成禰 目語 〈∨〉 参照語:別 名注記の論題
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統一語と参照語(欧 米語形) 注記

Standardsubdi∨ision,門odifiθd(Folk 剛sic)

Historりanddescriptionoffolkmu3ic withrespectto

kindsofpersons

HiStOriCa|,geOgraphiCa|,perSOnStr'eatment

(FolkmＬsic)

Historicalperiod(Folkmu3▲c)

(踊raphicalarK〕PerS◎n3treatmθnt(Folk music) 個々の∧種 、民族 、国民の民俗音楽の地理的扱い
〈i> Fo|k㎜sician →761 .621-.629

Ger※ヲralprinciple〈Fo|kmusic)

Stylistic}n『lue㈱ofothertraditior6 of向sic

(FolkmＬsic)

Racia|,ethnic,nationalgroups,Folk musicof

sp㏄if}C

<U> N白tionalgroups,Folkmusicofspeci刊c

〈u> Racia|groups,Folkmusicofspecific

<U> ∈thnicgroups,FOlkmuSicofSPecifiC

音楽細目使用可のものd「 ここに分類せよ注記(引aSS here …)」/C2「 一般 的観 点注記(Genera1 asp㏄ts)」

音 楽細 目使 用 ・番号 組立 不 可の も の 刈 「含む(Including・ ・ 注記 」/短 「包 含(Contains-)注 記 」/x3「 例 (E×amples:)注 記 」

〈9> 参照語:「 一般的観点注記 」の論題 〈d>参 照語: 「定義と範囲の注記」の論題 －sりn同 意語

(全下位区分に適用可 の観点) －Ua意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合) －m>倒 置語

〈C> 参照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －t川音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語 の場合) －drc正 置語

〈S> 参照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単 数形 の語

〈}〉 参照語:DDC20の 相 関索引の語 －plu複 数形 の語 (特に必要な場合のみ)
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禽uMC76Uer.2

ファセット構成法と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法](醐 鰯9+(表4}
参考:表4よ り

>761.63-.69 ◎その他の音楽伝統
　　

〉 醍
D演 奏 町8={7盛 鞠 タ 761.63ボ ヒ。ユラー音 楽

鋤春の音楽{ .639日 本 の ボ ヒ。ユラー音 楽

15242=(喜 葺i)十(761.灘i)
》

.6393演 歌 な ど
2b)春の音楽の旋律

ミ
[.6394〕 日本 の西 洋 ピピ ュラー音 楽

15242124=15242十 〔76iぼ 巖 ハ し63悟]日 本 のヲ㌔ ズ
剥民俗音楽の纐1 L6396]日 本 のロづ

工62=(}i蓉i}十(76L6i召) .63留 日本の子供の歌
3b)民俗音楽に影響された音楽の演奏会 .64西 洋 の ホ◆ヒ。ユラー音 楽.

162078=162σ78十(76毒i紺 三} ア刈 ヵのボ ピ ュテ 音楽一
.642カ ントリー8ウ1スタン

.643ブ ルー乏

.644ソ ウル・ミューシ"ッ ク

.65ジ ャズ

.652初 期の ジ←ブ

.653ト ラシ"イショナル'シ'、申ス"

.654メ イ)ストリーム・シ"←ス"

.655モ ダ ン'ジ 申ズ

.656ア ウ"ア ン‡⑨トルト＼'シ""ス 、、

.657nイ フ"リ・ッド、・スタイル

、660ッ ク

　

.662初 期 のOック

.663フ ㍉ ティ凶 ユ・ロックの 時 代

.664多 様 化 の時代

.66580年 代 のロリ

.67フ ュージ ョン(音 楽)

〔.68)西 洋 芸 術(労 シ・め)音 楽

.69非 西洋芸術音楽 　
　　 　

.63 ◎ホ'ピュヂ音 楽

<sりn>ポ ップ ス

ボピュテ音楽(西 洋以外の一一)

.639 ● ぎヒ●ユ〉 音楽(日 本 の 一 一)

日本の ホ◆ピ ュラー音 楽

.6393 ●演歌 、艶歌 、民謡(民 俗芸能では

ないもの)

民謡(民 俗芸能ではない)

(日 本 の 一 一)

演歌
艶歌

【.6394】 ●西 洋ポ ピュラー音楽(日 本 の 一一)

[.6395】 ●ジ 申ズ(日 本 の 一 一)

【.6396】 ●鰺(日 本の 一一)

.63留 ●El本の子供の歌

.64 ◎西洋ボヒ●ユ〉音楽

ス‡ッフル

ラゲ タイム

ア刈 力の ピ ヒ◆ユラー音 楽

.642 ◎ 掛 り一

.643 ◎ アルース

リズ か アンド ・ブ ルーズ

.644 ◎ ソ笈 ・ミュージ ワク

{;;i翁=ファセ外要素/網 掛け部分を結合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は 、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

灘i購 欝 蕪〕「::灘:議 隷 ㌫ 鱗
AVMC基 本禰 目語 〈u>参 照語:ユ ニットにな っ てい る標 目語 の一 単位

★ 統一語:旬 陀の合成檬 目語 くv>参 照語:別 名注記の論題
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統一語と参照語(欧 米語形)

iT,8dit}。 治 。f向,i。,輪,thanfdk咀,ic

…
一 ← 一 → 織 斑 繊 …襲i融鵬 捲 別護ii6:i

-一 → 意 欲;㌫ 憲凝 蹴 惑 溺 難翻 …蘇

一一一一今 西※ 遊慈遼懲 葱凝纐継 捲灘男‖護 鱒

一

－r-一 → 繊 細 発1亘i別i喪…欝i

r」

段)PU|ar向5ic

POPS

Popularmusic,Non－ 稼ern

PopularmusicofJapan

〈drc>Japan,Popularmusicof

Enkaandfolk30ngofJapan

<u>Folkso㎎ofJapan

<u>Enka

〈u>Enka

嶋ternpopu|armusicofJapan

JazzofJapan

RockofJapan

Children'ssongofJapan

Lkシsternpopularmusic

<S>Skiffle

<s>Ragt}me

AnericanpopuIarmuS}(>

CaＬntrりnvsic

Blues

〈c>Rh～ 虎hmandblue6

Soulrwsic

注記

全般的 著作 →761.6
761.63-.66は762.42に 対 し て付加 ファ⇔ トと して用 い られ

て 、,ボ ピュテ ・ソ)ゲの タイプ を 示す こ とが多 い

ピ ヒ。ユ〉音楽 一般:西 洋 以外 のピ ピ ュラー音 楽は ここに分類

す る

西 洋のk'ヒ◆ユラー音 楽 →761.64

特 に 日本 との 関連 で論 じてい る著作 →769.163-.168

いわゆる 「流行歌」はここに分類す る

特に日本との関連で論じている著作→769.163

民俗芸能としての日本民謡→769.36

→761 .6ts

特 に日本 との関 連で論 じて い る著 作 →769.164
→761.65

特 に 日本 との関 連で論 じて い る著作 →769.165

→761 .66

特に 日本 との関 連で論 じて い る…著作 →769.166

特 に 日本 との 関 連で論 じて いる著 作 →769.167

Ol伊1)ラ ク∨9イム、レケ"工、ス‡ツフル

西 洋 のk。 ヒ。ユラー音 楽 の 作 品 は ほ と ん ど が 歌 →762.42164

ジ 申ズ →761.65

〔}リク→761.66

01ブ ルーグラス音楽 は ここ に分類 す る

Olリ ズム・アンド ・フ"S－スは こ こに分類 す る

音 楽細 目使用 可の も の ◎1「 ここに分 類 せよ注 記(Classhere…)」/q「 一般 的観 点注 記(Genθralaspects)」

音 楽細 目使 用 ・番号 組 立不 可の も のxt「 含む(Including・ ・)注 記 」.OO「 包 含(C。ntains・ ・ 注 記 」/対 「例(Examples・)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題

(全下位区分に適用可の観点)
<c>参 照語:「 ここに分類 せよ注記 」の論題

〈s>参 照語:「 立ち見席注記」の論題

く}〉参照語:DDcnの 相関索引の語

〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題
－tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)

-tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)

-sng単 数形の語

－plu複 数形の語(‡寺に必要な場合のみ)

－sりn同 意語

－inv倒 置語

－drc正 置語
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ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法](醐 鰯9+(表4) 761.65 ● ジ^セオ

参考:表4よ り .65092 Oヅ 争ブ音楽家

《
〈i-t川 〉シ㌔ ブ ・ミュージ 済 ン

D演 奏m8=(76巖 遼 旬 .652 ◎ヂ やズ(初 期 のあ るい は1914年 以 前 の 一 一)

2a)春 の音楽

15242={ii姦i}十{761、 亘i臣i) .653 ◎ヅ セズ(ト 芳 、石庖酪・ヲ㌔ズ あ るいは

～2b)春の音楽の旋律 1915-1934年 の 一 一)

《 15242124=15242十(76《iiii頒 〕 カンリス・ツティー・ジ ャズ

}旬民俗音楽の影響 サウスウェスト・シ㌔ ズ

ミ 162=(鋤+〔761.幽 シカコW・フ"レーク9¶ウン(シ 、 ズ)

3b)民俗音楽に影響 された音楽の演奏会 デ ィ‡ツーラ)ド ・ジ ャズ

,162078=162σ78十(76藤 豆湊8〕 ニューヨーク・ジ トズ

一
ニューオーリーンズ ・ジ ャズ

1、一レム・ジ ャズ

.654 ◎ メ右ス団一4・ジ セオ あ るい は19拒19姻 年 のジセズ

弐イ)グ(音 楽)

.655 ◎ モダンジ 争オ あるい は1945-1954年 のジ申オ

クーカ シ"ヤズ

バ ップ

ビ ーバ ップ

プ ロゲ レルゲ ・ジ申ズ

.656 ◎"∨7ン ボ洲跡、・ヲ㌔ズ あ るいは1955-1969の

ヲ、ズ

.657 ◎ジ㌔ズ(朗 ナ リヲド ・ス9休あ るい は1駈1969年

およびそれ以後の一一)
ア刀 ・‡ユーバ ン(シ ャス)

インド ・ジ やズ

サート㌔ ヌトリーム・ジ ャズ

〈S-tla>ア フリカ系 ‡ユーバ 音 楽(ジ ャズ)

.66 ◎oり

アシリド ・0・〃

シワト・ロッり

フォーク・[}ック

ロックン[}一ル

.66992 O【 》ガ ・ミュづ 、ヲめ

<i-t[a>0・ り音 楽 家

.662 ●励(初 期の【初 あ るいは50年代の一一)

.663 ●アリテWユ・鰺 の時代あるいは田年代㊨

.664 ●励(多 様化時代の【初 あるいは78年 代

の 一 一)

.665 ●0ガ(89年 代 以 後の 一 一)

.断 ●フユーヲ㌔)(音 楽)

・

t.68] ◎芸術音楽(西 洋一一)

西洋芸術音楽
〈sりn>励 ・刀音 楽

.

.69 ●芸術音楽(非 西洋一一)

非西洋芸術音楽

Cliiiii…ハ=フ7tッ ト要 素/網 掛 け部 分 を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点を示 す付 加語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

◎ 統一語:DD(乏0の 基 本 権 目語の 邦 訳語 「<h>参 照語:DDC20の 基本標 目語

O統 一語:DDロ0の 合成標目語の邦訳語(統 一語に採用 されなかったもの)

● 統一語:W忙 独 自の基本標目語 」1<m>参 照語:あ る労スの主要な部分である下位論題

A∨MC基 本標目語 〈u>参 照語:エ ソトにな っている禰目語の一単位

★ 統一語:w陀 の合成標目頷 く∨〉 参照語:別 名注記 の論題
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.

統一語と参照語(欧 米語形) 注記
1

J8ZZ

〈DJazzmＬsician

<i>Jazz凧 」sician

Jazz,Earlり ◎1ジ"ズ の起源 はここに分類す る

Jazz,Traditiona| ×3預j)ニ ューオーリーンス"、 テ^イ ‡ジーラント"、 リウスウェスト、 カンリス・シティー、

'、一レム、白 ∧ ニューヨーク・ス{好ル、三助ゴ ・ブ レークダ ウン

〈s>CansasC{tyjazz

〈s>Sout畑estjazz

〈s)Chic8gobreakd㎝n《Jazz)

〈5>Dixiela尿jjazz

<S>』YorkjaZZ

<s>NeuOrleansjazz

<3>Harl㎝jaZZ

門ainstreamjaZZ 刈 スインゲ を含む

<s>Suing(msic)

W)demjaZZ ×3{列)1、"ッ フ◆(ヒ"-n^ッ フβ)、 」、一ド㍉、^ッフρ 、 クール・シ"申文"㍉

〈5>Co◎|jazz プロゲ レッ三つ㌧ジ ャズ

<s>BOP 戸ウ"ア ン‡"ヤルト"・シ◇ヤス"→761.656

<s>Bebop

<s>Progressi∨ejazz

伽ant-gardelazz

Hりbridstりle(Jazz) 沼 例)ア 刀 ・‡ユーVン 、ラード ・ストリーム、イ)ド ・ジ やピ

<s>ρfro-Cubanmusic(Jazz)

<S>1耐O-jaZZ

<s>Thirdstreamjazz

」

Rock(Hu3ic) ×3伽 」)ア 三♪ソト"・0ッ ク、 フォーク・ロック 、1柵 卜∨・〔}ック 、ソフト・ひック

<u>Ocidrock

<s>Softrock

<s>Fo|krock

〈h>Rock'n,roll

〈i>Rock㎜sician

〈i>RockmＬsici8n

R◎ck,Ea川 り
'

Briti3hrock

Rockofthe70'5

Rockofthe80'sandafter

Fusion(而slC) 同時 に い くつ か のゾ ヤ)ルに 属す る西洋 のピヒ。ユラー音 楽

自rt脚sic,Uestern 多 くの音楽伝統のひ とつ としての励 ック音楽
<drc>し 故ernartmus}c 01芸 術音楽 に関する包括的著作はここに分類す る

Classical凧 」sic 芸 術(り ラジック)音 楽 に関す る一 餉的 な著作 →769

非西洋芸術音楽 →761.69

Ortmsio,脱 蝋 鰯ern 日本の芸術音楽 →769

〈drc>Non～Uesternartmusic

音 楽細 目使 用可の もの01「 ここに 分類 ぜよ注 記(classhθre…)」/四 「一 般θ勺観点 注記(飴neralasp㏄t3)」

音 楽 細 目使用 ・番 号組立 不 可の もの 刈 「含む(Including・ ・ 注記 」/刃 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/×3「 例(Examples:)注 記 」

ぐ9>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題<d>参 照語:「 定義と範 囲の注記 」の論題ryn同 意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語
くc>参 照語:「 ここに分類 せよ注記 」の論題 －tli音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 直語

〈S>参 照 語:「 立 ち見席注 記 」の論 題 －sng単 数 形の語

<i>参 照 語:DDC㎝ の相 関索 引の語 －plu複 数 形の語(特 に必要 な場 合 のみ)

`

一91一



OUMC76∪6r.2

ファ セット構成法と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

761.7 ◎宗教音楽

概 要

76L7061-.7四9音 楽細 目

.nl-.706一 般原理

.71‡ リスト教 宗 教音 楽

.72‡ リスト教 の 年間行 事の 音楽

.73古 代(‡"リ シア・ローマ)お よび

ゲ 奴)の 諸 宗 教の音 楽

.74-.79そ の他 の宗 教 の音楽

[構 成 法]{獺ii:i範i}+〔7〔 遠ミii●.旬

[例]宗 教 音楽 の演 奏会

761.70078=〔 腐竈:i酒八 十(76慈:li短)

.7091-.7fio9 ◎音楽細目(宗教音楽)

[構 成 法](織i霜 月+{761.i荘.旬

[例]1)宗 教音 楽の 和声 リX"th761.7e256
={=羨 蓬i:麺i)十{=761 .溢 〕

2)宗 教音楽 の 和声リズムの鑑賞

761.70256117=761.70256

.7Zb1-一.706 ◎一般原理(宗教音楽)

.71 ◎‡倣ト教宗教音楽
教会音楽

[構 成 法(穎 幕灘 爾+〔7磯;ii鮫.fii)

[例]‡ 恢ト教 宗教 音楽 の演奏会

761.710078==(治ii::準 繊}十(7∈ 已:;鷲ミ}

.71001-.71009 ◎音楽細目(‡恢ト教宗 教音楽)

[構 成 法](騰 搭裏葡+{761.i籍.旬

[例]D‡ リスト教宗 教音楽 の和声 リオ ム

761.710256=

(騰 搭…莞爾+(761.緩9

2)‡恢 ト教宗教 音楽 の和声 リズ ムの鑑 賞

761.71Z256117=

761.710256十{76念iiミi肇 ハ

.7191-.7106 ◎原理(‡り基数宗教音楽の一般一一)

[構成法](輸i;ζ潜ii}十(T7の2唇2的 .711-.718 ◎‡恢ト教宗教音楽(個 々の教派の一一)
[+{表5a)] .712 O【トマ・が りめ教 会 の音 楽

[例]バ アテスト派 の宗 教音楽
鴨1.7161=(轍i灘i妻+{㎝iiハ

.713

.7141
O英 国国教会系教会の音楽
O白話教会の音楽

参考:表5aよ り .7151 O長老派教会の音楽

㍍ 二,、派の宗教音楽の瀬 ㌻ う
.7161

.717

Oバ プ双ト派の宗教音楽

O幻 ディ朴教会の音楽
761・71610078=i

76L7161+{醐 葺+(760.矯 〕

2)バ プテスト派 の宗 教音楽 の和声 リズム ミ

761.71610256=
ミ

761.7161十(θ)十{76L灘 三} :

3)バプ双ト派の宗教音楽の和声リズム

の鑑賞 《

761.71610256117= ～

76L71610256十(760.雀 藁蕎iハ {

[構成法](幽 葺9+{表2) .72 O‡恢ト教の年 目行事の音楽

教会暦(音 楽)
.722 ◎待降節の音楽

(裟1ハ=フ,t外要素/網 掛け部分を結合する →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 →=も 見よ[]=使 用 しない

§竃≡竃i講 講 鐸 〕「:遮1:㌶ 璽霧耀 撫
A∨MC基 本標 目語 〈u>参 照語:エ ニントになってい る僚目語の一単位

★ 統一語:w陀 の合成棟目語<v>参 照語:別 名注記の論題
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0∪ 門C760ver.2

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

Sacredrrusic 冠婚葬祭に伴な う宗教音楽→761.58
一般的 に‡恢 ト教 音楽 を意 味 す るr教 会 音楽 」→761

.71

宗 教声 楽曲⇒762.22

Standardsubdivi5ion,門 ◎difiθd(Sacredmusic)

Ger博r人alprinciple(Sacredπusic)

Christiansacredmusic ‡リスト教 の年間 行 事の 音楽 →76L22

〈i>ChＬrch閲sic

「

Standard5ubdi∨ision,門odified(Christian

sacredmusic}

」

Gerera}principle(Christ}ansacredmusic)

Christiansacredmusicofspecificdenomination

く >RomanCatholicsacredmusic

< >Ong|iCansaCredmUSiC

〈 >Lutheransacredmusic

〈 >Pregbり 叱eriansacredmusic

〈 >9aptistsacredmusic

<>f『bthodi試s6credmusic

.

Christianchurchりear,ト エ」sicof

〈i>Church～ 舶r(陶sic)

飼vθnt,r旬sicof

音楽 細 目使用 可の も のd「 こ こに分類 せ よ注 記(Classhere…)」/四 「一般 的観 点 注記(Generalasp㏄ts)」

音楽細 目使用 ・番 号組立 不 可の も のx1「 含む(Including・ ・)注 記 」/時 「包 含(C。ntains・ ・)注 記 」/口 「例(Examples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題 〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tIa意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-in>倒 置語
〈c>参 照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 一いi音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 直語

〈s>参 照語:「 立ち見席注記」め論題 －sng里数形の語

〈i>参 照語:DD(功 の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
1
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ファセッ ト構成法と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形),

[構成法](⊇i9+(表2) 761,723 ◎ク只取の音楽

参考:表2よ り
w～

078=(7磁}溺B1}演奏会 .724

クリスη ・治ズ)の音楽

◎公現祭の音楽

2)ロック音 楽166=(76毒ii;灘i}, 〈Sりn>神現祭 の音楽

3旧 ・〃音 楽 の り`、一りル <Sりn>顕 現(音 楽)

己1三 壇 …濁 し籔 ・…鷺 」
.725 ◎四句節の音楽

.7255 ◎受難節の音楽

.726 ◎聖週間の音楽
<9寸yn>洗 足木 曜 日の音 楽

しゅろの主日の音楽

聖木曜日の音楽
聖金曜日の音楽

.727 ◎復活日の音楽
復活節の音楽

.728 ◎昇天節の音楽
,729 ◎聖霊降臨日および三位一体主日の音楽

三位一体主日の音楽

.7293 ◎聖霊降臨祭の音楽
<sりn>聖 霊降 臨 日

.7294 ◎三値一体主日の音楽

.73 ◎古代およびゲ只)の諸宗教の宗教音楽
ゲルわの宗教音楽

古代 ‡"リシァの宗 教音 楽

古代O－マの宗教音楽

[構成法]{鷲 穫萄+(T7の2鱗29街 .74-.79 ◎宗教音楽(そ の他の宗教の一一)

[+{表5b)]

[例 ユダP教音楽 .743 O仏教音楽
761.76=(761.菓i)十(2gi覧) .745 Oヒ)ズ噸 の音楽

参考:表5b .76 01'1教 の音楽
±W、^

一^♂⌒^い

ミ"ユダ轍 音楽の演奏会

.771

.79512

O白埴教の音楽
O信教の音楽

761.760078=761.76十(766.冷 旬 .79514 O道教の音楽
2)ユダヤ教音 楽の和 声 リオム

761.760256=

761.76+{薩}+(761.螢 飼

3)ユダヤ教音楽の和剤 ズムの鑑賞

76L760256117=

761.769256+(760.難 問

[構成法]{蝋10+(表2} .8 ③音楽形式
参考:表2よ り 形式分析(音 楽)
～内wA_～ 〃__ 形式(音 楽)

D演 奏 会078=(76麟 驚)

2)口・ック音 楽166==(76}葦 重き拍i)

3)ロ1め音 楽 のリn-%

166144=(76ii=日 泌i}十{76iii…ia褒i} ≧

.82 ◎音楽形式(個 々の一一)

[構成法 〕{関 原播i霧0+(表2) .822 ◎二部形式 、三部形式 、ゲか亀●形式

三部形式
ダかピ形式

.8222 〇二部形式

.8223 ◎三部形式

.8225 ◎ず力味'形式

{iiii:ii勢=ファセット要 素/網 掛け 部分 を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点 を示 す付 加語

網掛けさ れている音楽細目は 、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

1蓬li購 藷騰 蕪〕「::灘:曝1難 ㌶ ≧
AVMC基 本標目語 〈u>参 照語:Dト になっている櫛目語の一単位

★ 統一語:w忙 の合成標目語 〈v>参 照語:別 名注記の論題
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統一語 と参照語(欧 米語形) 注記

1 Christma3dag,門u5icof 01ク リズ刀 ・治オ ンは こ こに分類 す る

2 <i>Christmasmusic 顕現 →76L724

ChristmaSseason,nusicof

Ep phanり,nＬsicof

Ep phany,陶sicof

Ep phanり.臨 」sicof

1 Lent,門usicof

2 〈syn>Lentenmsic

Pa3siontide.「 市」sicof 聖 週間 →761.726

Hdりueek,向sicof X1し ゅろの主日 、洗足木曜 日、聖金曜日を含む

(3>¶bundりThursdaり,nusicof

〈5>PalmSu㎡av,陶5icof

〈s>均undりThursdaり,門Usicof

〈s>G◎odFr}daり,「 亀」5icof

<s>EasterSundaり,nusicof σ1復活節はここに分類 する

1 Eastersees◎n,「1usicof 昇天 節→761.728

2 Eastertidθ,卜1usicof

自sce咋iontide.Nusicof

Per「えecostandTrinitりSunday,「 旬sioof

<u>TrinitリSur∀]aり,門usic)of

Pent㏄ost,甑 」5icof

〈h>Uhitsundaり

TrinitりSundaり,「TＬsicof

Classica|andGermanicreligio咋,S8credmusicof

〈u>Germanicre|ig}ons,Sacredmusicof

<u>C|assicalGreekre|igions,Sacredmusicof

<u>C|ass}calR◎manrθligiorK∋,Sacredmusicof

Religions,Sac陀dmusicofothersp㏄ific

く >Buddhistsacredmusic

く >Hindusacredmusic

〈 >Judaicsacrθdmusic

く >Islamicsacredmusic

<i>COnfucianistSaCred陥 」5ic

<i>Taoistsacredrωsic

性」sicalform 01形 式分析

Formalar㊤1堺 ∋is(甑 」sic} 声.楽 器、ア男ンアルを特定しない著作 はここに分類する

〈sりn>Formofmusic 特定の声 、楽器 、アンリンブルに対する著作→当該番号

伊Dブ ㍊ ス作曲 「ジュー㊧の主題による変奏曲」

0766.21825×761.825

声楽形 式 →761.2-.4

器楽形 式 →764.183-.189

t亀」slcalform,Sp㏄if{c

8inarLり,ternary,dacapoforms

<u>Ternarりform

〈u>Dacapoform

Bir冶rりform

Ternarりfom

Dacapoform

音楽細 目使用 可の もの01「 ここに 分類 せよ 注記(C1∂sshere…)」/磯 「一般 的観 点注記(Genθralasp㏄ts)」

音楽 細 目使用 ・番 号組 立不 可 のも のx1「 含む(lncludi㎎ ・・)注 記 」/×2「 包 含(Contains-)注 記 」/沼 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題<d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可 の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語

<c>参 照 語:「 こ こに分 類 せよ注記 」 の論 題 －tli音 訳 語(統 一 語 ・参 照語が 意 訳語 の場 合)-drc正 直語

<s>参 照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単数形の語

<i>参 照語:DDC㎝ の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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自UMc76Uer.2

ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法](蹴 澱9+(表2)

参考:表2よ り

D演 奏 会078={76蔵 ※的

2)ロックモ誉楽166={76i:i;6毫3〕

3)ロ・D音 楽 の リ'、一卵

166144={76:ii66i≦1)十(7ε 差i:i萎漬)

76L823

.824

.825

.826

.827

.828

◎有 節形式

◎ロボ 形式

ソナタ・[1ント"汗多式

◎変 奏形式

主 題 と変奏 形式

変 奏曲 形式

◎n.ラフレ≒ス^形式

▲、⇔mディー形 式

◎ゲ分 ボ ・バス形 式

オスティナート形 式

淋 ⊃ヌ形式

パ ・メ坊塀 形式

◎定旋 律形 式

762 ◎声楽

形式(声 楽)

糠

762.001-.2M9音 楽 細 目

.el-、es－ 般 原理 ・音楽 形式

劇的 声楽 形式 歌劇

非劇的声楽形式
礼拝(典 礼・儀式)
世俗形式
混声
女声
児童
男声
その他の種類の声

[構 成法](灘i:溢i)+(76e.藤.掲

[例]声 楽の演奏 会

762.0078=・{糠 葦遷}十{760.楽89

.ge1-.四9

.EO269

.EM92

◎音楽細目(声 楽)

O筋 書、要約(声 楽)

要約(声 楽)

シナリオ(声楽)

筋書(声 楽)
O歌 手

声楽家

[構 成法](線 鋤+(76L魁?i}

[例]!)声 楽 曲のリn－塊

762.044={鞭 毒裕〕 十(761.遥 遥D

2)愛 国的声 楽 曲の,JZ"a

762.05991224=(i繊ii毒i}十

{761.蚕 豆)十{76漉ii≧蓬毒i)

.Zl-.e7 ◎一般原理(声 楽)

[構 成 法]{蛤 霧i碑…)+(764.18蚤.18旬

[例]ワ 助形 式 の声楽 曲762.08846=

(;蹴:i'"〕 十(764.1㈱ ∋

.08 ◎音楽形式(声楽)

[構成法](山 導i}+(表6a}
参考:表6aよ り

.1-.4 ◎声楽形式

D演 奏 会or8={7〔 遠謀 的

2a)OD音 楽166=(iii…}+(761.苗9

2b)ロ め 音 楽 の リJVりル

166144==166十{76iiii這 這i)

3b)9"カ ーホ●亮フ…式

1822=(珪 穎1}十(764.1麟i}

i3b)ダ か*◆ 形 式 に よ る 作 曲
.̀182213

=二1822十(761菜 蓼i)

～晒 {～

〔iiiiiii9言ファセット要素/網 掛け部分を結合する →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

§1≡竃㌶ 繊響 藷〕「:::㌶:㌶ ξ難=≧
AVMC基 本権目語 〈u>参 照語:エ ットになっている禰目語の一単位

★ 統一語:w鵬 の合成標 目語 〈v>参 照語:別 名注記の論題

一
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統一語 と参照語(欧 米語形) 注記

Strophicform

Ror司oform ×3例)ソ 搏 ・〔Dド形 式

〈9> Sonata-rondoform

Uariationfom 口 固)主 題と変奏
<S> ThemearK】 ∨ariationsform

〈i> Uariations(門usicalforms))

Paraphraseform X1音 楽の ∫灯 ガ ィーを含む
<S> Parodり(nＬsicalform)

Grour顧bassfom x3例)沿 コンヌ、オ ッ物 リア

〈h> Ostinatoform

<s> Chaconneform

<5> Passacagliafom

Cantusfirr旬sform

しbcalmusic 声 の 、'一トを伴 な うオーケストヨ乍品 →764
<i> Formor而usic(UocaD 単声のための音楽→763

Standardsubdivision,門odified(しbca1 music)

Story,Plot,sりnopsis(しk)calmusic)

Sりnopsi5(しbca|music)

細nario(厩a|剛sic)

Plot(Uoca|mu引c)

くD Singθr

<1> Uoc引ist

Ger吟ralPrincip|e(UbcalmUSiC)

門㎏sicalform(U)calmusic) 声 楽形 式 →762.1=4

Uocalform 01 個々の声質およびカサ)ブルに対する声楽形式は ここに
分類する

全般的著作→762

音 楽細 目使用可 のも の01「 こ こに分類 せよ注記(Classhere…)」/改 「一般的 観 点注記(飴neral8sp㏄ts)」

音 楽細 目使用 ・番 号組 立不 可 のも の 刈 「含む(Including・ ・)注 記 」/×2「 包 含(Contains・ ・)注 記 」/口 「例(Examples:)注 記 」

<9> 参照語:「 一般的観点注記 」の論題 〈d>参 照 語: 「定義 と範 囲の注記 」の論題 －sりn同 意語

(全下位区分に適用可の観点) －tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合) －inv倒 置語

〈C> 参照語:「 ここに分類 せよ注記」の論題 －tli音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合) －drc正 置語

〈s> 参照語:「 立 ち見席注記」の論題 －sng単 数 形の語

〈i> 参照語: DDC㎝の相関索引の語 つlu複 数形の語 (特に必要な場合のみ)
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ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

1

[構成法】(蹴 醤9+{表6a) 762.1 ◎ハ ●ラ

`

<tla>歌 劇

劇的声楽形式
児童用歌劇

.1092 ◎オへ'ラの 関係 者

ハ。ラ歌 手

劇的声楽形式の関係者
<U-sgn>歌 劇 の 関係 者

.1094 ◎ヨ4bn● の 歌劇

[構成法]{嫌 藩"劇+(表6a) .12 ◎オへ'励

参考:表6aよ り .13 ◎デ ンゲ糎ピ+

◎ミェージ赫.14

1)演 奏会 〔r78=(76∂ 蓑鷲9
〉

<Sりn>ミ ュージ 加 ・プ レ

2a)[}〃 音楽166=〔 蒙}十(761.蕊) 劇(音 楽)
2b}o〃 音楽 のリハトリル 劇(音 楽 一 一)

166144=166十{76}i華 瀕 〕 バ ラッド ・オへ◆ラ

3b)ヅ かホ◆形式 レゲ ユ～

1822=={=・ 響姦ミ}+(764.18匿i) .15 ◎仮面劇
3b}● カーボ 形式 に よ る作 曲 .2 ◎非劇的声楽形式

182213=1822十(7eii哀 艶} .22 ◎宗教的声楽形式
.♂ 一一 、.〉 一 字一 、 一 宗教音楽(声 楽形式)

>762.23-.29 ◎個々の宗教的声楽形式

.23 ◎わ四方

受 難 曲(イ エス・‡リストの 一 一)

.24 ◎大規模声楽形式

カンタータ

.25 ◎宗教歌曲
歌 曲(宗 教 一一)

宗教音楽(歌 曲)
宗教声楽 曲(小 規模な 一一)
ヌヒ'リチュアル

.26 ③モ琳

.265 ◎乃セ4

.暫 ◎賛歌
〈tli>ヒ ム

.28 ◎‡凸

.281723 Oク 双双 ‡田'

.29 0典礼音楽形式
典礼音楽(声 楽形式)

(liii………9=フ ァセット要素/網 掛け 部分 を結合 す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点を 示す 付加 語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

ll≡li懸 …灘 蕪〕「:::灘:㌶ll購 ㌶ ‡≧
AVMC基 本標 目語 〈u>参 照語:Lソ トになっている標目語の一単位

★ 統一語:W鵬 の合成樽 目語 く>>参 照語:別 名注記の論題
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自U[C760∨er.2

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

Opera 声や合唱の種類 は関係ない
Opera 歌劇およびその関連形式

〈h>Dramaticvocalform 演技が主要な音楽要素となってい る声楽形式
〈s>Children,Operafor 台詞の有無は関係ない

幻 例)児 童用歌劇

01演 奏会用 の版(ゲ ァージョン)は ここに 分類 す る
「

Opera,PerSonSasSoCiatedωith 01歌 劇およびりリィ9ル歌手 として同程度に知 られている歌手
〈i>Operaslnger 主としてオへ。ラ指揮者として知 られてい る指揮者の伝記はこ
〈u>Dramaticvocalform.Pers◎nsass◎ciateduith こに分類する

Opera,Pθrsonsass◎ciateduith 主としてリサイ外歌手 として知 られている歌手の伝記
→762.42168992

歌劇およびオーケストラ指掴者として同程度に知 られている指掴

者の伝 記 →764.092

Europeanopera }[}ジ3、。とそれ以外の歌劇の対比を強調 して論 じている著作

にのみ用いる

Operetta

Singspiel

nＬsicalplaり 音楽以外の部分で演技が主要な要素となっている声楽形式
怜」引calplaり x3{列)1、 、うット"・オへ◎ラ 、三ユーシ∨カル、 レウ"ユー

(i>Plaり(nusic) 仮面劇 →762.15
〈inv>Plaり,nusica1

〈s>Balladopera

<S>Re∨ue

Nasque

Nondramaticvoca|form 世 俗形 式 →762.4

Sacredvocalform 個 々の宗 教的 声 楽形 式→762.23-.29
<i>Sacred剛sic(しbcalform}

SacredvocalForm,Sp㏄ific 全 般的 著作 →762.22

礼 拝 →762,3

Oratorio 対 側)受 難 曲
てs>PassionoFJθsusChrist

Large-scal8vocalworLk 01加9一 タ

Cantata 加外タの全般的著作はここに分類する

オラトリオ→762.23

世 俗カル タ→762.48

Sacr6d叡)ng 対 側)ス ピ リチ立 ル

<inv>Song,Sacred 01小 規模な宗教声楽曲はここに分類する
<i>Sacr剖muslc(Song) 賛 美歌(賛 歌 、ヒめ と呼 称 され る歌曲(→762.27)お よび

Sacred>ocalrorm,S而all-scale ‡や0ルと呼 称 され る歌 曲(→762.28)以 外は ここに分 類す る

〈s>Spiritua| 典礼に関係のな くても 、,宗教的な内容であればここに分類

す る 例)黒 ∧霊歌

モテ・ット→762.26

賛 美歌 →762.暫

‡ヤ[W→762.28

門otet

Onth㎝

Hりm 楽譜な しの賛美歌歌詞⇒DDC24引lNI期96.5
Hsmn 賛美歌についての全般的著作で楽譜な し→DDC264.2

llNDC196.5

‡ト[W→762.28

C8rol

〈i>Christmascarol

Liturgicalfom

ぐi>UtUrgiCalmUSiC(U◎Ca|fOrm)

音 楽細 目使 用可 の もの'明 「ここに 分類 せよ注 記(Classhere…)」/磯 「一般的 観点 注 記(Generalasp㏄ts)」
●

音 楽細 目使 用 ・番号 組 立不 可 のも のx1「 含む(lr℃|uding・ ・)注 記 」/×2「 包 含(Contains・ ・)注 記 」/対 「例(E×amp|es:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分 に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-in∨ 倒置語
<c>参 照 語:「 こ こに分類 せよ注記 」の論 題 －tli音 訳語(統 一語 ・参 照語が 意 訳語 の場 合)-drc正 置語

〈s>参 照語:「 立ち朋 注記」の論題 －sno単数形の語

〈i>参 照 語:DDemの 相 関索 引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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自∪岡C76Uer.2

ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法]{こ 鶏3+(表6a) 762,292 ◎聖歌
参考:表6aよ り

.～.ww.
代嘉(典 礼)

D演 奏 会 前8={7〔 遼…義徳3 　
リタニア

レスホ◆ソリウ4

飴)・り音 楽166-{…1… ・}+{761・ 醐} <s-tli>サ フリツジ

2b働 音楽のリ」胤{ <s-tla>連 橘

166144=166十(76董 ミi漬i〕 <s-tla>応 唱

3b)ダ か ホ●形式 >7〔 淫.抱 一.298 ◎テロト(個 々 の一 一)
1822=(i宝 暮〕 十{764.1寝 拒i) .294 ◎詰軍

3b)ダ カーホ◆形 式 によ る作曲 .295 ◎聖書のテ‡スト(典礼音楽形式)
182213=1822十(76i‖i奪 〕 アーメン

パ ヵ万イ%(典 礼音楽形式)

主の祈 り(典 礼音楽形式)

聖書
.296 ◎聖書以外のテ‡又ト(典礼音楽形式)
.297 ◎ トロアス

.298 0典礼劇

.3 ◎礼拝(声楽形式)
儀式(声 楽形式)

典礼(声 楽形式)

礼拝式(声楽形式)
.32 ◎判又ト教の礼拝(声 楽形式)

教会の礼拝(声楽形式)
‡リスト教宗教音楽(礼 拝のための声楽形式)

[構成法](鵠 勇戦)+(T7の2蕪 頒〕 .322 ◎‡リハ教の各教派の礼拝(声 楽形式)
+{表7a)

[例]メソジ又ト派の礼拝用音楽 .3222 Oo－マ・ヵト励 教会の音楽(礼 拝のための
762.3227={禰 ㍍戦i}十{烈} 声i溺 式)

参考:表7aよ り ゲレゴ リオ聖歌
《 一♂..　 ▼一.

1)メソジスト派の礼拝用音楽の演奏会 ～

.3223 O英国国教会の宗教音楽
英国国教会の典礼聖歌

762・ 受276078一 ミ .32241 Oレ テ噸 会の音楽(礼 拝のための
762.3227十{=溢1}十{760.撒 薮〕 ～ 声楽形式)

28)メソジ スト派 の復 活 日(日 曜 日)用 音 楽 ～ .32251 O長老派教会の音楽(礼 拝のための
762.322707習= 声楽形式)
762.3227十{駐)十{=761.轍 ξ} .32261 Oバ プテスト派の宗教音楽(礼 拝のための

2b)メソジ スト派 の復活 日(日 曜 日)用 音 楽の 声楽形式)
作曲762.3詑7072713= .32解 Oメw㌔ スト教会の音楽(礼 拝のための

762・3270727+(7蕊 …諭} 声楽形式)
3a)メソジ スト派 の礼拝 用 前奏 曲 ～

762・322708928={

7礎 ・惣7+(囹+(7餌 ・18醗)く F

3b)メw、スト派 の礼拝 用前 奏 曲の作 曲 《

762.32270392813= :

脱322鳩 ㈱+(・ 麟 ・〕}
.い一}{舳 ゾ▼▼▼.

[構成法]{蹴 鞠+(表6a) >762.323-.326 ◎典礼式(個 々の一一)(声 楽形式)

参考:表6aよ り 、323 ◎ミサ(声楽形式)

D演 奏 会 宙8={76速 瀬=9

2a)〔}〃音 楽166=(萄+(761.i鰯

2b}口吻音楽 のリ1博ル

166144=166十(76遼;i瀕i)

3b)ダ かが 形式

18詑=(… 鋤+{764.1睦i) } .3232 ◎ミ⑲通常文(声 楽形i式)
3b)ずかギ形式による作曲}

18213=182+{噛 …}

.、～_」
‡リエ(声 楽形式)

● .一 －w-一 一 ー 一 一 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ワ ▼ -{

(iiiiiiiii〕=ファセット要 素/網 掛 け部 分を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点を 示す 付 加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§竃三熱 魏雛 騨 〕「:1:灘:曝 蓑鑛 ㌶ 鑑
AVMC基 本 禰 目語 くu>参 照語:エ ットにな っ てい る標 目語の 一』巨位

★ 統一語:創 鷹の合成樽 目語<v>参 照語:別 名注記の論題
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」

統一語と参照語(欧 米語形) 注記
`

Chant 刈 レスピソリウ4を含 む
〈3>Suffrage(Liturgり)

例)連 福(リ タニア)、 イ情(サ フリヅ)
<s>Litanり 01単 旋律聖歌はここに収める
<S>Responsorium グ レゴ リ樫 歌 →762.3222
〈s>Suffrage(LiturL9り)

英 国国教 会聖 歌 →762.3223
<s>Litanり

〈S>Responso川um

Te×t,Speciric
全般的 著 作→762.29

ρsalm 詩編が中心的視点のもの ⇒聖務 日課762.324
Biblicaite×t(Liturgica|form) ×3例)主 の 祈 り(Lord'sPraりer)

、アーメン、ヵ:'ティ弘
<S>師 θn

詩篇 →762.294
<s>Canticle(Liturgicalform)

<s>Lord'sPra典r(Liturgica|form)

<i>Bible

Nor←Biblicaltext(Liturgicalform) ミリの部 分 →762.323

Trope 典礼文へのつけたし

典 礼劇 →762.慕 〕8
Liturgicaldra哺

Service(uocalfom) 個々の宗教が定めたテ‡ストにつけ られた音楽
<h/u>Rite(Uoca|form)

個々の宗教が使用するテ‡スト自体→当該宗教
〈h/u>Liturgり(Uocalform) ‡リスト教会 の典 礼 および 儀式 →DDC26411NDC196

ぐi>Pub|icぱ)rship(Uocalform)

Christiansθr∨ice(Ubcalform)

(i>Churchservice(しbcalform)

<i>Chri5tian3acred臥 」3ic(しbcalformforpublicuorship)

Christianservicθofsp㏄ificden㎝ination 各教派 の個 々 の礼拝 →762.323-.326
(Uocalform)

<i>RomanCatho|ic .sacredmusic〈 しbcalformFo「

脚blicuorship)

く >Gregorlanchant

く 〉 ρr博licanSacredmusic(しbCalfOrmforpub}icu◎rShip)

〈 〉 ρr均1icanchant

く >Luthθransacredm」3ic(しbcalformforpublicuorsh}p)

<i>Presbyteriansacredmusic(tめcalformforpublic

レ⑩rship)

<i>Baptistsacredmusic〔Uocalformforpublicuorship)

G>陀thodistsacredmusic《Uoc∂1formforpub|ic頴)rship)

Liturgり,Specific(Ubcalform) 全般的著作は762.32に 分類す る
naSSωoca|fom) 通常文と固有文の両方を含む音楽

13㎝年一現在までのミサ曲はほぼ通常文に限 られるので

762.32蜜2↓ こ分 萎貢す る 侶司タト)レ クイエム・…ミサ→762.3238

ミサの個々の部分の音楽→当該部分を含む分類番号

例)グ ラドゥアーレ(昇 階 唱)→ ミサ固 有文762.3235
‡りエ グoリ ア、クレド 、サ力 トゥス、 ベ ネデ ィ外 つス、アニュズ・デ イを 含 む

レクイエム・ミリの通 常 文部 分→ミリ通常 文762,3238

1 C(㎜onofthemas5(UocalForm)

2 <syn>Ordir旧rりofthernぼss(UccalforLm}

<s>Kりrie(Uocalform)

音 楽細 目使用 可の も の01「 ここ に分類 せよ 注記(Classhere・ ・・ 」/改 「一 般的 観 点注記(ぼneralasp④ts)」

音 楽細 目 使用 ・番 号組 立不 可 のも のx1「 含 む(Including・ ・)注 記 」/×2「 包 含(Contains・ ・)注 記 」/迫 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 くd>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全下位区分 に適用可の観点)-tia意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-in∨ 倒置語

〈C> 参照語:「 ここに分類 せよ注記 」の論題 －Ul音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 置語
〈s> 参照語:「 立ち見席注記 」の論題 一訓g単 数形の語
くiシ 参 照 諸'。.DDC㎝ の相 関索 引 の語 －plu複 数 形の 語(特 に必要 な場 合のみ)
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ファセッ ト構成法と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法]{蹴 薄i〕+(表6a}
参考:表6aよ り

762.323(Cont.)

i)rN奏 会or8={76醗 鑓9

2a)OD音 楽166=(逢ii)十(761.斑 〕

2b)[}り 音 楽 の,Jj)一"k

166144=166十(76董 葦巖i)

3b)ダ か ホ◎形 式

1822=(ii蓑i}十(764.1臼2蓼i)

3b)9"カ ーが 形 式 に よ る作 曲

182213=1822十(761ili亘:)

、
≧

.3235

.3238

.324

グoリァ(声楽形式)

クレド(声 楽形式)

り)ウトゥス(声楽丹多式)
べ‡ディ外砿(声 楽形式)

アニユ又・ディ(声楽形式)

◎ミサ固有文(声 楽形式)

詠唱(声 楽形式)

昇暗唱(声 楽形式)

聖体拝領唱(声 楽形式)

続唱(声 楽形式)

入祭文(声 楽形式)

奉献唱(声 楽形式)

◎レ触 ・ミリ(声楽形式)

◎聖務 日課(声 楽形式)
一時課(声 楽形式)

三時課(声 楽形式)

六時課(声 楽形式)

九時課(声 楽形式)

賛歌(声 楽形式)

時禰(宗 教)

時課(宗 教)

終課(声楽形式)
聞誤(声楽形式)
晩課(声楽形式)

.325 ◎朝の祈り(声楽形式)
朝課(英 国国教の礼拝のための
声楽形式)

朝課(英 国国教会の礼拝のための

声楽形式)
.326 ◎夜の斬り(声楽形式)

夕べの祈 り(英 国国教会の礼拝のための
声楽形式)

.33 ◎古代およびデ泰⇔の諸宗教の礼拝(声 楽形式)

、
ゲル⑰の宗教の礼拝(声 楽形式)

古代‡、リツァの宗教の礼拝(声 楽形式)

古代ローマの宗教の礼拝(声 楽形式)

[構成法]{嫌 頴〕+(T7の 嫌29砂 762.34-.39 ◎その他の宗教の礼拝(声楽形式)
+{表7b〕 .343 O仏教音楽(礼拝)

[倒]ユダヤ教の礼拝用音楽 .345 Oヒ)オー教の音楽(礼 拝)

762.36=(輔 塞:iさ〕 十(296つ .36 01ゲ 噸 の音楽(礼 拝)

参考:表7bよ り .371 O孜 瑚女の音楽(礼 拝)
O道 教の音楽(礼 拝)▼ 、 ▼ 、 ▼ ▼ 一 .eg514

。ユダ蜘 礼拝用音楽の糠 会]
762.36四78=

762.36十{=磁}十{二760.紺 ξ)

2a)ユダヤ教の春の礼拝用音楽
,

762.3605242=

762.36十{6i)十 〔761.i葺 莚iii}

2b)1ダや教の春の礼拝用音楽の作曲

762.360,524213=

762.3605242十(76韮i≡i蓉9

3a)ユダセ教の礼拝用前奏曲

762.3608928=

762.36十(6§ 八 十{764.1顧 灘i

3b)ユダヤ教の礼拝用前奏曲の作曲

762.360892813=

762.3698928十{76オ …i:§iハ i

〔ぶ9=フ ァセット要素/網 掛け部分を結合する →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§竃≡li騰懇竃鐸 〕「::::鷺:霧 ξ菱購㌶ 雫撫
AVMC基 本標 目語 〈u>参 照語:Dト にな ってい る標目語の一単位

★ 統一語:w忙 の合成標目語 くv>参 照語:別 名注記 の論題
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ユ

2

1

2

統一語 と参照語(欧 米語形)

〈S>

<S>

<S>

〈S>

<S>

〈S>

〈S>

〈S>

<S>

<6>

〈s>

〈s>

〈S,

〈S>

〈s>

〈s>

<S>

<i>

<i>

〈s>

<S>

〈s>

<i>

<i>

<S>

注記

<u>

<U>

<U>

Gloria(U◎calform)

Credo(U(x>alform)

SanctUS(Uoca|form)

Etenedlctus(Uocalform)

AgmusDei(Uoca|form)

Properofth6maSS(しbcalform)

Tractus(Uocalform)

Graduale(Uocalform)

Co㎜unio(Partofser∨ice)(Uoca　 form)

Comunionservlce(Ubcalform}

細ue㎡ia(Uo㎝|form)

IntroitUS《Ubc∂|fo「m)

Offentorium(しboalform)』

Requi㎝mass(U)calform)

Di∨ineoffice(Uoca|form)

Prime(Uocalform)

Tertia(しbcalform)

Sexta(Uoca|form}

Noma(Uocalform)

Laudes(Ubcalform)

Lauds(Uocalfo「m)

Officehours(Religion)

Offi◇eh◎urs(Reいqion)

Comp|etorium(しbcalform)

Hatin(Ubcalform)

∪θsper(Uocalform)

門brn}㎎praりer(U(×)alform)

[∂tutinum(∪ ◎calformfor脚blicuorshipinO㎎1ican

church)

餓ヨtinof☆n91icanChurch(UOca|formforpublic

w◎rship)

Eveni㎎praりer(しbcalform)

E∨ensongof白 ㎎|lcanChurch(Uocalformforpublic

w◎rship)

ClassicalandGermanicr8119iors,Se「viceof(∪ ◎calfo「m)

German;cre}igions,Ser∨iceof(し めcalform)

C|assicalGreekreligions,Ser∨iceof(Uocalform)

Classica;R㎝an「eligions.e6rviceof(しbcalform)

入 祭 文(introitus)、 昇 階 唱(graduale)、 読 唱(se-

quentia)、 奉 献 唱(。ffent。rium)、 聖体 拝 領 唱(◎ α面－

munio)を 含 む

寵 朝 課(matutimm)、 賛 歌(}audes)、 一 時 課(pri-

ma)、 三 時 課(tertia)、 六 時 課(se×ta)、 九 時 課

(nOna)、 晩 課(veSpera6)、 終 言果(C◎mpletOrium)

参 考:多 く は 詩 編(詩 編 が 中 心 的 視 点 →762.294)

マニフィカトは こ こ(晩 課)

朝 の祈 り →762.325

タ ベの 祈 り→762.326

X3例)英 国国教会の朝 の祈り

X3例)英 国国教会の夕べの祈 り

、
'

〉

、
'

>

>

<

<

<

<

!
、

Re|igion,Sθr∨iCeOfOtherSP㏄ific(UOCalform)

Buddhistsacredmusic(Publicw◎rship)

Hindusacredmusic(Publicwt)rship)

Jud8iCSaCredmuSiC(PUblicwOrShip)

|s|amicsacredmusic(Publicuorship)

TaoiStsacredFtus}c(PUblicworship)

音 楽細 目使 用可 の ものq「 こ こに 分類せ よ注 記(CIasshere…)」/q「 一般 的 観点 注記(Generalasp④ts)」

音 楽細 目使 用 ・番 号 組立不 可 のも の 司 「含む(1ncluding・ ・)注 記 」/×2「 包 含(Contains・ ・)注 記 」/口 「例(Examples:)注 記 」

〈9>

<C>

<s>

<i>

参照語:「 一般的観点注記」の論 題

(全下位区分に適用可の観点)

参照語 「ここに分類せよ注記jの 論題

参照語 「立ち見席注記 」の論題

参照語DD(湘 の相関索引の語

<d>参 照語:「 定義 と範囲の注記」の論題
－tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)

一－tli音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)

-sng単 数形の語

－plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)

－syn同 意語

－inv倒 置語

－drc正 直語
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ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法](蹴 響}+(表6a} 762.4 ◎世俗形式(声 楽形式)
.42 ◎歌曲(世俗声楽形式)

.42168092 ⑰芸術歌曲の関係者

一

[構成法]{-白 蝋港湾9+(表6a) .43 ◎詩から派生 した世俗声楽形式

シ申ンソ)
バラッド

バ ッレソト

マド リガ ーレ

.47 ●連作歌曲

.48 ◎世俗力)艸

[構成法〕(蹴 篭3+(表6b) >762.5-.9 ◎声楽の演奏手段
参考:表6bよ り

ぱ 解,㌻⊇{
～ 2a)【}ψ音楽166={翻+{761.田}～

2b漂 禁1ル
66+(,麟}1

i㍗ 讃 ・樹 噸1竣 、)1
≧3b)ダ か ズ形式 に よ る作 曲 ～
》182213=1822十 十(76葦i:漂 〕 《 .5 ◎湿声
1・泄 俗梛 ・8-{・皮溺i 斉唱

1_}w一_W^一 ー一.・ 1、'一トリンゲ(混 声)

合 唱

.5295 O聖書(合 唱及び混声合唱)
>762.&.9 ◎声質の翻

.6 ◎女声

.66 ◎ツプ ラノ

トレブル(女 声)

.〔打 ◎ メゾ ・リア ラノ

.68 ●ア卦

コントラルト

.7 o児 童

.76 ◎ソプラノ(児 童)
トレブ ル(児 童)

.77 ●メゾ ヴアラノ(児童)

.78 ●万ト(児童)

⊃ トラルト(児 童)

.79 ◎変声期の声

.8 ◎男声

〔iiiiii;9=ファセッ嘆 素/網 掛 け部 分 を結合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点を 示す付 加 語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

1竃≡li懸灘 騨 〕「:::諜 曝il竃櫟 ≧
AVMC基 本 標 目語 くu>参 照語:ユ ニットにな っ てい る標 目語 の一 単位

★ 統一語:創 配の合成標目語<v>参 照語:別 名注記の論題
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統一語と参照語(欧 米語形)

Secula「form(U◎calform)

So㎎(Secularvoca|form)

Poetrg,Secularvocal

<S>Chanson

<s>Ballad

<s>Ba1|ett

<m>rtadrLigal

Songcりcle

門ix句voices

Unisonvoices

Partsong(Mixedy℃ices)

Choral

Bib|e(Choralandvo}cθs)

Tリpeof∨o}ce

Women,s∨oice

Soprano∨oice

Ｔreblθ ∨oice,』 ㎞en'S

rteZZO--sopranovoice

ρltovoice

Contra|to∨oicθ

Chi|dren's>oice

Soprano∨oice,Children,s

Treb|evoicθ,Children's

neZZO弓OpranO∨oice,ChHdren's

Alto∨oice,Children's

Corltraltovoice,Children's

Cha㎎i㎎voice

Men,S∨oice

Ol歌 曲の 全般的 著 作 は ここに 分類す る

宗 教歌 曲 →762.25
ホ◆ヒ。ユテソカ"の 類は まず ここへ 分類 し 、次 に必要 なファセットを

付 加 してジ柏 ルにを 示す → 磁 斑 演的 十{76± 、…;斡培鱒}

例)ブ レス762.421643{… 溢ll:鋤+(76揺 編 、})

モタ、)・シ"トス"762.421655(凝i三ia2〕 十{76ii套 禰:)

童謡762.4216379{ギ 斑=i:i:紺}十(768る 繍}

演歌762.4216393{鰻 蟻鰹)十{76iSi徽 〕

01主 としてリ句イ外歌手 として知 られる歌手の伝記はここに

分類す る

歌劇およびリサイ外歌手として同程度に知 られている歌手の

伝言己→762.1092

連 作 歌 曲 とは

D元 来trットの曲

2)習 慣的 にセット扱 いの 曲

劇的声 楽形 式 →762.i

非 劇 的声楽 形式 →表6bの{邑}

声 楽形 式 で 、特 定の 声部 構 成用 のス=抄およ びJ、◆-S譜

→762.5-.9

声 楽形 式 で 、特 定の 声部構 成用 の ものを扱 った文 献 および

録 音 →762.1-.4

特 定の 声楽形 式や 声 部構 成のた め の演 奏技 術 →当該 の形式
・声部 構成 例)合 【唱曲(D呼 吸 技術 →762 .5148

歌劇 の 呼 吸技 術 →762.1148

全般的 著 作 →762

01合 唱曲 、合唱 ・重 唱 の両方 を意図 した 音 楽 、).ロ・J、◆-Fを

伴 な う合 唱曲 、斉 唱 はこ こに分 類 す る

重 唱→763.1

全般的著作→762
01女 声 ・児童合唱の両方を意図した音楽はここに分類す

る

児童合唱のための音楽→762.7

女声 ・児童合唱の両方を意図した音楽→762.6

音楽細 目使用 可の も のOl「 ここに分類 せ よ注 記(Classhere…)」/qP「 一般的 観点 注 記(Genere|aspects)」

音楽細 目使用 ・番号 組 立不 可 の も のx1「 含む(Including・ ・)注 記 」'/R「 包 含(Contains・ ・)注 記 」/沼 「例(E×ampl6s:)注 記 」

<C>

<s>

〈i>

参照語:「 一般的観点注記 」の論題

(全下位区分に適用可の観点)

参照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題

参照語:「 立ち見席注記 」の論題

参照語:DD〔 湘 の相関索引の語

〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記」の論題
－tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)

-tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語 の場合)

-sng単 数形の語

－plU複数形の語(特 に必要な場合のみ)

－syn同 意語

－inv倒 置語

－drc正 置語
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ファセッ ト構成法と例

[構成法](継 薄9十(表6b}

参考:表6bよ り

D演 奏 会ew8{76B漣 鋤

2a)[}め 音 楽166=(iti…)+〔761.斑)

2b)DD音 楽 の り1、一助

1661tUl=166+{76iili貢i}

3a)ダ か ホ●形 式

1822={… 韮旬+(764.1顕i)

3b}9"n-t。 形 式 に よ る作 曲

182213;1822十 十(76¥≡i碧ii}

4》世 俗 加 工 タ48={762.灘)

[構 成 法](皇 溢 ξ遡 う+(760.… 駐.的

[例]単 声用 音楽 の演 奏会
763.0078={?斑 蓑徽}十(768.穎9

[構 成法]〔 漏 葦旬+{761.薮 鋤

[例]1)単 声 用 の愛 国音楽763.0599=

{紺i… 旬+(761.議9

2)単 声 用 の愛 国音楽 におけ るリZ'th

763.05991224=

7EB.0599十 〔76蕎蹴0

[構 成(i鱒9麺)+(764.1磁 ≒.18鋤

[例]%ッ 形 式に よ る単声用 音 楽

763.OS846=・

{渡 蕊顯 ハ+(764.ユ ㈱i〕

[構 成法](稿:〉 否i}+{762.浴.溺

[例]単 声 用 の‡姐

763.Z928={二 繍;i斑i}十(762.㈱

[構 成 法]臼 斑 義劒+{76e.蕪.鱒

[例]重 唱 曲の演 奏 会

763.1078={掻 玉iii琶)十(760.鞠

分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

762.86

留

88

田

9

96

.留

.98

763

.z91-.erceg

◎ ルア'(男 声)

ア朴(男 声)

加 ンターテナー

カヌトラート

ファルセ・ット

◎チノー`

OA'iJD

◎n、ス

●声(他 の種 類 の 一一)

◎語 り

◎ 施 ア レ尭ゲ ザ ンゲ

スヒ。リチュアル(シ ュフ●レッピケ∨サ^ンク◇)

◎ 口 笛

■

.Ol-.Z7

.08

.09

.0929S

.1

.101-.109

.11

◎単声のための音楽
声

概 要

763.四1-.四9音 楽 細 目

.el-.09[一 般原 理 お よび 形式]

里声の組合わせ
単声
幕
中声
縫
女声、児童、男声

他の種類の声

③音楽細目(単声のための音楽)

◎原理(単声のための音楽)

◎音楽形式(単 声のための音楽)

◎非劇的声楽形式(単 声のための音楽)
O聖書(単 声のための音楽)

◎単声 の組 合わ せ

1、◆一トソンゲ(単 声)

◎音楽縞目(単声の組合わせ)

◎一般原理および音楽形式(単 声の組合わせ)

〔口i9=77セ'vト要素/網 掛け部分を結合す る

網娃}けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

⇒=も 見よ[]=使 用しない

◎

O

●

★

竃≡蕪 懸 羅 劃 「:1:
AVMC基 本禰 目語 くu>

統一 語:Pdtlcの 合 成槙 目語 くv>

参照語:D㏄20の 基本禰目語

(統 一語に採用されなかったもの)

参照語:あ る万スの主要な部分である下位論題

参照語:エ ットになっている操目語の一単位

参照語:別 名注記の論題
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1

統一語と参照語(欧 米語形) 注記
.

Treble∨oice,men's 01加 功 一分 一、ファ此 ット、加 ト…Lトは こ こ に 分 類 す る

<h> ρltovoice,曽en'S

C◎untertθnorvoice

Castrato∨oice

Falsetto∨oice

Tenor∨oice

Baritonθ>o}ce

Bassvoice

UOiCe,Othertりpeof

1 <i> Speakingvoic6

2 <h> Choralspeach

3 〈i> C㌔)ralSPθaking

Sprechgesang

〈i> Spiritua1(Spr㏄hge田ng)

Uhistle(Uoice)

Single∨oice,nusicfor 単声用声楽形式で 、特定の声種またはその組合せのための
<m> Uoice,The もの の刀アお よび げ一ト譜 →763

単声用声楽形式で 、特定の声種またはその組合せを扱った

著 作 ・錬 音 →762.1-.4

特定の声楽形式や 、特定の声種またはその組合せの演奏技

術→当該の声種、組合せ 、形式
例)重 唱 曲の呼 吸技 術 →763.5148

歌劇 の呼吸 技術 →762.1148

、

Standardsubdivision,Nodified(「 旬sic for

sing|evoice)

Princip|e,Ger鳴ra|([uslcforsi㎎|e voice)

門usicalform(甑 」sicforsi㎎1θ ∨oic9) 劇的 声楽 形式 →7〔淀.1

非 慮1節句声 楽弄多式 →763.09

N◎rKjramatic∨ocalform(nusicforsingle voice)

<i> Bib1θ(門usicforsir口|6voices)

S}ngle∨oicesincombinθtion 01重 唱はここに分類す る

〈i> Partsong(Si㎎|evoic⑤9) 合唱曲、合唱 ・重唱の両方を意図した音楽 →762.5

Standardsubdi∨ision,Flodified(SinOIe voicesin

combir旧tion)

Genera|principleandrnusicalforIn(Singlevoicesin

combirotion)

音楽細 目使用可のもの01「 ここに分類せよ注記(CIa田 here
一 ・)」/Cロ 「一般 θ勺観 点 注記(G6nera|asp㏄ts)」

音楽細 目使用 ・番 号 組立 不可 の ものx1「 含む(lncluding・ ・)注 記 」/X2 「包 含(C。ntain5-)注 記 」 /X3「 例(Examples:)注 記 」

〈9> 参照語:「 一般的観点注記」の論題 〈d>参 照語: 「定義と範囲の注記 」の論題 －syn同 意 語

(全下位区分に適用可の観点) －tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合) －in∨倒 置語

<C> 参照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －tli音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語 の場合) －drc正 直語

<S> 参照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単 数 形 の語

〈i> 参照語:DD(功 の相関索引の語
－Plu複 数形 の語 ζ特に必要な場合のみ)
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ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

[構成法C繊;灘9+{761.聾.羽 763,111-.117 ◎一般 原理(単 声の組合わせ)

[例]1)重 唱 曲の愛 国音 楽763.11599=

(㈱ 注鵜+{76L溺 〕
2)重 唱 曲の愛 国音 楽 のリ1、一句ル

763.11599144=

763.11599+{76iii灘)

[構 成 法]{繍i:裏 違i蔑}十(764.182】.18ミ 巨) .118 ◎音楽形式(単声の組合わせ)
[例]D瓢 ツ形式による重唱曲

763.118846=

(ミ～癖登:i奪雀緩八 十{=764.18㈱i)

2)ワ脚 形式 によ る重唱 曲 のリ,、一サル

763.118846144=

763.118846十(?6iii妻:凝)

[構成法](慾 隷i翻 十(762.瑳.鋤 .119 0非劇的声楽形式(単 声の組合わせ)

一

[例]単 声の組合わせ用の‡柏ル
763.11928=={i蝋 遜il亘ハ 十(762.欝 〕

[構成法](繊 馨i〕十(表6b} >763.12-.19 ◎声部数による区分(単声の組合わせ)
[例 幽 なら

(二 親+(762.欝} .12 ◎二重唱
.13 ◎三重唱
.14 ◎四重唱
.15 〇五重唱
.16 ◎六重唱
.17 ◎七重唱
.18 ◎八重唱
.19 ◎九重唱以上の組合わせ

九重唱
>763.2-.9 @単 声

.2 ◎単声

>763.3-.9 ◎個々の声(単 声)

.3 ◎高声(単 声の一一)(声 楽)

.4 0中 声(単 声の一一)(声 楽)

.5 ◎低声(単 声の一一)(声 楽)

[構成法](輸9+(762.告.紛 .&.8 ◎女声 、児童 、男声(単 声の一一)(声 楽)

[例]バ ス763.89={・ 鱒)十(762.斑 〕

[構成法](縦 響)+{表6b) .9 ◎単声(他 の種類の一一)(声 楽)

[例]世』 なら .96 ◎語 り(単 声 の一一)(声 楽)

{蹴 番葉}+(762.'類} .97 ◎珈アレ丈デザ)ゲ(里 声の一一)(声 楽)
.98 O口 笛(里 声の一一)(声 楽)

.99 0声 の楽器的使用(単 声の一一)(声 楽)

カズ㌔

偽声(楽 器)

デ ィージ ェリド ワー

ミルリトン

膨 一(楽器)

〔iiii…i…iり=ファtット要素/網 掛け 部分 を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点 を示す 付加 語

網娃}けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[1=使 用 しない

§竃≡曇i羅懇 繋 …纏〕「:::鶏:㌶ ξ螺 ㌶ 雫≧
AVMC基 本標目語 〈u>参 照語:Dト になってい る標目語の一単位

★ 統一語:Wmの 合成惰 目語 〈v>参 照語:別 名注記の論題
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自UMC760ver.2

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

GeneralPrinciple(Singlevoi(舶in c㎝bination)

「1U3icalform(Sir萄1evoicesinc㎝bin6tion) 劇的声 楽 形式 一・762.1

非劇 的声 楽形 式 →763.119

Nondramaticvoca|fOrm(門UsicforSi㎎le∨oiceSin

combir協tion)

Er酪mb|ebりSiZe([usicfOr6ing|e voicesin 全般的 著 作→763.1
combination)

伽et(Uoca|music)

Trio(U◎calmusic)

Quartet(Uocalmusic)

Quintθt(Uoca|musie)

Sext■t(し 忙)caln噌 」sic)

Septet(Uocalmusic)

Octet(眠)ca1面sic)

Nonetand|arOercombinatiOn〔Uoca| musiC)

<u> 泣)net(Uoca1頂 」sic)

SO|o∨oice 全般的 著 作→763。2

Solovo}c8 01声 の種類に関する全般的著作はここに分類する

個 々 の 声 →763.3-、9

Si吋|今voice,Sp㏄ifictyPesof 全 般的 著作 →763.2

単 声 の 組 合 わ せ 一ふ763.12-.19

HighSOIO∨OiOe(UOCalmUSiC) 女 声リプラノ→763.66

児 童ソプ ラノ→763.76

男 声トレフ㌦ お よび 男声ア朴 →763.86

テノール→763.87

門iddlesolovOiCe(∪ ◎calmuSiC) 女 声 メゾ ・ソプ ラノ→763.67

児 童 メゾ ・ソプ ラノ→763.77

バ リトン→763.88

L(潮solovoice(Uocalmusic) 女 声♪ トラ朴 →763.68

児童⊃ トラ朴→763.7曾
バ ス→763.89

」k抑自n'6,ch川d's,man,sso|o∨ ◎ice ωocal剛sic}

」

Solo∨oice,OthertりPθof(Uocalrr良 」sic)

SPeakingSOIOvOiCe(Uoca|music)

Sprechgesang,So|o(∪ ◎ca|music)

Uhi∈5t|e,Solo(Uocalmus}c)

Uoiceirβtrument,Solo(U◎calmusic) X3f列)テ"イ ージ"エ リト"っ一、 三ルリトン(カ ズ^一)

〈s> Kazoo 刈 偽声(人 声の共鳴による音響効果) および大声を含む
〈s> しk)icedisguiser(「 亀」sica|ir品rument)

<S> Didjeridu

<S> 門ir|iton

<i> Roarer'(rhＬSicalinstrument)

音楽細目使用可のもの 01「 ここに 分類 せよ 注記(classhere …)」/q「 一般 的観 点注 記(Genera[asp㏄ts)」

音 楽細 目使 用 ・番号 組立 不 可の もの 刈 「含む(Including・ ・)注 記 」/親 「包 含(Cont8ins・ ・)注 記 」/刈 「例 (Examp|es:)注 記 」

〈9> 参照語:「 一般的観点注記 」の論題 <d>参 照語: 「定義と範囲の注記 」の論題 －sりn同 意語

(全下位区分に適用可の観点) －tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合) －inv倒 置語

〈C> 参照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －tli音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合) －drc正 置語

<S> 参照語 :「立ち見席注記」の論題 －sng単 数 形の語

〈i> 参照語: DDC㎝ の相関索引の語 －plU複 数 形の語 (特に必要な場合のみ)
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ρUMC760∪ θr.2

ファセッ ト構成法 と例

[構成法](<D+(表8a)
参考:表8aよ り

1a)演 奏会M8=(76θ 妻樹

2a)関 係者092=(76硫 穂 〕

2b)ウ∨アイオリニスト767.2092=

2c)ゲ ァィォリン製作者767.21092=

〔繍 …i蓼i}十(764.i怠)鵬十(76薩 藝表口〕

3a)演 奏 技術143;{76鐸 欝 ハ

3b}楽 器 演奏の 技術193=(764.i童 醐

4a)ソナタ}形式183=(764.ii懸)

[構 成法]{9..;;:;ptl}+{76e.欝.9i}

[例]演 裏金1ならor8(76醗 憾 〕

[構 成法](纈 …1…鞠+(761.i喜.葦i}

[例]演 奏技 術

76a.143=(職 灘)+{761.欝)

分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

>764-768

764

.el-.eg

.o乾

」

.11-.17

● 楽器 お よび その音 楽

楽 器

器 楽

◎楽器 と楽 器 群お よび そ の音楽

くi--t18>

風 力楽 器(バ ンド および オ一穴 トラ)

エオリアン楽 器(バ ンドお よびか 奴 トラ)

楽 器

楽 器群 の 音楽

楽 器群

機 械 楽器(バ ンド および わ ケストラ)

管 楽 器(バ)1ド お よび仁 恢 トラ)

器 楽

金 管 楽器(バ ンド および オーケストラ)

弦 楽 器(バ ンドお よび仁 ケヌトラ)

菰 盤 楽2号(jl、ント∨および オーケストラ)

キ丁楽 器(,、"ント"およびオーケストラ)

独奏 楽器(バ)ド お よびか 刀トラ)

雷 鳴 楽器(バ ンド お よびオ一穴トラ)

木管 楽器(バ ンド お よび不 ケストラ)

概 要

764.el-.ee音 楽 細 目

.1一 般 原 理 、音 楽 形 式 、楽 器

.2フ ル(シ ンフt二一)オ"Xト ラ

.3室 内 オー'ケストラ

.4ラ イト・オーケストラ

鍵 盤 、機 械 、電 子 、‡丁楽 器 ハ、"ント》

.7朔 …オーケストラ

.8i謄 …j、∨ント×

.9フ"ラ ス'j、")卜∨

◎音楽縄目(楽器と楽器群およびその音楽)

Oバ)ド リーゲ ー

◎一般原理、音楽形式 、楽器(i緒 と楽器群およ

びその音楽)
一般原理(楽 器と楽器群およびその音楽)

音楽形式(楽 器と楽器群およびその音楽)

楽器(楽 器 と楽器群 およびその音楽)

概 要

764.11-.17一 般 原理

.18音 楽形式

.ユ9楽 器

◎一般原理(楽 器と楽器群およびその音楽)

(iほi9=ファセット要素/網 掛け部分を結合す る

網掛け されている音楽細 目は、内容が標準細目と共通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

⇒=も 見よ[]=使 用 しな い

◎

○

● 竃i懇懇羅鍵 〕「
★ 統一語:削1℃ の合成標 目語

AVMC基 本標 目語

〈h>参 照語:DEC20の 基 本極 目語

(統 一語 に採用 されなか った もの)

〈m>参 照語:あ るonスの主要 な 部分 で あ る下 位 論題

〈u>参 照語:=・ ットにな って い る標 目語の 一単 位

く∨〉 参 照語:別 名注 記の 論題
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自U門C760∨6r.2

統一語 と参照語(欧 米語形) 注記

InStrUmentarX]inStrUmental口JSiC 全般的著作→764
<u>In就rumer肉

<U>Ins叱rume∩ えalmusic

Instrumentandinstrumentalensemble 個 々の楽器 およ びそ の音楽 →766-768

特定の旋律楽器用音楽⇒767
<i>自eolianinstr`ument(Bandandorchestra)

〈i>Oeolianinstrument(Bandandorchestra)

<u>Instrument

<u>Instrur時ntaler培emble,rlusicfor

〈U>Instrumθnta|er情mb}e

〈i>陀ch8nicalmusica|instrument(Bandandorchestra)

〈i>しJir㌔]irIstrument(Bandandorchestra)

<U>Ins叱rum6nえalmusic

<i>Brassinstrument(BandarK】orchestra)

〈i>Stringedinstrurrent(Bandandorch轍ra)

<i>Keりboardinstrument(Bandar司orchestra)

<i>F、rcussioninstru「 脳∋πt(Bandandorchestra)

<i>So|oi咋trurrent(8ar買 】andorche∈ 比ra)

〈i>Electrophone(Bandandorchestra)

〈i>し め◎dwindinstrumer比(Bandandorchθ5tra)

Standardsubdivision,門odified(InstrumerWand

}nstrumentaiθr鵬mb|e)

〈i>Ba㎡le3der

Gervうra|prirKIipl6,musica|form,instrument

(Instrumentandin6trumentalensembl6)

<u>Ger㎏ra|principle(1rβtrurnentandi胎trumer比a|

8ns㎝ble)

〈u>怜 」sica|form(lnstrU而entandirK3trumentalens㎝ble)

〈u>Ir巨 ∋trumer比(lrK5trumentandinstrumentalense冊ble)

Genera|princip|e(Instruπ1entandirstrumenta| 楽 器演奏 の技 術→764.193
ens㎝ble)

音楽 細 目使用 可 の もの01「 ここに 分類 せよ注 記(Classhere…)」/四 「一般的 観 点注 記(Genera1θsp㏄ts)」

音楽細 目使用 ・番 号 組立 不 可の もの 刈 「含む くInc|uding-)注 記 」/幻 「包 含(C。ntains・ ・)注 記 」/x3「 例(Examples=)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題 〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-inv倒 置語
<c>参 照語:「 こ こに分 類 せよ注 記 」の論 題 －tli音 訳語(統 一語 ・参 照語が 意訳語 の場 合) -drc正 置語
<s>参 照 語:1「 立 ち 見席 注記 」 の論 題 －sng単 数形 の語

<i>参 照語:DDC田 の相関索引の語 －plu複 数形の語(特 に必要な場合のみ)
1
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AUMc760Uer.2

ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法]{撒 薄9+(表2)
参考:表2よ り

1)演 奏 会e78={7磁 隷旬

、2)ロ・暗 楽166=(76蓑+銘 蓼

3)0・D音 楽 の リハ、一場

166144={76'iil:1"""三}十(766iiii凝 〕

764.18

.182

.1822

.1823

.1824

.1825

.ユ826

◎音楽形式(楽 器と楽器群およびその音楽)
形式(楽器と楽器群およびその音楽)

概 要

764.182

.183

.184

、185

.186

.1留

.188

.189

一般的音楽形式

交響曲形式
組曲および関連形式
協奏曲形式
対位法形式
舞曲形式
その他の器楽形式

◎一般的 音楽形式(器 楽)
◎二部形式 、三部形式 、ゲヵ→r形式(器 楽)

三部形式(器 楽)

ゲかホ◆形式(器 楽)

◎有節形式(器 楽)

◎●ド形式(器 楽)
けタ■ロンド形式(器 楽)

③変奏形式(器 楽)

主題と変奏形式(器 楽)

変奏曲(器 楽)

◎A●ラワレー1》形式(器 寒…)
j、。ロディー形式(器 楽)

.1827 ◎ゲ ヲ戊)ド・バス形 式(器 楽)

力行 イナート形式(器 楽)

湘 ンヌ形式(器 楽)
戊、。ッサカリア形 式(器 楽)

>764.183-.189 O器 楽形式
.183 ◎猶 形式
.1832 ◎溺 ‡形式
.184 ◎交響曲形式

シンフォユ 汐形式

.1845 ◎協奏交響曲形式

.185 ◎組曲および関連形式
力必湖ン形式

.1852 ◎デ ィゲ 珪ティカ ト形 式

.t854 鋤'`テ ィザ 形式

.1856 ◎セけ→"形 式

.1858 ◎組曲形式

.186 ◎協奏曲形式
カデンツフ形 式

コ方ぴタ万形式

.1862 ◎コ斑 ティプ形式

(≡…ハ=ファセット要素/網 掛け部分を結合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§蓑≡竃i翻 購i譲 〕「::::1::灘i懸 璽讃㌶ 雫撫
AVMC基 本 権 目語 〈u>参 照語:ユ ニットにな っ てい る標 目語 の一 単位

★ 統一語:W鵬 の合成標目語 〈∨〉 参照語:別 名注記の論題
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OUMC760ver.2

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

nusicalform(ln3trumθntandir旧trumenta|erβemb|e)

〈syn>FormofmusiC(InstrumentandinStrumentalenSemble)

Genera|musicalform(1nstrumen儒aD

Binarり,ternarり,dacapoformsqnstrumentaD

<u>Ternarりform(InstrumentaD

〈u>Dacapoform(Instrumenta|)

Strophicform"nstrumentaD

Rondoformqr滅rumer比aD 対 側)ソ ナタ・Φ ド形 式

〈s>Sonata-rondoform(lr托5trumentaD

UariatiOnfOrm"rK3trUmentaD )C例)主 題と変奏

〈s>Themeand∨ariatlonsform(inst「umentaD

<i>∪ 已riatiOnS(InStrUmentaD.

ρ8raphr88θform(Instrumentan X1音 楽1、◎ロデ ィーを含む

〈s>Parodリform(!rtstrumenrしaD

Grourdbassformqrx∋trumentaD ×3{タ1)ジ ヤ=[♪ヌ、n戸・ッサカリフ

<h>Ostir旧toform(Instrumenta1)

〈s>Chaconneform(1n6trumenta|)

〈s>PasSacagliaform(InStrumentaD

Instrumentalform 全 般的 著作 →764.18

Sonataform カ タ・0ンド形式 →7餌.1824

Sonatinarorm

Su叩honりform X3{列)ジ ンフォニエッ9、 交 響 言寿

〈s>Sinfoniettaform 複数曲のセットで多楽章形式(第1楽 章 、第2楽 章…)の も

SinfoniacorK)ertantθform のを さす 交 響曲764.2184vs管 弦楽 組 曲7餌.21858

→ounC[∋ 萎景マニュアルCL1009

Suiteandrelatedform ×3例)励 ジわ

<s>Cassationfom 組曲形式はi)組 曲と命名 された曲

Di∨ertimentoform 2)明 白な組曲構造

Partitaform 組曲関連形式 は1決 ットとして作曲された曲

Serenadeform 2)習 慣的 にセット扱 いの 曲
→0∪ 門C目6肇 マニュアルCL1005

セットとしての 古典 組 曲は こ こに分類 す る ⇒7餌.1883

…

W参 考:古 典組 曲

プ レリュード 、シ)フォフ 、ト切 一9(舞 曲で はな い導 入楽 章)

{ l

bア ルマント"→ クラント → サラ1、"ント"→ シ"ク 、

↑

メヌエット、、フ"レ 、 カ"ウヘォット、

1.ルJ恒 ピ ェ ≧≧

9uit6『orm
▼ 一 ♂r

Concertoform 協奏曲に関す る全般的著作→764.23
〈s>Cadenzaform ×3例)カ デン当 、⊃ チ」夕方

<s>C◎rK)ertanteform 付加ファセパとしては 、可能な場合は必ず用い る
→qu呪 目録マニュアルCL1903

〔主意:瓢 沸 蒜 と麟 欝 ㌘ トラ」の聡
Concertinoform

音楽 細 目使 用可 の も の01「 ここ に分 類せ よ注 記(Classhere…)」/③ 「一般 的 観点 注記(Generalaspects)」

音楽 細 目使 用 ・番号 組立 不 可の もの 刈 「含む(|ncludl㎎ 一)注 記 」/口 「包 含(Contains-)注 記 」/沼 「例(Examp|θ5:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記」の論 題 〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-in∨ 倒置語
<c>参 照 語:「 こ こに分類 せよ 注記 」の論題 －tli音 訳語(統 一語 ・参照語 が 意訳語 の場 合)-drc正 置 語

〈s>参 照 語:「 立ち 見席注 記 」の論 題 －sng単 数 形の語

<i>参 照 語:DD(功 の相 関索 引の語 －plu複 数 形の語(特 に必要 な場 合 のみ)
.
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ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

[構成法]{綱 渡翻+(表2)
参考:表2よ ら

1)演 奏 会e78={7〔 遼漂旬

2)0・娼 楽166=(76ii:4遊{}

3)0・り音楽 のり|、一場

166144={76套 凝り 十 〔76ii薯溺

764.187

.1872

.1874

.t875

.1876

.1878

.188

.1882

.18823

.1883

.18835

.1884

.18844

.18846

.1885

.1886

.1887

.1888

.18885

.1889

.189

.1892

.18924

.18926

.18928

.1893

◎斜位法形式

●フーガ形式

◎ηゲェンカフ形式

③カン易←ナ形式

◎フカ勤ヲおよびり抽 か↓形式
リ九ルか レ形式

◇ノミネ形式

ティ1ント亮多式

ファン拓形式(音 楽)

◎肋 形式
◎舞曲形式

◎ヨ・{bO●の舞曲形式

が仲ルド形式

リルタレ氾形式

◎配ゲチヌ形式

●古典組曲の舞曲

ガゲォット形式

淳リアーノ形式

◎氾■・玲形式

019世 紀以 降の}on'の 舞曲形式

ギ?Ov7・形式

ボoネーズ形式

η"励形式

oボ 助形i式

◎鷲ワ形式

◎乃ウの舞曲形式

◎アア肪の舞 曲形式

③北みリカの舞曲形式

ケーク加一ク形式

ホーダウ)形式

◎芳〉アメ肋の舞曲形式

りンバ形式

ルンバ形式

◎釣ゴ形式

◎太平洋諸島およびその他の地域の

舞曲形式
◎器楽形式(そ の他の一一)

◎序奏形式

◎万)フ戸レ形式

◎序曲形式

◎前奏曲形式

◎間 奏形 式
'Cfiルpt,v`;}x形式

ゲォラ"リー形 式

間奏 曲形式

後奏 曲形式

.1894 ◎即興的・技巧的音楽形式

技巧的音楽形式
即興曲形式

〈s-tlDア)プ Φ 方 ユ形 式

.18945 ③狂詩曲形i式

.18947 0ト妨ザ形式

(・i翻=ファtッ腰 素/網 掛け部分を結合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は 、内容が標準細目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

§轍 竃繊 竃饗 〕「::灘:㌶ ξ難 鱗 ≧
A∨MC基 本 槙 目語 くu>参 照 語:ユ ニットにな っ てい る棟 目語 の一 単位

★ 統一語:w配 の合成僚 目語 くv>参 照語:別 名注記の論題
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<S>

<S>

〈u>

〈s>

<3>

<S>

<S>

〈s>

<S>

〈s>

〈S>

<S>

〈5>

<S>

〈S>

〈S>

<S>

〈s>

<u>

〈s>

<S>

統一語と参照語(欧 米語形)

In∨entionform

Carlzonaform

FanrヒaSiaandriCerCarefOrmS(怖 」SiC)

Ricercareform日(mＬsic}

Innomineform

Tientoform

Fancりform(門usic)

Canonfom

Danceform

Europeandanceform

Ga|1iardform

艶|tare|loform

Pa∨aneform

c-iteform
,DancθoftheClassica|

Gavotteform

Sicilianoform

Mirv]etform

Europeandenceformofthenineteenthand

cer札uries

Galopform

Polonaisθform

trlazurkaform

PO|kaform

Lb|tzform

A5iandanceform

自fricandarxxeform

Nk)rthAmericandanceform

dekewuヨ1kform

Hoedounform

Latin-PmerIcendanc6form

Sambaform

Rumbaform

Tangoform

PacificOcean

Dan⊂ ×∋formofthe

Ir猷rument∂1form,〔 比her

lntroductorり 『orm

Fanfareform

O∨ertureform

Pre|udθform

Intermediatθform

Intermezzoform

Ubluntarリform

Inter|udeform

Postludeform

ImprovisatorりOrvirtuosonature,Formofmusicofan

Uiftuosonature,Formofmusicofa

lmpr㎝ptuform

Impromptuform

Rhapsく ×」リforrn

Toccataform

後 世 には異な る意味 で用 い られ るよ うにな っ た.バ 【}りお

よび それ 以前の 器楽 形式 名 で 、ouncで は後 世 の意 味 で扱 っ

て いる場 合 、古 い時 代 の作 品 には対 位法形 式 ファセットを付 加

す る 例)前 奏 曲 、シ)フォフ な ど →禽U㏄目録 マユ7SCLIeB8

プ レリュード とフーガ の2曲 セットは こ こに分 類す る
→AU,U目 録 マニュアルCL1008

×3{列)イ ンノミネ、ティエント

幻 想曲 と訳 され るべ き 、特ICOO派 の刀刃 ゾ ァ→764.1894

×3{列)カ^イ?ルト^、サルタレyO

古 典組 曲形式 の 舞曲 →764.1883

19世 紀 以降 の]-Ot1、◆の舞 曲形 式 →764.1884

×3例)ガ ゲWト 、シヴリアーノ

古 典組 曲 の舞 曲 が単 独で 扱 われ る場 合は 、こ こに 分類 す る
■◆764 .1858

X3伊Dケ ークウォーク、ホータ"ウン

ラi>・ア刈ヵの 舞 曲 形 式 →764.1888

01小 規模および性格的器楽形式はここに分類す る

他の音楽 または演技の導入に用い る音楽

1、"[}力時代 のプ レリュード とフーガ の 組み 合わ せ →764.1872

バ ロカ時代 の前 奏曲 は こ こに 分 類 し 、対 位法 ファセットを 付加す

る →自情℃目録 マニュアルCL1008

演 技の 間 また は 後に 用い る音楽
X3例)イ ンテルS・yyオ、間奏 曲 、後 奏曲 、ゲ ォラ'Aリー

イ寸随虜」音楽 →761.552

B例)ア ラベズ久Tyプ[Dプfユ(即 興 曲)

ロ ン派の性 ‡客小品 で描 写的 でな い もの は ここ に分 類す る

例)ジ ョ,、◆ンのスtlル'h、ファン9ジー

ただ し 、泊め時 代 および それ以 前 の 、対 位法 形式 に よ る

ファンタシ＼ア →764.1876

描写的 な〔陪 派の性 ‡名小品 は こ こに分 類す る

音楽 細 目使用 可の も のOt「 ここ に分類 せ よ注 記 でC|asshere…)」/③ 「一般 的観 点 注記(Generalaspects)」

音楽 細 目使用 ・番 号組 立不 可の も の 刈 「含 む(Inc{uding・ ・)注 記 」/司 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/幻 「例(Examp|es:)注 記 」

<C>

〈s>

<i>

参照語:「 一般的観点注記 」の論題
(全下位区分に適用可の観点)

参照語:「 ここに分類せよ注記」の論題

参照語:「 立ち見席注記」の論題

参照語:DDC20の 相関索引の語

<d>参 照語:「 定義と範囲の注記 」の論題
－tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)

-tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)

-sng単 数形の語
－p|u複 数形の語(特 に必要な場合のみ)

－sりn同 意語

－inv倒 置語

－drc正 置語
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ファセッ ト構成法と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法](⊂9+〔 表2) 764.18949 ◎芸術的練習曲形式
参考:表2よ り 練習曲形式

w

i1瀬 会 ・78-{・ 磁㈱
2氾 力音 楽166=(76繕 副

.1896 ◎叙情的・描写的形式
」、"ラード

描写的形式

㌘ 酷ll}(憾 ヅ
瞑想曲形式
無言歌形式

.・{'w .18964 ◎ルジー形式

〈5りn>悲歌 形式

.18966 ③夜想曲形式
・

.18968 ◎ロわス形式

.1897 ◎行進曲形式

.1899 ◎声楽曲から派生した形式
.18992 ◎宗教音楽から派生した器楽形式

器楽形式(宗 教音楽から派生した
一 一)

コテル前奏曲

.189925 ●コラ4形式

.18993 ◎典礼音楽から派生した器楽形式'
器楽形式(典 礼音楽から派生 した

一 一)

,

.19 ◎秦器

.19028 ◎補助岐南および作業(楽 器)

.192 ◎技術および作業(個 々の一一)(楽 器)

作 業(個 々の 一一)(楽 器)

.1922 ◎解説および設計(楽器)
設計(楽 器)

.1923 ◎製作(楽 器)
<sgn>組 み 立 て(楽 器)

.1923092 O楽 器製作者
.ユ927 ◎検査 、測定 、確認(楽 器)

確認(楽 器)

測定(楽 器)
.1928 嚇 、調練、修理(楽器)

<u>調 律(楽 器)

音律(楽 器)

[構成法]{㈱ 蓬薯汀+{表2) .193 ●楽器演奏技術
参考:表2よ り .1932 ◎呼吸および共鳴(楽 器)

{。演奏会 。78.㈱ 蒜] .1934

共鳴の枝術(楽 器)

◎ア)ブ㌧ユ+(楽 器)

2)口・ッゲ音楽166=(76妻iil灘) 唇使用法(楽 器)
3旧 ・刀 音 楽 の リ】、一サル の‡"ンゲ(楽 器)

166144={764苔 類 ‖}十{7611iii瀕 ハ .1936 ◎腕の技術(楽 器)
一 .19362 ◎前腕の技術(楽器)

.19364 ◎手首の技術(楽 器)

.19365 ◎手の技術(楽器)

.19366 ◎左手の技南(楽器)

.19367 ◎右手の技術(楽 器)
.19368 ◎指の枝術(楽器)

ゲ ィブ ラート

タみの技術(楽 器)

フィンガIDグ(楽 器)

.19369 ◎弓の技術(楽器)

.1938 ◎脚の技術(楽 器)
へ。ダ リンゲ

(iiii勢=ファtット要素/網 掛け 部分 を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点 を示 す付 加語

網掛けされている音楽細 目は 、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

§嚢≡曇i琵竃薄霧鐸 〕「:1灘:㌶ ξ難 ㌶ ‡撫
AVMC基 本権目語 〈u>参 照語:Dッ トになってい る標目語の一単位

★ 統一語:ω 忙の合成標 目語 〈∨〉 参照語:別 名注記の論題
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統一語と参照語(欧 米語形) 注記

☆rtlsticetudeform

<i>Etudeform

RomarWicanddθsCriptiveform x3例)バ チ ド 、瞑 想 曲 、無 言 歌

<s>Bal|ade

<U>Descripti∨eform

<S>愉itationform

<s>Song-w}thout-uordform

Elegりform

Elegりfom

トbcturneform

R(抑arゆ θform

門archform

Ubcalmusicllnstrumentalformder{v舗from

Sacredmusic,Instrumentalformderivedfr㎝ ×3例)コ ラール前奏 曲

〈h/i>lrK∋trumenta|formderi∨edfromsacrθdmusic 典礼音楽から派生 した器楽形式→W.18993

〈s>Choralθpreludeform

Choraleform

Liturgicaiforms.Ir"5trumenta1『ormdθrivθdfr㎝

〈h/i>Ir酎Lrumenta|for'mderi∨edfromliturgicalforms

NU5ica|instrument 個 々の楽 器→766-768

ρuxi|iarりtechniqueandprocodure(門 ‖」s}calinstrumer比) 言己述 お よび設 言十→764.1922

組み 立 て→764.1923

Techniqueandprocedure.SPecific(F、 」sica|instrumθnt)

Pr人ocedure,SP㏄ific(怜 」sic31ir旧trument)

Descriptionanddesign(nＬsicalir旧trument}

<u>Design(門Usicalinstrument)

Construction(門us}calir猷rLument) 機械 に よ る組 み 立て →DI〕C681.81D㏄

C◎nstruction(nＬs}calinstrument}

〈i>mSiCalinStrU哺ntmaker

Testing,measurement,verification

(nusicalinstrument)
」

〈U>1火 ∋rifiCatiOn(門USiCa|ir旧trUment)

<u>怜 ∋aSure旭nt(「 旬SiCalinStrUm6nt)

門aintenarx)e,tuni吋,repair(門usicalinstrumer祀) 刈 音律を含む

Tuning(hＬsicalinstrument)
,

・(S>Temperθrrめnt(「iし 」sicalin3trumらnt)

「

1rx3trument,TeChniqueforplayinO 演奏技術全般に関する著作 →7餌.143

Breathi呵andresonar㏄(nusica|instrument)
層

<u>Reso闇nce(Instrumenta|technique)

Embouchureqnstrumentaltechnique) x3例)唇 使 用法 、9ン‡")ゲ

<s>Lipping(Instrumentaltechnique}

〈s>Tonguing(In6trumentaltechnique)

☆rmt㏄hnique(岡uSiCalin3trument)

Forearmtechnique(「 旬sicaIinstrument)

UriStt㏄hnique(餓 」3iCalinStr'Ument}

卜白ndteChnique《 「4Usicalinstrument) 左 手の}支術 →764.19366右 手 の技術 →764.19367

Left-handtechniqu6([㎏sica|ir旧trument)

Right-handtechnique(「1usicalinstrument)

Fi㎎ert㏄hnique(門usicalinst四 時nt) ×3伊1)タ ッチ、フィンガ リ)ウ"、ウ"イフ"ラート

<s>Uibrato(Ir亮3trumentaltechnique)

〈S>TOuCht㏄hnique([USicalinstrument)

〈s>F=ing6ring(lnstrumenta|technique)

Bouingt6chnique(門usicali信trLument)

Legtechnique(「1usicalirτ5trument) x3例)へ 。9"リンゲ

<s>P㎏daling(In6tru胴ntaitechnique}

音楽細 目使用 可の ものd「 ここ に分類 せ よ注記(C|asshere…)」/《 コrr般 的観 点 注記(Genera13sp㏄ts)」

音楽細 目使用 ・番 号組立 不 可の も のx1「 含む(Inc|udi㎎ ・・)注 記 」/羅 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/幻 「例(Examples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題 くd>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可 の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語
<c>参 照語:「 こ こに分類 せよ注記 」 の論 題 －tli音 訳 語(統 一語 ・参 照語 が 意訳語 の場 合)-drc正 直語

<s>参 照語:「 立 ち 見席注 記 」 の論題 －sng単 数 形の語

〈i>参 照語:DD(20の 相 関索 引 の語 －p|u複 数 形の喜喜(特 に必 要 な場 合 のみ)
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ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法](繍i鐵 劔+〔T22の 溺鰯 764,194-.199 ◎地理的扱い(楽 器)
[例]ド 抄の楽器

764.1943=(撒:i韮 蓉〕 十{徳 ミ}

[構成法 】 〔揃 鞭ハ+{表8a) .2 ◎ オ一投 トラ

ジンフォ二一 オーチストラ

フル・オーケストラ

.2992 ◎キ跡 ラの関係者

[構成法]U燃9+(表8a) .22 ◎工匁トラと声楽オヰ

参考:表8aよ り .23 0牛 刀トラと1以 上の独奏楽器

～
〉 ～〉 ～～〉 《 ～w 協奏曲

1a)演 奏 会 解8=(76康 恕9

2a}関 係 者 田2={76藤i塑)

2b}ウ"ア イオリニズト767.2092==

博 戦i)+(76猷 ㊥
2c)ゲ ァ材 リン製作 者7留.21092=

(継 漆)+(764.i樋i)+(76雀 斑)

3a)演 奏 技術143=(76聡 溢 ハ

3b)楽 器 演奏 の技術193={764.邊 醐
.4

a}ソ ナ9汗多式183=={764.ii蓉 ぎハ

－wA

[構成法] .24 ◎オー匁トラと2以 上の独奏楽器

D同種の独奏楽器 合奏協奏曲
(孕6喜:裂毒:}十(蓼}十{7(束 髪二76嚢0

[+俵8a)]

2)異種の独奏楽器

(織 運萄 十(萄 十(76呑76萄 ×ズ※

[+(表8a)]

[構成法](衰 滅 裟)+{表8a) .25 ◎オー匁トラと1つ の独奏楽器

ヤ'

独奏協奏曲

[構成法](㈱ili鋤+{7〔 鵡76勤 .26-.28 ◎オ一跡 うと個々の独奏楽器

[+(表8a)] .262186 Oピ アノ協奏曲

[例]D独 奏 ヒ。アノを伴な うオーケストラ <i-t|i>ピ アノ・コンチェルト

764.262={犠i:要 路 十{76蔭li羨;) .265186 O額 ガン協奏曲

2}独 奏 ピアノを伴な うエケ又トラのりlLリル .272186 Oゲ パわ 協奏曲
764.262144=764.262十761i芸iり りi〕 .273186 Oゲ 従 協奏曲

.2787186 Oゴ チ協奏曲

.2832186 07ト ト協奏曲

.2852186 Oエ ボ1協奏曲

.2862186 O男 物 ト協奏曲

.2894186 O枯 ン協奏曲

(涜i9=万t外 要素/網 掛け部分を結合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

§1≡li雛欝 欝 〕「:1灘:霧1竃 ㌶ 渠≧
AVMC基 本標目語 〈u>参 照語:Dト になっている標目語の一単位

★ 統一語:wr忙 の合成懐目語 〈v>参 照語:別 名注記の論題
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統一語と参照語(欧 米語形) 注記

6eoOraphicaltreatment(n」 」sicalinstrument)

Orchestra 01か 月トラ編成に関する全般的著作 、工恢トラと室内楽 の両

〈h>SＬmphonリorchestra 方を意図 した音楽はここに分類 する

<hンFullorchestra そ の他 のオーケストラ編 成 →764.3-.9

室内楽→765

Orchestr3,Person8s30ciatedしd}th q歌 劇およびオ一刀トラ指揮者 として同程度に知られている

指揮者の伝記は ここに分類する

主 として歌劇指揮者として知 られている指揮者→762.1092
」

Orchestrauithvocalparts

〈c>Orche6trauithor㊥ormoresoloi爬5truments 01協 奏曲に関する全般的著作はここに分類する

(i>Concerto 2以 上 の独奏 楽 器を 伴な うオーケストラ→764.24

1つ の独奏楽 器 を伴 な うオ一校 トラ→764.25

この番号は合薬にのみ用い る

エケストラ等と独奏楽器の組み合わ せ

764.2番 代 の万tット構 成法(下 記 枠 内の 原則)に 準 じて 、

764.3-.9に も ファセント付加 す る 。
.
▼.▼・_▼・一.一.-～.`.∨ 〉

,鋤 声楽付き

鰭)単 ・複数独奏楽器(金 集)

醐 同種複数独奏楽器
+㈲+{7旙7醐

(、鯨1茎i灘錫+怒 ハ異種複数独奏楽器 +{表8a}

十[(褒 〕十(76酵766}]
、

×必要回数 ミ

欝)単数独奏楽器(不特定) ～

蔚 単数独奏楽器(特 定)+(噛 ト7〔遠i i

Orchestrauithmorethanones◎loirβtrument3 対 側)合奏協奏曲
〈s>Concertogrosso

※重複使用の順序は分類 番号(766-768)順

Orchestrawithones◎|oinstrument q独 奏協奏曲に関する全般的著作はここに分類する

Solocorゆerto 個 々の独奏楽 器 →764.26-.28

Orchestra,SPecificso|oirポrumerWswith

〈i>Pianoconcerto

〈i>Pianoconcerto

〈 >Organconcerto

く >Uiolinconc8rto

〈 〉Uidaconcerto

〈 〉(≧ 」itarconcθrto

〈 >Fluteconcerto

〈 >Oboeconcerto

〈i≧Clarirx∋tcorx)erto

〈i>トbrnc◎ncerto

音 楽細 目使 用可 の もの σ1「 ここ に分類 せ よ注 記(Cla詰herθ …)]/四 「一般 的観 点 注記(Genera|asp㏄ts)」

音 楽細 目使 用 ・番号 組 立不 可の ものx1「 含む(Inc|uding・ ・)注 記 」/×2「 包 含(Contains・ ・)注 記 」/沼 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題 〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記 」の論題 －s卯同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-inv倒 置語
〈c>参 照 語:「 こ こに分類 せよ注記 」の論 題 －tli音 訳 語(統 一語 ・参照語 が 意訳語 の場合)-drc正 直語

〈s>参 照語:「 立 ち見席注記」の論題 寸ng単 数形の語

<i>参 照語:DDC㎝ の相関索引の語 －p|u複数形の語(特 に必要な場合 のみ)

－ll9一
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ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法] >764.3-.9 ◎オーケ又トラ亀 成 およびオ)ド(そ の他 の 一一)
十

一
十

[(表8a)]

鋤 声楽付き
顔0単 ・複数独奏楽器(合 薬)
鍋撃轡 幣 鑑

)≧
烈9異 種複数独奏楽器

+[(掲+{76浸76旬]

×必要 回数※

i翻 単数独奏楽器(不 特定)

周 単数独奏楽器(特 定)+{7㎝7睡

※重複使用の順序は

分類番号(766-768)順

.3

.322

、323

.324

.325

.S2&.328

.4

.422

.423

.424

.425

.426・ ・.428

.44

'4422

.4423

.4424

.4425

.4426-.4428

.46

◎室 内オー》双トラ

オーケストラ(室 内 一一)

●室 内オザストラと声 楽 オート

●室 内オーnトラと1以 上の 独奏 楽器

●室 内オーゲひうと2以 上 の独奏楽 器

●室 内オーnFラと不 特 定 の1つ の独奏 楽 器

● 室 内1-Mう と特 定 の1つ の独奏楽 器

◎軽 工 跡 ラ

オーケ「ストラ(軽 一一)

サ0ン・オーケストラ

●軽打ーケ又トラと声秦 オ+

●軽 打ーnトラと1以 上 独奏 楽器

●軽1-nト ラと2以 上独奏 楽器

●軽1-nト ラと不特 定 の1つ の独奏楽 器

●軽打ーケ跡ラと特定 の1つ の独 奏楽 器

◎学 校 わ匁トラ

オーケストラ(学 校 一 一)

<tli>ス クール・オーケストラ

●学 校牛恢 トラと声 菊 、'ヰ

●学 校オ一投 トラと1以 上の独 奏楽 器

●学6tl-trzトラと2以 上の独 奏楽 器

●学 校1-nト ラと不 特定 の1つ の独 奏 楽 器

●学 校オー恢 トラと特 定 の1つ の独奏 楽 器

◎玩 具 の楽器 を 含むオー恢トラ

〈irTV>オーtrストラ(玩 具 の楽 器 を含む 一一)

玩 具楽器 の オーケストラ
.4622 ●玩具の楽器を含むオ一刀トラと声楽オヰ
.4623 ●玩具の楽器を含むオ一城トラと1以 上の

独奏楽器
.4624 ●玩具の楽器を含む書換 トラと2以 上の

独奏楽器
.4625 ●玩具の楽器を含むオ一双トラと不特定の

1つ の独奏楽器

.4626-.4628 ●玩具の楽器を含むか恢 トラと特定 の

1つ の独奏楽器
.48 ◎ ゲ フス・オー刀 トラ

オーケストラ(ダ ンズ一 一)

ダ ンス・バ ンド

バ ⊃ド(ダ)ス ー 一)

.4822 ●ダ)又ヰザ ストラと声 楽耐 一ト

.4823 ●ヅ双 ・オーケストラと1以 上 の独 奏楽 器

.4824 ●ず)又・オーケストラと2以 」ヒの独 奏楽 器

.4825 ●ヅ)又・オーケストラと不 特定 の1つ の 独奏 楽 器

.4826-.4828 ●ダ双・工恢トラと特定の1つ の独奏楽器

.6 ◎鍵盤 、裾械 、電子 、打楽器バズ
バ)ド(鍵 盤 、機 械 、電子 、打 楽器 一一)

機械楽器バンド

鍵盤バンド

電子バンド
バンド(機 械楽 器 一一)

バンド(鍵 盤 一一)

バンド(電 子 一一)

.622 ●鍵盤 、機械 、電子 、打楽器バ)ド と声楽け一ト

.623 ●鍵盤 、機械 、■子 、打楽器バ)ド と1以 上の

独奏楽器
.624 ●鍵盤 、横槌 、電子 、打栗器バ沸^と2以 上の

独奏楽器

(iii;iiiiり=ファセット要 素/網 掛 け部 分 を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点を 示す 付加 語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

il≡li縣妻竃響 蕪〕「:1灘:霧 鐘量=≧
AVMC基 本 標 目語<u>参 照語:ユ ニ・トにな っ てい る檬 目語の 一単位

★ 統一語:則 忙の合成標目語 〈∨〉 参照語:別 名注記の論題

一120一
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`

統一語と参照語(欧 米語形) 注記
`

Orchestra|combinatior民 ∋andbar貿],Other オ一刀トラ編 成 とバンド.お よび バンド に関 す る全般 的著 作

→764

か 牧ト功臣成全 般 に関 する著 作 →764.2

Chamberorchestr'a 室 内楽 →7〔謁

Orchestra.Chamber

Chamberorchestrawithv◎calparts 独 奏楽 器等 との 組み 合わ せ →764.22/.23
→0∪刑蝋 目録 マユ アルCL1四1

Chamberorchestraりithoneorm◎resoloinstruments この番号は、合集にのみ用いる

Chambθr㌧orchestrawithmorethanones◎lo}nstru情nts

<C>

引 〉

<h>

〈u>

<u>

〈u>

!u>

〈u>

<U>

Chamberorchestrauithorwうsoloirrstrument

Chamberorchestra,Specificsoloinstrumentwith

Lightorche6tra

Orchestra,Light

Salonorchestra

LightOrChe∈ 戊rabJithvoCatparts

L}ghtorchestrawithoneormoresoloinstruments

Lightorchestrawithmorethanor吟soloinstrumer比s

Lightorchestrawithonesoloinstrument

Lightorch6stra,SPecificso|oinstrumentwith

Schoolorchestr8

0rchestra,Sch(x⊂)|

SchoolorchBstra

Schoolorchestrawithvoc31parts

SchoolorchestrabJithoneormoreso1oinstruments

Schoolorchestrawithmorethanonesoloinstrumentg

SChOo|OrChθStrauithOneSoloir戯rument

Schoolorcbestra,Sp6cificso|oinstrumentwit.h

ToyirK∋truments,Orchestrawith

Orchestra』 ψはhtoりinstruments

Toりirtstrument.orchestra

Toyinstrutnθntswith∨ocalparts,Orchestrawith

TOりinstrumentSwithoneormoresoloinstrumentS,

Orchθstrawith

Toりinstrumentswithmorethanopt∋s◎10instrumer比s,

Orchestrawith

Toりinstrumentswithon6soloinstrument,Orchestr>a

uith

Toyinstrument9,Specificso|oinstrumer比with

orchestrabJith

Danceorchestra

Orehestr8,1)ar買)e

Dancebar対

Barx】,D3nce

D⑲ncθorchestr3withvocalparts

Danceorch∈ ポra図ithoneormoreso|oinstruments

Danceor'chestrewithmor6thanonθsoloinstruments

Danceorchestrawithonesoloinstrument

danceorchestra,Specificsoloinstr'um8ntswlth

Keりboard,mech8nica1,electronic,percus5}onband

Band,叱eりboard,mechanical,e|㏄tronic,percussion

Meehenica|band

Keりb◎arLdbar砲

El㏄tronicbar泊

Band,岡 ㏄hanical

BarK】,Keりb(>ard

Band,Elect「onic

Keりboard,mechanicaLel㏄tronic,percussionband

with∨(× 》a|parts

Keyboard.mechanical,e1㏄tronic,percussionband

withbandwithoneormoresoloinstruments

Keりboard,mech∂nica|,e|e(>tronic,percussionbarld

WithmOrethanOneSOIOinstrumentS

01サ ロン・t-tr7トラは こ こ に 分 類 す る

この番号は 、合薬にのみ用いる

この番号は 、合薬にのみ用いる

この番 号は 、.杏葉に のみ 用い る

この番号は 、合薬にのみ用いる

この番号は 、.合薬にのみ用いる

音楽細 目使用可 の もの ◎1「 ここ に分類 せよ 注記(Classhere…)j/改 「一般 的観 点 注記(Generalaspects)」

音楽細 目使用 ・番 号組 立不 可の も のx1「 含 む([ncludi㎎ ・・ 注 記 」/×2「 包 含(Contains・ ・)注 記 」/沼 「例(Examp|os:)注 記 」

<9>参 照 語:

<C>

〈S>

〈i>

参照語:

参照言書:

参照語:

「一般的観点注記」の論題

(全下位区分に適用可の観点)

「ここに分類 せよ注記 」の論題

「立ち見席注記 」の論題
DDC2eの相関索引の語

〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題
～tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)

-tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語 の場合)

-sng単 数形の語
－plU複数形の語(特 に必要な場合のみ)

－sgn同 意語

－in∨倒 置語

－drc正 置語

一121一
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`

ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法]{驚 溺惑葦切 764,625 ●鍵盤 、機械 、■子 、打楽器 、S)ドと不特定の

`

十 1つ の独奏楽器

く .626-.628 ●鍵盤 、躍械 、■子 、打楽器バ=ボ と特定の

ミ
圏 声楽付き 1つ の独奏楽器

～ 鰯 単・複数独奏楽器(合薬) .68 ◎打楽器オンド

測 同種複数独奏楽器 バンド(打 楽 器 一一)

+㈱+(7藤7㈱ リズ ム・バ ンド

醐 異種複数独奏楽器 バ ンド(リ ズ ムー 一)

+[(衰}十(76'E'.7d謹9] .6822 ●打楽器オ》ボ と声楽オート
～ ×必要回数※ .6823 ●打楽器バ)ド と1以 上の独奏楽器

㈱ 単数独奏楽器(不特定) .6824 ●打棄器オ)ドと2以上の独奏楽器
飼 単数独奏楽器(特 定)+{7〔 藩7閲ii .6825 ●打楽器バ〕ボ と不特定の1つ の独奏楽器

.6826-.6828 ●打楽器バ)ド と特定の1つ の独奏楽器

十 .7 ◎弦楽 オザ ストラ

[{表8a)] オー刀 トラ(弦 楽 一 一)

,722 ●弦楽牛牧トラと声楽オヰ

,723 ●弦楽オー椥 うと1以 上の独奏秦器
※重複使用の順序は .724 ●弦楽オ]跡うと2以 上の独奏楽器

分類番号(766-768)順 .725 ●弦楽オザストラと不特定の1つ の独奏楽器

.726-.728 ●弦楽かmう と特定の1つ の独奏楽器

.8 ③管楽め ド
バ ンド(管 楽 一 一)

.822 ●管楽n⇔ドと声楽オート

.823 ●管楽n⇔ドと1以 上の独奏楽器

.824 ●管楽バ)ドと2以 上の独奏楽器

.825 ●管楽バンドと不特定の1つ の独奏楽器

.826-.828 ●管楽バ)ドと特定の1つ の独奏楽器

.83 ⑨ マーカ ゲ ・n、ンド

∫、"ンド(マ ーチンゲ 一 一)

.8322 ●マ痴 ゲ ・バ汁、と声楽オ+

.8323 ●マづ)ゲ ・バ=ボ と1以 上の独奏楽器

.8324 ●マづ)ゲ ・バ)ド と2以 上の独奏楽器
.8325 ●マザ〉ゲ ・バニボ と不特定 の1つ の独奏楽器
.8326-.8328 ●マづンゲ・バ)ド と特定の1っ の独奏楽器

.84 ●軍楽隊

.8422 ●軍楽隊と声楽オ斗

.8423 ●軍楽隊と1以上の独奏楽器

.8424 ●軍楽隊と2以上の独奏楽器

.8425 ●軍楽隊と不特定の1つ の独奏楽器

.8426-.8428 ●軍楽隊と特定の1つ の独奏楽器

.89 ◎木管バニボ
バンド(木 管 一 一)

.8922 ●木管バ=ボ と声秦オ→

.8923 ●木管n"^と1以 上の独奏楽器

.8924 ●木管 、'Lニボ と2以 上の独奏楽器

.8925 ●木管バニボ と不特定の1つ の独奏楽器

.8926「8928 ●木管バンドと特定の1つ の独奏楽器

.9 ◎ブ ラ只・バ)ド

バ ンド(プ ラス一 一)

.922 ●プラス・バ ニボ と声 楽オ ート

.923 ●アラ又・バ)ド と1以 上の独奏楽器

.924 ●アラス・バ)ドと2以 上の独奏楽器

.925 ●アラス・バ)ド と不特定の1つ の独奏秦器
.926-,928 ●アラス・バ)ド と特定の1つ の独奏楽器

765 ◎室内楽
<i-tla>

風力楽器(室 内別 ンブの
1オリ乃 楽器(室 内 力リンブ め

管楽器(室 内ヵサンブの

{i灘〕=ファtット要素/網 掛け部分を結合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は 、内容が標準細 目と共通 →=も 見よ[]=使 用しない

§1≡li騨難竃欝 〕「:::錫:灘1難 麟 ≧
AVMC基 本槙 目語 〈u>参 照語:ユ ニットにな っ てい る操 目語 の 一 単位

★ 統一語:創 」鵬の合成標 目語 〈∨〉 参照語:別 名注記の論題
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`

』
統一語と参 照語(欧 米語形) 注記

Keりb◎ard,mechanica1,e|ectronic,per℃ussionband

withoneSOloinstrument

keりboard,mechanical.electronic,percussionband,

Specificsolo}nstrumentswith

Percussionbar拍 01リ ズム・バンドは こ こに 分類 す る

Band,Percussion

Rhりt㎞band

Band,Rhyt㎞

Percus8 onba西]叫 th∨ocalparts

PerCUSS onbardu thoneormOreSOIOi「 滅rumentS この番号は、金集にのみ用いる

Percuss onbandu thmorethanoneso|oinstrumonts

Pθrcuss onba吋 ω thoneso|oinstrument

Percuss onband,Specifi◇soloir献rumer)tωith

Stringorchestra

Orchestra,String

Str ngorchestra bJth∨ocalparts

Str 吋orchestra uthoneormoreSO|oirK∋trＬuments この番号は 、金集にのみ用いる

Str ㎎orchestra uthmorethanonesoloir6truments

Stri㎎or℃hestra uthones◎loinstrument

Stringorchestra,Specificsoloirβtrume[えuith

Uiwjband 木管楽器、金管楽器 、または両方からなるバンド

Band,Nirxl

u ndbandw thvocalparts フ"ラス・1、、ント∨→764.9

u 耐bandω thOr∀ ヲormOreSo|OirK∋trumentS この番号は 、全集にのみ用いる

u 耐bar泊u thmorethanoneSOIOin6trurrβr比s

ω ndbaMu thor賢 ヲsoloin3trument

u ndbarx】,Sp④i『ics◎|oin6trLumentuith

narchingband

Ba憎,narching

惰ヨrchingbarduith∨oca|parts

治rchingbar栢 四ithor㎏ormoresoloir6truments この番号は 、金集にのみ用いる

narch ngbarxiりithm◎rethanorx)5◎loinStruments

narch nobandwithor賠s◎10ir6trumθnt

narch ngbar司,Specificsoloir田trumer比 』Jith

1 [川tarりba閲

2 Ba耐,[ilitarり

ni|itarりba吋u thvoca|P8rts

岡 | tarりba憎 ω thoneorrmoresoloir＼ ∈3trum6nts この番号は 、合集にのみ用いる

岡 | tarりbandω thmorethanonegoloinstrumθnts

回 | taryba耐u thonesoloinstrument

nilitarりband,Specificsoloinstrumθntwith

㎞dωindbar司

Band,Uooduind

ぬd㈲ ndbar∀ 】 ω thvocalparts

Uocdw ndbandu thor培ormoresoloir田truments この番号は、合薬にのみ用いる

㎞du ndbaMu thmorethanor博s◎10instrumer比s

Ubodw ndbandu thor㊥SOIoirK5trument

泳x)du ndband,Specificsoloinstrumentuith

Brassbard

Bar司,Brass

Brassbar砲 uth∨ocalparts

Brassbar対 回thoneormoresoloinstrum6nts この番号は 、合薬にのみ用いる

Brassbarぱ bJth即K)rethanor㊥50|o{nstruments

・Brassb8rK] bJthorめ6◎loirK5trument

Brassbarx」,Specific5010instrumentwith

Chambermusic 01室 内楽はここに分類する

鍵盤楽器また は他の伴奏楽器を伴なう独奏旋律楽器のため'

く 〉 叙)1ianinstru冊er比(Chamberensemble} の 作品 →766-768

〈 >Oe◎lianinstrument(Chambθrθn3emble)

< >Uindlnstrument(Chamberensemble)

音楽細 目使用 可 のも のq「 ここに 分類 せよ 注記(Clas3h6re…)」/Q「 一般 的観 点 注記(鍋nθralasp8cts)」

音楽 細 目使用 ・番 号 組立 不可 の も のx1「 含 む(Including-)注 記 」/短 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/刈 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 くd>参 照語:「 定義 と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全下位区分 に適用可の観点)-t|a意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-in∨ 倒置語

〈c>参 照語:「 ここに分類 せよ注記 」の論題 －t口音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語 の場合)-drc正 直語

<S>参 照語:「 立ち見席注記 」の論題 －sng単数形の語

<i>参 照 語:DDC20の 相 関索 引 の語 －plu複 数 形 の語(特 に必要 な場 合 のみ)
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自∪門C760Uer.2

ファセッ ト構成法 と例

[構 成法]〔 鶴 泊ハ+{76e.ま 葺i亘i)

[例]室 内楽 の演 奏会

r6S.e研8=(漆 慾i鋤 十{76葺:璽 均

[構成法](閥 繊副 十{761礒 宗蔚

[例]演 奏技術
765.043=(瀧i琶i)十(761.溺)

[構 成 法](懸 濁+(764.1喬.1旬

[例]1)ワ 脚 形式765.e8846=

{識ii適3十{764.1縦i}

2}楽 器 演奏 の技術765,093=

(継 糊+(764.1蕊 〕

[構成法](繊 響)十表8a

[構成法](蹴 凋ii}+(表8b}

分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

765(Cont.)

.田1-.四9

.Ol-.Z7

.08-.Z9

恒1

.12

.13

.14

.15

.16

.17

.18

.19

9

5

乞

乞

福

福

>

>

機械楽器(室 内万物 ブの
金管楽器(室 内酬 ンプの

弦楽器(室 内乃りンブの

連盟楽器(室 内乃妨 ブの

打楽器(室 内乃リンブの

雷鳴楽器(室 内乃リンブの

独奏楽器(室 内酬)ブ の

木管楽器(室 内乃サンブの

醍

765.四1-.009音 楽細 目

.el-.Z9一 般 原理 、音楽 形式 、楽 器

.1楽 器数 に よ る区 分

鍵 盤楽 器 を含 む肋)ブ ル

.3電 子楽 器 を含 まず 、打楽器 と鍵 盤

楽 器 を含 むアンサンブ ル

鍵 盤楽 器 を含 まな いフワサンフW

鍵 盤楽 器 を含 ま ず 、打 楽器 を含 む

アンリンブ ル

鍵 盤楽 器 、打 楽器 、電 子楽 器アンリンブル

弦 楽アンリンブ ル 擦 弦楽 器 万サンプ ル

木 管ア)り)フ"ル

金 管アンリンフ、ル

◎書割■目(室内楽)

⑥一般原i理(室 内楽)

◎音楽形式および楽器(室 内楽)
楽器(室 内楽)

◎楽器数による区分(室 内楽)

◎二重奏(室 内楽)
◎三重奏(室 内楽)
◎四重奏(室 内楽)
●五重奏(室 内楽)
◎六重奏(室 内楽)
◎七重奏(室 内楽)
〇八重奏(室 内楽)
◎九重奏以上の組合わせ(室 内楽)

◎各種の夕〃刀、'(室 内楽)

◎2以 上の楽器ゲ」アか らな るDりンブ`

(室 内楽)

金管楽器(2以 上の楽器グレプからなる

室内助)ブ の

弦楽器(2以 上の楽器ゲループか らな る

室内ヵりンブの

打楽器(2以 上の楽器グループか らな る

室内乃りンブの

(■iiiり=ファセット要素/網 掛け部分を結合す る

網掛け されている音楽細目は 、内容が禰漣 細 目と共通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

⇒=も 見よ[]=使 用 しない

◎

O

● 1≡蕪 曇繊繋藩}「
★ 統一語:W忙 の合成標目語

AVMC基 本禰 目語

<h>参 照語:D江29の 基本糠目語

(統一語に採用されなか ったもの)
<m>参 照語:あ るOJXの主要な部分である下位論題

くu>参 照語:ユ:vトにな ってい る標目語の一単位

く>>参 照語:別 名注記 の論題
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0UMC76臼ver.2

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

〈1>n6chanicalrnusic8|instrument(Chamberer旧emb1θ)

〈i>Brassir滅rumer比(Chamberens㎝b|e)

〈i>StrinOθdir献rumer比(Chamberensemble)

<i>K6りbo8rdi献rum6nt(Chamberens㎝b|e)

<i>Percussioninstrument(Chamberensemb|e)

〈 >Electroph◎re(Ch8mberer鵬mbIθ)

く >S◎|oinstrument(Chambererβemb|e)

<>Uoodwindinstrument(Chamberens㎝b}e}

Standardsubdivision,門odifi6d(Chambermusic)

Genθralprincip|e(Chambermusic} 楽器演 奏 の技 術 →765.993

■

怜」sica}formarKIinstrument(Chambermusic)

〈u>門usica|instrument(Chambermusic)

Size,En6embleby(Chambermusic) この区分を765の他の部分に適用する場合には 、楽器数を

意味す る

例 外)「 打楽 器ア)リンブ ル765.68」 で は演奏 者 数を 意味 す る

Duet(Chambermusic)

Trio(Chambermusic)

Quartet(Ch自rnbern阻 」sic)

Ouintθt(Chamberrnus}c)

Se×tet(Chambermusic)

Septet(Chambermusic)

Octet(Chambermusic)

Nonθtand|arg吟rensembles〈ChambermRＬsic)

Kindsofer鵬mb|es,Specific(Chambermu3ic) 全般的著作→765
EnsembleconSistingoftwOOrmoreinstrumental 全般的著作→765

groups(Chambermusic)
<i>Brassirstrument(門ixedchamberθrβemble)

.<i>Strir蔦 βdin6trument(nixedchamberen∈ 迫mb|e)

〈i>Percussioninstrumer比(Nixedchamberens蜘b|e)

音 楽細 目使 用可 の も の 朝 「ここに分 類 せよ注 記(C|asshere…)」/磯 「一般 的観 点注 記(Generalasp㏄ts)」

音 楽細 目使 用 ・番 号組 立 不可 の ものx1「 含む(Including・ ・)注 記 」/匂 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/対 「例(Examples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-t巳 意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語

〈c>参 照 語:「 こ こに分 類 せよ注記 」の論 題 －tIi音 訳 語(統 一語 ・参照 語が意 訳語 の場 合)-drc正 直語

〈s>参 照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単数形の語

〈i>参 照語:DD(功 の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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AUMC769Uer.2

ファセッ ト構成法と例

[構成法](函 囎 酵馨9十(表8b}

参考:表8bよ り

1)'n奏 会e78=(7㎝ 漬閤

2a)宗 教 音楽17={761i溺

2b)宗 教 音楽 のリIW-

17145={ii葦i)十{76護ii:i溺)

3)ワルツチ杉式

18846={ii遼i)十{764.1d白tr'}

4)八 重 奏198={i穂 〕 十(765.1鋤

分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

>765.2-.5(Cont.)

.2

変

幻

24

お

お

.η

.28

　

田

田

.293

.294

.295

.296

7

8

29

29

,299

.2992

.2993

.2994

.2995

.2996

.2997

.2998

.2999

.3

.32

田

図

語

論

打

田

釣

4

佗

昭

　

姻

砥

砺

給

電鳴楽器(2以 上の楽器グループか らなる
室内乃りンブの

木管楽器(2以 上の楽器ゲループか らなる

室内刀リンブの

◎鍵盤楽器を含む乃θンア高

浪盤楽器(2以 上の楽器ゲループか らなる

室内乃のブの
◎木管 、金管 、弦楽、鍵盤楽器の乃リンア`

◎木管 、金管 、鍵盤楽器のヵリンブ`
◎木管 、弦楽 、鍵盤楽器の刀労プ'

●金管 、i弦楽、鍵盤楽器のrm7^'

◎木管 と鍵盤楽器の酬)デ 島

O金 管と黄白膝 器のT]tD7'S

◎弦楽と鍵盤柴器の乃り)ア'

●■子 、打 、鍵盤楽器を含むア)り)プ'

◎木管 、金管、弦楽 、電子 、打 、鍵盤楽器の

アンリ)ア`

◎木管 、金管 、■子 、打 、鍵盤楽器の刀り刀・`

◎木管 、弦楽、■子 、打 、鍵盤茶器の別 ンブ`

◎金管、弦楽 、■子 、打 、鍵盤楽器のアカンブ島

◎木管 、■子 、打 、鍵盤楽器のヵサ)プ`

◎金管、電子 、打 、鍵盤楽器の乃θンア`

◎i鵡…、電子 、打 、malk器 のヵり)プ鳥

◎電子および鍵盤楽器を含む力めブ鳥

◎木管 、金管 、弦楽 、■子 、鍵盤楽器の
ア)りンブ島

◎木管 、金管 、■子 、鍵盤 秦器の巧めプ`

◎木管 、弦楽 、■子 、鍵盤楽器の励 プ`

◎金管 、弦楽、■子 、鍵盤楽器の励 プ`

◎木管 、電子 、鍵蟹楽器の功 プ'

●金管 、■子 、鍵盤秦器の㎜ 、'

◎弦楽 、■子 、鍵盤楽器励 デル

◎■子と鍵盤楽器のDtDTS

◎■子楽器を含 まず 、打楽器と鍵盤楽器を含む

アンリンア`

◎木管 、金管、弦楽 、打 、鍵盤楽器の励 ア`

◎木管 、金管、打 、鍵盤楽器のア"刀^'

●木管 、弦楽、打 、鍵盤楽器の功 ブ凸

◎金管 、弦楽、打 、鍵盤楽器の功 ブ●

◎木管 、打 、鍵盤楽器ののりウアル

◎金管 、打 、鍵盤楽器の励 プ'`

◎弦楽 、打 、鍵盤楽器のカリンア●
◎鍵盤 と打栗器の乃妨ア'

⑥鍵盤楽器を含まない乃リンプ'

◎木管 、金管、弦楽のヵり)プ島

0木 管 と金管のアンサンプ`

管楽酬 ンブル
◎木管と弦楽のヵり刀㌦

◎金管と引礫 のアンリンプル

◎■子楽器を含む刀り)ア`
◎木管 、金管 、弦楽 、電子楽器の刃物ア'

(;ii杓=ファセvF要素/網 掛け部分を結合する

網掛けされている音楽細目は、内容が榎津細目と共通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

⇒=も 見 よ[]=使 用 しない

◎

O

●
F禦羅鑛漂

晒

DD

DD

ω

語

語

語

一

ー

一

統
続
続

★ 統 一語:PtJr'ICの 合成 標 目語

A∨MC基 本標目語

<h>参 照語:DDC20の 基 本榛 目語

(統 一 語 に採 用 され なか った もの)

〈m>参 照語:あ るO)又の主 要な部 分 であ る下 位論 題

〈u>参 照語:1:,yトICな って い る標 目語 の一単 位

<v>参 照語:別 名 注 記 の論題
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AUMC760v6r.2

`

統一語と参照語(欧 米語形) 注記
`

<i>E1㏄trophone(rlixedchamb6rensemb|e)

〈i>』kxxluindir賦rumerIt([ixedchambere㎜mb|e)

Keりboard,Er培embleuith 電子楽器を含まず 、打楽器と鍵盤楽器を含む別 ンブル
〈i>}くeりboardin6trument(nixedchamberensθmble) →765 .3

Uocdwind,bra田,strings,keりboard,En5㎝bleof

口wind,brass,keりboard.Ens㎝bleof

LboduindD就ri㎎s,keりb◎ard.Er盲emb|eof

8rass,strirgs,keりboard,Er6embleof

Lb◎dwindarx鵬kegbo8rd.Er6emb160f 2以上の木管楽器
1つ の木管楽器と鍵盤楽器のアカソブル→768、2

Bra8sarKjkeりboard.Erβemb|eof 2以上の金管楽器
1つ の金管楽器と鍵盤楽器のア"ンブル→768.9

Strir声andkeりbo8rd,Erβembleof 2以上の弦楽器
1つ の弦楽器 と鍵盤楽器のカリンプル→7訂

Electrophone,percussion,keyboard,Er冶emb18uith

峻]uind,brass,string自,electrophone,percussion,

keりboard,Ensemble

蜘uind,brass.el㏄trophone,percussion,keり 旗)ard,

Ens㎝bleof

Uoodwind,☆rings,el㏄trophone,percussion.

keりboard,Er政 ヲmbleof

Brass,strings,electrophone,percussion,keりboard,

Ensembleof

㎞duind,electrophone,percussion,keりboard,

εns釧bleof

Brass.electrophorめ,percussion,keりboard,Ensθmbleof

String3,e|6ctropbone.percussion.keりboard,
.

.

Ens㎝bleof

E|㏄trop』neandkeりboerd,Ens㎝bleuith

Lkxxjuind,brass.strings,electr'ophone,kθ りboard,

Ens馴bleof
」

bJooduind,bras5,e1㏄trophorめ,keりboard,Erβembleof

しjooduind,stri㎎s,e1㏄trophone,keyboard.Ens㎝bleof

Bras5,strings,e|ectrLophonθ,keりboard,Ensembleof

蜘wind,elθctrophone,keりboard,Ensembleof

Brass,electrophone,keりboard,Erts治mb|eof

Strings,electr'ophonθ,keりboard、Ensembleof

E1㏄trophonea憎keりboard,Ens㎝bleof 2以上の電子楽器
1つ の電 子楽 器 と鍵 盤楽 器 のア"ンブル ⇒766.7

Pθrcussionandkeりbo6rd,Er厭)mbleuithoutelectrophone

andUth

蜘 りind,brass,strings.percus3ion,keyboard,

εnsembleof

UoodNind,brass,percussion,keyboard,Ensemb|eof

蜘wind,strings,p6rcussion,kθ りboard.Er6embleof

Brass,strings,pθrcussion,keりboard,Er殴)mb}eof

いoodωind,percussion,keりboard,Ensembleof
.

Brass,percussion,keりboard,Er旧emb|eof

String,percussion,keりboard.Ens㎝bleof

Keりb◎ardandpercussion,Ensembleof

Ensemblewithoutkeりboard 鍵盤楽器を含 まず 、打楽器を含む助 ンブル→765.5

Lbcduind,brass,stri㎎s,Ens㎝bleof

細du}ndandbrass,Ensembleof

<h>L}indensemble

Lloodwindandstrings,Er取 ∋mbleof

Brassandstrings,Ensθmb|eof

E|㏄trophone,Ens㎝blewith

凧bJind,bras5,strir導s,e|ectrophone,Ensembleof

」

音楽細 目使用可のもの 朝 「ここに分類せよ注記(Classhere
…)」/磯 「一般 的観 点 注記(Generalaspects)」

音 楽細 目使用 ・番 号 組立不 可 の もの 刈 「含む(1作)|uding・ ・)注 記 」/廼 「包 含(C。nta}ns・ ・)注 記 」/口 「例(Examples:)注 記 」
.

<g>参 照語:「 一般的観点注記」の論 題 〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-inv倒 置語

<c>参 照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語 の場合)-drc正 直語

<s>参 照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単数形の語

<i>参 照語:DDC田 の相関索引の語 －plu複 数形の語(特 に必要な場合 のみ)
`
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自UMC760Uer.2

ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

[構成法]{撒 湾9十(表8b}

参考:表8bよ り

765,463

.464
0木 管 、金管 、■子楽器の乃りンブ鳥

0木 管 、弦楽 、■子楽器の肋)ナ 島
・.

D演 奏会078=(7磁:… 拍9

.465

.466
◎金管 、弦楽、電子楽器のヵリンプ'

◎木管と電子楽器の乃り)プ鳥

ζ
2a)宗 教音 楽17=(761i《 淘 .467 ◎金管と■子楽器のヵリンプ`
2b)宗 教音 楽 のリハト%

17145=ci蘂i)十{76ii筆 海)

3)ワ脚 形式

18846={i銭li)十(764.1ま 自治 ミ}

4}八 重 奏198=(頚 八 十 〔765.1謁

.468

.5

.52

.53

.54

◎弦楽と電子楽器の乃リンプ`
●鍵盤楽器を含まず 、打楽器を含む耐 が冷

●木管 、金管 、弦楽 、打楽器のア)り)プ`

◎木管 、金管 、打楽器の死物 アル

◎木管 、弦楽 、打楽器の刀り)ア`
▼▼ ▼ 一▼v　 .55 ◎金管 、弦楽 、打楽器伽")ア 凸

.56 0木 管と打楽器の励 ア`

.57 0金 管と打楽器の励 アβ

.58 ◎弦楽と打楽器の功)ア 島

.59 ◎■子楽器と打楽器を含む巧めア`

.592 ◎木管 、金管 、弦楽 、■子楽器 、打楽器

.593 ◎木管 、金管 、■子楽器 、打葉巻

.594 ◎木管 、弦楽 、■子楽器 、打楽器

.595 ◎金管 、弦楽 、■子楽器 、打栗器
,596 ◎木管 、電子楽器 、打楽器
.597 ◎金管 、■子楽器 、打楽器

.598 ◎弦楽 、■子楽器 、打楽器

.599 ◎■子楽器と打楽器

[構成法](-i)+{楽 器表示} >765.6-.9 ◎1種 類 の楽器ゲ」アで構成するカリンア島

[+(表8b}]

注意

765.7194× 田]州 。のi弦楽器

O弦 楽四重奏
765.7194994… ト0ッj、◆の 弦 楽 四 重 奏

[構成法](麟 簿)+(表8b〕 .6

丁

◎鍵盤楽器、■子楽器 、打楽器が ンプ島

打楽器坊 ンプル

電子楽器ア"ンパ

[構 成 法](凝;鰭 〕+(766.浸.暮 …) .62-.65 ●鍵盤楽器 功)ナ 匹
[+(表8b}] 鍵盤楽器(1種 類の楽器グレプの

[例]9ヒ ◆アノ・乃リンブ ル用 の 音楽 室 内アンリンブの
765.62==('樋i鏡}十 〔766.∂ 〕

2)冶 のヒ◆アノ用 の音 楽

765.62192=765.62十(765.i斑i9

[構成法](髄:≡i磁i)+{表8b) .〔評 ⑥■子楽器アンリ)ア'

雷鳴楽器(1種 類の楽器グレプの

室内ア"ンブの

[構成法]{繍 鑛灼+{766.7湊.7劒 .673-.〔y76 ◎1種 類の■子楽器 による乃りンプ`

[+{表8b}】

[例]D複 数 のッン㊦イザー用 の音楽

765.674=(.繍 《蘭ii}十(766.7〕D

2)シンtサイザ ー六 重奏 曲765.首4196=

765.674十{ii亘 八 十{=765.19蓉}

[構成法]{灘i妻 逝i}十(表8b) .68 ◎打楽器アカ)デ鵬

打楽器(1種 類の楽器グかプの室内アンリンブの

,

(iiiミiiii)=ファ秒 ト要 素/網 掛 け部 分 を結合 す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点を示 す付加 語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ 【]=使 用 しない

§竃≡li羅墾雛麹 「:1:灘:灘 蓑難 嬬 議
AVMC基 本棟 目語 くu>参 照語:Dッ トになっている標目語の一単位

★ 統一語:w忙 の合成僚 目語 くv>参 照語:別 名注記の論題

1
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統一語と参照語(欧 米語形) 注記

Lkx)duind.brass,eIectrophone,Er酪mb|eof

しbodwind,stri㎎s,electrophone,Ens㎝b|eof

Brags.strings,e|ectrophone,Ensembleof

↓蝋bJindarK】electrophOr㊥,Ensembleof

Brassandelectrophorx∋,Ens6mb|60f

Strirぴandel㏄trophc)ne,ErKヨemb160f

Porcu∈ 亮3ion.EnsemblewithI)utkeりboardandωith

砲dw nd.bras3,strings,percussion,En60mbleof

吻du nd,brass,percussion,ErK5㎝bleof

Uo◎du nd.strir口s,pθrcussion,E㎜mb|eof.

Brass,strings,percussion,Ensemb|eof

』bodwindandpercussion.Ensembleof

Bras5andpercussion,Ensembleof

Stringsandpercussion,Ens㎝blθor

Electrophorめandpercussion,Er旧emb|euith

㎞duind.brass,string,electrophone,percussion,

εns㎝bleof

』細uind.brasg,e|ectrophor㎏,percusslon,Ensembleof

蜘uind,string,el㏄trophone,percussion,

Ensemb|eor

Brass,string,引 ㏄troP』ne,Perwssion.Ensemb|eof

b㎞dωind,electl'ophor買 ∋,percussion,Er恰emb|80f

BrLaSS,e|eCtrOphone,PerCuSSion,EnSemb|eOf

Str}ng,61④trop』ne,percussion,Ens㎝bleof

日 ㏄trOP}めnea耐pe剛ssion,Ens㎝b|eof

Oneinstrumentalgr◎up,EnsemblθoonBistingofonlり 「1種 類の」とは、個々の種類の楽器のことで 、楽器属で

はない

例)ゲ 別 方リン2、ゲイわ1、 ヲェ01で構 成す る弦 楽 四重 奏

→765.7194

765.72194(ゲ ァイオリン四重 奏)で はな い

楽器を示す766-768か らの付加 は、当該楽器を示す番号の
みを付加する

付加を指示す る脚柱には従わない

全般的著作→765

Keリboard,electrophonθ,percussionensemb|e

〈u>Percussionensemble

<u>El㏄trophonθensemb|e

Keりboardere8mb|e

〈i>Keりboardinstrument(Singletりpechamberer鵬mb}e)

E|ectroph⊂)西 ∋erx∋emb|e 一般的な楽器が電気的に増幅 また は変質されたものおよび

〈i>Elect「ophone(SinOletりpechamberensemble) そのア"ンブル→当該楽器 ・楽器群

伊1)エ レ‡・‡"9-・ アンリンフ"ル765.787

1人 の演奏者 のための電子音楽⇒766.7

E|㏄trLoph◎r㊨ir賦rument,Ensemblewithonlyorx∋

tソpeof

Percussionen∈ 治mble 012入 以上の演奏老用のアンリンブルはここに分類す る

〈i>Percussioninstr人ument(Singletりpechamberensemble) →765.1の 注 記

1人 の演奏者用の打楽器音楽⇒766.8

音楽細 目使用 可の も の ◎1「 こ こに分類 せ よ注 記(Classhere…)」/四 「一 般的 観 点注記(Generalasp㏄t3)」

音楽細 目使用 ・番 号組立 不 可の も のx1「 含 む(1n引uding・ ・)注 記 」パ2「 包 含(C。ntains-)注 記 」/幻 「例(Examples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 〈d>参 照語:「 定義と範 囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-in∨ 倒置語
<c>参 照語:「 ここに分類 せよ注記」の論題 －tli音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 置語

<3>参 照語:「 立ち見席注記」の論題sng単 数形の語

<i>参 照語:DD(功 の相関索引の語 手p}u複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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ファセット構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法](繍 鍵)十(表8b} 765.7 ◎弦楽アカ)ア`

弦楽器(1種 類の楽器グレフ●の室内酬 ンブの

擦弦楽器ア"ンブル

[構成法]{?硲 溺+(7首.合.旬 .72-.79 ◆弦楽器のみの乃り)プ島(1種 類の一一)

[+(表8b}]

[例]1)‡"タ ー用 の音 楽
765.787=(:翌6薮i5匿}十{767.㈱

2)ヂ ター用 四重奏 曲765.787194=

765.787十(ii§ 八 十(765.1≦ 蓮ハ

[構成法](㈱ 漣八十(表8b) .8 ◎ホ管坊 ンア島

木管楽器(1種 類の楽器ゲルーアの室内ア"ンプの

[構 成 法](繍 滋3+(768,掛.裏i} .82-.88 ●木管楽器のみのアンり)プ'(1種 類の 一一)

[+(表8b}]

[例]D複 数の別柳 オン用の音楽
765.87={灘 迄衰}十{768.豆 〕

2)リクソフォン用 四重奏 曲7〔 る.871釧=

悩.87+(糊+{765.19鞠

[構成法](舗 醜旬 十{表8b) .9 ◎金管ア方ンアル

金管楽器(1種 類の楽器グループ の室内アカンプめ

[構成法]{繊ll淘+{768.9香.鱒} .92-.99 ●金管楽器のみのア)助ア`(1種 類の一一)

[+(表8b)]

[例]D複 数 のト[Dボー)用の音 楽

765.93=(蒙 灘;ぎ}十{768.9び 〕

2)ト〔Dボーン用 四重奏 曲 階.93194=

765.93十(遼 遠9十{765.1§ 秦)

>766-768 0個 々の楽器およびその音楽
了 一

独奏楽器
独奏器楽曲

[構成法](犠 ハ+(表8a) 766 ◎鍵盤楽器 、機械楽器 、■子楽器、打楽器

機械楽器
鍵盤楽器(不 特定の一一)

鍵盤楽器(独奏曲)
弦鳴鐘盤楽器
打楽器
電子楽器

(…iiiii…ii9=万tット要 素/網 掛 け部 分を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点 を示 す付 加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§竃≡li羅罐i纏 〕「::灘:曇 懸購 麟 雫≧
AVMC基 本榛目語<u>参 照語:ユニットになっている榛目語の一単位

★ 統一語:的 駝の合成標目語 〈∨〉 参照語:別 名注記の論題
`
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」

、

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

Stringens㎝ble

<i>Stringedir司rument(Singletりpechamberensemble)

<m>E』dstringensemble

あらゆる種類の弦楽器の乃サ刀ぴをここに分類す る

Strir聯dir博trumer",Ensemblθofon1りonθkindof

』kx)加inder◎ θmble

<i>↓Joodu}ndinstrumer比(Singl6typechambererβemb}θ)

口windinstrument,Ensemblθo『onlりonθkind

Brasser冶emble

ぐi>Brassinstrument(SinOlθtりpechamberer石 ゆmble)

Brass{nstrument,Erβembleofonlりonekindof

1n5trum6ntandtheirmusic,Specific

Soloinstrumer比

門μsicForSo|Oir6trumentSaccOmpaniedbりoneother'

instrum6nt

01独 奏楽器のための音楽

01補 助的であることが明白な他の1つ の楽器の伴奏を伴

な う独奏楽器のための音楽

現代楽器の先駆形は固有の番号 のある場合 を除き、現代楽

器と一緒に分類する

例)オーボエの先駆形ヵ一己に1ま固有の番号がない
→オーホ"1と共に768 .52

‡"9一の先駆者であるビウェラ→0767.86(固 有の番号)

×767.87(ビ ター)

全般的著作→764

室内楽→7斑

声の楽器的使用 →763.99

Keリboard,m㏄hanical,e1㏄tropX)nic.percussion

instrument

〈u>「 句ChanicalinStrument

Keりboardir6trument.Unspecified

<i>Keりboardin5trument(Solomusic)

Keyboardstrir㎏ βdirx∋trument

<u>Percussioninstrument

〈u>El㏄trophonicinstrument

01菰 盤楽器に関する全般的著作 、弦嘔 建盤楽器に関する

全般的著作、不特定の鍵盤楽器用音楽は ここに分類す
る

音 楽細 目使 用可 の も の01「 ここに分 類 せよ注 記(Classhere…)」/頃 「「般的観 点 注記(Generalaspects)」

音 楽細 目使 用 ・番号 組 立不 可 の ものx1「 含む(Including・ ・)注 記 」 ・づ0「 包 含(Conta}ns・ ・ 注 記 」/刈 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題 〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語
くc>参 照語:「 ここに分類せよ注記」の論題 －Ui音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 直語

〈s>参 照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単数形の語

くi>参 照語:DDC㎝ の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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ファセッ ト構成法 と例

[構成法](縛9+(表8a}

[構成法 】 〔撒 勘+{表8a)

参考:表8aよ り

1a}演 奏 会or8=(76麟ii翻

2a)関 係 者092={76醗 鮫ハ

2b)ウ、アイオリニスト767.2092=

(撤 涜 〕+(76雛i逝9

2c)ゲ アイ〕rリン製作 者7ew.21992=

(議 漣)+{7〔su.… 鋤+{7廃i鋤

3a}演 奏技 術143=(76緩 ■ ハ

3b)楽 器演 奏 の技術193={764.華 醐

々),"タ形式183=(764.ii欝)

分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

766(Cont.)

>766.2-.5

>766.2-.4

.2

.2eg2

28

3

4

.4092

.5

.50〈詮

.55

.59

.6

>766.64-.69

.64

.65

.66

断

68

.69

概 要

766.2

.3

.4

.5

.6

.7

ヒ・アノ

励"イコード
JVフ。シコート"

鍵盤管楽器 秒ガン

機械楽器および風力によ る楽器

電気 ・電子楽器

打楽器
太鼓および打楽器効果用の装置

o鍵盤楽器

◎弦鴎鍵盤秦器

◎ ピ アノ

Oヒ'兀 スト

〈i-tla>ヒ.ア ノ奏 者

0ア リへ'ア」ド ・ピ アノ

◆ 励 ㍉}ド

◎ 脂 ア 珀 トド

スヒ。ネット

ヲェンh"口

OPtプy]→ ・^奏者

● 宮島ガ)(楽 器)

鍵 盤 管 楽 器

Onガ ン奏 者

〈i-tli>オ ルカ"ニスト

◎ リード ・旭 オ)お よ び リ_ガ`

アメリカン・オルカ"ン

‡†七"享ツト・オルカ"ン

J)一モニウム

リーガ ル

◎ 電 子 粘 ガ)

誕8電 子 楽 器

●⌒ および肋 楽器
機械楽器(独奏曲)
機械楽器
風力楽器

◎機械楽器
◎機械で打つ体噴楽器

カリヨン

機械化されたベル

◎ 篭城 嫡妻 体鳴 楽器

オルコ㌔ル

シンフォニわ

◎機 櫨1盤 楽 器

自動 ヒ'アノ

ヒ。アノラ

◎機 械 弦鳴楽 器

●… 器

フェアー・オルカ"ン

◎肋 楽 器

くt|i>1オリアン楽 器

(iiiiiiii9=ファセット要 素/網 掛 け部 分 を結 合す る

網 掛け されて い る音楽細 目は 、内容 が樽準 細 目 と共通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

⇒=も 見よ[]=使 用 しない

◎
O

●

★

竃王難 竃 灘響 纏〕「:::
AVMC基 本標 目語 〈u>

統一 語:ρ ∪鵬 の 合 成榛 目語 くv>

参照語:DDC20の 基本標 目語
(統一語に採用 されなかったもの)

参照語:あ る万スの主要な部分である下位論題

参照語:エ ットになっている檬目語の一単位

参照語:別 名注記の論題
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<i>

<i>

〈sリn>

<i>

〈m>

<i>

〈i>

〈V>

(V>

〈V>

〈u>

〈i>

<u>

<u>

<S>

<S>

<S>

〈S>

〈S>

ぐs>

統一語と参照語(欧 米語形)

Piano

Pianist

Pianist

Preparedpiano

Clavichord

Hbrpsichord

Spinet

Cembalo

Harpsichordist

Org自n(rtＬsi'catinstrument)

Kθ りb◎ardwindinstrument

Organist

Organist

Reedorganandrega1

自mericanorg自n

Cabir"うtorgan

Harmonium

Rθgal

El㏄tronicorgan

Keりboarde|ectrophone

門echanica|andaeolianirβtrument

昨echanicalmusicalinstrumerTt(Solomusic)

㌔)haniCalmUSiCalin6trUm6nrt

oe《)1ian}nstrumerTt

門echanicalinstrument

門echanicalstruckidiophone

Carillons

門echanizedbe||s

門echanicalp|uckedid}opbOne

nＬsicbo×

Sりmphonion

|『bchanicalkeりboardinstrument

Pleりerpian◎

P}anola

tllechanica|3tringedinstrument

Mechanicalwindinstrument

Fairorgan

qeo|ian}nstrumerrt

Aeolianinstrument

全 般的著 作 →766

機 櫨 鍵盤 楽 器 →766.66

体[踊 き盛 業暑号→766.83

全般的 著 作 →766

Olゲ ァージ ±0、2ピ ネットは ここ に分類 す る

コンチェルティナ→768.84

ア]一テ"イオン→768.86

リード ・万劫"ン の 別 名:フ 刈 加 ・秒 ガ ン、‡他"わ ト・秒 ガ)、'、 一モニウム

q鍵 盤電子楽器に関する全般的著作はここに分類す る

演奏手段として使用 され る鍵盤電子楽器は ここに分類す る

作曲手段として使用 され る電子楽器 →766.74

電気的増幅や電子的変化が加えられていても通常 の発音方

式による楽器 と同じ場所に分類す る 例)t気teア 刀66.2

全般 的著 作 →766.6

対 側)機 械 化 され たへ㌦ 、カリヨン

Ol機 械的 な体鳴 楽 器 に関す る全 般的 著作 は ここ に分類 す

る

機 械で弾 く体 鳴 楽器 →766.65
×3ff1)オ 匹コ^一ル、シCンフtニオ)

菰盤 に 自動 演 奏機 能 が追加 され た機 械楽 器

X3例)自 動 ヒ・アノ(ヒ。アノラ)

機櫨 的な鍵 盤 管楽 器 →766.68

機}8狛勺な弓女口島鍵 盤 秦i器→766.66

×3伊j)フ ェアー・オルカ∨ン

音 楽 細 目使用 可の ものOl「 ここに 分類 せよ 注記(Classhere…)」/㎝ 「一般 的観 点注 記(Generalasp㏄ts)」

音 楽 細 目使用 ・番号 組立 不可 の もの 刈 「含む(1nc|uding・t)注 記 」/刃 「包含(Contains・ ・)注 記 」/口 「例(Examples:)注 記 」

〈C>

〈s>

<i>

参照語

参照語
参照語
参照語

:「一般的観点注記」の論題

(全下位区分に適用可の観点)

:「ここに分類せよ注記 」の論題

:「立ち見席注記 」の論題

:DDC20の 相関索引の語

〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題
－tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)

-tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)

-sng単 数形の語

－ptu複数形の語(特 に必要な場合のみ)

－syn同 意語

－inv倒 置言吾

－drc正 直語
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自∪「1C766Uer.2'

ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法]{鯨 蝋9十 〔表8a〕 766.7 ◎■鳴楽器
参考:表8aよ り 電子楽器

W・.・

1a)演 奏会 研8=(76康i短)～

電気楽器
■鴫楽器(独 奏曲)

醐 儲 竣.(76灘 ミ
2b}ゲ,捌 コ ト7首.2。92一 き

:
.73 ◎単声竃鳴楽器

(㌘ 勤+{7磁 翻 〈3りn>単声 電子 楽 器

2c)ウ"ア イオリン製 作 者767.21092= わ ト㌔マ朴ノ

{肇蘭i‡老〔〕 十(764.ii§ 弓 十(76薩 …§嚢) { テレ三ン

3a)演 奏技 術143=(76きi灘 助 .74 ◎ジ)tりイサ㌔

3b)楽 器 演奏 の技術193=〔764.i鋤 電子音楽
4a)ソ ナタ汗多式183=={764.雀 碧ぱg

A'酬 ⌒ ←}w♂ ♂ _》 ♂-r

.75 ◎●ア(竃 島楽器)

具体音楽
磁 気 チーフ'

ミュシ㌔ ク・コンクレート

.76 ●コだ ユ一夕(旬 真柴器)
〈sりrt?〉⊃ ヒ。ユ一夕音 楽

A

[構成法〕{蹴 薄9+(表8a} .8 ●打楽器

参考:表8aよ り 打楽器(独 奏曲)
A

.82 ◎体鳴楽器(振 動する発音物質)
1a)演 奏 会 ㈱={76猷 硲) 板(楽 器)
2a)関 係 者092={76睦i鞭 ハ さお(楽 器)

2b)ウ"ア イオリニスト767.2092= 槽(楽 器)

(蹴 酌+(7㎝ 漣)
.

筒(楽 器)

允)ゲ ァイ刈ン製作者7〔 汀.21092=
: ブロ1り(楽 器)

(瀕6(褒i}十(764.蓑 暮i)十(766よ 難9
　

樺(楽 器)

3a)演 奏 技術143=(76織 蔭ハ. 捧(楽 器)

3b)楽器演奏の技術193={764.,緬

1醐 ・形式183-{76遷
～
～

.83

容器(楽 器)
◎鍵盤体噴藤巻

,一 ー ー 一.▼.▼ ▼ ▼ 一 一 一 一 、 ▼ ▼ ▼ 、 、 ▼ ▼'♂ ♂ ▼ ▼ チェレスタ

>766.84一87 o複 式体鳴楽器
.84 ◎打奏体鳴楽器(複式)

複式打奏体鳴楽器

[構成法]{蹴 治 り+{766.鰍1挙.径u萄 .842-.848 ◎発音固体(個 々の形状の一一)

一

[例]D棒 状体鴫楽器
766.843=(… 鷲;1潟;i}十{766.8839 .842 Oさ お(複 式打奏体鳴楽器)'

2)棒状体鴫楽器の演奏会 さお(打 奏体鳴楽器)

766.843078= .843 O棒(複 式打奏体鳴楽器)
766.別3+(7〔 遼漂葡 ゲ ィブ ラフォーン

ヅoガ ンシュヒ。一ル

スチール・ド ラム

西◇ ド諸 島 のズヲール・ドラム

棒(打奏体鳴楽器)
マリンバ

木琴

メンザ ン[?】

.844 O槽(複 式打奏体鳴楽器)
槽(打 奏体鳴楽器)・

.

(ii・i…i…i…9=ファセット要 素/網 掛 け部分 を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点を示 す 付加 語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§竃繋 灘 灘 饗 〕「::::霞:曝i鐘 翼㌶ 雫鱗
AVMC基 本標 目語 〈u>参 照語:Lッ トになっている標 目語の一単位

★ 統一語:W鵬 の合成横 目語 くv>参 照語:別 名注記の論題
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AUMC760∨er.2

統一語と参照語(欧 米語形)

E|ectrophor、9

<m>Electronicinstrument

<m>E1㏄tricinstrument

<i>Electroph◎nes(Solomusic)

敵)nophonicel㏄tropk)ne

怖)noph◎niCe|㏄tronicir滅rumeat

<3>ondesmartenot

<s>Tterenin

Sリn戊hθsizer

Electronlcmuslc

Tape(Electrophone)

Concretemusic

門agnetictape

門Usiqueconcrete

C◎mputθr(Electrophone)

ComputerMusic

PercussioninStrument

Percussioninstrunervt(Solomusic)

ldiophone(Uibratingsonoroussolid)

〈i>Plate(nusica|instrumer比)

<i>Rod(「 惰」sical}nstru哺n虎)

Trough(「TＬslcalinstrument)

Tube(Musicalin∈ 比rument)

Block(nusica|irポrument}

Stick(nusicalirx∋trumer比)

Bar(「1usicalir旧trumerlt)

UeSSel(門 巨」SiCa|inSt「Ument}

Keりboardidiophore

Celθsta

Setidiophor㊥

Percussedidiophone(Set)

Setpercussedidiophor鴇

Sonoroussolidofspecificshapes(Setpercussed

idiophone)

Rod(Setpercuss8didiophone)

Rod(Percussedid}oph()ne)

Bar(Setpercussedidiophor博)

Uibraphone

Glockenspiel

Steeldrum

VJestIndiansteeldrum

Bar(Percussedidiophone)

harimba

Xり10pho「 ㊥

岡e随zan

Trough(Setpercu3sedidiophones)

Trough(Percuss6didloPh◎nθ)

01電 気的 に制作 され た 、また は操作 され た 音声 によ る音

楽 は 、こ こに 分類 す る

鍵 盤電 子楽器 →766.59に

鍵 盤楽 器以外 の楽器 を■ 気 的 に増 幅 させた り変 化 させた り

した もの → 当該 楽 器 例)電 気 ‡"P-→7〔n).or(‡ 、9一)

単 一音 程の音 を 作る能 力 の あ る電 子音 発生 装 置
}く1{!月)オント"`マルトノ、テレミン

01電 子音楽 は こ こに分 類 す る

作 曲手段 と して用い られ る電子 楽 器は ここに分類 す る

演 奏手段 と して使 用す る鍵 盤式 電 子楽 器 →766.59

テープ →766.75

コンヒ◆ユ一夕→766.76

qミ ュジーク・1芳レート(具 体音 楽)は ここに分 類 す る

太鼓 →766.92-.98

打奏 弦鳴楽器 →767.7

◎1定 まった 音程 を持つ 打楽 器 に 関す る全 般的 著作 は こ こ

に 分類 す る

音程 が定 ま らな い打 楽器 →766.88

機械 体鳴楽 器 →766.an

鍵 盤体鳴 楽器 →766.83

複 式体鳴 楽器 →766.84-.87

単 式体鳴 楽器 →766.88

全般的著作→766.84
01発 音しない物体で打つ 、または発音 しない物体を打つ

ことで発音す る固体{列)地 面を棒で打つ

複式体鳴楽器(ひ とつの楽器 として構 成された 、複数の類

似発音固体)は ここに分類する

弾く体鳴楽器→766.85

摩擦す る体鳴楽器→706.S6

打ち合わせる体鳴楽器→766.87

音楽 細 目使用 可 の ものOl「 こ こに分類 せよ 注 記(Classhere…)」/q「 一般 的 観点 注記(Generalaspects)1

音楽 細 目使用 ・番号 組 立不 可の ものx1「 含 む(Inoluding・ ・)注 記 」/将 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/×3「 例(Examples=)注 記 」

〈C>

<S>

<i>

参照語;「 一般的観点注記 」の論題
(全下位区分に適用可 の観点)

参照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題

参照語:「 立ち見席注記」の論題

参照語:DDC20の 相関索引の語

<d>参 照語:「 定義 と範囲の注記」の論題
－tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)

-t|i音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)

-sng単 数形の語

－plu複 数形の語(特 に必要な場合のみ)

－syn同 意語

－inv倒 置語

－drc正 書語
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自uMC760Uer.2

ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)
1

[構 成 法]〔 獺il灘i}+{766.884獣88樹

[例]D棒 状体鳴 楽 器

766.843==(=溢i‡ 蘇)十(766.88念0

2)棒 状体鳴 楽 器の演 奏 会

766.843078=

766.別3+(7旙:i鞠

766,845

.846

.848

O筒(複 式打奏体噴漆器)

筒(打 奏体鳴楽器)

O容 器(複 式打奏体鳴楽器)

容器(打 奏体鳴楽器)

Ov匹(複 式打奏体鳴楽器)

アンクルン

チャイム
ベル(打奏体鳴楽器)

[構成法](嫌 懇鞠+(表8a} .85

.86

◎摘奏1埴 楽器(複 式)

棒(複 式嫡妻体鳴楽器)

樺(摘 奏体鳴楽器)
親指ヒ◆アノ

さお(嫡 妻体鳴楽器)

さお(複 式嫡妻体鳴楽器)

サへ◆
サンザ

◎擦奏体鳴楽器(複 式).

[構成 法]〔 蝋;}顛 」 十(766.884暮.884鵠

[例]n複 数 の容器(訳 注:ゲ ラス・」、モ コ[)

766.866=

{黎飯 醐+{766.麟 …}

2)複 数 の容 器 のリ,達ル

766.866144=

766.866+{7壕 瀕i藁iiiii

.862-.868

.862

.863

.864

.865

.866

◎発音固体(個 々の形状の一一)(複 式擦奏体

噴楽器)
Oさ お(複 式擦奏体鳴楽器)

さお(擦 奏体鳴楽器)

O棒(複 式擦奏体鳴楽器)

サンドペー1、。一・ブ0め

棒(擦 奏体鳴楽器)

O槽(複 式擦奏体鳴楽器)

槽(擦 奏体鳴楽器)

O筒(一)

筒(擦 奏体鳴楽器)

O容 器(複 式擦奏体鳴楽器)

グラス・ILモ二方

容器(擦 奏体鳴楽器)

[構成法]{犠9鯨9+(表8a) .97 ◎相互打奏体鳴楽器

[構 成法]{蹴li灘 ハ+{766.884誉.884旬

/例]D拍 子 木766.873=

(麟 凝}+{766.{姐 鈎

2)拍 子 木演 奏 の り1トサル

766.873144;

766.873+{76iii鞠

.留 各.878

.872

.873

.974

.875

.876

◎発音物体(個 々の形状の一一)(相 互打奏

体鳴楽器)

Oさ お(相 互打奏体鳴楽器)

ウインド ・弁化

クラベ又

O棒(相 互打奏体鳴楽器)

カヌタネ外

シンバル

O槽(相 互打奏体鳴楽器)

O筒(相 互打奏体鳴楽器)

O容 器(相 互荊妻体鳴楽器)

(轍 藩鞠+(表8a) .88 ◎里式体鳴楽器

{iii…鶏=フ ァt跡要素/網 掛け部分を結合する →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細 目は 、内容が標準細目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§1≡1綴織 翼翼 〕「:::竃:㌶ 繊 鱗 ≧
A∨MC基 本標目語 くu>参 照語:Dト になっている標目語の一里位

★ 統一語:0∪忙の合成棟 目語 〈∨〉 参照語:別 名注記の論題

ε
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AUMC760vθr.2

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

了ube(Setpercussedidiophones)

〈i>Tube(P6rcussedidioph()r㊥}

Ue6sel(SetPe「cuss6didiophor姶s,

〈i>し ㎞e1(PercusSedidiOphone)

Ben《Setperα 」ssedidiophones)

<i>∩ngk}ung

<i>Chime

〈n◎tini>

E畑U(P6rcussedidiophor順 ∋}

Pluckedidiopbone(Set) )d通 常は金属の弾性のある棒 で、一方の端を固定し他方
<i>Bar(Setpluckedidiophor㊥s) をはじいて振動させ る 例)リンゲ(親 指ピアノ)
<i>Bar(P|uck8didiophor寮3)

<s>ThＬmbpiano

< >R◎d(P|uckedidiophones)

〈 >Rod(Setp|ucked}diophor㊥s)

〈 >Sape

<S>Sanz8

Frictionidiophone(Set) 摩擦して一定の音程を発生する物体

Sonor◎ussolidofspecificshapes(Setfriction

idiophone)

R㏄1(Setfrict onidiophonθ)

! >Rα コ(Friction diop忙)n6)

〈 >Bar(Setfrict onidiophone)

〈 >Sandpaperb|ock

く 》Bar(Frictionidiophorβ)

c >Tr◎ugh(Setfrictionidiophonθ)

〈 >Trough(Frictionidiophor、 ∋)

く >Tube(Setfrictionidiophone}

く >Tube(Frictionidiophone)

しbssel(Setfrict}onidiophone)

1 <?>H巳rmonica(nusicalglasses)

2 〈i>『 「h」」sica191a∈ 治es

〈i>∪ 已ssel(FriCtionidiOphone}

Concussionidiophone 2以 上の類似の発音物体を打ち合わせて振動させる

SorK)r'ousobjectofspec{ficshapes(Concussion

idiophone)

<i>Rod(CoroＬssionidiophorx∋)

<i>妬rdchime

〈i>C|aves

Bar(C◎ncus6ionidiOPhorx∋)

<1>Castanet

(i>C㎝ba|

Trough(Concussion diophone)

Tube(Concussionid ophone)

Ue3se1(Concussion diophone)

Singleidiophone 単一の発音物質による体鳴楽器
01音 程が定まらない打楽器に関する全般的著作はここに

分類する

音程が定 まらない個々の打楽器 →当該楽器

音 楽細 目使用 可の も の01「 こ こに分 類 せよ注 記(C|assherθ …)」/q～ 「一 般的 観点 注記(Genera|asp㏄ts)」

音 楽細 目使用 ・番 号 組立不 可 の もの 刈 「含む(Including・ ・)注 記 」/×2「 包 含(Contains・ ・)注 記 」/沼 「例(Exampl8s:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記」の論 題 くd>参 照語:「 定義 と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-in∨ 倒置語
<c>参 照 語 「ここに分類せよ注記」の論題 －tli音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語 の場合)-drc正 置語
〈s>参 照語 「立ち見席注記 」の論題 でng単 数形の語
<i>参 照 語 DDC20の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)

.
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0∪ 門C760Uer.2

ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

F

(ぼ醐8i翻+(表8a) 766,884 ●打奏体鳴楽器(単 式)

1

「
'

766.88姶.8田8S「0η$T」 の入力形

.8842

.8843

●又テ初クまた はさお(単 式 打奏体暗躍i器)

さお(単 式打奏体鳴楽器)
トライアング'ル

◎棒 、板 、プ檜(単 式打奏俳鴎楽器)

万 イ,カまた は さ お 板(単 式打奏体鳴楽器)
(複式打奏体鳴楽器) 鉄敷

樺 、板 、ブ0ッ ク 鉄 床[坊 トコ]

(複式打奏体鳴楽器) コ^ング

槽(複式打奏体鳴楽器) ブ0必(単 式打奏体鳴楽器)

筒(複式打奏体鳴楽器) 木魚
容器(複式打奏体鳴楽器) .8844 ◎槽(単式打奏体鳴楽器)
ベル(複式打奏体鳴楽器) .8845 ◎筒(単 式打奏体噴楽器)
1、ンド ・ベ ル .8846 ◎容器(単式打奏体鳴楽器)

(複式打奏体鳴楽器) .8848 ◎べ'(型 式打奏体鳴楽器)

L .88485

加ベル

◎,㊦ボ ・べ島(尊1式打奏体 畠楽器)

.885 ◎がらがら鳴る体鳴楽器
カバ サ【?1

ツストラム

マラカス

ラットル

.886 0掻 擦奏休鴫楽器
グ イロ

洗濯板
フットボ ーか ラトル

ラチェット

.887 ◎摘奏和鳴楽器(単 式)
口琴
さお(単式嫡妻体鳴楽器)
ジ ューズ ・ハ、一プ

棒(単 式嫡妻体鴫楽器)
.888 ⑥擦奏体鳴楽器(単式)

さお(単式擦奏体鳴楽器)

槽(単 式擦奏体鳴楽器)
筒(単式襟奏体鳴楽器)
鋸[ノ コ‡"リ](音 楽)

棒(単式擦奏体鳴楽器)
ミューゾ 加 ・ソー

容器(単 式擦奏体鳴楽器)
.9 ③太鼓および打楽器効果用の装置

〈tu>

ド ラム(音 楽)

打楽器効果用の装置
.go92 O太 鼓奏者(音 楽室)

〈i-tli>ド ラマー(音 楽 家)

>766.9合.98 ◎太鼓
腹鳴楽器

.92 0打 奏太鼓

.93 ⑨鏡形太鼓
タブラ

ティン1、。二

♪ッカーラ

ネーカー

.94 ●筒形太鼓
小太鼓
リイド ・ド ラム

ス才ア・ド ラム

1

{ili溺=ファセット要素/網 掛け部分を結合する →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§1≡li羅濃 霧 〕「:::㌶:難i慧 ㌶ ≧
AVMC基 本権 目語<u>参 照語:ユニットになっている標目語の一単位

★ 統一語:w配 の合成標目語 〈v>参 照語:別 名注記の論題
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a.U岡C760∨er.2

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

Percussedidiophone(Sing16) 例)ツ ン▲、'ル766.873

S叱ickorrod(Singlepercussedidiophone) ×3例)ト 〉σング ル

〈u>R◎d(Si㎎lepercus3edidioph◎ne)

<s>Triangle

Bar,plate,b1(×>k(Si㎎lepercussedidiophor℃) 対 側)鉄 敷 、ゴ ング

〈u>Plate(Sing|θpercu5sedidiophone)

<S>ρnvil

<s>自m/i1

〈s>(泌ng

<u>Block(Sing18percusseく 】idiophone)

〈i>Temp|eb|ock(Singlepercussθdidiophon6)

Trough(Sir∀ ヨ|epercussed diophor培)

Tube(Singlepercussedid ophone)

しbssθ|(SinglePercussed diophone) ベ ル→766.8848

eel1(SinglePercusseく 」id ophone)

<i>Coube1|

Hbndbel1(Singlepercussedidiophone)

Rattledidiopho爬 対 側)マ ラカス、シストラム

<i>Cabaca

〈s>Sistrum

<S>門aracas

〈i>RattIe

Scra吋idiophone 2つ の物体か らなり、こす りつけ られる片方には音 を発生

〈i>〔 泊ro させるための刻みを入れてある体鳴楽器

〈s>L拍5hboard

〈s>Footba1|ratt18

<i>Ratchet 対 例)洗 濯 板 、7ッ トボ ール・ラトル

Pluckedidiophone(Single) ×3例)口 琴(ジ ューズ ・n－プ)

〈s>Jeu'sharp

〈i>Rod(Sir博1epluckedidiophor吟)

<s>Jew'sharp

〈i>B冶r3(Si㎎lepluckedidiophone)

Frictionidioph◎ne(Single) 口 例)ミ ュージ 加 ・り一

〈 >Rod(Si㎎1efr}ctionidiophone)

く >Trough(Si㎎lefrictionidiophone)

く >Tube(Si㎎lefrictionidiophone)

<S>SaωmＬsic)

どi>Bar(Si㎎|efrictionidioph◎ne)

<S>怜 」sicalsaw

〈i>し ㎞ ∋el(Singlefrictionidiophone}

Drumanddev}ceusedforpercussioneff㏄ts

Drum

〈u>Percussioneffects,Deviceusedfor

〈i>Drummer(nusician)

〈i>Drummer(門us}cian)

Drum 腹鳴楽器 、膜を張って振動させ る

<i/C>門bmbranophor罠 う 全 般的著 作 →766.9

Struckdrum 鋸 形太 鼓→766.93

筒 形太 鼓 →766.94

枠 太鼓 →765.95

Kett|e-shap6ddrum ×3優 」)ティン戊"二、♪ッカーラ、タフ"ラ

〈s>Tabla

1 <s>Kettledrum

2 〈S>Timpani

Naqara

〈3>Naker

Tubulardrum 対 側)小 太鼓(サ イド ・ドラム)

<5>Sidθdrum

〈s>Sidedrum

〈3>Snarθdrum

音 楽細 目使 用可 の もの01「 ここに 分類 せよ注 記(Classhere…)」/頃 「一般 的観点 注記(Genera|asp㏄ts)」

音楽細 目使用 ・番 号 組立 不 可 のも の 刈 「含む(Including・ ・)注 記 」/寵 「包 含(Conta}n3・ ・)注 記 」/刈 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記」の論題 一5りn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-in∨ 倒置語

<c>参 照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －tli音訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 畳語

〈s>参 照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単数形の語

<i>参 照語:DD〔 湘 の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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0UMC760リer.2

ファセッ ト構成法 と例

[構成法]〔 囎)+(表8a)

参考:表8aよ り

1a)演 奏 会 σ78=(76磁 漁 ハ

2a)関 係 者092={76蔚i灘 一)

2b)ウ"アイオリニスト767.2092=

2c)ゲ ア荷 リン製作 者70r.21eg2=

{線 漬9十{764.逐 旬 十{76ぱ1姿 ハ

3a}演 奏i支術143={76iiこi欝)

3b)楽 器 演奏 の技術193={764.i働

4a)労 タ形式183=(764.;i灘9

分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

766.95

96

留

.98

.99

767

.2

.2092

3

4

.4092

.5

.6

飽

田

餌

◎枠太鼓

大太鼓

タンバ リン

タンブ リン

ボンゴ

◎振奏太鼓
◎摘奏太鼓

◎擦 奏太 鼓

クイカ

ラゲエット

ロメルボoット

ロメルボット

ロメ赫 。・ット

◎打 楽 器効果 用 の装置

空気 銃

リイレン

む ち

モー9-・ホーン

◎弦楽器

弦楽器(独 奏曲)

弦鳴楽器

擦弦楽器

旋律楽器(不 特定 一一)
リュート属

概 要

7〔汀.2

.3

.4

.5

.6

ウ'、アイオリン

ヴ'イオラ

テェ0

9"フ"ルへ"一ス

その 他 の擦奏 弦楽 器

摘奏i弦楽 器

摘奏 リュート属

lLプ お よび楽 弓

◎ゲ ア仰 り)

ウ"アイオリン属

Oウ ＼アイオリン奏 者

ウ"アイオリニスト

◎ゲ ィオラ

Ofdi

Oチ 血 奏 者

チェリスト

◎ ず ア じベ 一文

ベ ース

コントラバ ス

0擦 奏 弦 楽 器(そ の 他 の 一 一)

アルへ'・ッジ オーネ

ゲ ィオール

ガ ド ゥルカ

サーラン‡^

J、S9■Lンケ∨ル・フィト"ル

ラt)"-7"

り0一ズ[?]

へ・ナ[?〕

◎ テ、又‡や)ト・ウ、イオ「凸

◎ トレフ、`・ゲ イ〕「十

⑥ テナー ゲ.戊 一方

〔iiiii司=ファtット要素/網 掛け部分を結合す る

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細目と共通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

⇒=も 見よ[]=使 用しない

◎

O

● 1≡li§竃i灘購欝 〕「
★ 統一語:創J陀 の合成標 目語

AVMC基 本禰目語

<h>参 照語:D㏄29の 基本領目語

(統一語に採用されなかったもの)

<m>参 照語:あ るP5スの主要な部分である下位論題

<u>参 照語:ユニ外になっている標目語の一単位

く∨〉 参照語:別 名注記の論題
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ρUMC760∨ θr.2

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

Framθshapeddrum 胴の長 さが皮面の直径より短いもの
〈3>Bassdrum ×3例)大 太 鼓 、動 バ1力

〈s>Tambouriro

〈s>Tambourine

<i>Bongo

Rattledrum 複数の小球や吊り下げ物が皮面を打ち鴫らす太鼓
Pluckeddrum 膜の下に弦が結ばれ ていて、弦を掻き鴫らすことによって

膜に振動が伝わる太鼓
Frictiondrum 膜を直接摩擦するか 、接触した棒や紐が摩擦することで膜

〈3>aＬica が振動する太鼓
〈s-Sりn>RagＬette }G{恥 クイカ、o刈 ポ ット

<6>Ro㎝elpot

〈3>Romelpot

〈s>Rome|pot

P●rcussioneffect3,De∨iceus8dfor x3例)む ち 、モー5」・ホーン、サイレン、空 気 銃
<s>Popgun

<s>S}ren

<5>Uhip

<S>鰍)torhom

」

Stri⑭di耐rument 01不 特定旋律楽器のた めの音楽

<i>Stringedinstruments(Solomusic) リュート属(弦 が共鳴す る胴か ら頸部へ張 られている楽器)に
<h>Chordophon6 関する全館的著作は ここに分類す る
<m>[㎞ ∋dstringedinstrument 弦鳴鍵盤楽器→766

怜)lodりinStrument,Urβpecifiθd 機械弦鳴楽器 →766.67
Lutefamily

Uoln

ハ

01ゲ ァィオリン属に関す る全般的著作はここに分類す る
u ol nfami|り ゲ ィオラ→767.3

<i>∪ ol nist テェ0→7〔▽.4

<i>∪ 01 nist ダ ブ ルベ ース→7(打.5

∪ 01a

1 Cello

2 <Sりn>UioloncelIO

〈i>Uioloncenist

〈i>UiolonceBist

楓 」blebass

〈i>Bass

Contrabass

Bo射edstr}ngedir疏rument,Other ダ プ ルベ ーズ→767.5

〈i>ρrpeggione

<m>Uio|

〈 >Gadulka

〈 >Sarangi

〈 >Hardangθrfiddle

< >Rabab

く >Saroz

〈 >Pena

Descantviol

Treble∨io}

Tθnorvio|

音 楽細 目使用 可の もの 司 「こ こに分類 せよ注 記(Cl日s3here…)」/改 「一般 的観 点注 記(Generalaspects)」

音 楽細 目使用 ・番号 組立 不可 の も の 刈 「含 む(Including-)注 記 」パ2「 包 含(Contains-)注 記 」/沼 「例(Exampleg:)注 記 」

勺〉 参照語:「 一般的観点注記 」の論題 くd>参 照語:「 定義と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-t|a意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-in∨ 倒置語
〈c>参 照 語:「 ここに分 類 せよ 注記 」の論 題 －tli音 訳 語(統 一語 ・参 照語が 意 訳語 の場 合)-drc正 直語

〈s>参 照語:「 立 ち見 席注 記 」の論 題 －sng単 数 形 の語

〈i>参 照語:DD(湘 の相関索引の語 －p|u複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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AUMC760Uer.2

ファセッ ト構成法と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法](懸9+(表8a)

参考:表8aよ り

1a)演 奏 会 宙8={76醗 鱒 ハ

2a)関 係 者092={76塚 提9

2b)ウ＼7イオリニスト767.2092=

2c)ウ"アイオリン製作 者767.21eg2=

㈱ 認+(764.鱒 …)+{76姪 醐

3a)演 奏 ‡支術143=(76i;ξi鱒)

3b)楽 器 演奏 の技 術193=(764.i裏 糊

4a)男 ゆ形 式183=(764、 溺燭
vv4

767.65

.66

.69

.7

>767.72-.75
.72

.73

.74

.75

.78

.8

Oゲ イ1ラ・ゲ ・ガ)バ

'、^ス・ウ"イオール

0ゲ 禰 ラ・9.E+

◎ ゴ柵デ ィ・ガ ーデ ィ

ゲ ィエール

◎ 摘 奏 弦 楽 器

打 奏 弦 鳴 楽 器

ツィ5L

◆ ヲィ9-

◎ 樟 融 融、筒 形LS-、 槽 状tW"

槽 状 ツィター

筒 形 ㍗ ター

トトンヒ"ト【?】

◎ 輪 一、地 面 」・tS,・一、Ptプ 型 駒9-、 筏 形 鰺

筏 形 ツィター

カニ

地 面w9-

fi-一フ◆型,イ 告

ムゲ ェト

)ウラトン[?1

オバt?〕

◎ 平 板M)一

サンティル

ゲ ル↓に～一

打 奏 平 板 労 歩

ツインJY、0ム

洋 琴[傍 ン]

◎ 播 奏 平 板 ヲゆ

アJ、。ラチアン'9"ルy?一

オート1㌔プ

=Dり 一ト・ツイター

ツ」ルタリ一

番[,ン]

ヲ定]リアン・ツイター

プ リルテリウム

◎ ラ⇔

ケラール[?】

クルース

オブ カノt?】

へ、ケ、ンナt?]

◎ 嫡 妻 り士 ト屋

長 い 悼 の リュート

短 い 悼 の リュート

.82 ◎背面が丸いり・+屋

ウード

‡知 一才

ゲ ル三[?】

シ9一ル

タ)ブ ーラ

ヒ。-n●(琵 琶)

加}ヌ[?]

.83 ◎ リュート

.84 ◎マンド リ)

.85 O背 面が平らなリュー嘱

クウィトラ【?】

ケ升 ・丈●t?]

サWD(三 弦)

ジ9一ン

1

(liiiliii…〕=フ ァtット要 素/網 掛 け部 分 を結合 す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点 を示 す付 加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§藁li黙灘 鍵 〕「::灘 ㌶ 鐘i璽鞠8』
AVMC基 本標目語 〈u>参 照語:Dト になってい る禰 目語の一堂位

★ 統一語:w忙 の合成標目語 〈v>参 照語:別 名注記の論題

.
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1

統一語と参照語(欧 米語形) 注記
1

Uioladaoamba

<h>8ass>io1

Uiolad'amore

HＬrdり 刃urdり

<h>Uielle

Pl㏄trali耐rument ◎1ッィチ、打奏弦鳴楽器 に関す る全般的著作 はここに分類

Struckstringedinstrument する

Zither 嫡 妻 リュート属 →767.8

ルプ および 楽 弓→7前.9

2ither 全般 的著 作→767.7

Stick.tube,trouOhzither

〈u>TrOughzither

〈u>Tubezither

<i>Totombito

Frame,ground,harp,raftzither

<u>Raftzither

<i>Kani.

<u>Grour顧zither

<u>Harpzither

〈i>nvet

〈i>Nkraton

<i>Oba

Boardzither 対 側)ツ ィンバ Φ 、ダル沢 ベ サ万イル、洋琴

〈9>Sar比ir 01打 奏平 板ッィ9一は ここに分 類す る

<3>加1cimθr 嫡 妻平柳 イター→7研.75

Struckboardzither

<5>Cimbalom

〈s>Yangch'in

ρluckedboardzither x3例)アn。 ラチアン・ダ ル沢 一、 オート」、一プ 、コンサート・ツィター 、 ソール列 一

〈S>ρppalachiandu|cimer (フ 。サルテリウム)、 チロリアン・ツィター

〈3>禽 」toharp

〈S>〔 ㌔)ncertzither

<s>Psa|tθrり(E㎎lish)

<i>Ch'in

<s>Tりroleanzither

<s>喩1terium(Latin)

Lyre

〈 >Kerar

< >Cr戚h

〈 >o加kano

〈 >Begana

Plectra日utefa耐 り 01長 い悼の リュート、短 い悼 のリュートは こ こに 分類す る

Long-neckedlute

Short-n㏄kedlute

Round-backedlutef8milり 対 側)シ 叫 、タンフ㌧ ラ

〈i>α 」d リュート→767.83

<i>Chitarror㊥ マンド リン→767.84

ぐ}〉 ③rumi

<s>Sitar

〈s>Tambura

〈i>P'ip'a

〈i>Keroune

Lute

門a閲oいn

Flat-b6ckedlutefami1り 対 側)琵 琶 、ジタヲ

〈i>Kuitra ビ ウエラ→767.86

〈i>Ketjapi ‡∨ター→767.87

〈i>Sanhsien バ ンジ ョー→767.88

〈s>Cittern 三味線 →769.783

《

音 楽細 目使用 可の も の01「 ここに 分類 せよ注 記(Clasghere…)」/也 「一般 的観 点注 記(Generalaspects)」

音 楽細 目使 用 ・番 号 組立不 可 のも の 刈 「含む(1㏄luding・ ・)注 記 」/x2「 包 含(Contains・ ・)注 記 」/幻 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題 〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語
<c>参 照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －th音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 直語

〈s>参 照語:「 立 ち見席注記」の論題 －sng単数形の語

〈i>参 照 語:DDC20の 相 関索 引の語 中plu複 数 形 の語(特 に必 要な 場合 のみ)
`
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0∪ 門C769Uor.2

ファセッ ト構成法と例

[構成法](<9+(表8a}
参考:表8aよ り

18)演 奏 会or8=(76麟 顯}

28)関 係 者092=(76硫i動 議9

2b)ウ 、アイオリニスト767.2092=

(賄 索麺 十{76匿 螢 ハ
2c)O'7イオリン製作 者7cr.21eg2=-

{蹴1竃 哀}十(764.藁 §}十(76睦 華滋}

3a}演 奏技 術143=(76iii漣 §9

3b}楽 器演 奏の 技術193=(764.i韮 醐

4a)ソナ9汗多式183=(764.il縦)

分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

767.85(Cont.)

朧

総

計

留

ら留

田

89

9

.9092

.92

.93

>767.94・ 一.98

.94

.95

.98

768

.1923

.2

.21923

.29

ドンブラ

ブズ ‡

鐙

◎ビ ウエラ

◎‡、9-

ors,-es者

ギ タリスト

Ofi、ラiU21

◎n、ンゾヨー

On'7J、 ヨー奏者

0ウ クレレ

◎トプ お よび楽 弓

楽 弓

OPtア 奏 者

◎楽 弓

カランク"

ジ ‡"ジ‡"

ズズ 【?]

ワンビt?】

ホ"ト、ンコ"t?】

◎ア`リアーク

複 弦 楽弓

◎ 古 プ

◎ 弓 形 午 ア お よ び 角 形 古 プ

角 形11一プ

三 拝妻∫、一フo

ウージ ェ【?】

● 特 上 ア

アイリ・ッツユs)一プ

オーケ2トラ・JVフ令

ケルト・JFフ◆

● ら ア ・リュ+

]ラ

フ"リッシ'、・▲、一フ。

◎管楽器
管楽器(独奏曲)
気鳴楽器

O管楽器(製作)

概 要

768.2

.3

.4

.5

.6

木管 楽 器お よび 自由気鳴 楽 器

フル一階

り一ド楽 器

二重 リード楽器

単一 リード楽器

リクソフォン

フリー・リード楽器

金管 楽 器(リ ップ け一ド楽 器)

◎木管楽器および自由気鳴楽器
自由気鳴楽器
木管楽器(独奏曲)

O木管楽器(製作)

◎自由気鳴楽器
ブ旺]アラー

(簗i)=万tパ 要素/網 掛け部分を結合す る

網掛けされている音楽細目は 、内容が標準細 目と共通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

⇒=も 見よ[]=使 用 しない

◎

O

● 1蕪 曇勝灘鍵 〕「
★ 統一語:CtJr'Nの 合 成標 目語

AVMC基 本標目語

〈h>参 照語:Dnc221の 基本 標 目語

(統 一語 に採 用 され なか っ たもの)

〈m>参 照語:あ るP7Zの 主 要 な部 分 であ る下 位 論題

〈u>参 照語:ユ ニットにな っ てい る棟 目語 の一 単位

く∨〉 参 照語:別 名 注記 の 論題
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臼U「1C760ver.2

統一語と参照語(欧 米語形) 注記
.

<i>㎞bra

<i>Bouzouki

<s>Bi嶋 ウクレレ→767.89

UiＬela

Guitar

〈}〉 〔油tari3t

<i>Guitarist

Balalaika

Banjo

〈i>Banjoist

U㎞1ele

冶rpandmusicalbow

<u>r旬sicalbou

〈i>Harpist

怜」sicalbOU ひとつの弓に1本 以上の弦を張った弦楽器
く >Kalar馴

く >Jigi-jioi プ ルリアーク→767.93

〈 >Zuzu

く >Uambi

〈 >Bodongo

Pluriarc 複数の弓に弦を張った弦楽器
〈i>CompoundmuSica|b◎w

Harp 全般的 著作 →767.9
B◎りharpandar口1eharp 形状が曲頸で共鳴器つきの序フ。
臼ngle'harp

Orchedharp

煉」」

Frameharp 支柱が頸の端か ら共鳴器に連結している▲、一プ
Irishharp ×3伊1)オ ーケストラ・ハ、一フ。 、ケルト・∩一フ◆

Orchestralharp

Ce|ticharp

Harp-lute 弦 が駒 を通 っ て胴 と垂直 にな っ て いる リュート形 の1、一プ

K6ra 対 側)コ ラ

Bridgθharp

Uirdinstrumer比 鍵 盤管 楽器 →766.5
〈i>Uindinstrument(Solomusic) 機 械 管楽器 →766.68
〈h>自erophone

〈i>↓JirK】instrument(Corβtruction;

蜘uindirβtrumθntarx】freeaerophor㊥ 個 々の木管 楽器 →768.3-768.8
<u>Freeaerophone

<i>蜘uindin5叱rument(So|omusic)

〈i>蜘bJindirK5trument(Corx∋truction)

FreeaerOP丘)ne 空気流が窪みや管へ導かれ るのではな く、直接外気に出る
<i>勘U寸oarer か または空気は止まった ままで楽器の方が動いて空気を振

動 させる気鳴楽器X3例)ブ 旺ワラー

打楽器的効果のために用い る気鳴楽巻 →766.99

音 楽細 目使用 可の も の01「 ここに分類 せ よ注 記(Cl8sshere…)」/四 「一般 的観 点注 記(Generalasp㏄ts)」

音 楽細 目使用 ・番 号組 立不 可 のも の 刈 「含む(Includ}ng・ ・)注 記 」/匂 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/沼 「例(Examples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題<d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-Ua意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-in>倒 置語

<c>参 照 語:「 こ こに分類 せよ注 記 」 の論題 －tli音 訳 語(統 一語 ・参 照語 が意 訳語 の場合)-drc正 置語

〈S>参 照語:「 立ち見席注記 」の論題 －sng単数形の語

<i>参 照語:DD〔 功 の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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自∪「1C760Uer.2

ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

[構成法]{醐 燐 薄9十 〔表8a} >768.3-.8 ●木管楽器(個 々の一一)

参考:表8aよ り
〉 、A～ 一

.3 ◎フ←ト庖

鼻 フレ ト

1a}演 奏会 〔r78={76盛 …鑓 ハ .32 0万+
2∂}関係者092={76庄 剰 横吹 きフレ ト

2b)ウ いアイオリニスト767.2092=

(轍 溺+{7睡:翻 .32092 Oフトト奏者

2c)ゲ アィオリン製作者7∈y7.210鍵=

(撤 遡+〔7臼.鱒i}+(7戯 §旬 .33 ◆ピ,=コおよびル ⇔

◇1旬 演奏 技術1嶋=(76i… …灘 ハ

13b)楽 器 演奏 の技術193=(764.il醐

ファイブ

鮪

{4∂)》"形 式183=(764・il爾i〕
`

.34 ◎ バス・フH・

.35 ◎隙溝フ」ト、縦吹きル+、 切 り込みつ きフ」ト

切 り込みつ きフレト
ケーナ

スリンゲ

縦吹 きフレ ト

ナーイ

フラジ ョレ外

フラジ ル ット

へ◆ニー・ホイッスル

.36 ◎ 旧トゲ ー

.363 ⇔ リア ラ二一ノ・り]一ゲ ー

.364 ◎デス⇔ 涛 ・り}ゆ^一

ソプ ラノ・リコーダ

.365 ③礼ブ 島・り}ダ ー

ア齢 ・リ}ダ ー

.366 ◎ テナー・り}ゲ ー

.367 ◎ バ ス・り}■ 一

.訂 ◎複管フ」ト
アルボ カ

ドゲ ォイニツェ

ナイ

」、'ン・▲、φイプ ス

」、◆ンn●イプ ス

.38 ◎容器フケト
オカリナ

ング ル【?】

朔t?】

.4 ◎り一ド楽器

.49 ◎が ラゲ斤 イア

<sりn>バ グ1、'イブ

ウイレアンバ イプ

ガイ9

]ルヌ三ユーズ

コルナムーザ

ジング 肋 一ド ・バ ッゲ 」、。イブ

ダ ブ ルリード ・バ ッゲ オ イフ◆

トゥルム

ノーサンブ ライアンリ、'イブ

ユニオン・,、。イブ

.5 ◆ダプ助一ド楽器

クル齢 ルン

ラケ・ット

.52 oオ 」ボ1

ショーム

スルナーイ

ヘッケルフォーン

ゲ リン[?】

〔iiiii司=ファセット要素/網 掛 け部 分 を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点 を示 す付 加語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

◎ 統一語:DDC田 の基本標 目語の邦訳語 「<h>参 照語:D㏄ ㎝の基本榛 目語

○ 統一語:DD(功 の合成標目語の邦訳語(統 一語に採用 されなかったもの)

● 統_語,W噛 自の基本練踊.1,m、 瓢 語,あ る万,の主要な部分である下位錨
AVMC基 本標目語 〈u>参 照語:エ ットになってい る標 目語の一単位

★ 統一語:wr℃ の合成標目語 〈∨〉 参照語:別 名注記の論題
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統一語と参照語(欧 米語形) 注記

UoodwindinStrument,Sp④ific 全 般的 著作 →768.2

F|utefam日 り 鼻フレトはここに分類する

噸flute ヒ。ッ=刀および 乃河フ(横 笛)→768,33

Flute バ ス・フレ ト→768.34

1 〈h>Side-bl(期nflute 竜 笛 →769

2 〈h>Trans∨ers8nute

〈i>Flutist

Piccoloandfife
〈u>Fげe

〈u>Fife

Bassflute

Duct,end-b|oωn,notchedFlute ×3口Pブ ラシ"オレット、へ〇二一・ホイッスル

〈u>Nbtchedflute リコー9㌔ →768.36を 見 よ

<s>〔 ㌔」ena 尺八 →769.8331

〈i>&」ling

〈u>E耐 －bb顕flute

〈}>Naり

〈5>Flageolet

〈s>Flageolet

〈S>Pennguhistle w
.

Recorder(門usica|instrument}

Sopraninor㏄order

Descantrecorder

〈h>Sopranorecorder

Treb|er㏄order

〈h>01torecorder

Tenorrecorder

Bassrecorder

n」1tipleflute 複数のフレトがひとつの楽器としてまとめられたもの
<i>自lboka

〈i>D∨0りnicθ

<i>Nai

<m>Panpip8s

〈sりn>Panpipes

Uesselflute 対 側)捌 ナ

<s>Ocarina

<i>㎏ 」ru

<i>Shi嶋 」旧

Reedinstrumeπt ダ ブルリード 楽器 →768.5

シ:・ゲ ルリード 楽 器 →768.6

フリー・リード 楽 器 →768.8

8agpipe 対 側)コ ルナムーゲ 、ノーサンプ ライ乃 、ウイレ刃(ユ ニわ)が イプ

Bagpipe 01抑 ゲ劃 一ド および ダブ ↓リードのバ ゲがη ◎は ここに 分類す

<s>U川eanpipe る

<i>Gaita

<3>Comα ω5e

〈s>CornelmＬse

Si旭le-reedbagpipe

1ぬuble-reedbagpipθ

<i>Tu|um

〈s>Northumbrianpipe

<5>Unionpipe

Double-reedinstrument 対 側)ク ル縦 ン、分 外

〈s>Crumh◎m バ グ パ イプ。→768.49

<5>Rackett

Oboe

く >Sha"

く 〉 釦runa}

く >H㏄kelp反)nθ

く >Jyeling

音 楽細 目 使用可 の もの 朝 「こ こに分 類 せよ注 記(C|asshere…)」/③ 「一般 的 観点 注 記(General8sp④ts)」

音 楽細 目 使用 ・番 号 組立 不可 の もの 刈 「含む(Including・ ・ 注 記 」/司 「包含(Contains・ ・)注 記 」/口 「例(臼8mp|eg:)注 記 」

〈g》参照語:「 一般的観点注記 」の論 題 くd>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-inv倒 置語
<c>参 照 語:「 ここ に分類 せよ 注記 」の論 題 －tli音 訳 語(統 一語 ・参照 語が 意訳 語 の場合)-drc正 置語

<S>参 照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単数形の語

〈i>参 照語:DD(功 の相関索引の語 －plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)
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ファセッ ト構成法 と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

[構成法]{⊇9+{表8a〕

参考:表8aよ6

1a}演 奏 会M8=(76蔵i旗 ハ

2a}関 係者092={76庄i斑 ユ

2b)ウ"アイオリニスト767.2092

2c)ゲ ァイオリン製作 者7合7.21992

(・獺 §ぎ}十(764.iigi)十{76B葦 §巨ハ

3a)演 奏技 術,143=(761i…li鱒}

3b)楽 器演 奏の 技術193=(764.i働

}妬脚 形式
1ee=(764・ …i鷲

768.53

.58

.59

.6

.62

.62092

.65

.7

'7092

.72

.73

.74

.75

.8

.82

ぷ

86

鰯

● イ)ゲLリヲぬ ・枯)

コーランゲ レ

]一ル・アンゲ レ

礼)(◇ ゲ リ励 ユー 一)

◎n、 スー)

ドゥルシアン

◎ ■ プL'・バ スー)

コントラJl^スー)

◆ シ)ゲ 醐 一ド 楽 器

③ クラリわ ト

ムルリ【?1

007JU奏 者

◆ バ 又・クラ脾 ウト

◎ サ勿 ワォ)

Oリ ク防 ン奏 者

◎ ソプ ラノ・サクリ万)

◎ 昂 ト・サクソ万)

◎ テナー・りクリ万)

◎ 灯「ス・サクリワォン

◎ フリー・り一ト^穀}

◎ 顎 ・オ`ガ)

口 勅 ガ ン

笙[シ 邑ン]

,、一モニカ

◎ コ万 一ティ寸

バ ンド ネオ)

0万 一デ ィわ

◎ ボ9)・ 月 －i、m

メロデ オン

.865 ◎ピ アノ・月 一デ ィわ

.9 ◎金管楽器
金管楽器(独奏曲)
リップ ・り一ド 楽 器

.92 ◎ トラブへ'ヲト

アルペ ン鮪 ン

アルプ ホルン

.920鍵 Oトラ〉へ'弗奏者

.93 ● トロ二成、一ウ

.93092 O阻 ンボ ーン奏 者

.94 o秘 ン

フレン非 礼 ン

ホ防(フ レ万 一 一)

.94092 O枯 ン奏者

.95 ●ざ ユーゲ`

.96 ◎連碁

.96092 O]帥r玲 奏者

.前 ◎万 ユーゲ品)

りクソルン

.留4 ◎ テナー・枯 ン

エス(Eb)管 祝

へ㌧(Bb)管 ホルン

バ リ⇔(イ ‡"リスとドイツに おけ るBb管 栽 ンの

呼び名)
.975 ◎1一フォニヌ4およびn"リトン(乃田力)

〈sりn>ユ ーフォニウム

バ リトン(ア刈力とフランズに お{ナるEb管 勅ンの

呼び名)
.

(iiiii…iii9=ファセット要 素/網 掛け 部分 を結 合す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点 を示 す付 加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用 しない

§縫i聡慧 鞭 纏〕「::灘:鷺 墾量竃麟 雫議
AVMC基 本練 目語 くu>参 照語:ユ⊃トになってい る楡 目語の一単位

★ 統一語:W忙 の合成棟 目語 〈∨〉 参照語:別 名注記の論題
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〈i>

〈i>

〈S>

<m>

<i>

<h>

<i-sりn>

<i>

〈i>

〈h>

〈h-inv>

〈i>

〈S>

<5>

<s>

統一語と参照語(欧 米語形)

Englishhurn

Coranglais

Coranglais

Horn,English

Bassoon

thＬlcian

Iめub|ebassoon

C◎r比rabas800n

Single-reθdinstrument

Bassclarinθt

Saxophone

Saxophonist

Sopranosaxophone

自|to3axophone

TenorsaxopbON)

Ba3ssaxophone

Freereed

鰍xＬthorgan

甑 」thorgan

Sheng

Harmonice(晦uthorgan)

Concertir旧

Bandoneon

㊤c◎rdion

Button8ccordion

trlelodcon

Pi8noaccordion

Br8ssinstrument

Brassinstrument(Solomusic)

Lip-reedin3truments

Trumpet

O}penbOrn

創phorn

Trumpeter([Usician)

Tr㎝b◎ne

Tr㎝bonist

H◎rn

Frenchhorn

Horn,French

HbrLnpla～ 挺うr

8ugle

&)rnet

Cornθtist

F|uge|horn

Saxhom

Ter1◎rhorn

E-f|athorn

B－利athorn

Bariton6(Britisharレ メGermanB-flat

EuphoniumarKibaritone

Euphonium

Baritone(Ctnericanand

A∨クA◆イプ →768.49

リクソフxン→768.7

A"ス ・クラリネ・v卜→768 .65

個々のフリーリードの組合わせか らな る楽器
)G例)笙

対 側)笙

x3例)Bb管*Sン(イ ‡"リスや ト"イッで は1、"リトンと も呼 ばれ る)

Eb管t'tン(北 ア刈 ヵや万 ンスではアルト・杣 ンとも呼 ばれ る

難 麗麗 立不可のもの購;{1籍 ぽ ～鑓 篇ぷ ～,謡願 璽 雰(需1蒜 慧 量記、

ぐC>

〈S>

<i>

参照語:「 一般的観点注記 」の論題

(全下位区分に適用可の観点)
参照語:「 ここに分類 せよ注記」の論題

参照語:「 立ち見席注記」の論題

参照語:DD(maの 相関索引の語

〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題
－t}e意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)
-tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)

-sng単 数形の語

－plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)

－syn同 意言吾

－inv倒 置語

－drc正 直語
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ファ セッ ト構成法 と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構成法](噸9+(表8a) 768.98 ◎ チューバ

ゲ アーゲナートワーバ

スーザ フォーン

ワーゲ ナー・チューバ

.99 0そ の他の金管楽器
オフィクレイド

コΩ ット

セル卍 ン(楽 器)

ツィンク

〔i…iiiii9=ファtット要 素/網 掛 け部 分 を結合 す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を 示 す付 加語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細目と共通 ⇒=も 見よ[]=使 用しない

§竃≡曇i羅i灘 轡 〕一「:1::纏:難1竃 ㌶c≧
A∨MC基 本標 目語 くu>参 照語:エ ットにな っている標目語の一単位

★ 統一語:W忙 の合成標 目語 〈∨〉 参照語:別 名注記の論題

働
〈50音 の部〉 太字…統一語

細字…参照語

1週 間の曜 日の音楽

1種類の楽器ゲトアで構成するア)り刀^s

1種類の電子楽器によるカリンア`

1日の時刻の音楽

2以 上の楽器ゲ←アか らなる

カめア島(室内楽)

761.522

?65.6-.9

765.6'T3-.676

761.523

2才 までの子供に関わる音楽の歴史と紹介
二重唱

二重奏(室 内楽)

二部形式

二部形式(器 楽)

二部形式 、三部形式 、ゲかボ形式

二部形式 、三部形式 、■かず 形式(器 楽)

3-5才 の子供に関わ る音楽の歴史 と紹介

三重唱

三重奏(室 内楽)

三部形式

三部形式(器 楽)

四重唱

四重奏(室 内楽)

五音音階

五重唱

五重奏(室 内楽)
六書音階

6-11才 の子供に関わる音楽の歴史と紹介

六重唱
六重奏(室 内楽)
七重唱
七重奏(室 内楽)
八重唱
八重奏(室 内楽)
九重唱
九重唱以上の組合わせ
九重奏以上の組合わせ(室 内秦)
12音 音楽/12音 組織

765.2-.5

760.832

763.12

?65.S2

76L8222

764.1822

761.822

764.1822

760.833

763.13

?as.13

761.8223/761.822

764.1822

?63.14

765.14

761.265
'T63.15
'IE5.15

761.266

760.834
'763

.16

?65.16

763.17
'IES

.17

?63.18
'T65

.18

763.19
'T63.19

?65.19

761.268

12-20才 および20才 以上の青少年に関わる

音楽の歴史と紹介

18世 紀の音楽

19世 紀 以降の3-o・h●の舞曲形式
19世 紀の音楽

21世 紀(音 楽)
499年以前(音 楽)

5ee-14gs年(音 楽)

760.835

760.9033

7s4.1884

760.9034

760.9騰

768.991

76e.9fil2

t45e年 一(音 楽)

145111年頃 ～1嚇 頃(音 楽)

1醐 年頃 一1?59年 頃(音 楽)

175e年 頃一1825年 頃(音 楽)

1825年 頃一1go6年 頃(音 楽)

19QB年ma年(音 楽)

2sae年 一2e99年(音 楽)

愛 国的 、政 治的 、軍 事的 音楽

mマ ・ク(音 楽)

哀 悼 の音 楽

アイリッシュJl－プ

戸ゲァンボ 袖 ド(音 楽)

アゲ7)‡㌔ βド ・ジ?オ あ るいPtlSN55-1969の ジ 争ズ

秋 の音 楽

ア}デ ィわ

朝 の祈 り(声 楽形 式)

朝 の音楽

■ の技術(楽 器)

乃 ヲの舞 曲形 式

アY,yF'・Ovク

月初 お よび 減衰(音 楽の要 素)

アトナリティ

アニュス・ディ(声 楽形式)

アJ>eラチアン・9"Vシ?一

刀 リカ系 ‡ユーバ音楽(ジ 申ス)

万 効の舞 曲形 式

フワ0・‡ユーバ ン(ジ やズ)

ア刈力のホ◆ピュラー音 楽

アメリカン・オルカ、)

アーメン

ア奴 ・アンティクァ(音 楽)

昂 ス・ノゲァ(音 楽)

ア島ト

万 ト(児 童)

ア朴(男 声)

ア朴 ・り男フォン

アルト・リ=】一夕◇一

アルプ ホルン

ア'へ●ヅ オ

アルへ・1ンシ、オーネ

ァルへ●ンホルン

アルボカ

ア)クル)

760.983

766.9631

760.電

766.佃33

7田.go34

766.田4

769.9暖5

761.599

766.M5-.M8

761.588

767.田

760.904

761.656

761.5246

768.86

762.325

761.523

764.1938

764.1885

761.66

761.235

761.2臼

762.323

術7.75

761.657

764.1886

761.657

76L64

766.55

762.295

760.9CZ)2

769.⑨ 腔

7扇 ～.68

762.78

762.86

768.73

768.365

768.92

761.252

767.6

768.92

768.訂

766.848

一150一
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〈i>

<i>

〈i>

<S>

<S>

<S>

<S>

Tuba

"agnertuba

S◎UBaphone

-agnertuba

Brassinstrurnents,Other

Ophicl6ide

Comett

Serpent(門usicalinstrument)

Comett

音 楽細 目使 用 可の もの01「 こ こに分類 せ よ注 記(Clesshere…)」/四 「一般 的 観点 注記(Generalasp④ts)」

音 楽細 目使用 ・番 号組 立不 可の もの 刈 「含 む(Including・ ・ 注記 」/刃 「包 含(Conteins・ ・)注 記 」/刈 「例(Examples:)注 記 」

〈C>

〈s>

・;i>

参照語:「 一般的観点注記 」の論題
(全下位区分に適用可の観点)

参照語:「 ここに分類 せよ注記」の論題

参照語:「 立ち見席注記jの 論題

参照語:DDC2eの 相関索引の語

〈d>参 照語:「 定義 と範囲の注記 」の論題
－tla意訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)

-tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)

-sng単 数形の語

－plu複数形の語(特 に必要な場合のみ)

一・syn同 意語

－mv倒 置語

－drc正 置 語

物 ア峨 術

アンセ4

安全基準(音 楽)
ア)アヵ+(楽 器)

アンプΦプチュ形式

筏形ツィチ

維持 、調律、修理(楽 器)
叔文教の音楽

奴弘教の音楽(礼 拝)

異性愛の人に関わ る音楽の歴史と紹介

板(楽 器)

板(単 式打奏体鳴楽器)
一時課(声 楽形式)

移調
一妻多夫の人に関わる音 楽の歴史 と紹介

一般原理
、音楽形式 、楽器(楽 器 と楽器群

およびその音楽)

761.438

762.265

769.289
'T64

.1934

764.1894

767、73

764.1928

761.Tl

762.371

760.8662

766.e2

766.8843

762.324

761.436

76Z.8659

一 般 原理(楽 器 と楽器 群 およ び その音 楽)764
.11-.17

一 般原 理(楽 器 と楽器 群 およ び その音 楽)764
.1

一般原理(室 内楽)

一般原理(宗 教音楽)

一般原理(声 楽)

一般原理(単 声の組合わ せ)

一般原理(民 俗音楽)

一般原理および音楽形式

?64.1

765.81-.or

761.TOl
'TM

.01

763.111

?61.62M1一

一 般原 理 および 音楽 形式(単 声 の組 合 わせ)

「 般的 音楽 形式(器 楽)
一 般の 統計(音 楽)

一 夫多 妻 ・一妻 多夫 の人 に関わ る音 楽 の

歴 史 と紹 介

違 反者 に関 わ る音楽 の歴 史 と紹 介

インゲ ・)w形 式

インゲリラ訪r劃D

印 願榛 譜

印 象派(音 楽)

引 退者 に関 わ る音 楽 の歴 史 と紹 介

イ万 ル吻当 形 式

インド、・シ"ヤス　

◇ ノミネ形 式

ウ、、アイオリニスト

ゲァイオリ)

ゲ 〉剖 ン協奏 曲

ゲ 瑚 ン奏者

ウ"アイオリン属

ウ"アーク＼ナートゥー'、"

ゲ ィエール

ゲ ィオラ

ゲ イ⇔協 奏 曲

ウ、イオラ・ダL・h巨)n、

ゲ 禰ラ・ずモ十

一 .?E6

- .宙

一 .117

.6295

耐

763.11

764.182

760.21

760.8659

760.8692

764.1974

?68.53

760.263

769,904

766.8696

764.1893

761.657

764.1976

767.2092

767.2

764.M2186

?67.20艶

767.2

768.98

7合7.69

767.3

764.2口186
'ro7

.65

76T.66

ウ"イオール

ゲ ィデ 〕「資料(音 楽 の 一 一)

ウ"イブ ラート

ウ"イブ、ラフォーン

ウイレアン・ハ。イフ●

ウイント"・チ申イム

光 一島ズ 文 学(音 楽 と 一 一)

ウ"オランタリ一升多式

ウクレレ

与 ジ ェ[?]

腕 の 技 術(楽 器)

ウード

7断.6

7田.26'i'

761.43/764.19368

766.843

768.49

766.留2

760.e891

764.1893

767.89

767.94

764.1936

767.82

運搬(音 楽の コレ触 ンと展示 のた め の)

映画 音 楽

英 国国 教会の宗 教 音楽

英 国国教 会の 典礼 聖歌

英 国国教 会系教 会 の音楽

詠唱(声 楽形 式)

1オリTv楽器

1オ,)T?楽器(室 内 丁2リン7"")

エオリアン楽 器(ハ 《ント"および オーケストラ)

工合=ロ

ロ(Eb)管sル)

エ:SP"一管 理(音 楽)

1し・」.一形 式

艶 歌

演歌 、艶 歌 、民話(民 俗 芸 能で はな い もの)

演奏会

演奏技 術

演 奏暗 闘

演奏 用楽 譜

応 唱

王 族 に関 わる音 楽 の歴史 と紹介

大太鼓

オカリナ

屋内 の音 楽

オーケストラ

エ 恢 トラ(玩 具 の楽器 を含 む 一一)

オーケズトラ(軽 一 一)

オー刀 トラ(室 内 一 一)

オーケストラ(S≠才交一 一)

オー恢トラ(弦 楽 一 一)

オーケストラ(りロソー一)

オーケズトラ(夕^ンス一一)

t-nFう と1以 上 の独 奏楽 器

1-nFう と1つ の独 奏楽 器

オーnトラと2以 上 の独奏 楽 器

オ」ケストラと個 々の 独奏 楽器

オーケストラと声楽 オ →

t-77Sラ の 関係 者

3

2

3

3

3

5

9

5

4

4

4

2

鍋
㌶

霊

鑑

;

窪

巡

漂

‡

ζ

噛

袖

口

絃

捌

花

冷

7
・
7
・

7

曇

雀

糊
書
瀦
糠

蕪

選

一‥
一151一
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オーケストラ・11一プ

オー)ストラ鑑 成 およびAbド(そ の他の 一一)

オーケストレーション

雄に関わる音楽の歴史と紹介
ねテ君一ト形式

オスティナート膏多式(暑酷寒i)

音(音 楽の要素)
オートハトフ◆

オバ[?】

オフィクレイト"

オブカノ[?】

オへ「ラ

オへ●ラ歌手

オへ'ラの関係者

ハ㌧づヨン・りりづ(音 楽)

オK・los)

オーず1

オ→"エ協奏曲

親に関わる音楽の歴史と紹介

親指ピアノ
オラトリ重

訂↓ガニスト

t脇')(楽 器)

オ蘭う協奏曲

禍 う奏者

オルコ㌔ル

音階 および音階組織

韻

音楽関係者

音楽関係者の集合的 暖い

音楽鑑賞

音楽技能およびレn●+リーの習得

音楽形式

音楽 形式(楽 器と楽器群および
その音楽)

音楽形式(個 々の一一)

音楽形式(声 楽)

音楽形式(単 声の組合わせ)

音楽形式(単 声のための音楽)

音楽形式および楽器(室 内楽)

音楽言語および伝達手段

音楽絹目

音楽娼目(一 般原理および音楽形式)

音楽1■目(楽 器と楽器群および

その音楽)

音楽細目(椒 ト教宗教音楽)
音楽編目(室内秦)
音楽網目(宗教音楽)
音楽綱目(声楽)
青熟■目(trF作法)
音楽細目(単声の組合わせ)
音楽細目(単声のための音楽)
青熟■目(民俗音楽)
音楽実技
⌒

767.95

764.3-.9

761.374

760.81

76L827

764.1827

761.23

767.75

噺.73

768.99
'Tor

.78

762.1

762.losa

762.leg

760.11

?e2.12

768.52

マ64.2852186

760.85

766.85

762.23

766.5092

?66.5

764.265186

766.5eg2

766.65

761.2tKS

760

76M.鍵

769.922

761.17

761.42

761.8

764.18/76tl.1

761.82

762.08

763.118

763.88

765.98-.69

769.14

766.1-.9

761M-.69

761.71(Nn

761.7田1-

762.硬n

761,3391-

763.18t

?63.田1
'T61

.62fiM－

音楽伝統(日 本の音楽をのぞくすべての
一一)

音楽と関連する他の主題

音楽の要素

764.m-.09

- .71s69
'i65

.働 一.e[9

.㎜

一 ,eEeg

.3389

- .199

- .田9

.629研

761.4

761.6

761-768

噛.9田1-760.鰯9

761.2

音楽の歴史と紹介(特定種類の人目の集団に
関わる一一)

音楽の録音

音楽理論

音楽録音資料

音楽家

音楽祭

音楽史および様式 史の各時代
音楽■ 、論文等の書誌および目録

音楽賞

龍

龍

龍
オント"・マ貝ノトノ

音律(楽 器)

韻

音列

760.8

761.49

761

76②.266

760.92

760.79

?66.go1-.9島

760.162

760.79

761.232

761.234

761.2訂

766.73

764.1928

761.233

761.268

一152一

会員名簿(音 楽団体の一一)

会員名簿(職 業と教育等に関す る情報などを

含む 一一)(音 楽)

絵画 、絵画的 図版(音 楽)

概観(音 楽の記述的研究)

概観の方法論(音 楽の記述的研究)

解釈(音 楽)

760.6②1.609

外出できない人に関わる音楽の歴史と紹介

解説および設計(楽 器)

ガイタ

街頭音楽

解答(音 楽)

がイドブック(博物館な どの一一)(音 楽)

開発された地域の労働者に関わる音楽の

歴史と紹介
ガイ怖ド形式

梗篭および大要(音 楽)

海洋生活の音楽
ガゲォット形式

加V島

加ン9tテナー

価格動向(商 業関係の一一)(音 楽)

科学的 原理(音 楽)

科学的方法(音 楽)

下級中滴階級に関わ る音楽の歴史と紹介

歌曲(宗 教 一一)

歌曲(世 俗声楽形式)

各要素(序 作法)

賠

角形炉プ

各種のア)サンプ`(室 内楽)

学習プ[}グラム(主題別の 一一)(音 楽)

学習方式(特 殊な 一一)(音 楽)

学習者(音 楽)

確認(楽 器)

楽譜
楽譜(演 奏用 一一)

楽譜の校訂

楽譜の書誌および 目録

楽譜 、録音資料 、テ‡ストに関する著述

学齢前の子供に関わ る音楽の

760.25

769.222

762.723

760.723

761.46

760.877

764.1922

768.49

76L532

760.76

760.74

76].8623

764.1882

760.2M

?61.5馬

764.1883

766.8848

762.86

76{b.297

761.2

760.72

76e.8623

徹.25

762.42

761.332-.338

761.23

767.94

765.2-.9

760.7

760.77

760.73

764.1927

768.262-768.265

歴史 と紹介

歌劇

歌劇の関係者

歌詞に関する著述(音 楽)

歌手

カズー

カス9t・yト

カスト}ト

火葬

課題(音 楽)

語 り

語 り(単 声の一一)(声 楽)
触ロゲ(博 物館などの一一)(音 楽)

触ロゲ とダイレ外リ(商業用一一)(音 楽)

楽器
楽器(楽 器と楽器群およびその音楽)

楽器(室 内楽)
楽器およびその音楽
楽器製作者
楽器と楽器群およびその音楽
楽器演奏技術
楽器群
楽器群の音楽
楽器数による区分(室 内楽)
楽弓
学校(音 楽)
学校か恢トラ

760.264

760.149

76(].164

7EM.26

760.833/760.834

762.1

762.1092

760.268/76C].26

762.eeg2

763.99

766.留3

762.86

761.588

760.76

762.96

763.96

760.74

76②,294

764.19/764-768/764

764.1

765.OS-.eg

764-768

764.1923092

悩
'T64

.193

764

764

マ65.1

767-92/767.9

760.71/760.715
'T64

.44

学校 オー恢 トラと1以 上 の独 奏楽 器764.4423

学 校1-nト ラと2以 上 の独奏 楽器764.4424

学校 オーケヌトラと声楽 オ →・764.4422

学校 オーケストラと特定 の1つ の独奏 楽器'i64.4426-.4428

学校t-eT7Fうと不特 定 の1つ の独 奏 楽器76t.4ve

学校 、教育 課程(音 楽)7ee.71

学 校 、教育課 程(高 等教 育の 一一)(音 楽)760.711

学 校 、教育課 程(中 等教 育の 一一)(音 楽)76②.712



学校 ・{ア(底 入教育の一一)(音 楽)

学校 、教育課程(通 信教育の一一)(音 楽)

学校 、教育課程(放 送教育の一一)(音 楽)

加サツわ形式

合唱

合奏協奏曲

割礼の音楽

家庭の音楽
拒"ンカ形式

ガドゥル力

鉄敷

鉄床[肘 トコ]
江

抗力形式

加、"サ[?】

唖

がらが ら鳴 る体鳴楽器

カラング

下流階級に関わる音楽の歴史 と紹介
カリヨン

管楽アンサンフ"ル

管i痴、、)ド

管楽バ)ド と1以 上の独奏楽器

管菊r;"一 と2以 上の独奏楽器

管楽バズ と声楽オート

管楽バ)ド と特定の1つ の独奏楽器
管楽バズ と不特定の1つ の独奏楽器

騰

管楽器(室 内肋 ンブの
管楽器(製 作)

管楽器(独 奏曲)

管楽器(バ ンドおよびオーケストラ)

玩具を含む工恢トラと1以 上の独奏楽器

玩具を含むt-nト ラと2以 上の独奏楽器

玩具の楽器を含む 事跡 ラ

玩具の楽器を含む事跡 ラと声楽が一ト

玩具の楽器を含む事跡 うと特定の1つ の
独奏楽器

玩具の楽器を含むオーnトラと不特定の1つ の

独奏楽器

玩具楽器のオー恢トラ

管弦楽法

冠婚葬祭のための音楽
カンリスシティー・シ"ヤス"

鑑賞(音 楽)

鑑賞(セリー作法)

間奏形式

間奏曲形式

カンタータ

肪 ナ形式

加ティ%(典 礼音楽形式)

カ)トリー

管理(音 楽関係の資材一一)(音 楽)

管理(音 楽関係の入事一一)(音 楽)

管理(音 楽関係の製品一一)(音 楽)

管理(音 楽関係の流通一一)
管理(経 営 一一)(音 楽)

管理(工 場 一一)(音 楽)

管理(団 体 と財政の 一一)(音 楽)

管理職に関わる音楽の歴史 と紹介

記憶法(音 楽)

機械管楽器

書械で打つ体噴康器

機櫨摘奏体鳴楽器

機械化されたへ㌦

機械楽器

機械楽器(室 内ア男ンブの

機械楽器(独 奏曲)

'160
.7152

760.7154

760.7153

764.185

762.5

764.24

761.582

761.5鵠

7〔辺.186

767.6

766.8843

766.8843

767.73

764.1918

766.885
'162

.15

766.885

7〔y7.92

760.86～4

766.64

765.43

764.8

764.823

764.824

T64.822

764.826-.828

764.825

福

福

768.1923

768

764

?64.4623

764.4624

764.46

764.4622

'T64
.4626-.4628

764.4625

764.46

761.訂4

761.58

761.653

?61.17

761.3317

764.1893

76A.1893

762.24

マ64.1975

762,2集

761.642

760.687

760.683

760.685

760.688

760.68

760.682

760.681

760.8622

761.426

766.68

766.64

766.66

766.64

766.64-.69レ/766/766.6

765

機1着 ≧泉i器(,、^ン ト"お よ び オーケストラ、

絃i器 および肋 精
機樵 器1、"ント、
機械鍵盤楽器
{器
器楽
器楽形式
器楽形式(宗 教音楽か ら派生した一一)

766.6

764

766.6

764.6

766.66

766.研

764-768/764

T64.183-.189

764.18992

自UMC760ver.2

器楽形式(そ の他の一一)

器楽形式(典 礼音楽か ら派生した 一一)
企業の創業(音 楽)

器具の使用(教 授 ・学習の一一)(音 楽)

技巧的音楽形式

既婚者に関わ る音楽の歴史 と紹介

儀式(声 楽形式)

技術および作業(個 々の一一)(楽 器)

枝術者に関わる音楽の歴史と紹介

記述的研究(音 楽)

基準(安 全一一)(音 楽)

基準(音 楽)

偽声(楽 器)
季節の音楽

規則(音 楽団体の一一)

規則(音 楽)

貴族に関わる音楽の歴史 と紹介
‡、ター

‡、チ協奏 曲

rp-gts者

北み勃の舞曲形式

ポタリスト

‡タ[トネ

記譜法 、略譜法 、符号(音 楽)

基本原理(音 楽)

基本原理(セ リー作法)

気鳴楽器

虐待児に関わ る音楽の歴史と紹介

‡ヤヒ"ネット・オルカ、)
‡㌔肋プ形式

袖

求愛および婚約の音楽

休止(音 楽の要素)

宮廷の音楽

教育課程(音 楽)

教育課程(高 等教育の一一)(音 楽)

教育課程(成 人教育の一一)(音 楽)

教育課程(中 等教育の一一)(音 楽)

教育課程(通 信教育の一一)(音 楽)

教育課程(放 送教育の一一)(音 楽)

760.601

教育 、研究 、演奏および関連事項(音 楽)

教育実習(音 楽)

教育方式(特 殊な一一)(音 楽)

教会音楽

教会の礼拝(声 楽形式)

教会暦(音 楽)

狂詩曲形i式

協奏交響曲形式

協奏曲

協奏曲形式

兄弟姉妹 に関わ る音楽の歴史と紹介

共鳴の技術(音 楽)

共鳴の技術(楽 器)

協和音

曲副解説
‡リ1(声楽形式)
‡"り方旋法

‡リスト教宗教音楽

‡リスト教宗教音楽(個 々の教派の一一)

'T64
.189

764.18993

760.681

760.7

764.1894

760.8655

762.3
'164

.192

76②.8622
'T68

.723

760.289
'Tea

.218

763.99

?6L524

- .609

769.1

766.8621

767.87
'164

.2T87t86

767.8'IVtg2

764.1887

767.87092

767.82

7田.M8

761.1

761331

768

760.86945

766.55

764.1884

762.28

761.586

761.236

761.536

760.71

768.711

76②.715

769.712

760.7154

760.7153

761."1

‡リスト教宗教音楽(礼 拝のための声楽形式)

ロスト教の客教派の礼拝(声 楽形式)

‡恢ト教の年目行事の音楽

‡リスト教の礼拝(声 楽形式)

切 り込みつきフレト

記録(音 楽のコレ㌔ ンと展示のための)

琴

』)ア`

金管 、弦楽 、鍵盤楽器の刀呪σW

金管 、弦楽 、打 、鍵盤楽器のヵり)ア'
金管 、弦楽 、打楽器 の巧め ア`

金管 、弦楽 、t子 、鍵盤楽器の丁枕>7'S

金管 、弦楽 、■子 、打 、鍵盤楽器の別)プ`

金管 、弦楽 、■ 子楽器 、打楽器

金管 、i弦楽、電子楽器のDTワ"S

金管 、打 、鍵盤楽器のヵ り)ア'

金管 、電子 、鍵盤楽器の励 ブ`

768.7

760.7

760.77

761.71

762.32

761.72

7s4.18945

764.1845

764.23

764.186

769.摂 ～5

761,48

764.1932

761.238

760.15

762.3232
'r61

.264

761.71

- .718

762.32

762.322

761.72

762.32

768.35

768.753

767.75

765.9

765.25

765.35

765.55

765.2995

?田.295
'T66

.595

765.465

765.37

765.2997

一153一



AU回C760Uer.2

金管 、電子 、打 、鍵盤楽器の乃〃ンブ島

金管 、■子楽器 、打楽器

金管と弦楽のアソカア`

金管と鍵盤楽器の方)リンブ'
金管と打楽器のア耽 ブ'

金管と電子楽器の乃りンデ`

金管秦器

金管楽器(1種 類の楽器ゲFプ の室内Tvサンブの

金管楽器(2以 上の楽器グレプか らなる

室内酬 ンプの

金管楽器(室 内乃リンブの

金管楽器(独 奏曲)

金管楽器(バ ンドおよびオーケストラ)

765.29T

Tes.597
'T65

.45

765.2「

765.研

765.4研

768.9

765.9

765.2-.5

765

768.9

764

金 管楽 器のみ の鋤 ワ、s(1翻 の 一一)765.9?一.99

近代の音楽

近世の音楽
クイカ

ゲイ0

クントラ【?1

空気銃

偶然性による作曲

偶然性の音楽

偶然性の音楽

九時課(声 楽形式)

具体音楽

ロオルガン

喧

口笛(単 声の一一)(声 楽)

唇使用法(楽 器)

国の団体(音 楽)

組曲形式

組曲および殿8形 式

組み立て(楽 器)

励 、イ}十^

ゲヲ沈ボ ・バズ形式

ゲ分 ボ ・バス形式(器 楽)

励 め音楽
ク《ラス・∩一モニカ

クラベス

励 禄

効 淋 協奏曲

励 淋 奏者

ク恢ηの音楽

ク`ロτζ'レズンの音楽

列ス取‡価
クール・シ",ス、

クルース

ゲルミ⇔】

クルム勅ン

ゲレゴリオ聖歌

クレド(声 楽形式)

ク"0・vケンツユヒ・一・ル

グoリア(声楽形式)

職

軍楽隊 と1以 上の独奏楽器

軍楽隊 と2以 上の独奏楽器

軍蜘隊と声楽オヰ

軍楽隊と特定の1つ の独奏楽器

軍楽隊と不特定の1つ の独奏楽器
軍事的音楽

訂1練指導者(音 楽)

愈 匁 トラ

軽t-nsラ と1以 上の独奏楽器

19E]tonトラと2以 上の独奏楽器

軽言換 トラと声楽寸寸

竈取口恢トラと特定 の1つ の独奏楽器

760、903

760.903

766.98

766.886

767.85

766.99

761ほ2

761.32

761.32

762.324

766.75

768.82

7&e.98

763.98

764.1934

76日.603-.609

764.1858

764.185

764.1923

766.3

T61.827

764.1827

761.68

766.866

766.872

768.62

軽完投 トラと不特定の1つ の独奏楽器 を

経営管理(音 楽関係の上級 一一)(音 楽)

経営管理(音 楽)
経営上の会誌 ・報告書(音 楽団体の

一一)

形式(音 楽)

形式(楽 器と楽器群およびその音楽)

形式(声 楽)

形式分析(音 楽)

芸術歌曲の関係者

764.2862186
'168

.62eg2

76乱723

761.723

762.281723

761.655

7合7.78

767.82

768.5

762.3222

762.3232

766.843

762.323

764.84

764.8423

?64.8424

764.8422

764.8426-.8428

764.8425

761.599

760.7

764.4

764.423

764.424

764.422

?64.426-.428

764.425

760.684

7田.68

760.601-.699

761.8

764.18

762

761.8

762.42168綬

一154一

芸術音楽(西 洋一一)

芸術音楽(非 西洋 一一)

芸律淀 、■人のマザ(音 楽)

芸術的原理(音 楽)
芸楠的原理(同 一作法)

芸⌒ 曲形式

計量(音 楽)

劇(音 楽一一)

劇(音 楽)

職
劇付随音楽

隙溝フ」日・、縦吹きフ++、 切 り込みつ き功←ト

761.68

761.69

7田.2苗

761.17

761.3317

764.18949

760.2留

762.14

762.14

761.562

761.552

768.35

陵 溝 一一、縦 吹 き一 、切 り込 みつ きフA(日 本)769.8331

劇 場 の音 楽7Bl・538

劇 的 声楽 形式762.1

劇 的声 楽 形式 の関係 者762.1eg2

ヶーク)x"形 式764.1887

ケーnPi"イ(音 楽史 研究)76il.722

ヶテ†町4=。t?】767.85

結婚 の音 楽761.587

結 婚 式お よ0結 婚 の 音楽761.597

ケーナ768.35

ケラール[?】767.78

ケ"リン[?]768.52

tltF・s)一ープ7〔 汀.95

ゲ ルOの 宗 教音 楽761.73

ゲSDの 宗 教 の礼 拝(声 楽形 式)762.33

M]一ヌ〔?】7〔 汀.82

弦 楽 、打 、鍵盤楽 器 の7坑 プ`π る.38

弦楽 、電 子 、鍵 盤 楽器 の別 ンブ 島T65.2998

弦楽 、電 子 、打 、鍵 盤楽 器のDor27'Sm5.29B

弦楽 、電 子楽器 、打 楽器765.598

弦楽 ア")アs?65.7

弦楽 オ一脈 トラ764.7

弦 楽t-)7Fラ と1以 上 の独 奏楽 器N.723

弦 楽オーnトラと2以 上 の独 奏楽 器764.724

弦 楽オーケストラと声楽ir－ ト764.'TZI

弦 楽キ 恢 トラと特定 の1つ の独奏 楽 器7M.726-.'T28

弦 楽オ→ストラと不特 定 の1つ の独 奏楽 器764.'T25

弦 楽 と鍵盤 楽器 の励 ブ 島765.28

弦 楽 と打楽 器 のアプのプ 鳥765.58

弦楽 と電 子楽器 の 肋 ブ 島765.468

弦 楽器m

弦楽器(1種 類 の楽器 ゲFア の室 内丁2Vンブ の765.7

弦楽器(2以 上 の楽器 ゲ ループ か らな る

室 内アンリンフ∨ル)765.2-.5

弦楽器(室 内TAtン7"S)765

弦楽器(独 奏 曲)767

弦楽器(バ ンド およ びエ ケストラ)764

弦楽 器 のみ のアンリンブ島(1種 類 の 一 一)'IS5.72-.79

研究(音 楽)76e.72

研究 に おけ る計量(音 楽)760.2留

研究 に おけ るテ㌧ タ・プロtス(音 楽)760.285

顕現(音 楽)761.724

検査 、測 定 、確 認(楽 器)764.1erl

原作 の声 、楽 器 、楽 器 群 によ る区分

761.382一(編曲)

現■教育と住み込み(音 楽)

減衰(音 楽の要素)

鍵盤管 楽器

鍵盤 、機械、■子 、打楽器バ)ド

鍵盤 、機械、■子 、打楽器バ=ボ と1以 上の

独奏楽器

.388

T60.7155

761.235

766.5
'T64

.6

764.623

鍵 盤 、機 械 、■ 子 、打 楽 器バ ニボ と2以 上 の

独 奏楽 器an.G24

鍵盤 、機 械 、電子 、打 楽 器バX、 声 楽オ ヰ764.622

鍵盤 、機 械 、電子 、打 楽 器バ 〕ボ と特定 の1っ の

独 奏楽 器764.626-.628

鍵盤 、機 械 、■子 、打棄 器バ ニボ と不特 定 の1つ の

独奏楽器

鍵盤 と打楽器の刀動ア`

鍵盤1、"ント"

酋

鍵盤楽器(1種 類の楽器グレプの

室内力りンフ㌦)

鍵盤楽器(2以 上の楽器ゲレプか らなる

764.625

765.39

764.6

766.2-.5

765.62-.65



室内別)プ の

鍵盤楽器(室 内ア〉サンブの

鍵盤楽器(独 奏曲)

鍵盤楽器(バ ンドおよびオーケストラ)

鍵盤楽器(不 特定の 一一)

鍵盤楽器を含 まず 、打楽器を含む刀ヴ)ア`

鍵盤楽器を含 まな いT">7's

鍵盤楽器を含むア)り)ア島

鍵盤楽器夕方)ア`

鍵盤楽器 、機械楽器 、電子楽 器 、打楽器

鍵盤楽器 、電子楽器 、打楽器冗θ)プ島

鍵盤体鳴楽器

纏縫
弦噸8踪i器

弦鳴楽器

原理(‡リ頑 陵宗教音楽の一般 一一)

原理(単 声のための音楽)

願 、形式 、T),"刀ls、声 、楽器(音 楽)

行為に伴う音楽

公開講座(音 楽)

公共娯楽に伴 う音楽

交響曲形式

ロ琴

公現祭の音楽

広告(音 楽)

公式(音 楽)

工場管i理(音 楽)

公職にあるものの名簿(音 楽)

行進曲形式

高声(単 声の一一)(声 楽)

後奏曲形式

交通事故で損傷を受 けた人に関わる

音楽の歴史と紹介

高等教育の学校 、教育課程(音 楽)

高年に関わ る音楽の歴史と紹介

購買マニ∂ル(商業関係の 一一)(音 楽)

購買案内 、消費者レず→(音 楽)

公務員試験(音 楽)

声

声の楽器的使用(単 声の 一一)(声 楽)

声(他 の種類の一一)

呼吸および共鳴(音 楽)

呼吸および共鳴(楽 器)

呼吸技術(音 楽)

国内的に優勢でないゲループの人に関わ る

音楽の歴史と紹介

極貧者に関わ る音楽の歴史と紹介

国民楽派(音 楽)

国民に関係す る音楽(特 定の一一)

国民の民俗音楽(個 々の一一)

語源学(音 楽)

個々の演奏技術

個 々の屋内

午後の音楽

個々の楽器および その音楽

個々の声(単 声)

個々の宗教的声楽形式

孤児に関わる音楽の歴史 と紹介
ゴジ〃音楽

個人の扱い(音 楽)

五線譜記譜法

古代(音 楽)

761.7161一

765.2

765

766

764

766

765.5

765.4

765.2

765.62・ 一.田

福

765.6
'lss

.83

766.59

766

766.2-.4

767

.71騰

763.91-.宙

761-768

?61.研

760.715

761.55

764.184

766.897

76L724

760.294

760.212

760.682

760'25

764.18留

763.3

764.1893

766.gr3

7田.711

766.846

760.2留

76S.296

760.76

㈹

763.99

762.9
'T61

.48

764.1932

761.48

761.621

古代およびデ仮)の諸宗教の礼拝(声 楽形式)

古代およびゲ序マ)の諸宗教の宗教音楽

古代ビリシァの宗教音楽

古代‡"リロの宗教の礼拝(声 楽形式)

古{鴬、リ弥旋法

古代ぽマの宗教音楽
古代[トマの宗教の礼拝(声 楽形式)

小太鼓

国家による扱い(音 楽)

固定楽想

古典組 曲の舞曲

古典派(音 楽)

'r61
.44-

76L535-.539

761.523

766-?68

763.3-.9

762.23-.29

760.86945

760.922

760.9

760.148

760.901

762.33

76L73

760.8693

760.86942

760.9034

760.89
- .629

76E}.le

.48

言葉 ・他の音声(歌 唱 ・音楽と吟唱す る一一)

761.73

762.33

761.264

761.73

762.33

766.94

760.93-.99

761.248

764.1883

r6e.9033
'T6el.268

子 供に 関わ る音楽 の歴史 と紹介

方

娯 楽(演 奏)

]培 形 式

万+前 奏 曲

}ラ ング レ

ゴール・アンク"レ

]ルナムーザ

コルヌミューズ

ーtSF(Corrd)

ユル才vト(cornett)

-M奏 者

コレり酒ン(音 楽 関係の 特定 の 一一)

]レ励 ン(音 楽)

W勉 ン・展示 の計画 ・準 値(音 楽)

コレ男」用価 格動 向(音 楽 の博 物 館)

AU門C760ver.2

ゴ〉グ

⊃{,-S・、音i縣 、音楽 賞 、財政 援 助

⊃コ防 づス(音 楽)

コンサーティーナ

コンリート

=[ンサート・1)tイター

蛸+・ 口 の音楽

諺

⊃ チエル肪 形式

コ斑 ティーノ形 式

]ントラバ ス

コントラ1、、ヌーン

コントラ朴

コントラルト(児 童)

コだ ユザ(臓 器)

⊃ ヒ。ユづ音 楽

コだ ユー9・りmm面(作 曲)

壬 ヒ●ユー・P・シ三ユレージョン(音 楽)

osエPtこ よ る作 曲

=L土rユータ・モデ リ)ゲと1・J3;■t,-Ftaン

⊃ヒ。ユ一夕利 用(音 楽)

婚約 の音 楽

鰭的 中の 人に 関わ る音楽 の 歴史 と紹 介

婚礼音 楽

財産家 に 関わ る音楽 の歴 史 と紹介

財政 援助(音 楽)

財政 の管 理(音 楽)

サイト"・ト"ラム

リイトリーディ)ゲおよび工炉リーデ ィ)ゲ

罪人 に 関わ る音楽の 歴史 と紹介

句イレン

サウスウェスト・ジ"ヤス"

さお(楽 器)

さお(擦 奏体 鳴楽器)

さお(相[互 打 奏体鳴 楽器)

さお(打 奏 体鳴楽器)

さお(単 式 擦奏 体鳴 楽 器)

さお(単 式 打奏体鳴 楽 器)

さお(単 式 摘奏 体鳴楽 器)

さお(摘 奏体 鳴 楽器)

さお(複 式 擦奏 体鳴 楽 器)

さお(複 式 打奏 伽 晩楽 器)

さお(複 式 摘奏 体鳴楽 器)

作 業(個 々の 一 一)(楽 器)

索 引(音 楽)
リクソ万)

り励 ン奏者

リクソしン

雑 資料(音 楽 分野の商 業 関係 の 一 一)

作 曲

3

8

只
∨

8

Q
∨
5

回
9
【一

-

R
V
6

6

1

7

7

7

1

・

脳

鴨 灘
蕪

　轟

轟

㎜

コ607

介銅

盤

講

羅

=
⌒叢

叢

羅

鵯
……

㎝

作 曲(不 確定性および偶然性による一一)

作 曲家

擦弦楽器

擦弦楽器刀リンブル

雑項目(音 楽)

擦奏弓鱗 …器(そ の他の一一)

擦奏太鼓

擦奏体鳴楽器(単 式)

擦奏体鳴楽器(複 式)

7Bl.32

760.92

767

765.7

760.2

7研.6

766.98

766.888

766.86

一155一
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サート、・ストリーム・シ"やス^

り一ビ ス・マづ(音 楽)

リフリッジ

リへo

り一ランギ

サsタレ〃o}杉式

リローズ 【?】

サロン・オーケストラ

サカエン(三 弦)

撤

賛歌(声 楽形 式)

サ"ト恢(声 楽 形式)

サンザ

三時 課(声 楽形 式)

産褥 の音 楽

サンティル

ラント"へ◆-jlO-・フV`t}7ク

サンバ 形式

三位 一体 主 日の音 楽

詩に 閲す る著 述(音 楽)

時課(宗 教)

761.657

769.275

762.292

766.85

7合『.6

764.1882

767.6

764.4

767.85

762.27

762.324

762.3232

766.85

762.324

761.582

767.74

766.863

764.1888

761⑳7294/761.729

76e.268

762.324

視覚障害者に関わる音楽の歴史と紹介

視覚的技術(音 楽)

シカコ"・フ"レーり9Y'ウン(シ^tス")

詩か ら派生 した世俗声楽形式

時間(音 楽の要素)

時間の見積(商 業関係の一一)

磁気テープ

ジ‡^ジ‡"

指揮者用スフ

搬

資材管理(音 楽)

資材 の見積(商 業 関係の 一一)

死者埋葬の音楽

思春期の音楽

四旬節の音楽

漸 、辞典 、ユ7コ」め ス(音楽)
ジストラム

私生子に関わる音楽の歴史と紹介

子孫に関わ る音秦の歴史と紹介

時代区分(民 俗音楽)

下書 き図(音 楽)
シタール

ジターン

視聴覚的取扱い(音 楽)
三げリアーノ形式

失業者に関わ る音楽の歴史と紹介

実験 、計量(音 楽)

実験 ・研究(音 楽)

実験室のマコ ル(音楽)

実験室用マニロル(音楽)

実験的研究(音 楽)

室内t-nト ラと1以 上の独奏楽器

室内1一匁トラと2以 上の独奏楽器

室内牛刀トラと声楽が一ト

室内t-77Fラと特定の1つ の独奏楽器

室内1-nト ラと不特定の1つ の独奏楽器

76e.871

761.423

761.653
'?M

.43

761.22

(音 楽)76(].299

766.75

767.92

760.264

?61.6
'Tea

.697

(音 楽)769.299

761.588

T61.583

761.725

769.3

766.885

760.86945

760.854

76r.62eegel-.62fmu5

766.221

767.82

7研.85

760.208

764.1883

760.8694

769.20r

?60.72

7田.72

760.287

760.724

764.323

764.324

764.322

764.326-322B

室内楽

辞典(音 楽)

賠

時謡(宗 教)

児童に関わ る音楽の歴史 と紹介

自動ヒ。アノ

児童用歌劇
労リオ(声楽)

死に伴 う音楽

自筆スコア

支部設立許可(音 楽団体の一一)

訥
シミュレーション(音楽)

地面ツィ各

764.325

765

760.3

762.7

762.324

766.834/760.83

766.66

762.1

762.02269

761.588

760.262

760.601-.609

762.294
760.11

767.73

社会経済的に優勢でないゲ仁アの人に関わ る

音楽の歴史と紹介

社会的・経】商的諸階層に関わる音楽の
歴史と紹介

社会的・経済的に特色を持つ人目に関わる

769.8693

76臼.862

一156一

音 楽 の歴史 と紹介

社会 的 に不利な 立場 の人 に 関わ る音 楽 の

歴 史 と紹介

弱 視者 に 関わ る音 楽 の歴 史 と紹 介

尺八
汁]ンヌ形式

汀 コンヌ形 式(器 楽)

ヲ、争ズ

デ 争オ(初 期 のあ るいは1914年 以 前 の 一 一)

ヲ㌔ ズ(・ 芳sイヲゴ`づ 、 ズ あ るい は

1915-1934年 の 一一)

ゾ 争ズ(日 本の 一 一)

ヅ 申ズ(Aイ ア,JvI・.・別`あ るい はtgrs5--1969年

およ び それ 以後 の 一一)

ツ㌔ズ 音楽 家

シ∨ヤズ㍉ミュージ"シヤ)

三味線

シヤ)》ワ

主 の祈 り(典 礼音 楽形式)

768.86

?N.8694

7621.留1

769.8331

761.8暫

764.18オ

761.65

r61.652

761.653

761.6395

76L6臼

?61.65四2

761.65092

769.783

762.43

762.295

自由気4楽 器768.29/768.2

州 の団体(音 楽)760.603-・609

終課(声 楽形 式)762.324

収穫 の音 楽761.5246

什器(音 楽)76e.28

宗教音 楽?61.7

宗教 音楽(歌 曲)762.25

宗教 音楽(声 楽形 式)762.22

宗教 音楽(そ の他 の宗教 の 一 一)761.74-.?9

宗教 音楽 か ら派生 した器 楽形 式764.18992

宗教 歌 曲mo.25

宗 教声 楽 曲(小 規模 な 一 一)762.25

宗 教的 グ レプ によ る人に 関わ る音楽 の

歴史 と紹介76e.88

宗 教的 原 理(音 楽)耐.12

宗 教的 原 理(VJ－ 作 法)761.3312

宗 教的 声 楽形式762.22

宗 教的 に 優勢 でな い グループ の 人 に関 わ る

音楽 の 歴史 と紹 介76e.8693

終 止形'r61.254

就 任 の音 楽761.57

修 理(音 楽)769.288

儒 教 の音 楽761.79512

手 稿譜760.262

シ"ユース"',、一プ766.887

主 題(音 楽の要 素)'161.248

主 題 と変 奏形式761.825

主 題 と変奏 形式(器 楽)764,1825

主 題 目録(音 楽)76e.216

出 産の 音 楽761.582

受 難曲(イn・ ‡リストの 一一)762.23

受 難節 の音 楽761.7255
?nア レ丈ゲ ザ〉ゲ762 .留

ヲユアレ丈ゲ ヅ)ゲ(単 声 の 一 一)(声 楽)旭.留

趣 味(音 楽)768.23

趣 味(音 楽美 学)761.17

趣味(tリ ーf乍ラ去)761.3317

しゅ ろの主E1の 音 楽761.726

紹 介(音 楽)76e.9

障害 者 、病 人 、天 賦 の才の あ る人 に関 わ る

音楽の歴史と紹介

昇暗唱(声 楽形式)
上級経営管理(音 楽)

商業関係の雑資料(音 楽)

商業用脚 グとず在外り(音楽)

昇天節の音楽

消費者 レポート(音楽)

商標 、り一ピコ・マーク(音楽)

商品 ・り一ビスのリスト(音楽分野の販売 ・リース・
無料配布用の一一)

上瀧 鰻に関わる音楽の歴史と紹介

序曲形式

職業

職業学校(音 楽)

■離 、趣味としての主題(音 楽)

■業的 ・宗教的グトアによる人に関わ る

音楽の歴史と紹介

760.留

762.3235

7田.684

760.29

7田.294

761.728

760.296

7田.M5

760.29

766.8621

764.18926

760.23

760.712

769.23

'T60.88



職人のマーク(音楽)

職場での現場教育(音 楽)

書誌(音 楽の録音資料の一一)

書誌および目録(音 楽書 、論文等の 一一)

書誌および目録(楽 譜の一一)

庭子、捨子 、虐待見 、孤児に関わる

音楽の歴史と紹介

書誌、目録 、i索引(音 楽)

叙情的・描写的形式

初心者(音 楽)

女声

女声、児童 、男声(単 声の一一)(声 楽)

女性に関わ る青柴の歴史と紹介

序奏形式
狛一ム

所有者マザ(音 楽)

笙[カ ン]

資料(音 楽)

資料源(教 授 ・学習の一一)(音 楽)'利
用者ザピコ(音 楽の博擁)

…刀ヤ【?】

新音楽

新古典派(音 楽)

シ、)グ'ヲ止・一高

シングルリート㌔バッグ1、'イプ

ツ)ゲルリード楽器

神現祭の音楽

審査(青 菜)

人事管理(音 楽)

人種の民俗音楽(個 々の一一)

760.278

760.7155

760.166

760.162

768.164

76L621

人 種 、民族 、国民 に関 係す る音 楽(特 定の 一一)'Ten.89

人 種 、民族 、国民 の民 俗音楽

(個 々の 一一)761.621-.629

人 種的 ・民 族的 ・国内的 ・社 会 経済的 ・宗 義的 に優勢 で

な いPts－ア の人 に関 わ る音 楽 の歴 史 と紹 介76e.86se

親 戚 に関わ る音楽 の歴 史 と紹 介

ジ)tり1サ㌧

振 奏太 鼓

身体障 害者 に 関わ る音楽 の歴 史 と紹 介

シンn＼ル

シ〔ンフォ二一・オーケヌトラ

シン万ユ ッ研 多式

シンフォ二才ン

心 理学的 原 理(音 楽)

心 理学 的 原理(セ リイ乍法)

図(下 書 きの 一一)(音 楽)

スィ)ゲ(音 楽)

図 解(音 楽)

2‡ッフル

スクール・オーケズトラ

スケ呼(音 楽)

ズケ・ガ帳

刀 ア(演 奏 用 一 一)

ス]ア(指 揮者 用 一 一)

スコア(ヒ・アノ・ウ∨オ一方ルー一)

又コア(フル一一)

ズコア(ホ・ケ・ット一 一)

刀 ア(ミニヲユア一 一)

スコアと」、◎一卜譜 の書 誌

スコアとf>。・・ト譜 の書 誌 およ び 目録

スコアと∩。一ト譜 の 目録

スコアに関 す る著 述(音 楽)

スコアリーチ"インク"

スーサ^フォーン

筋 書 、]E59(声 楽)

筋 書 に関す る著述(音 楽)

筋 書 、要約(音 楽)

ズ ズ 〔?]

スチール・ト、ラム

石 刷〃また はさ お(単 式 打奏 体鳴 楽 器)

捨 子 に関わ る音楽 の歴 史 と紹 介

ズ才ア・ト"ラム

図版(音 楽)

図版 、模型 、ミコ立(音 秦)

スヒゆ争ット

図表 化 した 資 料(音 楽)

760.S694t5

760.16

764.1896

760.73

7S2.6

763.6-.8

766.82

764.1892

768.52

760.2η

768.82

760.28

760.7

768.755

768.38

760.9032

760.鎌 〕4

762.13

768.49

768.6

761.724

7田.「 日9

760.683

- .629

灘

胞Ω講

韓

糠

㎜㎜灘

難

簾

麟
繋
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スヒ◆リチュアル

スヒ。リチュアル(シュアレジピケ∨り^ンク")
n●-5お よび余暇の音楽

住み込み(音 楽教育)
スリング
スルナーイ

聖金曜日の音楽

聖木曜Elの 音楽

聖歌

躁

声楽形式

声楽の演奏手段

声楽家
声楽曲か ら派生した形式

製作(楽 器)

声質の種類

政治的音楽

翌週目の音楽

聖書

聖書(合 唱及び湿声合唱)

聖書(単 声のための音楽)

聖書以外のテ報ト(典礼音楽形式)

聖書のテ‡寿(典 礼音楽形式)

斉唱

青少年に関わ る音楽の歴史と紹介

成人教育の学校 、教育課程(音 楽)

成人教室(音 楽)

成人の名時期に関わ る音楽の歴史と紹介

成人式(宗 教儀式)の 音楽

精神障害者 、精神病者に関わる音楽の

歴史 と紹介

聖体拝領唱(声 楽形式)

762.25

762.97

761.594

760.7155

768,35

768.52

761.726

761.726

?62.292

醍

?62.1-.4

7腿.5-.9

762.9992

764.1899

764.1砲

762.6-.9

761.599

761.'T26

762.295

762.5295

763.09295

762.296

79～.295

762.5

766.835

769.715

760.715

760.84
'T61

.583

769.974

762、3235

成長に障害のある人に関わ る音楽 の歴史と紹介tT6e.or5

性的傾向によ る人に関わ る音楽の歴史と紹介

性的傾向のない人に関わ る音楽 の歴史 と紹介

生徒 、学習者 、徒弟、初心者(音 楽)

成年の音楽

成年期の音楽

青年に関わる音楽の歴史 と紹介

整備 、修理(音 楽)

製品管理(音 楽)

声部数による区分(単 声の組合わせ)

聖務日課(声 楽形式)

西洋芸術音楽

西洋の民俗音楽の旋法

西洋ずピュ〉音楽

西洋ホ●ピュ〉音楽(日 本の一一)

聖鋤降臨祭および三位一体主日の音楽

聖劉降臨日

聖璽降臨察の音楽

世俗h;・SL-9

世俗形式(声 楽形式)

設計(楽 器)

設備(音 楽)

刊一作法

セル1、。ン(楽器)

札ナヰ"形式

⌒

端

前古典派(音 楽)

戦争犠牲者に関わ る音楽の歴史 と紹介

前奏曲形式

洗足木曜 日の音楽

洗濯板

旋法

旋法(そ の他の一一)

難

旋律楽器(不 特定一一)

洗礼の音楽
洗礼命名式の音楽

槽(楽 器)

槽(擦 奏体鳴楽器)

槽(相 互打奏体噌礫 器)

槽(打 奏体鳴楽器)

槽(単 式擦奏体鳴楽器)

槽(単 式打奏体鳴楽器)

㎜㎜灘

羅

㎜驚

㎜盤

灘

羅

灘

一㎜
一157一
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槽(複 式擦婆体鳴楽器)

槽(複 式打春休砲 楽器)

一

相互打奏体鳴楽器

葬式

槽状ッィ歩

装聾者

曾祖父母以上に関わる音楽の歴史と紹介

総譜(練 習用一一)
ソ万・ミ■一ゲヲリ

続唱(声 楽形式)
'Mlit(楽器)

即興演奏
即頃 曲形式

即興的 ・技巧的 音楽形式

室内か匁トラ
男9形式

労タ・[じド形式

労タ・Φ ド形式(器 楽)

ソ輝‡形式

その他の音楽伝統

その他の金管楽器

その他の宗教の礼拝(声 楽形式)

その他の主題を反映する音楽
ソフト・Dvク

祖父母に関わる音楽の歴史と紹介
ソフ●ラこ一ノ・リコトゲ ー

ソアラノ

ソアラノ(児童)

リプラノ・リ男フォ)

ソフ◎ラノ・リコ一夕"

ソーもタリー

対主題(音 楽の要素)

対位法

対位法形式

対位法に関する全般的著作(和 声 と一一)

退役軍人に関わ る音楽の歴史と紹介

大規模声楽形式

体系(音 楽)

描
太鼓および打棄器効果用の装置

太鼓奏者(音 楽室)

待降節の音楽

代講(典 礼)

台本に関す る著述(音 楽)

体鳴楽器(振 動する発音物質)

大要(音 楽)

ダィレ外リ(個人 と団体の一一)(音 楽)

ダイレ外リ(商業用一一)(音 楽)

高い文化程度の人に関わる音楽の歴史と紹介
打楽器
打楽器(1種 類の楽器ゲループの室内丁)・tt)ブの

打楽器(2以 上の楽器グループからな る

室内アンサ)フ∨ル)

打楽器(室 内アンリンプの

打楽器(独 奏曲)

打楽器(バ ンドおよびオーケハラ)

打楽器別)プ'

打楽器効果用の装置

打楽器ハ")ド

打楽器バ)ドと1以 上の独奏楽器
打楽器バ)ドと2以 上の独奏楽器

打楽器バ)ド と声秦オ+

ダカヰ'形式

ダかピ形式(器 楽)

打奏弦鳴楽器

打覆太鼓

打奏体鳴 楽器(単 式)

打奏体鳴楽器(複 式)

打奏平板ッィ5」
9ガの技術(楽 器)

縦吹 きフレト

讐

㎜欝
鱒

噸

㎜議
…儲

鷲

羅

璽

曙
一難

竃
㎜罐

宿

題

7

耐

765.2-.5

765

766.8

764

7e5.68/765.6

766.99レ/766.9

764.68

?64.6823
'T64

.6824

764.6822

打楽器 バ)ド と特 定の1つ の独 奏楽 器764.6826-.嚇

打楽 器n')ド と不特 定 の1つ の独 奏 楽器?64.6825

761・8225/761.822

764.1822

7研.7
'rss

.92

766.884

766.84

767.74

764.19368

768.35

他の音楽伝統か らの様式上の彦響(民 俗音楽)761.62e6

他の原理および音楽形蚕781.2-.8

一158一

タブ ラ

タブ ラチュア

ゲ ア`・バス∂

■プーsベー1

タ、フ"ルリート、・h"`・sク^h.イフ●

ずア島1Hド楽器

ダルヲマー

9ンギング(楽 器)

めゴ形 式

単式体 鳴 楽器

誕生 およ び幼年 期 の音楽

ゲ ンス・オーケストラ

■ン又・t－ケストラと1以 上 の独 奏楽 器

ダ)ス・か 只 トラと2以 上 の独 奏楽 器

ゲ'm・t-trZFうと声 楽n●ヰ

766.93

76Z.148

768.59

767.5

768.49

768.5

7研.74

76q.1934

764.18885

766.88

T61.582

?64.48

764.4823

764.4824

764.4822

ゲ双 ・t－ケZトラと特定 の1つ の独 奏楽 器'i64.4826-.482B

ダ 刀 ・牛 刀 トラと不 特定 の1つ の独奏 楽 器

タ,ンス・」、th)卜"

男声

単声

単声(他 の種類の一一)(声 楽)

単声電子楽器

単声■鳴楽器

男性に関わる音楽の歴史と紹介

単声の組合わ せ

単声のための音楽

団体(音 楽)

団体(国 、州 、地方の一一)

団体(国 際一一)(音 楽)

団体と経営(音 楽)

団体と財政の管理(音 楽)

タンバリン

タンプーラ

タ)ブリン

チ坦

地域による扱 い(音 楽)

(音秦)

地域 、場所一般による扱い(音 楽)
fエ1双ト

チェレスタ

ヲ]【口

…
テェン」、、、口

地球外の世界による扱い(音 楽)

逐次刊行物(音 楽)

地 図及び関連形態 、配置図(音 楽)

父親に関わる音楽の歴史と紹介

地方による扱い(音 楽)

地方の団体(音 楽)
チ申イム

中声(単 声の一一)(声 楽)

中世音楽

中世教会旋法

764.4825

764.48

762.8

763.2-.9/ノ763.2

でS3.9

766.73

766.73

768.81

763.1

旭

760.6Sl-.6E9

766.田3-.609

中程度の文化の人に関わる音楽の歴史と紹介
中等教育の学校、教育課程(音 楽)
中年に関わる音楽の歴史と紹介
中浦階級に関わる音楽の歴史と紹介
チェーバ

調の関係
聴音および聴覚訓鎮
朝課(英 国国教会の礼拝のた めの声楽形式)

朝課(声 楽形式)
聴覚技術(音 楽)
聴覚訓練
聴覚訓練法
難
謝
調律(楽 器)
長老派教会の音楽
長老派教会の音楽(礼 拝のための声楽形式)
ち らし(音 楽)

地理的扱い(音 楽の教育、研究 、演奏

地理的扱い(音 楽)

地理的扱い(楽 器)

地i理的扱い(学 校 、教育課程の一一)

(音楽)7s8.71M-.71eg

地理的扱い(実 験研究の一一)

'T61ZI
.601

760.6

7田.681

766.95

767.82

766.95

767.4

760.91

7蘭.91

767.4eg2

766.83

767.4

7研.4鯉

766.4

760.93-.99

76Sl}.5

?60.223

760.851

760.93-.99

760.603-.609

766.848

763.4

76Z.903

761.263

768.8632

7EM.712

768.844

760.8622

768.98

761.258

761.424

762.325

762.324

761.424

761.424

761.424

?61.258

761.26

764.1928

761,7151

762.32251

761].294

766.7㊤1-.'Teg

760.9
'T64

.194～.199



(音 楽)

地 理的 扱 い(博 物館 、コ伽)、

展 示 の 一一)(音 楽)

地 理 的 および 人 目 の扱 い

(民 俗 音楽)

チロリアン・ツィター

琴[ヲ ン]

㍗ 与

ツィンク
1ツイン1、"ロム

通過儀 礼 の 音楽

通 信教 育(放 送教 育 の 一一)

7田.7291-.72晒9

766.741-.749

761.62㎜ 一.62911199

767.75

7〔汀.75

767.72-.rn5/767.7

768.99

767.74

761.583

(音 楽)76e.7153

通信 教育 の学 校 、教育 課程(音 楽)760.7154

通奏 低音 付 き761.訂

筒(楽 器)766.ee

筒(擦 奏 体鳴 楽 器)766.865

筒(相 互 打 奏体鳴 楽 器)766.or5

筒(打 奏 体 鳴楽 器)766.845

筒(単 式 擦 奏体 鳴 楽 器)766.888

箇(単 式 打 奏 体鳴 楽器)766.8845

筒(複 式擦湊 体 鳴 楽 器)766.865

筒(複 式 打 奏佃 島楽 器)766.845

筒形 太鼓 福.誕

筒 形ツィター767.72

通夜(音 楽)761.588

調 査(商 業 関係 の 量 に関 す る 一ーー一)(音 楽)760.299

手 の技 術(楽 器)764.19365

デ ィゲエSfイメ)ト形 式764.1852

ティ1ントチ}多式764.1876

テ"イ‡シーラント"・シ"tス"761.653

抵 抗の 音楽761.5e2

テ、イーシ"エリト"ウー763.99

デ ィ刀 ゲ77イー(音 楽)7ee.166

低 声(里 声 の 一一)(声 楽)763.5

ティ:lj、〇二766.93

手 書 き楽譜766.262

手 書 き楽譜 の 書誌 および 目録761b.164

茸 スト(個 々の 一一)762.294-.298

摘 奏弦 楽 器'16'r.7

椿 奏太 鼓766.97

嫡 妻体 鳴楽 器(単 式)766.887

摘湊 体鳴 楽 器(複 式)766.85

嫡 妻平 板担s-7En.75

椿 奏tJユート属7B'r.8

テ夘ZJO-761.28

手 首の 技術(楽 器)掴.19364

デ ザイン(音 楽)76e.222

テ、ス‡やント・ウ、イオー`767.62

テ輪又‡やント・リ=トタ、-768.364

テスト(音 楽)76e.76

テヌトの作 成(音 楽)760.76

テXトの評 価(音 楽)769.76

テNL-9・フρlrセZ(r登窯…)760.285

テナー・ウ〉イオ一筋7首.64

テナー'サMJ7tン768.74

芳 一・劃レ)768.gr4

テt-'リコーゲ ー768.366

チノー4762.留

i't"ユーの音 楽761.584

iーア(■ 噴 楽 器)766.?5

y-Pt引(音 楽)76e、216

it,t'音 楽761.5tl6

テレ三ン766.73

電 気楽 器766.7

展示(音 楽 関 係 の特 定 の 一一)76e.741-.749

展 示(音 楽)760.74

電 子お よび 鍵 盤楽 器 を含 むア)yr7プL`765.299

■ 子nガ ン'T66.59

電 子音 楽766.74

■ 子 、打 、鍵 盤楽 器 を含 むT),!r」7`s'ies.29

■ 子 と鍵盤 楽 器 のWブ 島765.2gg9

電 子バ ンド764.6

電 こ子弓泉…器766.7/766

電 子楽 器アンリンブル765.6

電子楽器を含 まず 、打楽器と鍵盤楽器を

含む巧め ア6765.3

電子楽器を含む坊 ガ^島

■子楽器肋)ナ`

■子楽器と打楽器

電子楽器と打栗器を含む乃り刀㌧

伝達手段(音 楽)

伝統(音 楽 一一)

天賦のオのある人に関わる音楽の

歴史と紹介

臓 器

AU門C760ver.2

'165
.46

765.67/765.6

765.599

?65.59

760.14

761.6

雷鳴楽器(1種 類の楽器ゲループの室 内肪 ンブル)

雷鳴楽器(2以 上の楽器ゲレアか らな る

室内乃サ)ブの

電鳴楽器(室 内力リンプの
雷鳴楽器(独 奏曲)

電q島3泉i器(S、V`ント"およUfオーケストラ)

典礼(声 楽形式)

典礼音楽(声 楽形式)

典礼音楽から派生した器楽形式

典礼音楽形式

幽

典礼式(個 々の一一)(声 楽形式)
ト"ウ"オイニツェ

道教の音楽

道教の音楽(礼 拝)

統計学的統計(音 楽)

統計的方法(音 楽)

同性愛の人に関わる音楽の歴史と紹介

760.879/768.87

766.?

765.67

765.2-.5

765

766.7

764

762.3

762.29

764.18993

762.29

762.298

762.323-.326

76S.37

761.79514

762.39514

760.21

760.72

768.8664

盗難防止(音 楽のコレ均 ンと展示 のための)
ドラルジアン

トゥルム

登録(音 楽のコレ旭 ンと展示のた めの)

特殊な教育および学習方式(音 楽)

独 身者に関わ る音楽の歴史 と紹介

独奏楽器

独奏楽器(室 内フワリンブの

独奏楽器(バ ンドおよびオーケストラ)
独奏器楽曲

独奏協奏曲

特定種類の音楽

特定種類の人目(雑)に 関わ る音楽の

歴史と紹介761e.81

特定種類の人目の集団の民俗音楽の

歴史および紹介

特定状況のための音楽

特定列アの利用者用のもの(音 楽)

特定大陸 、国家、地方 、または地球外の

世界の別による扱い(音 楽)

特定日時のための音楽

特定の職業的 ・宗教的ゲ」プの人 に関わ る

音楽の歴史と紹介
特定媒体のための音楽

特定 レベルの教育の学校 、教育課程

(音楽)

特別な社会的立場の人に関わ る音楽の

歴史と紹介

特別な 忙'め(音 楽)
朽かタ形式

特許

特許 、標章(音 楽)

特権階級に関わる音楽の歴史 と紹介

徒弟(音 楽)
ドデカフォ二一

トトンヒ"ト【?]

トニック・ソルファ

土曜 日の音楽
トライア)グル

ドラマー(音楽家)

ドラム(音楽)

トランスクリアカソ(作曲)

トランへ・ヴト

トラン"外奏者

卜'ル

奴隷 、農奴 、日雇い労話者{こ関わる

音楽の歴史と紹介'

トレブル(児童)

トレブル(女声)

760.753

768.58

768.49

760.753
'T66

.77

7田.86552

766-768

765

764

766-768

764.25

761.5

.87

?61.62臼98

761.53
'16e

.24

T(Nll.93-.99

?61.52

769.8889-.8899
'181

.54

76M.711-.715

769.869

760.4

764.1894T

760.M2

760.27

760.8621

760.73

761.268

767.72

769.148

761.5228

766.8842

766.9092

766,9

76L37
'T68

.92

7旧冶.92992

761.247

769.8625

762.76

762,66

一159一



AUMC760Uer.2

トレプ`(男 声)

トレフ、'・ウ^イオー島

トレプ ●・与{プ ー

トロアス

N工〉ボー)

眠 、一)奏者

ドンブラ

ナーイ

ナイ

内縁 の既 婚者 に関 わ る音 楽の歴史 と紹介

内部 諸団体 の逐次 刊行 物(音 楽)

長い 悼の リュート

夏の 音楽

ナッカーラ

鋸形太 鼓

762.86

767.63

768.365

762.2gr

7B8.93

768.93eg2

767.85

768.35

768.留

76Z.8655

760.5

767.8

761.5244

766.93
'166

.93

並 の 収 入 が あ る 人 に 関 わ る音 楽 の 歴 史 と 紹 介76e.8623

西 イ)ド 諸 島 の万 一ル'ド うム766.843

日 時 の 音 楽761.52

日曜 日 の 音 楽r61.5222

日本 の 子 供 の 歌761.6397

日本 の ホ'ヒ◆ユラー音 楽761.639

入 会 儀 式 の 音 楽761.57

入 祭 文(声 楽 形 式)762.3235

乳 幼 児 に 関 わ る音 楽 の 歴 史 と紹 介768.832

k-1一 り一ンス"'シ^ヤス^761.653

ニューヨーク・シ"rス、761.653

太 平 洋 諸 島 お よ び そ の 他 の 地 域 の 舞 曲 形 式'164.1889

ヌオーウ"エ'ムジ"ケ760.9C]32

祢 ～760.148

享一カー766.93

農 奴 に 関 わ る 音 楽 の 歴 史 と 紹 介76Z.8625

鋸[刀 ギ リ](音 楽)766.888

ノーサンフ"ライアン・jhOイブ768.49

」、、イオテ∨イスコク"ラフィー769.166

配 置 図(音 楽)76e.223

背 面 が 平 らな リュ→ 庖767.85

背 面 が 丸 いY.一 トS'TS7.82

JVゲr-]形 式764 .18823

拍(音 楽 の 要 素)761.222

jrク"h● イフ●768 .49

博 物 館(音 楽 関 係 の 特 定 の 一 一)76e.741-.749

博 物 館 、コ1・OlltS)、展 示(音 楽)eTsa.74

博 物 館 の 活 動 ・仕 事(音 楽)'16S.75

博 物 館 学(音 楽)76e.75

場 所 一 般 に よ る 扱 い(音 楽)760.91

nrz762 .89

j、"]・ウ、イ1_S767 .65

バ ス・クラリ約 ト768 .65

ガLス・サケt17bt)?68.75

バスつ島一ト768 .34

バ ス=ミツ1、"一の音 楽761 .583

バ ス・tnダ ーT68.3研

バ ス_)「 恰8.58

発音 固 体(個 々 の 形 状 の 一 一)766.842-.848

発音固体(個 々の形状の一一)(複 式陰萎

体鳴楽器)

発音物体(個 々の形状の一一)(相 互打奏

体鳴 楽器)

オワゲハ、・イア

」、。ッリカリア丑多式

」、◆ツ朔 リア形式(器 楽)

発 展(音 楽)
■ ッア

」、"・Vレvト

応一テ、イ・カ^一デ》イ

Sl・一トソンク"(混 声)

j)'一トカ グ(§1声)

ハ、。一卜譜(演 奏用 一 一)

鼻 フレト

母 親 に関わ る音 楽 の歴 史 と紹 介

ル ア

トア および 楽 弓

距 ア奏 者

与 ア ・リュ→・

1、一プ型i;S・(タ一

匹プ狂 ド

766.862-.868

'T66
.旅 ～一.8'r8

768.49

761.S皆

764.1827

76∪9

761.655

762.43

7研.69

762.5

763.1

760.264

768.3

766.852

7間.94-.98

竃7.9
'T6'r

.ggee

7S7.98

767.73

766.4
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序 アシ}ド 奏 者.

バ アテスト派 の宗 教音楽

オ アテスト派 の宗 教音 楽(礼 拝 のた め の

声楽 形式)
1トモニウム

1>一モニカ

'、"ラット"・オへ。ラ

バうッド

バラード

1、。ラフレーズ(作 曲)

け ラル ーズ およびn●Ui'1-(作 曲)

jYラルヰ、形式

オ ヲフレ ズ形式(器 楽)

オ ラヲ{カ

が リト)

766.4992

761.7161

762.32261

766.55

768.82

762.14

762.43

764.1896

761.377

761.EM

761.826

764.1826

附7.晒

762.88

バ リD(ア 刈力と万 ンスに おけ るEb管 勅 ンの呼 び名)768.975

バ リトン(イボ リズとド棚 にお{ナるBb管 紡)の

呼 び 名)

春 の音 楽

バ 仁三ツバーの音 楽

」、'm(音 楽 の要素)

ハルタ"ンケ×ル・フィト"ル

性 ティ→形 式

バ レ1音楽

j、一泌 ・シ"v2"

バo〃 音楽

1、◆0ディー(作 曲)

1、'[b－イー形 式

1、◆[ガィー形 式(器 楽)

n◆ン・,、。イフ。ス

晩課(声 楽形 式)

犯罪 者 に関わ る音 楽 の歴史 と紹 介

反社 会的 ・否 社会 的 な人 に関わ る音 楽 の

歴 史 と紹介

∩^ンジョー

バ)ジ ョー奏者

伴奏 法
」、")ト"(管 楽 一一)

ll"ント"(機 融i器 一一)

バンド(鍵 盤 一一)

バ)ド(鍵 盤 、機 械 、電 子 、打楽器 一 一)

0、"ント"(‡丁楽器 一 一)

バンド(電 子 一一)

tl"ント^(フ^ラス一一)

h、㌧ント∨(マーチンク"一一)

バ)ド(木 管 一一)

∫、"ント^(リス"ムー一)

tl"ント"(タ"ンス一一)

氾 ド ・べ'(単 式打 奏仰 畠楽 器)

ハ^ント"文言ン

バ)ド リーダ ー

A◆ン1)㊨イブ 又

非劇 的声 楽形 式

非劇 的声 楽形 式(里 声 の組 合わ せ)

非劇 的声 楽形 式(単 声 のた めの音 楽)

非西洋 芸 術音 楽

日 の音楽

eア=スト

ピ'ノ

ヒ.アノ・ラワーテーイオ)

ヒoアノ・ウ、、オーカL・ヌ]ア

ヒoアノ.]ンチェルト

eア 瑠 奏 曲

ピアノ奏 者

ヒ・アノラ

ビ ウ1ラ

悲歌 形式

美学(音 楽)

美学(セ リイ乍法)

768.9T4

761.5242

761.583

761.222

767.6

764.1854

761.556

761.653

760.9臼32

761.377

761.826

764.1826

768.37

762.324

760.8692

760.8692

7首.88

767.880鍵

761.47

764.8

764.6

764.6

764.6

764.68

764.6

764.9

764.83

764.89

76t.68

764.48

766.884es

768.84

764.eg2

768.37
'T62

.2
'763

.119

?63.09

761.69

761.522

766.2092

766.2

?68.865

760.264

76tl.262186

764.262186

766.2092

766.66

7研.86

764.18964

761.17

761.3317

低 い 文 化 程 度 の 人 に 関わ る音 楽 の 歴 史 と 紹 介76e.㈱

ヒ∨り∨ン∫mp会 旋 法761 .264

否 社 会 的 な 人 に 関 わ る音 楽 の 歴 史 と 紹 介760.8692

左 手 の 技 術(楽 器)'rB4.19366

ピ,田 お よ び フM7鴨8 .33

ヒ。-f、◆(琵 琶)767 .82

ピ ー▲、"ップ761.655



微分音音階
口

E1雇い労務者に関わ る音楽の歴史と紹介
ビューゲ烏

麦 、公式 、明細(音 楽)

評価(音 楽)

評価R二a71,、購買丁_■n(音楽)

描写的形式

擁題音楽

病人、外出できない人に関わ る音楽の

歴史 と紹介

病人に関わる音楽の歴史 と紹介

琵琶

761.269

762.27

760.8625

768.95

760.212
'TN

.13/760.9

貧困者 、極貧者に関わる音楽の歴史と紹介

ピ)ズー教の音楽

ヒ)ズー教の音楽(礼 拝)

ファイフ

ファルセット

万ンシー形式(音 楽)

フ方鏡ジアおよび!げ埠方寸形式

万ン乃一レ形式

定旋律形式
7インガリンゲ(楽 器)

風習(音 楽)

風力 楽 器

風力 楽 器(室 内アンリンブル)

風力 楽器(バ ンド およ びオーケズトラ)

フェアー・オルカ"ン

フォーク・口・リク

フーが形 式

不 確定 性 によ る作 曲

不 協 和音

舞 曲

舞 曲形 式

複 管泊

複 弦楽 弓

複 式体鳴 楽 器

複 式打奏 体 鳴楽2号

符号(音 楽)

プサルテリウム

ブ ズ"‡

舞 台芸 術(音 楽 と 一一)

復 活 日の音 楽

復 活節 の音 楽

復 活祭 の音 楽

仏 教音 楽

仏 教音 楽(礼 拝)

フΨトホ"一ル'ラトル

冬 の音 楽

フユーツ∨ヨン(養 罪寒…)

舞踊音 楽

フラツ、オレジト

フ『ラシ、ヨレット

アラ又・1、覧)φ・"

ア諏 ・バ)ド と1以 上 の独 奏楽 器

ア ラ又・バ ニボ と2以 上 の独 奏楽 器

ア ラR・バX、 と声楽 オ 斗

ア ラス・バ)ド と特定 の1つ の独奏 楽器

プ ラ又・バ=ボ と不特 定 の1つ の独 奏楽 器

万 一り一ド楽 器

フ"リッシ吟弓、一フ●

フ●リへ・アート、・ヒ・アノ

フリューゲ 関鳩)

フル・オーケズトラ

ブ ルジョワに 関わ る音 楽 の歴 史 と紹 介

プLレス

フ収コア

フ← ト

n－ ト協 奏 曲

万 一ト奏 者

フトト屋

ア`リアーク

ブ 劇ロアラー

フレンヂホルン

プ0グ ラム教 育(音 楽)

761].29T

764.1896

761.56

766.留7

760.87

767.85

マ66.e6942

761.7砺

762.345

768.33

762.86

764.1976

764.10r6

764.18924

761.828

764.19368

761.58

766.69/766.6

福徹器
㎜…㎜㎜欝

欝

霧

隠
㎜…麗
麗

鰻

懇

願
藤

…764.2832186

768.32692
'168

.3

7口.93

768.29

768.94

760.77

倫uMC760ver.2

プ の"レカウ㌔シ㌔ズ

ブ ロ夘(楽 器)

ブ[}カ(単 式打奏 体鳴楽 器)

文 学(音 楽 と 一一)

文 化発展 の程 度に よ る人 に 関わ る音 楽の

歴 史 と紹介

分析 的解 説お よび曲 目解説

分類(音 楽)

平t∂ 朽9一

ベ ー(Bb)管 ホルン

へ∨ケ"ンナ【?]

ベース

へ'ダリング

別 居 ・墓婚 者 に関わ る音楽 の歴 史 と紹 介

ヘッケルフォーン

ヘテロフォ二一

へ◆ナ【?】

へ◆二一・ホイッスル

ベ ネデ ィ外 りヌ(声 楽形 式)

ベ ル(打 奏 体鳴楽 器)

べ'(単 式打奏体鳴 楽 器)

∨`(複 式打 奏体鳴 楽器)

■ 曲

■ 曲法

塩 菜法(音 楽)

変 声期 の声

変 奏 形式

変 奏形 式(器 楽)

変 奏曲(器 楽)

変 奏曲 形式

棒(楽 器)

棒(擦 奏 体鳴 楽器)

榛(相 互 打奏 体鳴楽 器)

榛(打 奏体 鳴楽 器)

榛(単 式 擦奏体 鳴楽器)

棒(単 式摘奏 体鳴 楽器)

棒(嫡 妻体鳴 楽 器)、

棒(複 式擦 奏体鳴楽 器):

捧(複 式打奏 体鳴 楽器)

榛(複 式 摘奏 体鳴楽 器)

棒 、板 、ア[初(単 式 打奏 体鳴 楽器)

奉献 唱(声 楽 形式)

放送 教育 の学 校 、教育 課程(音 楽)

棒駒9-、maPt、mOp－

方法 論 と諸現用(音 楽 の 一 一)

放浪者 に 関わ る音楽 の歴 史 と紹 介

保管(音 楽のコレ勾 ンと展示 のた め の)

ホ◎ケット・ヌコア

補 助 技術 および 作業(楽 器)

補 助的 措 置;設 箇、什器 、資 料(音 楽)

ホータ、ウン卉多式

ホ、タ)・ア]一テ、イオ)

ホ◆ップ又

ボ'ドンゴ[?]

ボ ヒ'ユ〉音 楽

ピ ヒ◎ユラー音 楽(西 洋以 外 の 一一)

ホ◆ヒ●ユラー音 楽(日 本 の一 一)

妊 に関わ る音 楽 の歴 史 と紹 介

ホモ万 二一

ず り万 二一

ボ紡 形式

ホ島)

ホルン(イ)ク"リッシュー一)

ホルン(フレンチ一 一)

越 ン協奏 曲

赫 ン奏者

ホ。0ネーズ形 式

ボ)ゴ

埋 葬音 楽

マ恢 ・オ`ガン

前 腕の技 術(楽 器)

腹 鳴楽器766.

マクロけ リティ～

頁 メデ ィアの音 楽

ロ"劫 形式

?-fD、 ・n'-A、

761.655

766.82

766.8843

?69.68

蕪

　
懸

盤

⌒藻

讐

糠

　
　
　
㎜　
　
㎜羅

　
　
㎜巖
　　
…{　
　
…　
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マーffr2ゲ・バ)ド と1以 上 の独 奏楽 器

?一…Dゲ・バ)ド と2以 上の 独奏楽 器

マ_f)P'・バ)ド と声 楽n'ヰ

?-f".・fi"),1・'と特 定 の1つ の

独 奏 楽器

?64.8323

764.8324
'T64

.8322

764.8326一

マーカゲ・バ)ド と不特定の1つ の独奏楽器

マト"リカ"一レ

マユ乃(実 験室用一一)(音 楽)

マラカス

マリンバ

マンドリ)

右手の技術(楽 器)

未婚の母に関わ る音楽の歴史と紹介
ミリ(声楽形式)

ミリ固有文(声 楽形式)

ミり通常文(声 楽形式)

短い悼のリュート
ミ4」(音 楽の要素)

見積(商 業関係の労働 、時間 、資材の一一)

(音 楽)

三コ 口(音 楽)

ミニチュア・スコア

未 亡人 に関わ る音 楽の 歴史 と紹介

ミューヲ＼2ゆ

三ユーシ"カル・ソー

ミューシ"カル・フ●レー

ミュシ"一ク.=[ンクレーート

ミルリトン

民俗 音 楽の 旋法

民俗 音 楽家

民族 に 関係 す る音楽(特 定 の 一一)

民 族 の民俗 音楽(個 々 の 一一)

民俗音 楽

.8328

?B4.8325

762.43

76②.287

766.885

766.843

7∀7.84
'T64

.1936汀

7N.eeg4T

762.323

762.3235

762.3232

7前.8

T61.226

760.299

760.228/760.22

760.265

760.8654

762.14

766.888

762.14

766.75

763.99

761.264

?61.62fiM92

760.89

761.621-.629

761.62

民俗的 ・民族的 に 優勢 でな いゲループ の人 に

関 わ る音 楽 の歴 史 と紹介760.8693

民謡(日 本 の 一一)(民 俗 芸能 で はな い)761.6393

民謡(日 本 の 一一)(民 俗芸能 とし ての)769.36

ムウ＼エト?67.73

無 音7ec・236

無言 歌 形式764.1896

む ち766.99

仙 リ[?]'r68.62

明 細(音 楽)76e.212

瞑想 曲形式764.1896

名簿(音 楽 分野 の 一一)769.25

名簿(個 人 と団体 の 一 一)(音 楽)噛.昂

メ⇔卦 リ+・ヲ㍉ ズ あ るいtSl935ト1944年 のデ◆ズ761.654

雌に 関わ る音 楽 の歴史 と紹 介76Z.82

メゾ ヴフ●ラノ762.67

メリ、・ソフ●ラノ(見 童)「 「暖～.77

蛎^イ スト教 会の 音楽761.717

Wデ 孤 虜 【会の 音楽(礼 拝 のた めの 声楽形 式)762.322r

Xt【吟形 式764.18835

幻デ オン768.863

メンり"ン【?】766.843

木 魚766・8843

目録(音 楽 の録 音資 料 の 一一)76e.166

目録(音 楽)76e・16

目錬(音 楽 書 、論 文等 の 一 一)760.162

目録(楽 譜 の一 一)760.164

目録(手 書 き楽 譜 の 一 一)760.164

目録明 細(音 楽 の 一一)760.216

模型(音 楽)70a.2

模型 、a:fV(音 楽)766・228

文字 を 持た ない も のに関 わ る音楽 の

歴 史 と紹 介76e.8633

モー9-・ホーン766.99

モゲ〉 ヲ、ズ あ るい は1945-1954年 のジ、ズ761.6弱

木 管の プ 鵬'掲5.8

木管 、金 管 、弦 楽 、鍵盤 楽 器 の乃θ)ア`765.22

木管 、'金管 、弦 楽 、打 、鍵 盤楽 器 の乃リンプ'765.sa

木管 、金管 、弦 楽 、打 楽 器のヵ暢■ 島765.52

木管 、金 管 、弦 楽 、電 子 、鍵盤 楽 器 の加 ア`'r65.2992

木管 、金管 、弦 楽 、■子 、打 、鍵盤楽器の
アンリ)プ`ル

木管 、金管 、弦楽 、■子楽器、打秦器

765.292

765.592

一162一

木管 、金管 、弦楽 、■子楽器のフワリンナ`

木管 、金管 、弦楽の乃り刀㌧

木管 、金管、鍵盤楽器の乃リンア`

木管 、金管、打 、鍵田楽器の万のプ'

木管 、金管 、打楽器の功 プ`
木管 、金管 、電子 、鍵盤楽器の冗杓ア島

木管 、金管、■子 、打 、鍵盤楽器の励 デ'

木管 、金管 、電子楽器 、打栗器

木管 、金管 、■子楽器のが ンプ島

木管 、弦楽 、鍵盤楽器の乃り)ナル

木管 、弦楽 、打 、鍵盤楽器の励 ブ`

木管 、弦楽 、打楽器の功 デ'

木管 、弦楽 、電子 、鍵盤楽器のカり刀^島

木管 、弦楽、電子 、打 、鍵盤楽器のカリンデ'

木管 、弦楽、■子楽器 、打楽器

木管 、弦楽、■子楽器の乃θンブ'

木管 、打 、鍵盤楽器のア)呪プ6

木管 、■子 、鍵盤楽器のヵサンプル

木管 、■子 、打 、鍵盤楽器の功 デ島

木管 、■子秦署 、打楽器

木管と金管のが 力作

木管 と弦楽のアカンブ`

木管 と鍵盤楽器の乃伽ブ`

木管と打楽器のアンリ)ア島
木管と■子楽器の励 ブ`

木管バ)ド

木管バ=ボと1以 上の独奏楽器

木管バ)ド と2以 上の独奏楽器

木管バ汁、と声楽オート

木管バニボ と特定の1つ の独奏楽器

木管バニボ と不特定の1つ の独奏楽器

木管楽器(1種 類の楽器ヅループの室内アカンブの

璽

轄

璽

鷲

懸

㈱羅

‥難

7

7

7

7

7

7

764.8926-.8螂

木管楽器(2以 上の楽器グレプか らなる

室内乃リンブの

木管楽器(個 々の一一)

木管楽器(室 内ア)ヴンブの

木管楽器(製 作)

木管楽器(独 奏曲)

木管楽器(バ ンドおよびオー蚊トラ)

木管楽器および自由気鳴i襲器

木管楽器のみのT)!rJ7"`(1種 類 の一一)

木琴

モテヲト

モデル(シミュレショ))(音 楽)

モノディ一

間題(音 楽)

野外の音楽

養い親に関わ る音楽の歴史と紹介

夜想曲形式

やもめ ・未亡人に関わる音楽の歴史と紹介

洋琴[ヤ)カ]

有節形式

有節形式(器 楽)

裕福な人に関わる音楽の歴史 と紹介

夕べの祈 り(英 国国教会の礼拝のための

声楽形式)

夕べの音楽

ユゲ庸1の音楽

ユヅ?教の音楽(礼 拝)

ユニオンj、。イブ

指の技術(楽 器)
1一フオニア4およびが'リトン(アメリカ)

弓の技術(楽 器)

弓形与プおよび角形停プ
1-szな 扱い(音 楽)

容器(楽 器)

容器(擦 奏体鳴楽器)

容器(相 互打奏体鳴楽器)

容器(打 奏体鳴楽器)

容器(単 式擦奏体鳴楽器)

容器(単 式打奏体鳴楽器)

容器(複 式擦奏体鳴楽器)

容器(複 式打奏体鳴楽器)

容器フH・
洋琴

用具の使用(教 授 ・学習の一一)(音 楽)

764.8925

765.8

765.2-.5

768.3-.8

福

768.21923

768.2

764
'T68

.2
'TES

.82-.88

766.8tS3

762.26

769.11

761.282

760.76

761.532

760.85

?64.18966

766.8654

7解.74

761.823

764.1823

760.8622

762.326

761.523

761.76

762.36

768.49

764.19368

768.9T5

764.19369

噺.94

7田.2宙

766.82

766.866

766.er6

766.846

766.888

766.8846

766.866

766.846

768.38

7〔y7.74

760.7



OUMC760∨er.2

様 式 史の各 時 代

用 語法(音 楽)

幼 児 に関わ る音 秦 の歴 史 と紹 介

幼 児 の洗礼 の音 楽

幼 年期 の音 楽

曜 日の音楽(1週 目 の 一 一)

養 父母 に関 わ る音 楽 の歴 史 と紹 介

要 約(声 楽)

要 約 に関す る著述(音 楽)

余 暇 の音楽

横 笛

横[次ぎフルート

予 想(音 楽)
予 測 ・予想

夜 の斬 り(声 楽 形式)

夜 の音 楽

〔 音楽

}OSirの 歌 劇

一 の舞 曲形 式

沖

ライトモチーフ

ラーガ

ラグエット

ラグ9イム

ラケット'

ラジオ音 楽

ラチェ・ット

ラットル

芳 〉み 勃の舞 曲形 式

ラバーブ

リーガル

リ}ゆ㌔

離 婚者 に関わ る音 楽 の歴 史 と紹 介

リリイタル

リり一チ(音 楽)

リスト(博 物 館な ど の一 一)(音 楽)

敦 ト、目録 明細(音 楽 の 一一)
tJZ'4

リズ ム(和 声 一 一)

リス、4・アント"・フ"k－ス

リズ、、ム・」、")ト∨

リタニア

リチェ妨一レ形 式

リップ ・リード 楽器

リード・オ島ガ)お よび リーが 多

年 ド楽器

リn－塊(音 楽技術)

リブ レットに 関す る著述

略 譜法(音 楽)

流 通管 理(音 楽)

葦 笛

リュ→・

リュート属

利 用規 約(音 楽の博 物 館)

量 に 関す る調査(商 業 関係 の 一 一)

鷲

竃
驚

離
離

鷲
…璽

灘
㎜灘
…驚

羅

‥一驚

灘

㎜㎜徹⌒

・

7

667

(音楽)

酉性愛 の人に関わる音楽の歴史 と紹介
」レ殆教会の音楽

レテ岨 会の音楽(礼 拝のための声楽形式)

ルネリ)ヌ音楽

↓バート

ルンバ形式

礼拝(声 楽形式)

760.299

760.8663

761.7141

福 ～.32241

760.9031

761.46

764.1888

762.3

礼拝式(声 楽形式)
レゲユー

歴史(音 楽団体の一一)

歴史研究(音 楽)

歴史と紹介(博 物館などの一一)

歴史的事件を記念す る音楽

歴史的 、地理的 、個人の扱い(音 楽)

760.601

(音楽)

歴史的 、地理的 、人目の扱い(民 俗音楽)

レケ倣 ・ミサ(声楽形式)

レスビ万に関わ る音楽 の歴史 と紹介

レ=～ホ.ソリウム

連作歌 曲

纏習(音 楽)練
習曲形式

練習問題 、課題(音 楽)

練習用総譜

連穣

聾唖者に関わる音楽の歴史 と紹介

労働、時日 、資材の見積(商 業関係の一一)

(音楽)

労働の音楽

録音資料の書誌(音 楽の一一)

録音資料の目録(音 楽の一一)

録音資料に関す る著述(音 楽)
録 音資料(音 楽の一一)

六時課(声 楽形式)
田]音楽

[bク

肋ゆ(田 年代以後の一一)

ぴゆ(初 期のOv)あ るい は58年 代 の 一 一)

O:,p(多 様化 時代 の防 あ るいは7晒年 代 の一 一)

[bO(日 本の 一一)

DyO音 楽家

o.p・ミュージw)

[}ックンロール

ローマ・ヵト甥 教 会の音 楽

凹 ・カト籾 教 会の音 楽(礼 拝の た めの

声楽 形式)

皿マ)褒形 式

眼 ン派(音 楽)

0メルボo・vト

pmラー(楽 器)

Φ ド形式

Φ ド形式(器 秦)

和 音

若 い女性 に 関わ る音楽 の歴 史 と紹 介

若 い男性 に 関わ る音 楽 の歴 史 と紹 介

縮

ワー肪 ップ(成 人教育 の 一一)(音 楽)

枠Nsp-、 地 面NP-一 、sl－プ型㎏ 一、脇L

ワーゲナー・チューバ

枠 序プ

ワークブ め(問 題 付 きの 一 一)(音 楽)

和 声

和 声構造

和 声付 け

和 剤 ズ4

鬼 ヲ形 式

ワンビ 〔?】

ンクラトン[?】

膓り"ル{?】

762.3

762.14

- .oag

766.?22

766.74

761.599

768.9

r61.620D9

762.3238
'T66

.8(N;43

762.292

762.47

761.44

764.18949

766.76

766.265

762.292

7田.972

766.299

7Bl.593

769.166

760.166

760.26

766.266

762.324

760.9E33

761.66

761.665

r61.662

76L664

76L6396

761.66092

7B1.66eg2

761.66

761.712

762.3222

764.t8968

760.9034

766.98

763.99

761.824

764.1824

761.252

7田.8352

769.8351

766.95

760.7152
'T67

.73

768.98
'167

.95

760.76

761.25

761.25

?61.434

r61.256

?64.t8846

767.92

767.73

768.38

〈ア ルファ ベ ッ トの 部 〉 参照語のみ

18thcenturりmuSiC

19thcenturりmusic

21thcenturり(Music)

5ze-1499(向sic)

Ca.IA52)toca.16四

Ca.1620toca.175{]

Ca.1750toca.1825

Ca.1825toca.1900

145e-(nＬsic)

762.ge33

760.ge34

76Z.鰯

760.㎝2

760.9031

760.9032

760.9033

760.9034

760,903

1920-2000(nＬsic}760.904

2000-2099(臨 」sic)768.905

Abandonedchi}d,Higtorりanddescription

ofmusicwithrespectto760.86945

0bbreviation,伽sical760.148

Abusedchild,Historりanddescriptionof

musicuithrespectto760.86945

0ccompanimen虎761.47

自cc◎rdion768.86

一163一
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禽cidrock

ACti∨itieS.MuSiCac(×)mpanりing

自djudication(日Usic)

AdminiStrati∨eproCeedi㎎sandrepOrt

(門usicorgarlization)769.601

自doPtive,Historyar× 】dθscriptionofmusic

with「espθctto

Odu|teducation,School

(性 」siC)

Advent,¶usicof

臼コvertisement(「1Usic)

自601ianinstrunent

禽e◎1ianinstrument

飴olianinstrument

自erophone

舶 ∋thetics(nu3ic)

二舶thetic3(Serialism)

Africandarκ>eform

臼fro-Cubanmusic(Jazz)

∩fternoon剛sic

自gnusD6i〔Ubcalform)

Olboka

OIeetorりcomp◎sit}on

自1eato「ymuslc

Alpenhorn

Alphorn

自ltorecorder

nltosa×oph◎ne

nltovoice

Altovoice,Ch日drθn's

自ltovoice,Men,S

Ctnen

輪ricanorgan

輪riCanpOpUlarmUSiC

自na1りtical

AncientGreekmode

Ancienttime(「1」sic)

AngkTung

qngleharp

臼nglicanchant

Anglicansacredmusic

自ngliCansaCredmu3}C

pub|ic")ruhip

Aぴ ∋wer(門usiC}

Onth㎝

自ntisocialandasocial

a吋coursein

761.66

761.57

76Z.79

一 .609

760.85

760.715

761.722

76e.294

766.6/766.69

(Bandandorchestra)

(Chamberertsemble)

(翰」sic)

guideandprogramnote`HUsic)

自reaS,reglOnS,P|aCeS

bリ(岡ugic}

禽rmtechnique(nusiea1

自rpeggio

Orpeggione

白rra㎎ement([U3ic)

Orrangements(mJsic)

(Ubcalformfor

person.

dθSCriptiOnOfmuSicwithreSpeCttO

自n∨i1

自ppalachiarldulcim6r

自pparatUS(nusic)

Apparatusinstudりandteachi㎎,

Useof(門usic)

自PPreciation(Seria日sm)

Appreciation,nusic

Apprentice(門usic)

Orchedharp
`ingene

ra1

H}storりand

instrumθnt)

Arrangemnentsofmugicdivided

irr3trumentandens㎝ble

自rsantiqua(門usiC)

Argnova(門usic)

∩rtmUsic,Non→Jestern

ArtmuslC,W已stern

A「tson9,Pe「s◎nassociatodwith

Artisticetudeform

Artisticprincip|6

0rtisticprinciple(Serialism)

自rtist9'andcraftsmen'smark

Ascemsiontide,Musicof

Clsiandanceform

764

765

768

761.17

761.3317

764.1886

761.657

76L523

762.323

768.訂

761.32

761.32

768.92

768.92

768.365

768.73

762.68

7〔2.78

762.86

762.295

766.55

761.64

760.15

761.264

76(].901

766.848

767.94

762.3223

761.713

762.3223

760.76

762.265

760.8692

766.8843

7研.75

760.28

760.7

761.3317

761.17

760.73

7〔汀.94

,Treatment

760.91

764.1936

761.252

7〔y7.6

761.37

761.38

bりorigina|∨oice,

761.382-.388

769.902

760.902

761.69

761.68

(PtＬsic)

762.42168092

764.18949

761.17

761.3317

760.278

761.728

764.1885

一164－

A30cia|person.Historりanddescriptionof

mu5icwithrespectto760.8692

AtonaTity761.267

nttackanddecag([㎏sicalelαment)761.235

禽ttai「mentofmajoritり,「lusicacc)ompanying761.584

禽ttairmentofpubertり,卜1usicaccotRpanりing

AＬdiOviSualtre8tment(門USic)

自ura|technique(門us}c)

RＬtographscore

AＬtoharp

AＬtumn,日Usicfor

自uxi|iaryteChniqueandprocedure

irK∋trument)

禽Uxi|iarりteChniqUeandp「OCedU「e;

equipment,materia1(NUsic)

Avanrヒrgarde(「1」sic)'

Avant-gardejaZZ

CMard(「 ¶usic)

B-f|athorn

Bagpipe

Ba|alaika

Ballad

Ba|ladOPθra

Ba日ad6

8alletmusic

Ballett

ロ

ロ

ロ

　

ブ

nc

闇

M

㎡

憎

憎

曳

缶

飽

田

飽

田

Danee

leader

BraSS

EIectronic

Keりboard

Keりboard,mechanical,

Pθ「CUS5`on

Band,Tlarchi㎎

Band・1'lechanical

Band,Militarり

Band,Percussion

Band,Rhりthm

Ba憎,Wind

BandDUOoduind

761.583

760.208

761.424

760.262

767.75

761.5246

(門usical

764.1ge28

apparatUS,

760.28

760.904

761.656

760.79

768.974

768.49

767.er5

762.43

762.14

764.1896

761.556

762.43

764.48

764.092

764.9

764.6

764.6

e|ectronic,

8andoneon

8anjo

B8njoist

Baptism,hＬsica㏄ ㎝panりing

Baptistsacredmusic

Baptistsacredmusic(しsocalformfor

pub|icmorship}

Bar

Bar

Bar

Bar

Bar

Bar

Bar

Bar

Bar

Barmitz∨ah,

Bar,

idiophorx∋)

Berttone(ρ ぬericanandFrenchE-flat

Baritone

曳ritone∨oice

Baroquemusic

Bars(Sing}epluckedidiopbOne)

BaSicprinciple(MUSic)

Basicpr・inciple(Serialism)

Bass

Basscl3rinet

8assdrum

Elassflute

Bassr㏄order

Basssaxophone

Bass∨iol

Bas自voice

Bassocorlrしinuo,Uith』

8assoon

(Concussion;diopb◎nθ}

(Frictionidiophone)

(「1usicalinstrument)

(PeroussedidiophON∋)

(Pluckedidiophones)

(Setfrictionidiophor¥∋)

(Setpercussedidiophonθ)

(Setpluckedidiophones)

(Sing16fr'ictionidiophone)

musicaCC㎝panりing

plate,b|ock(Singlepercus3ed

(Briti3handGermane-flathorn)

764.6

764.93

764.6

764.84

764.68

764.68

764.8

764.99

768.84

767.88

767.882M2

761.582

761.7161

762.32261

766.873

766.863

766.82

766.843

766.85

766.863

766.843

766.85

766.888

761.583

766.8843

horn)T68.975

768.974

762.88

760.9032

766.8留

761.1

761.331

767.5

768.65

766.95

768.34

768.367

768.75

767.65

762.89

761.47

768.58



Bathmitz∨ah,門usicecc〈N而panりinO761 .583

Beb◎p761.655

Began8767 .78

Bel|(Percussedidioph⊆)nes)766.848

Be|1(Setpercus3edidiophone8)766 .848

Bθ||(Singlepercussed;dioph◎ne)766 .8848

Benedictus(uocalfom)762 .323

Betrothal,Musicaccompanりing761 .586

Bib|e762.295

Bible(Choralandmixed>oices)762 .5295

Bib|e(「 惰」sicforsinglevoices)763 .09295

Biblicaltθxt(Liturgicalform)762 ,295

BibUographyandcatalogofmusic

|iterature760 .162

Bibliographりandcatalogofsc◎resandparts

(hＬsic)760.164

Bibliographりormusicrecordedon

Phonoreoords

BibliographSハ,catalog,index(Music)

Birlarりform

Binarりform(InstrumentaD

Binarリ,ternarり,

B}nぼrり,ternarり,

(Inst「umenta1)

Biodiscographり

Birthar対

Bisexual,

withrespθct

B雨a

Blir司ar泊

dacapoforms

dacapoforrrrs

infancり,性 」S}caccomp3nying

760.166

761].16

761.8222

764.1822

761.822

764.1822

↑60.166

761.582

Historりandd6scriptionofmugic

to760.8663

767.85

Partia|ly3ightedperson.Historり

anddescriptionofmusicwithregpectto760.871

Block

B|ock

Blues

Board

(怜」sicalinstrument)

(Singlepercussedidiophone)

zither

80dongo

Bongo

Bop

Bourgeoisie,Historリanddescriptiono『

musicwithrespectto

Bouzouki

BoUharparxＬangleharp

bOwedstri㎎ensemble

Bouθd3tringedinstrument

EiOwedstri㎎edirvli∋trumθnt,Other

BOuingteChn}qUe(「hＬSiCa|inStrUment)

Brassandel㏄trophone,Ensemb|eof

Brassandkeyboard,Ensembleof

BrassarK】percussion,Ensembleof

Brassandstrings,Ensemb|60f

Brassband

Brassbθndwithmorethanonesolo

instruments

BrassbandwithoneorＬmores◎lo

instruments

Brassbandwithonesoloirrstrument

Br3ssbanduithvocalparts

Brasgband,Specifics◎loinstrument

with

BrasserK∋ ㎝blθ

Brass

Brass

Brass

BraSS

instrument

i胎trument

instrumnent

instrument

ensemble)

BrassirK∋trument

err.∋emb|o)

Brassinstrument

Brassirtstrument,

kindof

BraSS

Brass,

Brass,

Ersembleof

Brass,

Ensembleof

(Bandandorche6tra)

(Chambθrensemble}

《Mix6dchamber

766.82

766.8843

761.643

767.74

767.92

766.佑

761.655

760.8622

7合7.85

767.94

765.7

7〔打

767.6

764.19369

765.4研

765.X'

765.57

765.45

764.9

764.924

764.923

764.925

764.922

764.926-.928

765.9

768.9

764

765

(SingletりPech已mber

(Solomusic)

En3embleofonlりone

instruments,

e|㏄trOPhρne,

e1㏄tropbOne,

Other

electrophone,

765.2-.5

765.9

768.9

765.92-.99

768.99

keyboard,Ensembleof765.2997

perCUSSlon,

765,5留

per℃ussion,keyboard,

765.2留

8ras3.percussion,keりboard,

Brass.stri㎎,e|㏄trophorめ,

Ensembleof

BraSS,stringS,

BraSS,strings,

En3emb|eof

Brass,string3,

keyboard,

Brass,strings,

Brass,strings,

Brass,strings,

Er旧 ㎝b!eof

Br8athing

e|ectrophone,

el㏄trophone,

AUMC760ver.2

Ensembleof

perCUSSlon・

765.37

765.595

Ensembleof765.465

keりboard,

765.2995

θ1④trophone,percussion,

Ensemb}eof

kθyboard,Ensembieof

percussion,EnsembTθor

perCUSS}on.keりboard,

(「rhjsical

Breathingandresonance

Breathingandresonance

irrstrum6nt)

Bridgeharp

Britishrock

Brotherendsi3ter,

technique)

(性」3ic)

(臨」sical

765.295

765.25

765.55

765.35

761.48

76L48

7〔泌.1932

767.98

761.663

Historyanddescription

o『musicwithrespectto

Buddhistsacredmusic

Buddhistsacredrnusic(Publicuorship)

Bugle

Bull-「oarer

Bur}aI,nusicfor

Buttonaccordion

Buリers'gu}deandc◎nsumerreport(門Usic)』

C8baca

Cabinetorgan

Cadence

Cadenz8form

Cakewalkform

Canonfom

Car6a3Cityjazz

Cantata

Cantic|θ(Liturgica|

Cantusfirmusform

Canzonaform

Cari|10ns

Carol

Casegtudり

Cassationform

Castanet

C毛lstrato∨o{ce

Catalo9(「1」sic)

form)

.

(Historica|res8archonmusic)

Catalogofrrn]seumbOldings(t'ltJsic)

Cata|oganddirectorり,Trade(鰍 」sic)

Catalogof;rTanuscript3coreandparts

Cata|ogofmusic

Catalogofmusicliterature

Cat310gofmusicrecordedonphonor㏄ords

Cata|ogofscoreandpa「ts

Ce|esta

Cello

Celticharp

Cembalo

Ch'{n

Chaconnefor而

Chaconneform(InstrumentaD

Chamber凧 」sic

Chamberorchestra

Chamberorchestrawithmo「ethanoneso|o

instruments

Chamberorchestrawithoneormore3010

instruments

Chamb6rorchestrawithonesoloinstrument

Chamberorchestrauithvocalparts

鰯
袈

㌶

藍

建

篇

蒜

漂

鴛

霊

棚
鵠
篇

蕊

㌫

念

念

漂

漂

篇

冤

漂

ぷ

漂

㌃

足

溜

㌃

瓢

㌫

㌃

念

篇

宿
る

鷲

㌃

溜

福
福

璽

,
袷
,
㌫

肱

,

7

7

7

7

764.324

764.323

764.325

76tl、322

Chamberorchestra,Specificsoloinstrumervt

with764.326-.328

Chancec㎝position761.32

Changir導 ∨oice762.79

Chanson762.43

Chant762.292

Chapter(nＬsicorganization)760.601-.6tbg

Chicagobreakdown(Jazz)761 .653

Chi|dfr'㎝birthtoagetmo,Historりand

－165一
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descriptionofmusicwithrespectto76(ZI.832

Childsixtoe|even,Historりandde3cription

ofmusicwithr㌧espectto760.834

Ch川dthreetofi∨e,His虎orり8nddescription

ofmusicwithrespectto760.833

Child,Historりanddescriptionofmusicwith

reSP㏄tto

Childbirth,門usicaccompanying

Children儂ssongofJapan

Ch}ldren'svoice

Children,Operafor

Chime

Chitarrone

Choralmusic

Chora|speach

Chora13peaking

Choraleform

Choralepreludeform

Chord《Nusic)

Ch◎rdophone

Christeni㎎ ・nusicacc㎝panying

Christianchurchゾear.門usicof

Christiansacredmusic

Christiansacredmusic(Uocalformfor

publicWt)rship)

ChristianSacred「 限」3icofspecific

denomination

Christianser∨ice`Uocalform}

760.83

761.582

761.6397

762.7

762.1

766.848

767.82

762.5

762.96

762.96

764.189925

764.18992

761.252

767

761.582

761.72

761.71

761.711

Christianserviceofspecificdenomination

(Uocalform)

Christr田scarol

Christm自sdaり,Musicof

Chri3tmas「 「財sic

Christmasseason,Musicof

Churchmusic

Churbhservice(しbca|form)

Churchりear(門uslc》

Cimbalom

Circumcision,nし 」sicaccompanりing

Cittem

Civilservioθex8mination(門Usic)

Clarinet

Clarin6tconcerto

C|arinetist

CTasses,Radioandtele∀ision(門Usic>

ClassicalGreekre}igions,

ClassicalGrLeekre|igions,

(Uocalform)

ClassicalR㎝anreligions,

Clas3icalR㎝anre|igions,

(Uoca|form)

C|assica|

Sacredrnusicof

Ser∨iceof

762.32

一 .718

762.32

761.322

762.281723

761.723

761.723

761.723

761.71

762.32

761.72

767.74

761.582

767.85

760.76

768.62

764.2862186

768.62092

760.7153

761.73

762.33

Sacredmusicof761.73

Serviceof

762.33

andGermanicreligions.

Sacrθdmusicof

Classica|andGermaniorトeligions,Ser>ice

of(Ubca|form}

Classica|music

Classicism(門usic)

Classirication(tugic)

CIa∨es

Clavichord

Col|ection(Music)

Collection,Specific([LＬsic)760.741

Collect}onsgndexhibits,OrOanizingand

pr6paring(mUSic)

C◎lor(Sound)

Coatmercialcircular(門usic)

Commercialmiscellanり(ト1usic)

Commonofthe「 旧ss(Uocalform)

COOtmunication(門usic)

Com剛 」nio(Partof3ervice)(Uocalform)

Communionservice(Uocalform)

Cくxmpetition,festi∨a1,award,financial

support

C◎mpletorium(U◎calro「 ・m}

C㎝poser

Compogition(「 つusic}

761.73

762.33

761.68

760.9033

760.12

766.872

766.3

76(b.74
- .749

760.753

761.234

760.294

760.29

762.3232

760.14

762.3235

762.3235

760.79

762.324

760.92

761.3

一166- ,

Composition,Indetermir旧cりandaleatorり

(陶sic)

CompoundmＬsicalbOU

Computer(E|ectrophone)

ComputerapPlication(門usic)

Computerc㎝position(性 」sic}

Computermodeli㎎arx]simulation(nusic)

Computer向sic

C◎mputerscienceaspect(門5」sica1

C◎mPO6{tion)

Computersimu|ation(門 吐」sic)

Concert

Conoertha1い 門usicin

Corx)ertzither

Corxx)rtar比eform

Corめertir陪

C◎or又 うrtinoform

Concerto

Con(ンerLtoform

Corゆertogross◎

CorK×)rdaro∋([kＬslc)

Concretemusio

Concussionidiophone

Conducting

Conductingscore

Confinement(childbirth),門usic

aocompanり1㎎

Confirmation(Religiousrite),
　

aCC◎mpanylng

Confucianistsacredmusic

C◎nsor旧nc◎(「 『bsicalelement}

C◎ 帽truction(nusica|

Cor鳳 」merreport(Husic)

Co「「えinents,countries,

morlds,

ContirnＬir口educationひ 瓦」sic)

C◎ntimＬo,』nth

Coπtrabass

Contrabassoon

Contraltovoic6

C◎rvtra|tovoice,Childr6n,s

C◎ntrapuntalform

Convict,

withrespectto

Cooljazz

C◎rar博|ais

Cornemsθ

Cornet

Cornetist

Corr給tt

甑」siC

irK∋trument}

|ocalitie5,

Treatmentbgspecific

761.32

767.93

766.76

760、285

761.34

76②.113

766.76

761.344-.346

760.113

76(].78

761.539

767.75

764.186

768.84

764.1862

764.23

764.186

764.24

760.3

766.75

766.87

76L45

761.264

761.582

76t.583

761.79512

761.238

76tl.1923

760.296

extrate「restria|

760.93-.99

7〔※〕.715

761.47

767.5

768.59

762.68

762.78

764.187

Historりandd8scriptionofmusic

OorrespOndencecourse

C◎rrespondencecourse,

(nＬsic)

Counterpoint

Counterpoint,

and

Countersubject

Countertenor∨oice

Cour比ri8S,Treatment

(鳳」sic)

Countrymusic

Course

Course

Course

Course

Course,

760.8692

761.655

768.53

768.49

768.96

768、96092

768.99

(餓」sic)760.7ユ54

Radioandtelevision

760.7153

761.286

Comprehertsivev"orkonharmonり

(nＬsicalelement)

bりspecific

C◎urtsetting,

C◎urtshlpandbetrothal

aCC㎝pan～ 川ng

C◎urtship,阿usicaccompanging

Cowb611

Creftsmen.sr胞rk(PLＬsic)

Credo(Uocalform)

Cromation.門usicfor

Crimina|,

withrespectto

(nＬsic)

inadulteduCat;On(MuSic}

inhighereducatiOn(甑 」Sic》

}nSecondarり6duCatiOn(「 乍」Sic)

Correspondence(Music)

t'tUsicin

,「 亀」sic

761.25

761.248

762.86

760.93-.99

761.642

761.71

760.715

760.71ユ

760.7工2

76(b.7154

761.536

Historりanddescr}ptionofmusic

761.586

761.586

766.8848

760.2T8

762.3232

761.588

760.8692
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Critical

Crumhorn

Crwth

Cust㎝,

Cりmbal

Dacapoform

Dacapoform

DaN)eband

Danoefom

Danc6rrusic

Danceorchestra

appraisa|(Music)760.9

768.5

767.78

rlusicaccompanりings㏄ial761.58

766.873

761.8225/761.822

(Instrumenta1)7764.1822

764.48

764.188

761.554

764.48

Danceorchestrawithmorethanonesolo

irx∋truments

Danc80rchestrawithonθormoresolo

instr>uments

Danceorch∂strawithonego|oinstrument

Danceorchestrawithvocalparts

Danceorchestra,Sp㏄ificsolo

with

Dataprocessin9(Nusic)

Daりsofweek,Musicfor

hays,me3icfor

Dead,

Dθafand

instrument

764.4824

764.4823

764.4825

764.4822

764.4826-.4828

760.285

761.522

761.522

門usicacc㎝panりingdispo3alofthe

hardofheari㎎pers◎n,Historり

3nddeScriptiOnOfmusicw;th

Death,「 喰」SiCaccompanりinO

Dθbut,「1」sicfor

Decay(Sound)

D6scantrecorder

Descantviol

Description(怖 」sic)

Dθ3criptionanddesign(Musical

i「司 「umen比)

Descriptiv8form

Descriptl∨eregear'ch(門Usic)

De5ign(「1usicalinstrument)

Destituteperson,

musiCW}threspectto'

DevelOPtr)θrvt(自bsic)

Diagram([】sic)

Diatonici釧_

Dictiorlarり,encりclopedia,conc◎rdance

Didjeridu

Dir㏄torりofonployeesofsp㏄ific

761.588

760.872

761.588

761.584

761.235

768.364

767.62

760.9

764.1922

764.1896

760.723

764.1922

Historりenddescriptionof

760.86942

760.9

768.223

761.262

(mbsic)760.3

763.99

ocくrＬpatiorlalcategories(Music)

Directorりofpersorrsandorganizations

(nＬsic)

Directorり,Trade(Huslc}

Discographり(卜1Usic)

Dissonance(甑 」sicale|ement)

Distribution,M8magementof(「1」 」sic}

Divertir願 ∋r比oform

Di∨ineoffic6(Uocalform)

Divorcedperson,

nvSiCwithreSpecttO

Dixielandjazz

Dodecaphr)nり

1ぬmbra

Domesticsetting,musicin

Iめublebass

Doublebassoon

Double-reedbagpipe

D◎uble-reedinstrument

Draftirgillustration(加sic)

Dramaticmusic

760.25

760.25

76Z.294

76e.166

761.239

760.688

764.1852

762.324

Historりanddescriptionof

Drametio∨ocaIforrn

Dramaticvocalform,

with

Drawing(hUSic)

Drum

Drum

P6rsonsgssociated

Drumenddevlceusedfor

Drummer(門Ugician)

Duct,end-b1(潮n,notched

Duct.end-blown,notched

Duet(Chembθrmusic)

760.8653

761.653

761.268

7研.85

761.535

767.5

768.59

768.49

768.5

760.221

761.552

762.1

766.92-

percussioneffects

flute

『1uto,Japan∈sse

762.1092

76e.222

766.9

.98

766.9

766.9092

768.35

769,8331

765.12

AUMC760ver.2

DUet(UbcaImusic}

Ihlcien

加1cimer

Dvoりnlce

Dりi㎎8nddeath,nＬs}cacc◎mpanりing

E-flathorn

Eartrainino

Ear1りadutthood,

musicwithrespectto

EasterSundaり,r1μsicof

Easters8ason,nusicof

Eastertid6,門Usicot

Echoi

Editing(門u5ic)

Editi㎎music

Education,resθarch,relatedtopic

ε|ectricinstrument

E|㏄tronicband

Electronicinstrum6nt1'

E|㏄tronicmus}C

E|㏄tronicorgan

Elθctrophone

El㏄trophone(Bandandorchestra)

Electrophon6(Chamberens6mble)

Electrophone(Mixedchぼmberensemble)

Historりanddescriptionof

(門usic}

763.12

768.58

767.74

768.37

761.588

768.974

761.424

765.2-

El㏄trophone(Singletりpechamber6nsemble)

Electrophonearx】keyboard,Ensembleof765.2999

E}㏄trophoneandkθ りboard,EN∋emb|ewith765.299

E|ectrophoneandp6rcussion.Ensembleof765.599

El㏄trophoneandpercussion,Engemblewith765.59

Electrophoneensernble765.67/765.6

ETectrophoneins叱rurner比,Ensetnblewithonlり

onetりpeof』765.673-.676

E|ectrophone,Ens㎝blewith765.46

Electroph◎ne,percussIon,keりboard,

Ensemblewith

Electroph◎nes(Solomusic}

El④trOP敵)nici薦trume戒

Elegリ 『orm

El8mentofmusic

日tte,'

withresp㏄tto

Embe1|ishment〔tUsicale|㎝ent}

Embouchureqnstrumentaltechnique)

Enc」 貿)topedia(門usic)

End-blownf|ute

Energりmaniegement(「 巾」5ic)

Eng自gedperson,

ofmusIcwithrespectto

Eng|ishhorn

Enka

Enkaar泊

Ensernblebりsize

incombination)

HistoryanddescriptiOnOfmUSiC

760.842

761.727

761.727

761.727

761.264

760.149

760.149

760.7

766.7

76tl.6

766.7

766.74

766.59

766.7

764

765

.5

765.67

765.29

766.7

,766

764.18964

761.2

760.8621

761.247

764.1934

760.3

768.35

760.682

HiStOryanddescription

769.86523

768.53

761.6393

folks◎ngofJapan761.6393

(「⑱」5icforsingle>oices

763.12-.19

Ensembleconsi9えingoftwoorm◎re

irrBtrurnentelgroups(Chamberrnusic)

Ens㎝b|etechnique

En∈シembleuithoutkeりboard

Entertairvnent(Perrormance)

Epiphanリ,「 「tusioof

Equipment(竹hＬsic)

Equipmentinstudりandtoachlng,Ugeof

(¶usic)

Estimateof

Ethnicgr◎ups,

specific

Ethnicgroups,

sp6cific

Etudθfor>m

εtsmology

Euphonium

Euphζ)niumaPtコ

labOr ,time,materi81S

Folkmusicof

765.2-.5

761.438

765.4

T61.55

761.724

769.28

(Music)

「bsicwithrespectto

(「亀」sic}

baritone

Europeandanoeform

(Anerican)

760.7

760.299

761.621-.629

r6e.89

764.18949

760.142

768.9T5

768.975

764.1882

Europeandancerormofthenineteer比hand

|aterc8nturie3764.1884

Europeanmugic760.94

一167一
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Europe8nopera

EvaluationandpurchagingmanuaT

Eveningmusic

E∨eningpraりer(Uocalform)

EvensonootnnglicenChＬrch(Uocal

pub|icωorship)

Executi∨emanagem6nt(11」gic)

Exercise(mesic)

E×hibit(WhＬsic)

Exhibit,Specific(門Usic}

Experimentalr>esearch

E×t6mporization

E×tonsiondepartrnentandser∨ice

E×traterrestr}almorldg.

Specific(Music)

Fairorgan

Falsettovoice

Fancyforrn(Music)

Fanfareform

Fantasisandricercare

(Music}

(門usic)

Treatmerltbリ

760.93-.99

766.68

762.86

764.1876

764.18924

(卜1usic)764.1876

762.1094

760.2留

761.523

762.326

formfor

762.326

760.684

760.76

760.7A

760.741-.749

760.724

761.36

760.715

「oms

Father.Historりanddescriptionofr旬sic

withrespectto760,851

F㎝a|ehomose×ua1,Historりandd8scription

ofmu3icwithrespectto760.86643

Female,Historり8nddegcriptionofmus}c

withrespectto,760.82

F8stl∨a1(門usic)760.79

Fire768'33

Filmmusic

Financeialsupport(門iJsic}

Financialmanagem6nt《 門usic)

Fingertθchniqu6(nusicalirK∋t「ument)

Fingering"nstrumer比altechnique)

F18geolet

Flat-backedlutefami|り

Flug61horn

Flute

Fluteconcerto

F|utefemi1り

FIutist

Folkmusic

Folkmusicmodθ

Folkmusician

Folkr◎ck

FolksongofJapan

Footballr8ttle

Forearmtechnique(門LＬsica|instrunnervt)

Forecast(nＬgic)

Forecesting∂ndforecast(nＬsic)

Fo「mofmusic

Formofmusic(Irstrumentar貿 】in∈ 詫rum6ntal

ensemb16)

Formofmu3ic(UocaD

Forfnalanalり3is(『 噺」sic)

Formula(漁 」3ic)

Fosterparent,Higrヒor」}anddescriptionof

musicしJithre6pectto

Fra而eharp

Frame,ground$harP.raftzither

Fra而 θ一3hapθddrum

Freθaerophone

Fre6reed

Fronchh◎rn

Frictiondrum

Frictionidiophor、 う

Frictionidiophonθ

Fugueform

Fu|10rch8e土r8

Fullscore

Funeralmusic

Funera|,nＬsicfor

Fugion(門usic)

Gadulka

G8ita

6alli8rdform

Galopform

(Set)

(Single}

761.542

76e.79

760.681

764.19368

764.19368

768.35

767.85

768.留

768.32

764.2832186

768.3

768.32092

761.62

761.264

761.62四92

761、66

761.6393

766.886

764.19362

760.112

760.112

761.8

764.18

762

76L8

760.212

民

巣

鴨

95

ロ

ロ

コ

唱

題
徹
噺
福

768.29/768.2

768.8

768.94

766.98

766.86

766.888

764.1872

764.2

760.264

76L588

761.588

、761.〔 汀

噺.6

768.49

764.1882

764.1884
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inβtrumenrtal

Gen6ral

General

c◎mbination)

General

Gθneral

Ci6noral

VOlces

Ger姶ral

(1nヨderumentandinstrumentelengemble)764.1

Ger姶ra|statistics(Music)760.21

Geographicalandpersonstr6atmer比

(Folkmusic)761.620091-.620099

G60graphicaltreatment(Music)760.9

G600raph}caltreatment(Musica|

irstrument)764.194-.199

Ge◎graphica|treatmentof6ducation,

research,relatedtopic(Music)760.71Z}1-.709

GeographicaltreatmentofmuSeum,

co11㏄tion,exhibit(Pb3ic)760.741-.749

Geographica|treatmentofresearch

(「1usic)700.mel-.7229

GeographicaItreetrnentoFschooland

course(r11」3ic}760.7161-.7109

Gθrmanicre|igions,Sacredmusicof761.73

Germanicrθ 日giore∋,Serviceof(しbca|form》762.33

Giftedpers◎n,Historgandd白scriptionof

760.879

Gavotteform764.1883

Generalmusicalform(Irtstrumental)764.182

GeneralprinCiple(Chambermusic)765.Ol-.07

GeneralprincipTe(Christiansacred

music)761.7101-.7196

G6neralpr}ncip|e(Folkmusic}761.e201-.6205

〔迫neralprinCip|e(EnstrUnentar砲

e鴫 ㎝ble)'r64.11-.17/764.1

principle(Sacredmusic)761.nl-.「 鵬

pr}nciple(Singlevoicesin

763.111-.117

principle(U)catnusic)762.01-.07

principleandmusica|form・761

prinCipl6endmusicalform(Si㎎le

;nc㎝bination}・763.11

principle,mUSiCalfOrm,instrument

muSicwithreSpecttO

Girtedperson,Historりanddescr'iptionof

musicりithrespectto

Glookenspiet

G|oria(しbca|form)

Gong

GoodFridaり,rlusicof

Gothicmusic

Graduale(Uocalform)

Grandparent.Historりanddescriptionof

mu3icwithrespectto

Greatrgrandparentofanりdegree,Historり

760.87

766.843

762.323

766.8843

761.726

760.ge2

762.3235

769.853

anddescriptionofmugicwithrespectto760.853

Greekmode761.264

Gregく)rianchar比762.3222

Groundbassform76t.827

Groundbassform(lnstrumerrtaD764.1827

Gr◎undzither767.73

Guidebookofmuseum(門Usic)760,74

GＬiro766.886

GkＬitar767.87

Guitarconcerto764.2787186

Guitarist767.07eg2

Gurumi767.82

Handbe|1(Singleper℃ussedidiophonθ)766.88485

Ha㎡t㏄hnique(nＬsica川r15trument)764.19365

Hらndicappeく 」,iU,giftedperson,Historりand

descriptionofmusicwlthrθspectto760.87

Hardangerfidd18767.6

Harlemjazz761.653

Harmonicorganization761 .25

Harmonicrhりthm761.256

Harmonica(門outhorgan}768 .82

Harmonica(「lusicalg1asses)766 .866

Harnt)nium766.55

Harmonization761.434

Harmony761 .25

Harp767.94-.98

Harpandmusic81bow767.9

Harpzithθr767 .73

H已rp-1uto767 .98

Harpis叱767.9092



Harpsich◎rd

Harpsichordist

Harvθstmu3ic

Heckelphone

Heterophonり

トめterose×ua1,Historyanddescr>iptionof

musicwithrespectto

Highso10voice(Uoca|musiC)

Highereducation,Sch◎ ◎1andcorsein

(「慨」5ic)

H}ndusacredmusic

Hindusacr6drUSIc

Histericate∨ents,

Historica|period

(Folkmusic)

HiStorical

HiStorica1,

(Folkmusic)

HiStorica1,

(『'tＬsic)

History

(Pub|icworship)

nＬsiccom㎜orating

research

ge◎graphical,

(性」sic)

geographic∂1,

766.4

766.4092

76L5246

768.52

761.283

760.8662

763.3

760.711

761.745

762.345

761.599

761.6200981-.6209905

76(].722

personstreatrnent

76L62四9

persc)rK∋treatnerrt

760.9

(nＬsicorganization)760 .691

Historりanddescriptionofmuseum(1「 μsic}

Historりanddescriptiono'folkmusicw}th

reSpeCttOkirKISOrperSOn3

Historりanddescriptionofmu5icwith

reSpecttOkindSofperSonS

H◎bbり(nusic)

Hbed(期nform

Holyweek,門usicof

Homophony

卜bmosexua1,Historりanddescriptionof

凧」sicWithreSpeCtto

H)rn

Hk)rnconc6rto

Hornp}aりer

Horn,E㎎lish

Horn,French

Hbuseorgan(SerialPublication)(Music)

トbuse-boundperson,

ofmusicwlthrespectto

HUm◎rouStreatment(門usiC)

HUr>dリ ーgurdり

Hりbridstりle(Jazz)

Hりmn

!deθfixe

Id8ntificationmark(HUsic)

Idiophooe(UibratingsorK)roussolid)

111andshvt-inperson,Historりand

descriptionofmusicwithrespectto

Illperson,Historyanddescriptionof

mUSiCwithreSpeCttO

I|1egitim8techitd.

ofmuSiCLjithreSpeCttO

1日egitimate,abandoned/abusedchild,

ウrphan,Histor～ ハanddescriPtionof

ffusiCwlthrespectto

I||ustration(門usic)

111ustration,Drafting(Music)

1目ustration,mode|,miniature(門u8ic)

ImpreSsionism(nＬsic)

Impr㎝ptuform

Improvisation

－
.609

760.74

761.62008

760.8

760.23

764.18er

761.726

761.285

760.8664

768.94

764.2894186

768.94092

768.53

768.94

760.5

HistoryarKＬdescription

760.877

760.2研

767.69

761.657

762.習

761.248

760.275-.278

Historリanddescription

766.82

760.877

760.留

760.86945

760.86945

760.222

760.221

760.22

760.994

764.1894

761.36
Improvisatorりor∨irtuosonature,Formof

musicofan764.1894

1n-s6rvicetr'ainingandr65idencリ(甑 」sic)760.7155

1nauguration,門usica(× ×ぬpanりing761 .57

1ncidentaldramaticmusic761 .552

1ndetermir槍cりc㎝p()sition(Music)76L32

1ndex(「 「hＬsic)760 .16

1ndOpjazz761.657

1ndoormusic761.534

1ndcorsettings,Musicinspeciric76L535-.539

1nfancy.竹Usicaccompanりing761.582

1nrantbaptism,nＬsicacc㎝panying761.582

!nrarrt,Historりanddescriptionof凧 」sic

withrespectto760 .832・

AuMc760ver.2

Initiatiorlofbusinegson化erprLise(nu5ic)761b .681

1nitiationrite.[Usicacc◎mpanりi㎎761.57

1n㎜ineform764 .1876

1nstituteand眠)rkshopinadulteducation

(rhＬgic)760 .7152

1nstrument764/764-768

1nstrument(InStru哺ntandirK5trumental

emsetnble}

Instrumentandinstrumenta|ensomble

InStrumentandinStrumentalmuSic

Instrumentandth6ir凧 」sic.Sp㏄ific

InStrumerTt,Techn}quefOrplaりi㎏

Instrumental

Instrurnental

Instrumental

Instrumental

forms

IngtrumerTta|

sacred

Ingtrumθ 「比al

Instrumenta|

ensemble

ensembfe,Ptu3icfor

form

formderi∨6d7rom

formd6rivedfr㎝
ロm

USlC

rorm,

mu31C

Interludeform

Intermediateform

lntermezzoform

Interpretatlon

Interva1(門usical

Introductorりform

IntroitUS《Ubca|

Inventionform

In>entorりofmusic

Irishharp

Other

(Music)

eTement}

form)

764.183-

1iturgica1

764.18993

Islamicsacredm」3ic

lslam}csacredrmＬsicくPUblicworship}

Japan,Popularmusicof

Jazz

Jazzmusician

JazzotJapθr1
{J

azz,Ear1り

Jazz,Traditior旨1

Jeu'sharp

Jigi-jigi

Juda}csacredmusic

Judaicsacredmusic(Pub|icu◎rship)

Jyeling

Ka隔n倒

Kani

Kazoo

Kerar

Keroune

Ketjapi

Kett|er∋hap6ddrum

Kettledrum

K6りrelatiortship

Keりb◎ardandpercu53ion,Ensembleor

Keりboardhand

Keyboardelectroph◎ne

Keりboardens㎝b|e

Keりboardidiophone

Keりboardinstrument

Keyboardinstrument

Keリb◎ardinstrument

Keりboerdinstrument

Keりboardin3trumθnt

ersomble)

KeりbOardinstrument

Keりboardinstrument,

Keりboardstringed

Keりb◎ardstringed

Kθ りboardwind

Keりboard,

Keりboard,

Koりboard,mechanica|

percussionband

Keりboard,m㏄hanic81

764.1

764

764-768

766-768

764、193

764

764

.189

764.18992

764.189

764/764-768

764.1893

764.1893

764.1893

761.46

761.237

764.ユ892

762.3235

76tl.1留4

760.216

767.95

76L771

762.371

761.639

761.65

761.654192

761.6395

761.652

761.653

766.887

767.92

76仁76

762.36

768.52

767.92

767.73

763.99

767.78

767.82

767.85

766.93

766.93

761.258

765.39

764.6

766.59

(Bandandorchestr・8)

(Chamberensemb|e)

(Ml×edchamberensθmb|e}

(Sing|etりPθchamber

765.62-.65

(SOIomusic)

Un3pecified

instrument

instrument

instrument

Ensemblewith

electrophone,

,e|④tronic,

765.62-.65

766.83

766,2-.5

764

765

765.2

percussionengemble

,electronic,

percussionb8ndwithvoc81Parts

Keりbo8rd,mechanica1,eT㏄tronic,

'

766

766

766

766.2-.4

766.5

765.2

765.6

76tl.6

764.622

percussionbarx】.
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●

自∪「1C760Uer.2

Specifics◎|oingtrumentwith764.626-.628

Keりboard,mechanical,el6ctrophonic.

percussionirK∋trumθnt766

Kindofmusic761.5

Kindsofe噺mbles,Sp㏄ific(Chamber

musio)765.2-.9

Kora767.98

Kuitra

Kリrie(Uoca|form)

Labor,time,materia|s,Estimate

or(mＬSic)

LaboratOrりman」81fortesti㎎"1usic)

しeboratoryma「KＬalusedin「'esearch(門 ㎏sic)

LanguagθarKIcomttnlnication(門usic)

Large-scalevoca|work

Lateadu|thood.Historりanddescriptionof

musicwithrespectto

Lat;n-tw∋ricandanc6form

Laudes(Uooalform)

L8uds(Uoca|form}

Learner(t'Nj81c)

Learnlngmeth◎d,Specia1(「 乍」sic)

Le↑t-handtechnique(ト1usicalinstrument)

Legtechrlique(MusicalinStrumerrt)

Lθitmotif

Lent,「 曳」sicof

L6ntenmusic

Lesbian,HistorLりanddescriptionofmusic

withrespectto

Libretto,Treatiseon

Lighterchestra

Lightorchestrawithmorθthanor㊥s◎10

ir罠∋trumervts

Lightorchestrawithoneormoregolo

instrume「 比3

Lightorchθstrawithonesoloinstrument

LightOrCheStrawith∀OCe|part5

しightorchestra,Specificsoloinstrument

Uith

Llp-reedir6truments

LipPing(IrrStrUmentalt㏄hniqUe)

Listofmuseumholdings《 「亀」sic}

List,in∨er碇orリ,catalogofmUSic

Listθn}ngandear'training

Listeningtrainingmethod

Litanり

Literature,門usicand

Liturg}caldrama

Liturgicalform

L;turoicalforms.Ir、strum8ntalform

derivedfrom

Liturgicalmusic(Uoca|form)

しitur、9り(Uocalform)

LiturOり,Speci『ic(Uocalform)

Lo◎alorganlzation(向sic)

Locatities,Treatmentbりsp6cific

(t'tＬgic)

Long-n㏄ked|ute

Lor人d,5Pra～ 賠r(LiturgicalforLm)

LowS◎lovoicθ(U◎calmusic)

LowerC18SS,

musicwithrespectto

Lowermidd18clasg.

ofmusiCwithresp6ctto

Lute

Luterami1り

Luther8ns8crθdmusic

UＬth6ran3acred「 頂」gic(Ubcal

publicwく 》rshiP)

Lりr6

Lリric,Treatiseon(PhＬsic)

trtacrote「 田1itり

Madrigal

trtagnetictape
コ

hai耐reamJarz

門白intenanceandrepair(Mu3ic)

767.85

762.3232

760.299

769.2留

760.72

760.14

762.24

760.846

764.1888

762.324

762.324

760.73

76(Z}.T

764.19366

764.1938

761.248

761.725

761.725

760.86643

769.268

764.4

764.424

764.423

764.425

764.422

764.426-.428

768.9

764.1934

760.74

760.216

761.424

761.424

762.292

760.08

762.298

762.29

764.18993

762.29

762.3

762.323-.326

760.603-.699

768.93-.99

7σ7.8

762.295

763.5

Higtoryanddescriptiono『

760.8624

Historりenddescription

760.8623

7■7.83

767

761.7141

formfor

762.32241

7〔y7.78

760.268

761.265

762.43

766.75

761.654

760.288
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門aintenanoe.tuning,r'epair(「 唱」sica|

i信trument}764.1928

hajor>itり(⑩ θ),nugicacc㎝panリinO761.584

晦lehom◎sexual,Historりanddegcriptionof

musicwtthrespectto760.86642

抽|θ,Historりanddescriptionofmusicwith

r8gpectto

|「已nagem6nt(nＬgic)

[bnagementordigtr'ibUtion(「thＬsic)

卜bnagemer比ofmateria1(回usic)

同旨nagementotproduction(music)

陶nag㎝ent,

hanaoenent,

(陶sic)

性〕nagement,

門ar田gelnent、

r匂r臼geria|

Executive(m蝕sic)

Organizationandrinancia1

P6rs◎nrめ1(husic)

Plant(nＬsic)

midd|ec|ass,Historりand

descriptionofmusiowithreSP6ctto

¶andolin

門arvscript(hugic}

h已muscriPt3coreandpart5,Bibliographり

andcatalogof

門已parK】relatedform,plen,

diagr>am(「1usic)

trlaracas

t'lerchform

胎rchi㎎band

narchi㎎bandwithmorethanoneso|o

instruments

門archingbandwithoneormores◎|o

instruments

Frlarchi㎏bandwithones◎10instrument

Na「℃hir喝bandwithvocalparts

門archi㎎band,Specificsoloinstr'ument

uith

胎rimba

rlarketing,「lam臼genertof(nＬSiC}

harria㊤,mesicacCOtnpanりi㎎

門已rr>iedperson,

musicwithrespectto

hasque

南ss(Ubcalform)

刊已s3mediamusic

「「bteria|(「 噺」sic)

reヨteria|,Estimateof(nＬsic)

1「bteri81,hanagementof(門U3ic)

村btin(Uocalform)

「1已tinofO㎎IicanChUrch(Ubcalformfor

publicw◎rship)

MatutimUm(Uocalformforpublicworship

inAng|ic8nchurch)

hatutirum(Uocalform)

刊aundりThursdaり,MUSicof

|「bZ1」rkaform

Measure,Safetり

trleasurLement(HUS}C)

門6aSUrement(怖 」9iCatirtStrUment)

岡echanica1

巾Chanica|

[bchanical

nechanica1

村bchanica1

隔C胎nical

760.81

760.68

760.688

760.6留

760.685

760.684

760.681

76(].683

760.682

76Q).8622

767.84

760.262

760.164

760.223

766.885

76tl.189T

764.83

764.8324

764.8323

764.8325

764.8322

764.8326-.8328

766.843

760.688

761.醐

Historりanddescriptionof

andaeo|ianinstrumer『t

band

instrumervt766.64-

keりb◎ardirrstrument

musica1・instrument

musica|instrument

orchestra)

heC胎nicalmusica|

ens㎝ble)

陳echanical

Tlechanica1

「「bchanicel

nechanical

Mechanlca1

(Bandand

inStrurnent(Chamb6r

t'lechanizedbells

門bdia,「1usicfor3pecific

門bdie∨alchurchm◎de

Nbdie∨almusic

刊bditationform

760.8655

762.15

762.323

761.54

760.28

760.299

760.687

762、324

762.325

762.325

762.324

761.726

764.1884

760.289

761b.2〔打

76ts.19万

766.6

764.6

.69/766

766.66

766.6

764

福

musica1}rlstrumθnt《So|omusic)766.6

p|uckedidiophone766.65

stringedir冒5trunx∋r了t766.67

struckidlopbOne766.64

wind;nstr・ument766.68

766.64

76L54

761.263

760.903

764.1896



門elodeon768.863

「1e|odリ761.24

胎|odりinstrumen虎,Unspecifi8d767

nemberofnondominar比racia1.ethnic,rロtiona1,

SOCiOeCOnOmiC.religiOuSgrOUpS,HistOrりand

desctiptionofmusicwithrespectto760.8693

trlemb6rshiplist(岡usicorganization)

760.601-.609

r'lernbership1istcontainingdirectorり

infor>m8t}on(nＬsic)

門bmbranophone

hemoriZing(門usiCtra}ningmethod}

門en'SV◎ice

hbn,Historりanddescriptionofmusicwith

re8pectto

nePt】zan

門enta|1りi|landmenta11りhandicapP8d

person,Historりanddescriptionor

musicwithrespectto

neter(1「hＬsicale|8ment)

TSethodistsacrθdmusic

neth◎distsacredmusic(Uocalformfor

pub|icworship)

heu(ン ー50pranovoice

hezzo-s◎pranovoicθ.Children.3

門icrotor冶|itり

ridd|6aduithood.H}storりanddescription

ofmusicりithresPθctto

「lidd|eclass,HistorりarK】d6scriptionof

鳳」sicwithrespectto

Middlesolov◎ice(U)calmusic)

Militarりband

76(].25

766.92-.98

761.426

762.8

nilitarりbandwithmorethanoneso|o

irポ∋truments

Mi|itarybandwithon60rmoresolo

instruments

Militarりbandwithoneso|oinstrument

門11;tarりbandwithvocalparts

凹目itaryband,Specificsoloinstrument

with

Militarり 頂」sic

門iniature(NUSic)

ト1iniaturescore

Minuetform

門irliton

niSCX)Tlanり(mesic)

門isoellanり,⑳ 鵬rcial(門usic)

Mixed∨oic8s

怖)de

鰍ode,

Model

Model

「bde1

Other

(「iＬsic)

andminiature([LＬSic)

forsim}lation(1「hＬsic}

76(].81

766.843

76(].留4

761.226

761.717

762.322T

762.首

762.T

761.269

760.844

769.8622

763.4

764.84

764.8424

764.8423

764.8425

764.8422

764.8426-.8428

761.599

760.228/7〔 氾.22

760.265

764.18835

763.99

760.2

769.29

762.5

761.263

761.264

760.22

760.228

760.11

「10derate-incomθHistorりand

degcriptionofmuSic回ithrθspecttO

卜bdernjazz

trlodernmusic

hbrpdり

敵)nophonice|㏄tronicinstrument

門◎nophonicel㏄trophor貰 う

ic)rningmusic

norLningpraりer(Uocalform)

門otet

門other,Histo「 りanddescrL}ptionofmusic

WithreSP6ctto

rbtor}めrn

ドbtor-impair'edperson,Historりand

de3criptionofmu3icwithrespectto

trk)urni㎎,mUsicfor

回buthoroan

multipTeflute

Pbr|i

museolO9り(MUSic)

門Us6umactivitりandservice(門USic》

HUseum,Sp㏄}fic(「 旬Sic)

門Us8um,col1㏄tion,oxhibit(nusic)

760.8623

76ユ,655

760.903

761.282

766.73

766.73

761.523

762.325

762.26

760.852

766.99

760.873

761.588

768.82

768.37

768.62

760.75

760.75

760.741-.749

760.74

0UMC760ver.2

t'tasic760

m軸sicaccompぼnリingpub|icentθrtairvne'nrヒs761.55

門usicapprLeciation761.17

nＬsicb◎x766.65

musicfOrSoloinStrument8aCCOmpaniOd

byor㊥othθrinstrument766-768

門UsicaPPreciation761.17

門usicbox766.65

HUSi◇forsolOinStru鴫ntsa◎C㎝panied

bりoneotherinstru而 θnt766-768

門usicliterature,Bibliographりand

catalogof76(ZI.162

T`tUsicrec◎rdings,Treatis60n760.26

Musicref|ectingotherthemesandsubjects761.59

門U3icscores.

Treatiseon

門U3icth80rり

nＬsicaT

怖」sica|

trtＬsical

mＬsical

㎞

r8cording自,te×ts,
ノ

element

form

form(Instrum6ntand

emsomble)

t'usicalform(lnstrumθr比and

ersemb1θ)

trtＬsicaT

trhJsicalform(SingTevoicesin

oombination)

form(門usicforsingle>oice)

¶hＬsicaTform(Uocalmusic)

nＬsicalformandinstrument

而sic)

nＬsical

回usical

椥sica|

舟S}cal

門usical

nＬsical

怜」sica|

門usica|

form,Specific

91asses

instrument

instrument(Chamber

instrumentmaker

plaり

saw

ski115and

760.26

761

767.92/767.9

761.2

761.8

irβtru「 限∋nt81

764.1

i「滅rumervta1

'764
.18

763.OS

(Chamb6r

music)

763.118

762.68

765.08-.09

761.82

.766.866

764.19

765.OS-.09

764.1923eg2

762.14

766.888

learningarepertoire,

Techniqueforacquiring

nＬsic81sound

門usica|tradition

trtUsicien

trk)siqueconcrete

M∨et

Nai

Naker

Naqara

Nkヨtior旧lgrOUPS,

3pecific

Nationa|grOUPS,

specific

National

Nationalism

Nay

Neocla田ici訓

Neum6s

Ne↓口Orleansjazz

NewYorkjaZZ

Nguru

Nightmusic

Nkraton

Nbbility,

organization

(門usic)

761.42

761.23

761.6

769.92

766.75

767.73

?68.37

766,93

766.93

Folkmusicof

761.621-.629

門Usic脚ithrespectto

760.89

(Music)760.603-.609

760.9034

768.35

(h」5ic)

HistorりarK幽descr}ptionormusic

withrespectto

Nocturneform

Nbr卜 －Bib|icaltext(Liturgicalform)

Nor←Westernartmusic

トk)na(Uocat「orm》

Nondramaticvocal

トbrX重ramaticvoca1

∨oice)

Nbndramaticvoc8|

∨OIces

Nonet《U◎caT

Nonetand

煉)netand

Nbnliterate3,

rorm

form (臨」3icforsingle

form(門Usicforsingle

760.904

760.148

761.653

761.653

768.38

761.523

767.73

760.8621

764.18966

762.296

761.69

762.324

762.2

incombination)

music}

1argercocnbinetion(U◎calmusic)

}argerensembles(Chambermusic}

Historりanddescriptionof

763.09

763.119

763.19

763.19

765.19
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0UMc760∪ θr.2

musicuithrθ3pectto

North禽mericandanceform

Northumbrianpipe

殴)soflute

Notation,abbre∨iation,SりmbOl,門USiCal

Nbtchedflute

殴)terOW

Novice(岡usic)

N㎏ovemusiche

Oba

Oboe

Oboecorx>erto

Obukano

〔㎏arina

Occupation(Music)

Octet(Chamb6rmusic)

Octθt(Uocalmusic}

OfferKler,Historyarりd83criptionof

muSicwithreSpeCttO

OffenrtorLium(Uocalform)

Officehours(Re|igion)

On-the-jobeducation(トbsic)

Ondesmartenot

Oneinstrumenta|gr◎up,Errsemble

co情i就i㎎ofon1り

Oper∂

Operasingθr

Operationsr6search(Music)

Operetta

Ophicleide

Or8torio

Orchestra

Orche6trawithmorethanorx∋solo

ir疏rument3

0rche3trauithorめormorθsolo

Orchestrewithonesoloinstrument

Orchestrawithtoりinstruments

Orchestrawith∨ocalparts・

.Orch8stra,

Orchestre,

Orchestra,

Orchestra,

Orcbestra,

Orchestra,

Orchestre,

wlth

Orchestra.

Orche!∋tral

Orchestra1

Chamber

Danoe

Light

Personassociatedwith

Salon

Sch◎ol

Sp㏄ifics◎|oinstrum6nt

String

combi頂tionsar貰 コb8nd,

harp

760.8633

764.1887

768.49

768.3

760.148

768.35

761.268

760.73

760、9S32

707.73

768.52

764.2852186

707.78

768.38

761Z).23

765.18

763.18

Other

Orchestration

Ordir迫ryofthemas5(Ubcalform}

Organ(↑tＬsica|in6t「Lument)

Organconcerto

Organi5t

Organization(nＬgic)

Organizationa「 買」man㊤9ement(門usic)

Organizat}on.Internationa1(HUsic}

Organization,National,state,

|ocal(nＬsic)

Ornament(nＬsicalelemer丘)

Orphan,Historりar東]descriptionof

withrespectto

Ostir田toform

O∈式」ir旧toform"rtstrumentaD

Oud

aＬtdoormusic

Outline(trhisic)

Overtureform

Ounershipmark(門Usic)

PacificOceanislandgarx】other

th6morld.Danceformorthe

P81mSunday.『 惰」sicof

Panpipes

Panpipes

P8r8phrase(Musicelcomposition)

Paraphraseandp8rodり(日Ugica1

760.8692

762.3235

762.324

760.7155

766,73

765.6-.9

762.1

762.1092

,760.11

762.12

768.99

762.23

764.2

田

田

お

総

2

3

4

鴻

鍵

』

鋼

篇
曇

還

薯

3

67

760.601

provincia1

760.683

限JSlC

764.26-.28

764.7

764.3-.9

767.佑

761.374

762.3232

766.5

764.265186

766.54]ea

- .609

768.6

760.601

,

一
.609

761.247

・

760.86945

761.8習

764.18解

767.82

partsof

761.532

76Q).202

764.18926

769.2「 η

764.1889

761.726

768.3T

768.37

761.3ア 「
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C◎mp◎sition)

Par8phraseform

P8raphraseform(Instrumenta1}

Parent、Historリanddθscriptionof肋sic

withrespectto

Parodり(回k∫gicalcomp◎sition)

Parodり(nＬsicalform)

胎 「、odりform(lnstrunorTta1}

Parts◎ng(門i×edvoices》

Partsong(Singlevoioθs)

Partia1|りsightedpers◎n,Historyand

d6SCriptiOnOfmuSiCuithrespectto

F旨ヨrtitaform

Parts,Performano6

Passacag|iaform

Passacagliaform(Irβtrumenta1)

PassionofJesusChrist

Pas3iontide,nusicor

Patent(F如sic)

Patentandidenti「icationmark(mbsic)

Patriotic,Politica|,mi|itaryrmＬsiC

Pavaneform

Pedaling(Instrum6ntaltechnique)

Per臼

Pennywhi3tte

Pentatonicism

Pe[虎8coStandTrinitりSunday,Musicof

Pθntecost,Musicof

Peon,Hi3torりanddescriptionofmusic

Uithrespectto

Percussedidiophon6(Set)

Percussedidiophonθ(Si㎎le)

Percussionandkeりboard.ErIsemblewithout

electrophoneandwith

Percuss}onband

Percussionbandwithmorethanones◎10

irK∋truments

P6rCussionbandwithOneOrmOresolO

irtstruments

Percussionbanduithonesoloinstrumeπt

ρercussionbandwithvocalparts

hercussionband,Sp6cifics◎|oinstrument

with

Percussioneffects,De∨}ceus6d

Percussioneffects.De∨icθu56d

PerCUSSionensemble

Percussioninstrument

Per℃US3ionir1ぼtrumerlt

陶rcussioni耐rument

Pθrcussionirβtrument

ensenblθ)

Percussloninstrument

chamberense∬ ゆ|e)

Percussionirtstrumervt

PerOUSSion.

a間 りith

Performance

Performanoesc◎reand

Performi㎎arts,

(Bandard

(Chamber

(Mi×ed

761.377

761.826

764.1826

768.85

761.377

761.826

764.1826

762.5

763.1

760.留1

764.1854

760.264

761.827

764.1827

762.23

761.7255

760.272

760.暫

761.599

764.18823

764.1938

767.6

768.35

761.265

761.729

761.7293

760.8625

766.84

766.884

765.3

764.68

764.6824

764.6823

764.6825

764.6822

764.6826-.6828

for766.9

for766.99
765.68/765.6

766.8/766

0rchestra)764

emsemble)765

chamber

(Si㎎|etりpe

(S◎10music)

Ensemblewithoutkeりboard

parts

Musicandthe

Per}odofstりli5ticde∨elopatentof

　
mＬS`C

P6rson,Treatmentof(怜 」sic)

Persona5s《)ciatedwithp膜 」sic'

Personas5◎ci8t6dwithoper8

Pergonbり|evelof(x」|tura|

anddescriptionofmusicwith

ρer30nbりmarriagestatus,Historりand

deSCriptionofmusicwithr8Spectto

Personbり ◎ccuPationa[and

Historりanddescriptionofmusic

resp㏄tto

Personbりre|igiousgrOUPS,

de3criptionofmusicNithre3Pθctto

Personbりsexualorierrtation.

descriptionofmusicwithrespectto

良)rs◎nbりs◎cialand

765.2-.5

765,68

766.8

765.5

760.78

760.264

760.研9

760.9(Z)1-.ge5

760.9

76(Z}.92

762.1092

de∨elopment.HiStorり

resPectto769.863

760.865

religiousg「 ℃UPS,

with

760.88

Historリand

768.88

Historりend

760.866

eoonomlcchar8cteriStics,



o

HistorLyanddescriptionofmusicwith

resp㏄tto760 .86

PersonbりsociaTandeconomic|∈rvels,Hi3torLりand

descriptionofmusicwithrespectto

Pers◎nbりspecificoccupatior旧1and

Pシrsoninsp㏄i『icgtagesofadulth◎ ◎d,

Historりanddescript;onofmus

PerSonmarriedin(Xxnm⊂)n|aw,HistOryar買]

descriptionofmuSicwithrespectto

PersonofhighcuIturaldevelopm6nt,

deScriptiOnofmusicwithresp6Ctto

reTigiousgroup3,

ofmusicWithrespectto

PerS◎nOftowcu|turaldevelOpment ,

deSCriptionofmuSicwithrθSpeCtto

Pers◎nof胎diumcu|turaldeve|oPment,

dθscriptionofmusicwithrespectto

PersonofSP8cia|soci81statUS,

degcriptionofmusicwithrespθctto

Personwithdevelopmθntaldisabilities,

760.862

760.84

760.8655

Histo「 りand

760.8631

Historりart]description

760.8899-.8899

Historyand

760.8633

Historリand

760.8632

Historyand

760.869

Historり

anddescriptionofmusicwithrespθctto76(] .875

Personwithnose×ua|or'ientation,Historりand

deSCriptiOnOfmUSiCWithreSpeCttO

Personnelmanagement(門Usic)

Pθrsonsassoci8tθdwithmusic,Collected

treatmerrtof

Philosophりandtheorり(nＬsic}

Phonorec◎rd,Bibliographりofmusic

recordedon

Phonoreo◎rd,Cata1◎Oofmusicrecordedon

Phりsicallりhandicappedperson,Historりand

descriptionofmusicwithre3pectto

Pianist

Piano

760.866

760.683

766.922

76Z.1

760.166

76②.166

760.〔 狩

Historりandde3criptionof

musicwithrespectto760.8659

Po1りPhonリ761 .284

Popoun766 .99

Pops761 .63

Popularmusic761.63

Popularmu8ico『Japan761 .639

Populermusic,Non→testern761.63

766.2992

766.2

Pianoaccordion768 .865

Pianoconcerto764 .262186

piano_∨oca|score760.264

Piano|a766 .66

Picc◎10andfifθ768 .33

Pictorialchart(Mu$ic)760 .222

Pictorialdesign(門hＬsic)7〔 遼 .222

P}ctureandrelatedillustration(門Usic)760 .222

P'ip'a767 .82

Pitch(nＬsicalsound)761 .232

Plac8s}ngθneral,Treatmentbり760 .91

p|an(門1」sic)760 .223

Plantmanagement(門usic)760.682

Plate([h」5icalinstrument)766 .82

Plate(Singlepercussedidiophone)766 .8843

Plaり(tusic)762 .14

p|aり,「tＬsica|762 .14

p|aりerpiano766 。66

p|aりingtime761 .432

P|ectra|instrument767
.7

P|㏄trallutefam日 り767 .8

PIot(∪(xフeln帆 」sic)762 .00269

Plot,Treatiseon(nＬsic)760.269

PIuckedboerdzither767 .75

Pluckeddrum766.97

Pluckedidiophone(Set)766.85

P|uckedidiophone(Single)766 .887

Plu「iarc767.93

Pocketscore760.265

Po㎝,Treatigeon(|「tsic)760 .268

Po6trり,Secularvocalformderivedfr㎝762 .43

po|itlcalmu3ic761.599

Polkaform764 .18844

P◎lo「 砲i8eform764 .ユ884

Po1りgamousperson,

自U「1C769ver.2

PostIudeform'

Po∨ertり －strickenanddestituteperson,

dBScriptionOfmusiCwithreSpeCtto

Practiceteaching(f'」Sic)

Pr㏄1assicism《rhＬsic}

Pretudeform

Preparedpi8no

Prθsbりterian3acredmusic

presbyteriansaCredMusic(UOeaI

publicwr)rship)

Prescho◎|chitd,

musicwithrespθctto

Pre>erWionoftheft

of祀sic)

764.1893

Historyand

762.86942

760.7

760,9033

764.18928

766.28

761.7151

formfor

762.32251

Historりanddescriptionof

760.833

(Collectionandexhibit

760.753

Pricetendforconectors(Husic)

Pricetrend(Music)・

Prime(U◎calform)

PrirK)ipleandform(nusic),Other

Principre,General

voice)

Principte,form,ens(∋mbTe,>oice,

(九sic)

Printedmusic

Procedure,Specific(怜 」sical

ProduCtiOn,nanagementOr(門USiC)

Productsandservicosoff6red

orfreedistribution,Listingof

Profes3ion,◎ccupation,hobり,

TheSubj6ctas

Profes3ionalmiddleclass,

760.75

760.297

762.324

761.2-.8

(Musicforsinglθ

763.01-.07

instrUTnent

761-768

766.263

instrument)764.192

760.685

forsale,1ease,

(Music)760.29

Historりand

descrlptionofmusicwithrespectto

Progθnり,Historりenddescriptionofmusic

withreSP㏄tto

Programmusic

Programnote

Progra㎜(迫teaching(舟5ic)

Progressi∨ejazz

ProPθrofthemass(Uocalform)`

Protθstmusic

Psa|m

Psa|terium(Latin}

Psaltery(English)

Psycho|ogica|princip}e

Psychoiogica|principle(Seri81ism)

AＬbliCentertaiment,nＬSiCaCCOmpanりing

Publicof『icials,Dirθctorりof(「lusic)

Pub1}cworship(Uoca|form)

Pu|se(Flusicalelem8nt)

Purchasi㎎manua1(「'bsic)

Quantitりsurveリing(「1usic)

Quartet(Chambermusic)

Quartet(しk)calmusic)

Que陥

Question(門usic}

AＬica

釦intθt

釦intet

Rabab

Racial,

〔Chambermusic)

(Uoca}music)

ethnic,nationa|groups,

ofspecific

Racia|,ethn}c,natior旧1groups,

respecttospecific

Rackott

Radioandtelevigionclasses(竹Usic)

Radior鳳 」gic

Raftzither

Raga

Ragtime

RagＬette

Ratchθt

Rattle

R●tt|edrum

Rattledidiophone

Recital

ReCorder(MuSicalirロtrument)

Rocording(()ollectionandexhibit

760.23

760.8622

760.854

761.56

760.15

760..77

761.655

762.3235

761.592

762.294

767,75

767.75

761.11

761.3311

761.55

760.25

762.3

761.222

760.297

760.299

765.14

763.14

768.35

760.76

766.98

765.15

763.15

7〔汀.6

Folkmu3ic

761.621一

餓」SicWith

.629

760.89

768.5

760.7153

761.544

767.73

761.264

761.64

766.98

766.886

766.885

766.96

766.885

760.78

768.36
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自UNC760Uθr.2

0fmusic)

Recordi㎎of凧 」sic

Recordi㎎ofmusic,Sound

R㏄ordingofmＬsic,Uide◎

Recr6ationalmusic

Reedinstrumθr比

R6edorg8nand.regal

R60a{

Regions.Treatmentbり

Registr8tion(Collectionande×hibit

ofmusic}

Regulation(nusicorganization)

ReoulationofpetrortS

R6hearsa1(門usicalt㏄hniquo)

RehearsalandPractice(nusic}

Relationofmusictoothersubjects

760.753

761.49

760.266

768.2σ7

761.594

768.4

766.55

766.55

768、91

760.753

760.601-.609

(向 醐mof側gic)760・7SS

761.44

761.44

Relative・

withresp6ctto

Religion,Ser∨iceofothergPeciric

(∪◎calform)

Religions,Sacr6dmusicofothθr

8P㏄ific

Religiousprinciple

Religi◎usprincipTe(Serialism)

Renaissancemusic

Repair(Music)

Requiemmas3(Uoca|for而)

Research(nＬgic}

ReSearCh,DataprOCeSgi㎎in(MUSiC)

Residonc9(me8ic)

R8sonarx)e(1ngtrumer比altechnique)

Reso陥nce(恥sicalt㏄hnique)

Resourceforstudりandte8ching(¶1」sic)

Responsorium

Rest(随 」sica161ement)

Retiredper30n,

巾usicwlthrespectto

ReviθWandex6rLCi96(MUSiC)

R6vue

Rhapsodリform

Rhりt㎞

Rhythmandblue3

Rhりtbtnba南

Rhりthm,Harmonic

Ricorcar●rorm

Right-handtθchniquo(n」3ica|

ingtrum6r比)

Rite(Uocalform)

Roarer(門usicalinstrument)

Rock(竹Usic)

R◎ckmusician

RockofJapan

R◎ckofthe70'8

Rockofthe89,sandafter

Rock・n・ro1|

Rock,Ear1り

Rococor則sic

細
細
品
鰯
品
制
制
品
品
脳
制

760.2M1-769.0999

HiStOrりanddeSCriptiOnOfmUSiC

760.85

762.34-.39

761.74-.79

761.12

761.3312

760.9031

760.288

762.3238

760,72

760.285

760.7155

764.1932

761.48

760.7

762.292

761.236

Historりandd8scriptionof

760.8696

760.76

762.14

764.18945

761.224

761.643

764.68

761.256

764,1876

(Concusgiorlidiophonθ)

《Frictionidioph◎ne)

(門usical… 帽trum6nt)

(PercussedidiopbOno)

(Pluckedidiophones)

{Setfrictionidiophone)

{Sotpercussedidiophone)

(Setpluckedidiophones)

(Sing|efrictionidioph◎ne)

(Sin9|6P8r℃usgedidiophone)

(Si㎎1epluckedidioph◎nθ)

RomanCatholic3acredmusic

R㎝anCatholics8credmusic{Uocal

publicworship)

Rom8nceform

R㎝ar式ioerrＬdescriptiverorm

R㎝anticien(ruSic)

Rommelpot/Rommelpot

764.19367

762.3

763.99

761.66

761.66092

76t.6396

761.664

.761
.665

761.66

761.662

769.濁33

766.872

766.862

766.82

766.842

766.85

766.862

766.842

766.85

766.888

766.8842

766.887

761.712

formfor

762.3222

764.18968

764.1896

760.9034

766.98

.
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Rondoform

Ror民20form《In3trumenta1)

Round-hackedlutefami|リ

Roりaltリ,Historりanddescriptionofmugic

←Jithrespectto

kＬbato

Rumbaform

Rりuteki

S8credmusic

Sacredmugic(Song)

Sacredmu3ic(Uocalform}

Sacredmusic,In6trumentalform

deri>edfr㎝

Sacredsong

Sacr・odvocelform

Sacredv◎ca1,0rm.Smatl-scale

Sacredv◎calform,Sp㏄ific

Safetりmeasure(門Usic)

Salonorche6tra

Saltarelloform

Sambaform

Sanhsien

Sanctus(Uocalro「m)

SandPaPerblock

Santir

Sartza

Sape

Sarangi

Saroz

Saturday,門Usicfo「

舗W(ru3ic}

Saxhom

Sa×ophone

Saxophonist

Scaleandsca|icformation

Scalicformation

Scerverio(しbcalmusic)

⑨mo1《tusic)

School(nusic)

Schoolandcourse(↑ 亀」sic)

Schoolandcourseinhighereducation

(「1」sic)

SchoolandoourseinsecorxＬarリeducation

(「1」sic)

Schoolchild,Historりanddescr}ptionof

muSiCWithreSpeCttO

Sctx)010rche3tra

Schoolorcheg虎rawithmorethanonesolo

instruments

Schoolorch6strawithoneormores◎lo

irtstruments

SchoolorchestrawithonθsolO

instrumnerTt

Schoolorchestre図ithvocalparts

Scho◎10rchestra,Spθcificsolo

wlth

Scientificmethod(門Usic}

ScientificPrinciple(門hＬsic)

Seore

Scoreandperts,Bibli◎graphりand

C3talogof

Scoreandparts,Performanee

Scorer'eading

Score,

Score,

Score,

Score.

Score.

Score,

Score,

Score,

Conducti㎎

Fu11

「1iniature

Performance

Piano-∨ocal

P◎cket

Studり

Treatigeon

Scoresandpartg,

Scoresandpartg,

Scr8pedidiophone

Scr人96nplaり.Tr6atiseon

Sea|ife,「 亀」sicab◎ut

?61.824

764.1824

7〔打.82

760.8621

761.46

764.1888

769.8322

761.7

762.25

762.22

764.18992

762.25

762.22

762.25

762.23-.29

760.289

764.4

764.18e2

764.1888

767.85

762.3232

766.863

7合7.74

766.85

766.85

767.6

767.6

761.5228

766.888

768.留

768.7

768.7⑤92

761.246

761.246

762.00269

760.715/760.71

760.71

760.711

760.712

760.834

764.44

764.4424

764.4423

764.4t25

764.4422

instrunent

764.4426-.4428

760.72

761.2

76e.262-760.265

(Music}

8ibliographりof(nＬsic》

Catalogo『(Music)

(匝旧ic}

760.164

760.264

761.423

769.264

760.264

760.265

760.264

760.264

760.265

760.265

760.26

760.16

760.16

766.886

760.268

761.595



S88sons.nus;cfor761.524

Secondarり θducatlon,Schoolandcourse

in(nＬsic)760.712

Secularcantate762.48

Secu1θrform(Uocalform)762.4

Separ'etedanddivorcedpers◎n,Historgand

d8scr'iptionofmusicwithrespectto76Z.8653

Septet(ChamberLmus}c)765.17

Septet(∪ ◎calmu3ic)763.17

Sequent}a(∪ ◎calform)762.3235

Serenadeform764.1856

Ser『,HistorりarKjdθscriptionofmusic

回ithrespectto760.8〔 遜5

Serialpublication(nusic)760.5

飴rialisu761・SS

Serpent{門Usica|instrument)768.99

S6r>∨ice(Uocalform)762.3

Sθr∨icemark(Music)76(].275

Servicetopatron(↑ 旬seumofmusic)761b.755

Setidiophone766.84-.87

Setpercussedidiophor姶766.84

Settimino→Septet

Setting,門Usicinspecific761.53

Sexta(Ubca|form)762.324

Sext6t(Chamb白rmusic)765.16

SeXtet(Uocalmuslc)763.16

Shakuhachi769.8331

Shamisen769.783

Shawn768.52

Sheng768.82

Shiwaリa768.38

Short・-neckedtute767.8

Shut-inperson.Historりanddescriptionof

musicwithrθspectto768.877

SiciTianoform764.1883

Sidedrum766.94

S}dedrum766.94

Side-blownfTute768.32

Sightandscorereadir賜761.423

Sightreading761.423

Silence(「 亀」sicalelement)76L236

Simulation(nＬsic}760.11

Sinfoniaconcertanteform764.1845

Sinroniettaform764.184

Singer762.0992

Slngleidiophone766.88

SirUleperson,H}storりanddescriptionof

muSiCwithreSpecttO

Singlevoice,門usicfor

Sing|e∨oice,

Singlevoices

Singlθ －reed

Sing}e-reed

Singspiel

Siren

Sistrum

Sitar

Size.

Sketch

Sketchbook

Skiffle

Slave,serf.

Specifictりpesof

incombination

bagpipe

}rtstrun)ent

Ensembleby

(Mu3ic)

(Chambermusio)

763.3一

760.8652

旭

.9

763.1

768.49

768.6

762.13

766.99

766.885

7研.82

765.1

760.222

76(].262

761.64

peon,Historりanddescription

ofmusicuithrespectto760,8625

Snaredrum766.94

S◎ciallりdisadvaπtagedperson,Hi3toryand

descriptionofmuSicwithrθspecttO

Softrock

S◎|oconcerto

SO}Oir旧trument

S◎lo}nsrtrumerrt(Bandandorche5tr>a}

&)loirtstrumerTt(Chamberens㎝ble)

Soloin∈ 式rument9,Keりboard.mech8nica1,

perCU3S}onbandwithmorethanone

Soloi「T6trumerTt8,Keりbo6rd,mech自nic8L

percussionbarぷ 」 りithone

Soloin3trument9.Keりboard.mech8nica1.

760.8694

76L66

764.25

766-768

脳

765

electronic

764.624

e1㏄tronic

764.625

e1㏄tronic,

AUNC760ver.2

pθrcussionbandwithoneormore764.623

Solovoice763.2-.9/763.2

Solovoice,Oth6rtりpeor(UocalmuSio)

S◎nataform

So頂ta-ror、 コoform

S◎nata-rondoform(lnstrUTnervta1)

Sor旧tinaform

S◎r目9(S◎cularvocalfo「^m)

S◎ngCりcle

S◎ng.S8cred

Song-with◎ut-wordform

Sonor◎usobj㏄tofsp㏄ificshap63

(CorK膓usu∋ionidiophone)

Sonorousso|idofsPecificshaPθ9

《Setfrictionidiopbone)

S◎n◎r◎ussolidofspecificsh8pes

(Setpercussedidiophona),

SoPraninoreCorder

Sopranorecorder

Soprano∈vaxophone

S◎prano∨oice

Soprarゆvoic6,Children's

Soulnusic

Sound(Musica|elem6nt}

SoundrecordingofmuSic

Sousaphone

Southwestjazz

Speakings◎lovoicθ(しbca|music)

Sp6akir博voice

Specia|teachingand

Sp㏄ia|topi◇(餓 」sic)

SPecificelement(Serialism)

Speclficle∨e}ofschool

Sp㏄ificmiscellane◎uskindof

763.9

764.183

761.824

764.1824

764.1832

762.42

762.47

762.25

764.1896

766.872-.878

766.862-.868

766.842-.848

768.363

768.364

768.72

762.66

762.76

,76L644

761.23

760.266

768.98

761.653

763.96

762.96

|6arningmethod(nu3ic)760.77

760.4

761.332-.338

76②.711-.715

pers◎ns.

Historyanddescriptionofmusicwith

respectto

Speclficperformano()t㏄hnique

Sp㏄ification(甑 」sic)

Spinet

Spiritual

Spiritua1{Sprθchg8sar、9)

Sportsandr8creation,門usicabout

Sprechgesang

Spr8chgesang,S◎lo(Uocalmusic)

Spring,[Usicror

Staffnotation

Stagesofthelifecりc|e,

・

門usica㏄ ㎝panリlng

Staor】ard

Standardsubdi∨ision.

脚siC)

Stand8rdsubdivision,

sacred知6ic)

Standardsubdivision,

剛sic)

Standard3ubdivision,

trbdified

陀)dified

tkodified

princiP|eandmusical

Standardsubdivision.

andinstrumentalensemble)

Standardsubdiv}sion,110dified

singlevoice)

Standardsubdivision,

Stand8rdsubdivision.

music)

Standardsubdivision,

(Serielism)

Standardsubdivision,

VOlces

Standardsubdi∨ision,

fivsic)

Stateorganizetion

Stati3ticalgreph

Steti3ticalrnethod

Steeldrum

Stepparent,

withre6Pθctto

Modified

form)

門odified

卜bdified

trbdified

Modified

隙)diFied

incombination)

Modified

(Music)

(nＬsic)

(Mugic)

760.81-.87

761.44-.48

760.212

766.4

762.25

762.97

761.594

762.97

763.97

761.5242

760.148

761.58

760.218

(Chambθ 「

765.001-.009

(Christian

761.71001-.71N9

(Folk

761.62001-.62007

(Genera1

76LOI-.09

(Ir6trumerTt

764.Ol-.09

(杵usicfor

763.9211-.009

(Musi¢)760.1-.9

(Sacred

761.7001-.7BO9

761.3301-.3309

(Sinole

763.101-.109

(Uoca1

762.001←.069

768.603-.609

760.21

760.72

766.843

HigtOrりarxldescriptionofmusic

760.85
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Stick(1「 μsicalir滅rument)

StiCkorrod(Sing|epercussθd

Stick,tub6,troughzither

Stora9θ(Collectionandoxhibitof

Storり,PlotsりnoP5is(Uocalmu3ic)

Story,ptot.sりnopsi3

S叱re6t田 」」3ic

St「i㎎en36mble

Strinoorch∈ 更∋tra

Strinoorchestrawithmorethan

instrume「rks

Stri㎎orcmetrawithoneor

i「struments

Stri㎎orchestrew;thones◎10

Strinoorchestrawithvoca|parts

Stringorchestra,Specificsolo

irdLrumervt"ith

String,e1㏄trOP㌔)ne,P6rcussion,

Errsembleof

String,percussion,keりboard,

Strinoedir献rumer比

766,82

idiophone)766.8842

767.72

music)760.753

762.ea269

760.269

761.532

765.7

764.7

onesolO

nx)resolO

irstrumθrvt

764.724

764.723

764.725

764.722

764.726-.728

Ersembleof

Stringedir滅rument(Banda孜 ハorchestra)

Stringedir蹴rumeπt(ChamberLensemble)

String6dir賦rument(門ixedchamber

onsemble)765.2-.5

Stringedinstrumervt(Si㎎1etりpechamber

ensemble)765.7

Strir◎edin6trument.Ensemb|eofon1りonθ

kirKＬof765.72-.

S叱ringedirstrumerrts (鈎10向gic)

S叱ringsande|ectrLophone,Ensernbleof

Stringsθndkeリboard,Ensombleof

String3andpercussior1,Ensenbleof

Strings,electrophone,keりboard,

Ensembleof

Str;ngs,e1㏄tropト ゆne.perouss;on,

keりb◎ard,Erβemb|eor

Strophicform

Strophicfor、m(Irtstrumervt8n

Struckboardz;thef

Struckdrum

Struckstrir電edinstrument

Student,1earnerL,aPPrentice,nO∨ice

(nＬsic)

Studyprogram,Subj㏄troriented(tlhＬs;c)

Studyscor8,

Stり1isticdevelopmentormＬsic,Periodof

Stりlisticinfluencx∋ofother

ormusic(Folk知sic}

Subjgct(回UsicaIelement)

Suffrage(Liturgリ)

Suite8ndre|atedform

SUiteform

Suiteform,Danceof

Suling

Sum「ner・Musicfor

SUndaり,門usicfor

Surunai

Surveり(Deecriptivergse自rch

Sur>egmethodology

onmusic)

Surveりi㎎.Quantitり(門ugic)

Swing(岡usic)

Spmbol(門u3ic)

Spmph◎nion

Sりmph◎nリform

Sりmph《)nりorchegtra

Sりnops6s,Treatig60n(mbsic)

Sりnopsis(しbcalmusic)

Sりnopsisandoutline(刊hＬsio)

Sりnthesizer

S～培t㎝(門u3ic)

Tabla

Tablature

Table.tormu18.

tr8ditiong

theC|assica1

onmＬsic)

CDescriptiveresearch

spθoification(mＬSic)

765.598

765.38

7〔抑

764

765

79

7柑

765.468

765.28

765.58

765.2998

765.298

761,823

764.1823

WW.74

766.92

7研.7

760.73

760.7

760.265

760.901
- .965

761.6296

761.248

762.292

76tl.185

764.1858

764.1883

768.35

761.5244

761.5222

768.52

760.723

760.723

760.299

761.654

760.148

766.65

764.184

76tl.2

766.269

762.00269

760.2M

766.74

760.11

766.93

T61Z).148

760.212

一176－

Tabulatedandrθ1atedmateria1(門u5ic)

TambourLine

Tam加ra

Tangoform

Taoist3acredmu8ic

Taoists8credmusic(Publicいorship)

Tape(EIectrophone}

Taste(Oestheticsofmusic)

Taste(Serialism)

Teachingmethod,Specia1(nusic)

Technlqueandprocedure,Sp6cific

{nstru「 保ヲnt)

Techniqueofmusic

Tele∨isionmusic

Temperament(怜 」sical

Templeblock(Single

Tenor』rn

Tenorrecorder

Tenorsa×ophon6

TenorviO|

Tenorv◎lce

Termimlo9り 〔「亀」sic)

Ternarりform

Te「しr旧rりform

Tertia(∪ ◎celform)

Testc◎nstruction

TeSte∨aluation

TeSti㎎(twsic)

Testingand

Testir㌔ginresearch

Testing,

(門usical

Text,Specific

Text,Tr'eatiseon

Te×ture

Theatersetti㎎,

Thematiccata}og

Theme(Musicel

Themθand>arＬiatior慮

Themeandvariations

†heorり(目usic)

Theremin

Thirdstreamjazz

Thoroughbass,With

Thumbpiano

Tientoform

Tlmbre

Time(「 旬sical

Timθ.Estim日teof

Tim6sofdaり,

TimθS,門usicfor

Times,Music

Timpani

To499{「 亀」sic)

Toccataform

Tor自1sリStom

Tonalitリ

To情color

Tom劇irg

Tonics◎1-ra

Tot㎝bito

Touchtechn;que

Toりin∈ 詫rument

Toりir戯ruments

irr∋trumerrts,

Toりi耐rumer比s

in6trurner1ts.

Toりirstruments

Orchestrewith

Toりirtstrumervts

Orchestrawith

Togir賦rumerrts,

Toりin∈ 詫runθnts,

760.21

766.95

767.82

764.18885

761.'T9514

762.39514

766、75

761.17

761.3317

76②.77

(而sical

ir猷rument)

percussedidiophone》

"「 賦rumentaD

(nＬsic)

(Music}

761.8223/761

measurem6r比(nＬsic)

(甑」sic}

m田suremerrt,verification

instrument)

(向sic)

Musicin

elem6nt}

form

form

element)

(mＬsic)

rtusicfo「

forspeciflc

764.192

761.4

761.546

764.1928

766.8843

768.974

768.366

768.74

宮7.64

762.87

76UI.14

.822

764.1822

762.324

760.76

760.76

760.76

760.28'T

760.2留

764.19?T

762.294-.298

760.268/760.26

761.28

761.538

760.216

761.248

761.825

(i耐rumenta|}

(lnStrUmerTtalteChniqu6)

(Musicalinβtrument)

orchestra

withmore

Orchegtra

withonθ

Orchestra

withone

thanonθSOIO

with

ormoresolO

with

SO|oin口trumen化

764.1825

760.1

766.73

761.657

761.47

766.85

764.1留6

76L234

76122

76(Z).299

761.523

761.52

761.52

766.93

760.9E}1

764.ユ8947

,761 .26

761.258

76L234

764.1934

760.148

767.72

764.19368

764.46

764.4624

764.4623

●

764.4625

Uithvocalparts.

764.4622

0rchestrawith764.46

Spθciricsoloin3trurnent

withorchestrewith764.4626-.4628

Tractu3(Uocalform)762.3235

Trad6catatogarx幽dir㏄torり(「 如9ic)760.294



Tr8d㎝arkandservicemark(甑 」sic)

Tradition.musical

Traditionsofmusic

Traditionsofmusic,Otherthanfolk

胸S`C

TraditionsotherthanJap8nθse,

tusicofall

Trainingteacher(mesic)

TranScription(「1」sicalcomposition)

Transportation

music)

Trarrsp(x∋ition

760.275

761.6

761.6

761.63-.69

(Collectionandexhibitof

Tran3∨erse『|ute

Treblerecorder

Trebleviol

Treblevoice.Ch}ldren's

Treble∨oicelUomen's

Treb|e∨oic6,men's

Triangle

Tri|1

TrinitりSundaり,「"hＬsicof

Trio(Chambθrmusic)

Trio(Uoca|music)

Tr㎝bonθ

Tr㎝bonist

Trope

Trough

Tr◎ugh

Ｔr◎ugh

Trough

Trough

Trough

Trough

Trough

(Concu3sionidiophone)

(Frictionidiophone)

(門usicalinstrument)

(Percussedidiophone)

(Setfrictionidioph)ne)

(Setpercussedid}ophone5)

(Singlefrictionidiophone)

(Sing|epercussedidiophor)e)

Troughzithe「>

Trumpet

Ｔrumpet6r(Musician)

Tuba

Tube

Tube

Tube

Tube

Tube

Tube

Tube

Tube

(Concussionidiophorle)

(Frictionidiophone)

(NUsical}rKヨtrument)

《Percussedidioph◎ne)

(SetfrictIonid}ophone)

(Setper℃ussedidiophones)

(Singlefrictionidiophone}

(Singlepercussedidiophone}

761-768

760.7

761.37

76Z.753

761.436

768.32

768.365

76T.63

762.76

762.66

762.86

766.8842

761.247

761.7294/761.729

765.13

763.13

768.93

768.93092

762.2留

766.974

766.864

766.82

766.844

766.864

766.844

Tubezither

Tubuiard「um

Tulum

Tuning(門usicalinstrument)

Twelve-toneSStstem

Tりpeof∨oice

Tりpesofu3ers,bOrksforsP6ci刊c

Tりroleanzither

Uilleanpipe

UkUlete

Unernployedperson,

ofmusicwithrespθctto

Unionpipe

Unison∨oices

Unr胞rriodmother,

ofmusicWithrθspθctto

UpperC|aSS,

musicも りithrespectto

Liagrant,

withrespectto

U已1ue([Ugic)

Uariation「orm

U白riat}onform(InstrumentaD

U白riations(InstrumerltaD

Uariations(餓 」sicalforms))

Ubri『icatiOn(MuSica|irrStrUment)

Ubsper(Uocalform)

Uesperae《Uocalform)

UθSEpel(Concussiorlidiophon6)

Uesse1(Frictionidiophono)

766.888

766.8844

7首.72

768.92

768.92992

768.98

766.留5

766.865

766.82

766.845

766.865

766.845

766.888

766.8845

767、72

766.94

768.49

764.1928

761.268

762.6-.9

(Music)760.24

7首.75

768.49

767.89

Historりanddescription

Hi3torりandd8scription

Hi3torりanddθscriptionof

Higtorりanddegcriptionofmusic

760.8694

768.49

762.5

760.86947

760.8621

76Z.8692

760.13

761.825

764.1825

764.1825

761.825

764.197T

762.324

762.324

766.976

766.866

Uesse1

Uessel

Uesse1

UeSSθ1

Uessel

uessel

bess81

◎UMC760∨6r.2

(nＬsicali「 βtrum6nt)

(PerCussedidiophone}

(Setfrictionidiophone)

(Setpercussedidioph◎nes)

(Sing|efrictionidiophone)

(Sing|epercussedidiophone)

flute

Uetθranofmilitarser∨ice,Hi☆orり8耐

descriptionormusicwithresp

Uibraph◎rめ

Uibrato(lnstrument8|techniqu6)'

Uibr'ato([㎏s}C)

.Uideor6cordingofmusic

Uie116

UihＬela

Uiol

Uiola

∪}O|∂con(>erto

Uio|ad'am◎re

Uioladagamba

Uio|in

Uio|inconcerto

Uio|infamilり

Uiolinist

Uiolon¢eUist

Uio|Once||O

Uirtu(冶 ◎nature,FormofmＬsicofa

Uiヨua|t㏄hniqu6(甑 」sic)

Ubca|e×ecutant

しbcalform

U◎ca1凧 」sic

U◎ca|凧 」sic,1nstr・ur隠nt81form

derivedfr㎝

Uocatist

Uocationa|schOO1(陶sic)

Uoicedisguiser(門usicatinstrument)

しbiceinstrument,Solo(Uocalmusic)

Ubice,Othertリpeof・

Uo}ce,The

しk)lume(門usicalsound}

Ubluntarりfo「m

Wagnertuba

Weke(『 旬sic)

もJaltzform

Uambi

煉ヨrv;ctim,.

766.82

766.846

766.866

766.846

766.888

766.8846

768.38

760.8697

766.843

764.19368

761.43

760.267

767.69

767.86

767.6

7〔汀.3

764.273186

767.66

767.65

7〔灯.2

764.272186

767.2

767.2092

7断.4092

767.4

764.1894

761.423

762.5～.9

762.1-.4

762

764.1899

762.eE92

760.712

763.99

763.99

762.9

763

761.233

764.1893

768.98

761.588

764.18846

767.92

Historりanddescriptionof

mu3icwithrθspectto760 .8694

Washboard766 .886

-ealthg,Historりanddescriptionofmusic

しd}thresp㏄tto760.8621

Wedd}ngmusic761.587

悔ddingsandmarriage,Musicaccompanりing761 .587

b㎏ll-to-doperson,Historりanddescription

ofmusicwithresp6ctto760.8622

belshliterature,「1」sicarK】760.0891

UθstIndi8nsteeldrum766 .843

Western8rt凧 」s}c76L68

Westernfo|kmusicmode761.263

Lbsternpopularmu3ic761 .64

t"esternpopularmusicofJapan761:6394

Whip766.99

Whistle(しbice)762.98

Whistle,Soto(Uocalrnusio)763.98

Whitsunday761 .7293

Wholθtor旧|itり761 .266

Whole-tonescale761 .266

Wid◎ 肘edpers◎n,Hlstorりarx】descriptionof

musicwithresp㏄tto760.8654

Uirぱband764.8

Uindband図ithm◎rethanonesolo

instrLu而ents764.824

」JindbandしJithoneormoresolO

instruments764.823

Uindb6ndwithonesoloin3trumθnt764.825

Uindbandwith∨ocalpar^ts764.822

」Jindband,Specific3010instrument
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with764.826-.828

U|ndchime766.872

Uindensemble765.43

Windir滅rumer比768

Uindinstrumervt(Bandandorchestre)764

Wirldi[6trurnθrTt(ChamberLerrsemble)765

Windinstrumerrt(Construction)768.1923

Uindins詫rument(Solor頂 」sic}768

Uinter・nugicfor761.5248

㎞8n'S,chi|d,S,m8n,5SOIo∨oice(Uocal

music)763.6-.8

㎞an,HistorりanddescriptionofMusic

uithrespectto760.82

㎞en,svoice762.6

Woodwind8ndbras3,Ense而bleof765.43

Woodwindandelectrophone,Ensembleof765.466

Ub〈)dwindandkeVboard,Ensemb|eof765.26

』k)odwindandpθrcu3sion,Ensembleof765.56

」b◎dwipt】andstrings,En3embleof765.44

㎞duindband764.89

bO(>dwirKＬb8ndwithmorethanoneso|o

irtstruments764.8924

』葡odwindbandwithor事eormores◎lo

i慮 しrume「 比s764.8923

」b◎dwindbandwithon∈)soloinstrumervt764.8925

Uo◎dwindbanduithvoc81parts764.8922

WoodNindband.Specificso|oinstrufp6nt

with764.8926-.8928

tikoc)dwindengθmble765.8

』bodUindir[SえrumerTt(Bandandorchestra}764

Wooduir¥」irstrument《ChambetensembTe)765

W◎κ)dwlndinBtrument(Congtruction)768.21923

bめodwindin∈ 比rument(「1ixedchamber'

errsemble)765.2-.5

bloodwindirlstrument(Singletリpecharnber

ertsemble)765.8

吻dwindinstrument(So|omJSic)768.2

』b◎dwindirstrumerTtandfreeaerophonθ768.2

bbodwir栢irtstrumervt,Ensemb1607

0n|りon6kind765.82-.88

V"oodwindir白 土rument,Spgcific768.3-.8

-oodwind,brass,61ectrophone,Elrsembleor765.463

b)◎dwlnd,bresg,e1㏄trophone,keりboard,

Ensembleof765,2993

Lb◎dwind.brass,θ1ectrophone.percussion,

Ertsembleof765.593

Uood山ndlbras9,e1㏄trophone,percugsion,

keりb◎ard,Errgembleof765.293

Woodwind,bras3,keりboard.Ensemb|eof765.23

Wcx)dwirrd,brass,percussion,Ens㎝bleof765.53

bO◎dwirxj,brags,percussion,keりboard,

Easembleof765.33

Woodwirぱ,brass,string.e1㏄trophone,

percussion,Ensembleof765.592

Uoc)dwir幻,brass,Strings,Ensembleof765.42

一178－

b凸O◎d脚ind,bras3,Strings.61ectrophone,

ErK∋embleof

WoOdwind.brasS.3trings.el㏄trOph◎ne.

keリboard.Ersembleof

UoOdwind,brass,gtrir窃,electroph◎ne.

percussion,keりb◎ard,Ensemble

Ｌk)Odwict],brass,strings,keりboarＬd,

Ertsemb|eof

-oodwind,brass,strings,p6rcusgior㌔

ErK3㎝b1θof

WoOdwind,braSS,stringS,percu35ion,

keりboard,Eru∋ ㎝bleof

-oOdwind,e|ectroph《)ne,keりboard,

Ensembleof

Wboduind,e1㏄trophone,percussion,

Ensombleof

敏×X脚r泊,el㏄trophone,percussion・

keりb◎ard,Ensembleof

WoOdwind,percussion,keりboard,Ensemb|gof

USOodUir買 】,String,electrOphOne,perCuSS`On・

Ens㎝bleof

駅)odw}nd,strings,θ18ctrophone.

Erβ ㎝bleof

t"oOdwind,strings,e|ectrophon6,keりb◎ard,

ErK∋㎝bleof

bO(蜘ir憾.硫rings,e1㏄trophone,percuSslon,

keりboard,εlrsembleof

」}oodL肖rK▲,strings.keりboard,Ensθmbleof

WoOdwind,5trings,percussion,Ertsernbleof

Uoodwir対,strings,Pθrcussion.keりbe8rd.

Ert3embleof

Wordsandothervoca|soundstob6su鴫or

recitedwithnVSic

汝)rk剛3ic

』brkbookwithprob|ems(Music)

1"orkingclassindeve|opedareag,H}storり

anddescriptionofmusicwithrespect

lc)rk5hopinadulteducation(隙 」3ic}

Wristtechnique(門usicatinstrLument)

頴」j

Xり10phone

Yengch,in

You㎎adu|tagedtwe|vetotwentりar司

Histocりanddescriptionofmugicwith

You㎎adult,HiStorりanddescriptionof

musicwithrespectto

You㎎m8n,Hi3torり8nddescriptionof

withre6pectto

You㎎people,Historりand

π艮」siowlthresp6ctto

You㎎Wt)man,His叱oryandd6scriptionor

musicwithrespectto

2ither'767.72

ZUMJ

765.462

765.2992

765.292

765.22

765.52

765.32

765.2996

765.596

765.296

765.36

765.594

765.464

765.2994

765.294

765.24

765.54

765.34

760.268

761.593

760.76

to76(II.8623

760.7152
』764

.19364

767.94

766.843

767.74

0vert嶋ntり,

respectto

760.835

760.835
ロ

巾USlC

760.8351

descriptionof

76(ZI.83

760.8352

-
.75/767.7

767.92
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④ 蹄 …1:木 ピュラ ー・・:音楽

1-a:ポ ピュ ラー音 楽 の細 分 の概 要

.639

.6393

【.6394】

.6395】

[.6396】

.6397

篇

醐
ま

日本 の素'ピュラー音 楽

演 歌な ど

日本 の西洋ピ ピ ュ〉 音楽

日本 のジ やズ

日本 の0必

日本 の子供 の歌

ア刈 ヵのボヒ◆ユテ 音楽

カントリー8ウ1ズダン

フ^ルース

ソウル・ミューシ"ック

ジトズ

ロック

・2以 上の国(や 地方)に 関わ る*。ピュ〉音楽作品 は、原則として細分

しない。ただし 、著作物で、様式の影響 関係に焦点が 当て られる場合

は、この限 りではない 。
・外国人が翻訳した歌詞で歌 っていても、音楽様式によって判断する 。

→ 、麟耕藤織漂籔漣竺管楽の継i男ij表1b参 照

・西洋以外の国(や 地方)に 固有のピピュラー音楽は 、資料に現れた地名の

地理ファtットを用いて細分できる。 ただし、多 くはピヒ'ユラー音楽より民俗

音楽(761.62十)に 分類され るので 、実際にはあまり使用しない 。

→

↓
.

↓

↓

別表1c参 照

別表1d参 照
烹鍵 滋 … 西洋 のボヒ。ユテ音 楽 の うち同時 に複数 ジ砂 ルに 属す るす るも の 、既存

巴 ト曲が 同時に 何種類 か の 升一トに 登場す る現象(弧 オーバ ー)を 、

た め のR-:hリ ズムに徹 した 方法 論 、フュージョンは 自分 のIW"*rvヨ ンを

般にわ た って 、 〈融 合 〉 とい う語が 現 代を 象徴す る幅 広 い意味 を

関係語:rr〕R⇒761.64

1-b:ポ ピュ ラー音 楽(761.63)と 西洋 のポ ピ ュラ ー音 楽(761.64)の 細分

分類番号 分類表の項目 主要湘/呼 称i絶

761.63 ホ●ピ ユ〉音 楽

1

ポピュラー音楽(大 衆的性棺の音楽)一 般

(一 般 、非西 洋 、 西洋 以外 の*。ヒ◆ユラー音楽

ワー↓ド ・ミュージ ック) 西洋以外の限定 された文化圏(特 定地域 、人種、言語)の

大衆的な音楽すべて

軽音楽 聴 きやす い大 衆的 な 音楽 。ロリ 、*'ッフ。、ゾトブな ど 。

一

関 係語 ・ジ わンル

ホ◎ッア ズ

木'ツプ ・チューン

素。ヒ◆ユラー・ 広く歳'ピュテ音楽全般のことを指 していう総称
三ユージ ・ック

ホーム・ソンゲ

*一ム・ミュージ ック

ムード ・ミュージ 必 ムード あふ れ る音 楽 。大編 成 のストリングスの手 刀 トラが 多 い

イージニリスニンゲ 聞き流せる肩の こらない音楽

ワールド ・ミュージ ・め エヌニ:'ク'めンド 、1た ソク・ムード に よ る ボ ピ ュテ 音 楽

民俗音 楽 →761.62+

各 国(客 地)の ホ◆ピ 各国 ・各地に固有のジャWの み
ユ〉 音 楽(T2)

.636933 歴史上の場所

.6309331一 古代中国 、エゾ

.6309335 プ ト、1、◆レスティナ

インド 、ほか

.6309339 その他の古代

.630935 アゾア

.639936 アフリカ

.6309留 南米

.630939 その他
≡

.639 日 本 の ホ。ヒ'ユラー音 楽 ゲ レ プ ・サウ)ズ →761.663

.64 西 洋の がヒ。ユラー音 楽 世界的広がりをもつ 、ジャズ 、0め以外のものすべて

(T2) 西洋起源 または西洋で確立 ・流行したものでも 、影響力が

特定地域に限定 されてい る場合は 、原則的にここへ

レゲ エ 1960年代末のジ㌔マイカ起源の音楽 。政治的 、宗教的要素が加味

され完成 された 。
ヌカ(ブレヒ㌔ 卜)、[}力石 ㌦ の洗練 された も の

ブ リティッシュ・レゲ エ 70年 代 以後 イ‡"リスの黒 人 問題 を 歌 う 。イ‡"促の要素 が 加わ り 、

一180一



灘i西工 雛落第慧獅 細翁i;別 表1b参 照

・ダン又系は 、ヅンスの77t'vトを付加する
・特別な呼び名を持ち 、ひとつ の国(や 地方)を 代表するような
シ㌔ンルがある場合には、当該国(ま たは地方)の 地理ファ句トを

付加 して、.そのゾ袖ルを示す 。

例)i"t'ン ソン=フ ランスの ボ ヒ'ユラー歌 曲762.42164093μ

歌 曲762.42

ホ。ヒ・ユラー761.64

フランヌ760.9344

ヵン>t－ネ=イ タリアの が ヒ。ユラー歌 曲762.4216409345

歌 曲762.42

ホ。ヒ◆ユラー761.64

イタリア76Cb.9345

の概念ではゾトンルが明確でないもの。

〈フユージ ョ〉・ミューシ㍉0>と よぶよ うにな った 。t)[IXオーバ ーは音楽 を売 る

自由 に 表現す るた め の新 しい 様 式 、と と らえる頃 合 も多い 。音楽 全

も ち始 めた とみ るこ ともで き る

.

.

主 要 ミューゾ シャン

「

ホ。一ル・モーリア・う"ラント"・ オーケフトラ クレバ ノブ戊 トリンゲ ス

'

ホ"フ"・ マーリ&り、・ウェイラーズ、

ジ 三一・クリフ

〉.⊃

ヒ◆-9-・ トッシュ

.

AUMC760>er.2

索 引1:V"")ル 名

ジr)ル名(se音 順)

1915-・1935の ジ ャオ

1915以 前 の シ㌔ ズ

1935-1945の ジ ャオ

1945-1955の ジ 戒 ∨

1955-1970の ジ 申ズ

1955-1970十 の シ㌔ ズ

1969以 前 のDvク

1960-1969のaソ ク

19Te-1979のD,P

198e以 後 のOD

SO年 代 以 後 のロ・D

MOR

アウ"ア)‡、下ルド㌔シ"←ス^

アジ ア

フヲッド ・日・ック

アタ、ルト・オリ1ンテットY`・Ovク

アー∫、"ン・フ"ルース

アフリカ

ヌア]・‡ユーバ ン

アフ0・0ック

ヌ刈 ア・ザ

ア刈 力合 衆 国 各 州

アメリカン・ク^ラム

アメリカン・フ^ルース

ア)ク"ラ・フ戸一ク

イギ リス

イーシ"一リ2ニンク＼

イー7.トコースト・・シ・'、wス"

イタリア

イタリア半 島(ホ 。ヒ。ユラ一更)

イ9リア半 島 ・‡"ViJ?以 外

(ホ。ヒ。ユラー史)

イノ「ブ ェイション

イント"・シ"榊ス"

ウェ?卜}一フト・ヲ㍉ ス"

番号

761.653

761.652

761.654

761.655

761.656

761.657

761.662

761.663

76L664

761.665

761.665

76ユ.64/761.67

761.656

761.630935

761.663

761.664

761.643

761.630936

761.657

761.664

76L653

761.64eg373-.6409379

761.664

761.6tl3

761.645

761.6409341

761.63

761.655

761.6tO9345

761.64039336-.64039338

761.638939

761.655

761.657

761.655

ウ"エ ルウ＼エ1ソト・アンタ"一 ク"ラウント、761.664

ウ工又9ン ・スインク∨

ウ1ズ タン・ミューシ"'ツク

ウエヌタン・ヨーテ"ル

ウエストコースト・ロッリ

ウ・Vド7.Fvt)

オールド9イ ム・カントリー

カウボ ーイ・こ£ソグ

各 国(各 地)の

ボ ヒ。ユラー音 楽

カレッシ"・フォーク

カン恢'ジ ティーの ジ ャオ

カントリー8ウエス9ン

カントリー・フ、ルース

カントリー・口・ソク

北 ア刈 力

‡噛リシア(*◆ ヒ。ユラ一更)

クラ…ノカル・Olソク

ク"ラム・[}vク

クール・ジ やズ

ゲ ↓一プ ・リウンブ

ク0ズ.オーバ ー

軽 音 楽

コ"スへ.ルソンクい

古 代(ポ ピ ュラー史)

りイケテ"リック・リウント"

リイケテ∨リック・タ、フ∨

り恢 ウェズトの ジ 禄"

サり"ン ・マウンテンス"

リザ)・[}ッ ク

リート》'・ストリーム

リーフ・ミューヲ^・ック

761.642

761.642

761.642

761.664

761.663

761.642

761.642

761.6309

761.645

761.653

761.642

761.643

761.664(761.642)

761.640937

761.64〔139336-.64②39338

761.664

761.664

761.655

761.663

761.67

761.63

761.65

76L63眠1-.6309339

761.663

761.665

761.653

761.642

761.663

761.657

761.663
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分類番号 分類表の項目 主要ゾやW/呼 称 特色

都会 的 で硬質 な イメーゾ 。
80年 代 のジ砕 イカ→ルン テン、 ブーアスのリオムによ りシンプ ル

一

関係 語 ・シ㌔ ンル

門〔〕R 中道 の意 。聴 き易い古 朴弧 メン外 中心 の イージー・リスニンゲ

シティー・ミュージ ック 都 会 的 めンド の音 楽 。門OR路線 、1、イ・Wエティー風 な曲調 。

リンフランジスコ・リウンド サン芳 潤 中心 に1960年 代 に起 こった 、フォづ の流 れ を くむ ホ◆ッ

フ。ス・サウント、(=シ ヌ=}サ ウント")

㌧ワト・アンド ・メロウ 柔 らか で優 しい 晒)ド 。1斬6年 か ら77年 頃 に 使わ れた 。

テクノ・ホ◆ッフ。 シウ轡イザ一等 の機 器を 多用 した音 楽 。三ユ淋 ン生 まれ のデ ィスコ・ミュー

ジ必 のズ9ゾオつ一が 方法 論の 基点 の一 つ 。

テクノクラート ヨ{M、◆のプロゲ レ嘘ウ"な意識 とリウンド をも った ∧々 で 、又9ジオ・

ワづ.シ ンセリイザ ーを重 要視 し 、実験 的な カンド作 りを志 向 した 、

特 に ドカ の一派 。

トーチ・ソング 19㎝ 一30年代?

】fワー*㍉ ・プ 1960年 代 のR8Bベ ーズのス9イル。1970年 代 後 期 に イ‡"1ロで 再 生 。1、◆

ンクの流れ を くみ つつ もポ ロ。。

ミユンへ)・サウンド 機 器 を多 用 し正確無 比な 、ミュンヘン起 源 のデ ィスコ・助)ド 。

.640933 歴史上の場所

.64039336一 イタリア半島 以西 ・

.6409338 以 北 、イリリァ半

島 、‡"リツア

.640934 ヨー{}ソ」、●

.6409341 イ‡"恢

.6409344 フランズ

.6409345 イ9リア

.640937 北 アメリカ ラグ9イ ム 19世 紀末 に三オ ーリの黒 人が生 んだピ アノの演 奏 スクぴ

1910年 代 まで大 流行

べ 之 と三ノ刀 へ。イトした.荘"イ ーに 特 徴

ス‡・ッフル ト芳"イ ショナ↓な デ ィ⇔ 一・ゾ 頑 ＼の 変 形

ア刈ヵ南部 のブルーコとフ寸一クが混 合 した 形態(‡"ター10r2、+さ ま ざ

まな手製楽器)

・ 1920年 代 にシ拍"の 黒 人達 の家賃 集 めパ ーティーでの音 楽 。

.6409373一 ア刈力合衆国各州 下記に含まれな いジ砂ルで,特 定地域に限定 され るもの

.6409ぎ79

.642 カントリー8ウ][スタン 白人系の音楽伝統はここへ

カントリー8ウエスタン ア廻方に移 住 したヨー0加。八が 故国 の 民謡 をも とに 、ブ刈 力で の

生 活 ・風 土か ら生 みだ した ア刈 力の 民族音 楽 、そのフタィルを

受 け継いだものの総称。
よ一

ブ ルーゲ ラス 58年 代以 後発 展 した カ)トリーのひ とつの 薄イル。ウェ対 ン・ヌ掌任 登場

で独 自性を失いつつあった尤トリーに、伝統的編成を復活 させ

ると ともに新 しい演 奏法 を生み だ した 。甲高 い高 音1、一モニーの

ウ"寿司 ルに 特 色 バ ン》"編 成:フ ィト"友 ゴ9-、 η ド リン、

ベ ーフ、5弦 バ ンジ ョー

関係語 ・ジ椀

カントリー・t}ック →76仁664

オ鴫 ド タイム・カントリー ブW－ ゲ諏 が 分岐す る以 前の 初 期カントリー・三ユージづ のス9仙 。中 心

地 はηロ・ア刈 加やわ イト・フォつ の伝統 が共 存 す る南 部平 野 地帯 。

ウエスタン・ミュージ ック ヵ嚇㌧ イのイメージを 音楽 で表現 した 、主 にテ‡の 、オク琳マ、似 ゾ 丹

の カントリー 三ユージ ッう。

マウ万 ン・ミューゾ ・汐 ア1、。ラチァ山脈 一帯 の音 楽 。沁 トリーミュージψ の も とだ が 、現 在も

演奏する∧は多い 。
サザ ン 刀ンテンブ アメ1肋のアオ ラチァ山脈南 部地 帯 のこ と 。ウ:庁ン ミュージッうの系 統 を生

ん だ 。トラデ ィカ ナ↓な オールド ・タイム・カントリーの 代 名 詞 。

ナ・ッシュゲ ィル・サウンド ナ凶ユゲ ぴ のス鋤"オ・ミュージ汁ンが演奏 す る句 ンド 。軽 い リズ ムと弦

楽器の使用に特長 。
加 ボ ーイ・ソング ヵウボ ィを うた った 歌

*一 ボ ー・ソング 1鰯 年代のア刈力不況時代に職を求めて渡 り歩いた下層労働者

が歌っていた歌 、または彼 らについて歌 った歌
ヒルビ リー 初 期 扮トリー・三ユージ・ガの名 称 。1925年 に 使わ れ はじ める 。1930

以後 はル トリー・乃 ド ・ウ玖 タンと呼{まれ るよ う にな る 。

ウエスタン・ヨーデ ル
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主 要 ミュージ玉柏

.

ヲ"ヨージ ・ベ ンソン オリヒ"ア ・ニュートン'シ ×ヨン

マイ抗 ・フランクス 」.D、 リウザ ー

ママス81、◆1、◆ス

シ"ヨージ ・べ がひ ボ ズ ・戊‡争ツゲ ス

ゲ イリー・ニューマン イエ[}一・マジ"・ソク・オーケストラ

ヒューマン・リーゲ P－門ODEL

コンラート・ジュニ・ゾクラー

クラフトワーク

～)ンシ∨エリン.ト、、リーム

トム・ロヒ"ン リン・}、、ントW

リ・ザ ・‡・ッズ

ド ナ・サマー シルヴ'p-・ コンへ"ン ジョン

「

-

:

:

ー

:
-

-

-

-

;

:

-

`
.

,

」

F

」

」 」

.

→

,

,

`

ー

吋

戸

ビ 噺 モ)ロー

フ"ルー・ク"ラ ス・*"一 イス"

アーか スラッゲ ス
`

「 ←

ア)クル・テ'』イウ"・メイコン ク∨ランハ、◆・ツ》㌧ヨーンス"

り磁 力ーク・マッ‡㌔

か ター・ファミリー

ジ ーン・リッテー

チェット・アト‡ンス フロイド ・クレイマー

ロイド ・ゲ リーン チャーリー・マッコイ

ウデ ィ・ガ スリー

シ㌔ リク・エリオット

アか ホプ ‡ンス

ヒルビ リーヌ"
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リンフランシスコ'りウント"

ジカコ"・三ブ トス"

シカコ∨・フ"ル ース

ジカコ^・ フ"レークタ"ウン

シティ・フ"ルース

シティー・ミューツ"・ソク

シ∨ヤク^・,、^ント"

ジ やブ

ジ セズ の 起 源

シヤ,フル・リス"ム

初 期 の ジ ャピ

初 期 の ロ・り

新 主 流 派 の ジ 恢"

7.イング

Z‡ ・ッフル

又トリート・口・ソク

又ラツシユ・メタル

スワンフ・・O,yク

西 洋 の ホ'ヒ 。ユラー音 楽

ソウル

ソヴル・ミューシ、・ック

ソフト・アント"'メ ロウ

多 様 化 時 代 の0ッ ク

升 一口 トン

テ"イ‡シーラ)ト"

テ塙イスコ・ソウル

テ‡リヌ・フ"ル ーフ

テクノ・ホ◆ッフ●

テクノクラート

テ^ルタ・フ"ルーズ

トーチ・リンク"

ト、ランク"・ 三ユーヲ"・ック

}・ラテ、イツヨナル・シ、》ヤス"

ナツヲユウ"イ ル・りウント"

南 米

日 本 の ボ ヒ'■ ラー音 楽

ニュー・ツ"ヤ ス"

ニュー・シンゲ

ニュー・[}ジク

ニューフ「一リーン=之"

ニユ一方ーリーン7."・ヲ"ρ 戊"

761.64

761.653

761.6tS3

761.653

761.6d3

761.64

761.653

761.65

761.652

761.653

?61.652

761.662

761.656

76L654

761.640937

761.664

761.665

761.663

761.64

761.655

761.644

761.64

761.664

761.653

761.653

761.644/761.655

761.643

761.64

761.64

761.643

761.64

761.663

761.653

761.642

761.630937

761.639

761.656

761.656

761.663

76L653

761.655
・リウ"アイウ"アル

ニューヨー・ク・[}yク'761.664

1、イフ"リ・y卜"・シ""7."761.657

1、イブ リット"・スタイルの ジ ャブ761.657

白 人 ニュー]一ク・ZPイ ルの ジ ャズ76ユ.653

]、"ッフ◆

i、一ドtl"`・yプ

ih..ト"[}ック

j、eフ、・[}yク

t、.一フ。リン・ミューシ"'ック

ハ、フ"ルカ×ム・口・ック

n叫 ムの ジ 砿"

パ ワー味 。・ップ

)hワイアン・口・ソク

J、。ンク

ヒ∨・ソク"・ジティー・フ"ル ース

ヒ"ック^・▲、《ント∨

ヒVプ

ヒップ ・太ップ

ビ ート・太。ップ

ヒ"-11、 ・ッフ・

ヒルビ リー

ファン‡一

ファンク・へ"一ス

ファンク・[}ック

フィラテ"ルフィア・サウ)ト"

フォーク

フォーり・フ"ルース

フォーク・[}ツク

フーテナ二一

フュージ ョン

761.655

761.655

761.663

761.664

761.664

761.664

761.653

761.64

761.664

761.664

761.643

761.653

761.662

761.665

761.663

761.655

761.642

761.655

761.644

761.644

761.644

761.645

761,643

761.645

761.645

761.断
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分類番号 分類表の項目 主要ジャw/呼 称 特色

ウエズタン スインゲ

.643 ブ ルース 黒人系の音楽伝統はここへ

ブ ルース 19世紀中期にみ塊黒人た ちが歌いはじめた歌曲とそのス釘ル。

その音楽的特質は、今日のッ㌔ピ表現上の最も重要な精神的

要素 のひ とつ 。ア刈 力のボ ピ ュテ音 楽 に深 い影 響 。戊Pトリー

ブ ルーズ、 フォーク・ブ レス、 アーバ ン ブ レ ス、ljズ ム・ア)ド ワ㌦ 一フな ど

リズム&ブレス 広義には黒人の大衆音楽 。ずハ。ルなどリズム感の強い音楽が
ブレヌに影響 して認年代に発生 。50年代に 白人にも認 められ

る よ うにな り 、レ叔 ・ミュージ ックとい う呼 称か らR8Bに 変 化 。

日切 ・0一ルへん影響は大 。現在では黒人音楽の広が りに伴い 、

ソウル・三ユーシ"ック、 ソウルカ雪一 般 θ勺0乎称

関係語 ・ジトw

レイス・ミュージ ・〃

関係 語 ・ジャW

デ ルタ・ブ レ ス ミ分 ッピ ー州 のミ労 丈'一、ヤ穴一両川 のデ しタ地帯 を 中心 に発達 した

加 トリー ブ レ ス。

カントリー ブ ルース 素朴 な いなか っ ぽいブ ルーヌ。

アーバ ン・ブ レ ス 都 会風ブ ルーコの意 。第一 次大 戦 の影 響 で北 上 したブ ルースが 、ジ

下ブと交流 して洗練 されたもの 。
ア刈 カン・ブ ルース 本場 ア刈ヵのジンプ ルでオーソドの スな ス有 ルのフ㌦ 一フを 、イ‡、リスで独 自

の発展を遂げたものと区別す るための呼称。

シカゴ ・ブ ルース ミ野 ッヒ。一の フォーク・フ㌦ ユ を も と(こ 、酒 丁 で 成 長 した ビ ッゲ ・…庁イー・

ブ ル～ス 。

三ジジ丈 。一・ブ ルース

ブ リティ・汐ユ・ブ ルユ 19η 年 代に イ‡"ワ7で独 自伽 タイルを生 み だした ブル戎 。

ビ ッゲ ・シティー・

ブ ルース

フォーク・ブ ルーズ

芳 イ・ブ ルース

テ‡サス・ブ ルース

ブ ルー・ノート

ブ ル～シ㌧ フ"レスワィーリンゲ がた っぷ りと盛 り込 まれた 演 奏 を指す 。

マイナー・ブ ルース 短 調 のブ ルー叉形 式 。

.6幽 ソウル・ミュージ ・汐 白人と黒人の音楽伝統が融合したもの

ソ)レ ミューシ"1ンク ジ令ズや白人音楽の影響を受 けつつ 、ウ㌔一処中心に発展 した

ア刈力黒人 の音楽 。プ ラス・t痴ヨンを 加 えたバ リ ・」、"ンド と表情 豊

か なゲ ォ功レスPイルが特徴 。

関係 語 ・ジ トンル

フィラデ ルフィア・ 1留9年 代初 一 中期に フィ芳 ㌦フィアの く男"・刈ゆ ド ・スPジ⇒ で製

りウンド 作 さ れ た 一 連 の ソウか ミュージ ック。略 し て フィリー リウンド 。ストリンゲ ズ・

リカドに特徴のある都会的な響 き。

モータフ) 1960年 代 のソウル・ミ1一ジ ・カ を リード した 、 鮎 ラモー蛎 ・レ]一ド 系 の りウ

ンド 。0カ に多大 の影 響 を与 えて た 。

デ ィスコ・ソウル ⇒761.655

ファンク・[}:ゆ ソウか ロ ージ ックの 変 形 で 、ファ)ク・ミュージ ックと σ～0の 結 合 。

ファンク・へ㌧ ス ⇒761、656

.645 フォーク フォーク》ワグ 広義には民謡の意 。狭義には民間伝承で、作者不詳の歌 。多

民族国家ア刈力では様々な民族的伝統 ・スタイルが入り交 じってい

る。作者が明確でも、ア刈方人に広 く国民的に共感を呼び起 こ

し、生活感情に深く訴えかけるようなものが 、新たに加わっ

て ゆ くの で 、フォーク・ソ)ゲ に は トラデ ィカ 乃 ・フォつ とモダ ン・フォークの 両

方 が 含 まれ る 。日本 のフォザ ソング は 、19田 年代 にア刈 力に影 響 さ

れ て フ㌧ム化 した も の 。

フォーク・ロック モダジ フヂク以 降の 主流 を 占め るフォークの潮流 。σ:ゆヒ㌔ トの影響

大 。1レ外 リめ ・句ンド が大勢 を 占 め る 。

アンが ラ・フォーク メゾヤーな 商業 音楽 と無関係 な フォークウ)ガ ーた ち の歌 。日本 のフォー
一ク・ブ砲もこれ 。個人的な感情等の表明に力点がおかれ 、大

学 の‡トン1、。ス、街頭や 公 園 でのフヵづ 集会 、自主 エか ト等 が演奏

の場 。次の二つの流れに分化 。

D洗 練 ・商業 化 ・プ ロフェ・舶 万 化 →ニュー・虹一ジづ

2)商業音楽の制限か ら離れた自由な活動
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主 要 ミュージ汀 ン
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,
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→

」

エルウ、イス・プ レスリー

層

L

リン・1、ウヌ.

ヌ‡ッフ。・ジ ェイズ

ライトニン'余プ ‡)ス

ヒ^・三∫ク"・ジ、、ヨー・ウイリアムズ

、

ツ ヨン・リー・フッカー
"

ジ ョン・リー・フッカー

吋

ケニー・‡"や ンブ ル

レオン・∫、フ

トム・ぺ'ル

シ1ユープ リー奴

ジ ャクこ,ウ・ファイブ
↓

フ"一チ～ス"・ ラ」、"-1、"ント＼

パ ーラメント

2タイリ2ティックス

2リー・テ"イ ク"リーズ"

オーゾ ェィオ

ファンカデ リッう

ヒ◎-iた ガ ー

‡ンク"スト)・ トリオ

P・P・n

フ"ラザ ー7"・ フォー

ボ ブ ・デ ィラン

「

ボ ブ ・デ ィラン
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フ、ラス・ひック

フ^ラゥク・口Ψク

フランス

フリー・シ'、申ス＼

フリー・フォーム

フ"リティッシュ・ハート"・[}ック

フ^リ ティヅジュ・t="一ト

フ、リティ・ソシュ'フ"ル ース

フ"リティッシュ'フ"ル ース'[}ック

フ"リティ・ソシュ・レケ"1

7"リ ティ・fyユ・0・ヵ の 時 代

フ三ルー・ノート

フ"ルーク"ラス

プ^ルーシ"一

ブ ルー戊

フ◆レ・シ",ユ"

フ◆O⑲、レ捕め"・ シ"やス"

フ.0ク"レ ・yシウ"・[}yク

フ◆ロテスト・ソンク"

ヘヒ'、一式gル

来・ット・Oy卜 ＼

ホ◆・リブo・テユーン

ホo・yフoジ"ヤ ス^

*・ ・ッフ◆ス

‡◆ピ ュラー音 楽

ホ。ヒ◆ユラー・三ユーシ"ック

素一*"一 ・リンク、

*一ム・びング

ホー・d・ミューツ、、・yク

マイナ～・フ"ル ース

マウ膓テ)・ ミューシ∨ック

ミシ…♪ッヒ。一・フ"ル ース

ミュンヘン・リウ)卜"

ムート"・三ユーシ"・ソク

.遥インスト1戊一ム・シ"← 又"

メッセーシ"・ソンク、

メッセーシ∨・{}ツク

モーめ ン

モタ"ン ・シ"ヤ ズ"

モッオ

モート、、'シ"争戊"

ユーロ・〔}刀

ヨーD州 。

ラゲ タイム

ラップ

リウ、、アブ6一 ル・サウント、、

,J7
.^d8フ"le－ ス

リ1、"一ホM－ ト・シ∨申文"

レイス・ミューシ"ッ ク

.歴.史 上 の 場 所(西 洋)

る

篇
}
露

量

篇
曇

霞

篇
愉
璽

量

方⑬
警

飴
露

量

胸
繋

義

㌫

篇

潟

謂

篇

漂

漂

漂

瑠

篇

瑠

撤
篇

穎

漂

漂

㌫

掛

㌫

篇

㌫

㌫

刑
㌫

濡

掛

㌫
.歴史上 の場 所(西 洋 以外)761.63eg33

しゲ エ'

ロカビ リー

0・ソカ・」、"ラート^

ロック

ロめ の 起 源

ロック)〔]一ル

0フ ト・Y'vl"

0ン ト、ン・1、◆ンク

ワールト"・ミュージ"・ック

761.64

761.662

761.662

761.66/761.663

761.662

761.662

761.656

761.664

761.63

ぺ
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分類番号 分類表の項目 主要ゾやンル/呼称 特色

カレッゾ ・フォーク 1960年 代 のフォーク・ヵグ ・ブ ーム(日 米 とも)の な かで 、大学生 が

歌 っ た オーク・リンゲ や フォーク…周の 歌 。

メ・沌一シ㌔ ソンゲ 個人の思想を伝えようとするもの
プ ロ諏 ト・ソンゲ

フーテナ二一 1960年 代 のフォーク'カグ集会 。平 和 ・公 民権運 動 と結 合 した も

のが 多 く 、プ[]テズト・ミ乃ゲ を生 んだ 。

別表1c:ジ ャズの細分(様 式 と時代の組み合わせ)

分類番号 分類表の項目 含める年代 主要スタぴ/呼 称 特色

761.65 ゾ ヤズ 19世紀末に黒人独特 のリス㌦感覚 に影響を受けて生まれた音楽で、ユ
一升ーリンピ 周辺 のニゲ ロやクリオール達が始 めた5～7名 の小 編成 楽 団 の音楽 に

始 ま りダ ンス・ミュージ ックと して発達 。オフ・ヒ㌔ ト・リズムと即興 演 奏 に特色 。

今 日のジ ャブ は 、1940年 頃 のパ ップに 由来 す るジ ャピ の俗 称 。

関係 語 ・ゾヤンル

ビ ッグ ・バ)ド ■θ761 ,653

ジ トズ ・オー刀 トラの こと 。近年 のビ ッゲ ・1、"ンド は15名 以 上 。1920年 代 に

は9～10人 く らい 。30年 代 後期 ～40年 代初 期 か ら大 型化 。

ゴ スへ。ルソンゲ ⇒761.71+

略 してゴハ㌦ 。1920年前後にジャズの影響を受けた黒人霊歌から生
まれた賛美歌 、福音歌 。新訳聖書に関係したものが多い 。黒∧教会

での使用か ら、次第に民衆の間に広まった

ホ。リプ プ ヤズ ボ ピ ュテ ・ファンにも喜 ばれ るよ うな通俗 的 なジ ャズ 。

.652 初期の 一1915 ジャズの起源/ スピリチ立賦集団宗教歌)一 これらを素材に

シ㌔ズ プ レジ トズ ワーク・こ功"、1⇔(労 働 時 の か け 声 、 黒 人 プ ラス・1、"ンド

叫び 声)、 チェーン・‡㌔ング ・ソ)ゲ(囚 人 歌)が 演奏

ブ レス ブ レク→即興

ラゲpイム ー 演 奏 によ るソロ

.653 トラジ イジヨナル 1915-1935 ストーり一ゲ イル閉鎖(1917).第 一 次大戦 の終 結 に伴 うミュージシやンの拡散

ゾ ヤズ トラデ ィ狛 九 ・ジ 戒" 1)伝 統的 な二1一別 ンズ ・ゾ戒"の 演奏 スタ孤

2)19姻 年 代後 半 のイ‡"1刀で}オ リンズ ・ジ ャヌ"を再現 した演 奏力 任 。

関係語 ・ヲ㌔W
リバ ーボ ート・ゾ ヤズ

し

三Wッヒ。一川 の豪 華船 上 で演奏 したジ ャズ ・バンドの 演奏 。

ニュ一方口lj⊃ ズ 19ユ0～15年 に形 成

初期 の素朴 なジ ャズ ・ス9イル。クリオ+や 黒 人 のプ ラス・1、")ドが基 本 。集団

即 興 漕 奏 に 特 徴 。い"一 トリーは ブ ルーヌ、ラゲ 、マー抱 ど 。
・

少人数編成の黒人プラス・バンド

編 成 一 ・コルネ・ント1、 クラリ含ット1、 トロンホ"一)1、n"ン シ"ヨ ー1、

ピアノ1(抜け る場合 もあ る)ぽ ユーバfベ ー7)1、 ドラ奴1

コレ労 イゲ ・インプ0ゲ イゼ ーション

デ ィ‡シーランド 1910年 代 に 生 まれた演 奏ス9イル。㎝年代 に は黒 人 のニュー朽 ンズ ・ジ ャズ に

対 し て白人 ゾ申ズ をディ‡ツーランド ・ジトズ と呼 ぶ よ うにな った 。姻 年以

降 は双方 を トラッド ・ジ 申ズ と呼 ぶよ うに な る 。5-8人 のバンド編 成 、曲

目 は ブ ルース、マづ 、ラゲ 、1910～20年 代 の ポ ピ ュラー・ソンゲ 。

関係語 ・ゾ椀
ア刈 アッチ メ初 のマ1炉ガのりウンド とディ‡拓ランド ・ジ トぐ を合体 した イージ ー リスニング 。

L

リウスウェスト

L

?

カン恢 ・ジティー 1927-33年 頃 に カ"ス ・労 イーに 住 ん だ シ、 ズ ・メンの ヒ㍉が ・1、"ント"の 演 奏 ス閲

ル。ヘッド ・ル カ"、 バ カ ス・リズ ムに 特 色 。詔)ゲ ・ジ ャピ の 基 礎 。

リブを好む 。

整然たる編曲よりも即興性を持ったブレズ色の強い演奏
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マルヒ"ナ ・レイノルズ"

フィル・オックス

主 要 己一ジ野 ン

ホ＼フ"・テ＼イラン

.

主要 三ユージ ジの
.

,

チャーリー・りリステヤン:
,

セ〇ニアス'モンク
`

テ"イ ジ◇一・カ、、レスヒo一

」

升 リー・n'一 カー

フレガ や一 ヘン9㌔ ソン楽 団 ジ ーン・‡"フ ヵード

卜"ン ・レ・ッド マン デ ィジ ー ガ ↓スヒ。一楽 団
"_

へ_一 ・カ ー タ ー タッド ・ダ メロン

}ル マ)・ホー‡ン戊 秋 吉敏 子8ル ー・タバ わ ・バ ント"

ペ ン・ウェブ スター 加 ント・ベ イシー楽 団

スタ〉 ケンめ楽 団 デ ューク・エリントン楽 団

ヒ◆一ト・ルコ"ロ ウデ ィ・1、一マン楽 団

カリσ～・オーケコトラ

マヘリア・ジ ←クソン
P

オィゲ ン‡冗 アート・ゲ ァンダ ム

●

1、ウフリー リト貼 ン クリス・バ ー1、㌔

ケ)・コリアー エッか ・ビ リク

ルイ・アームストロ)ゲ フェイト・マラフ"↓ ・∫、∨ント"

,

」 』

j、OI、o・シい炉ック・レεン

二・ック・ラOッ ヵ

.

」

|、一フ㌔ アルn㌔ ト

加ント・べ 御一楽団 ジ ェイ・マ勿 初楽 団
"一

へ_一 ・モーティン へ⇒ ・ウェブ ズター

ベ イシー・ア万"イ ー・カーク楽 団 レズター・ヤンゲ

索 引2:ア ーティスト名

アーティスト名

(5暗 順)

191ZフS・ 一ツカ、4・カンn。ニー

自C/DC

Dr.フ ィールク"・ソト"

EL8P

J.D.リ ウザ ー

P-trK)DEL

P・P・M

PFPt

Tレ1:0ス

×TC

ZEレ へぴ の アーティ7.F

22ト ップ

アイサ"ツク・ベイス"

アウト0一ズ

秋 吉 敏 子9

ルー・タJ、∨‡ン.」、")ト"

アーツー・ツェ・ップ

アーティー・ショウ楽 団

アート・乃 リンブ か オデ ・シ加"

アート・ウ＼アンタ、ム

アート・フ＼レイ‡一

アート・プ レイ‡一と

シ"hX"・ メ・yt>>"t・ 一ス×

アニマルピ

アリズ・クー1、●一

アール・スラック^ス

アル・ホプ ‡ンス

アルハ、"～ト・アイラー

アレア

アンクル・テ"イう"'メ イ]ン

アンジ ュ

イエス

イエロー・マジ"ック・オーケ?トラ

イ‡"一 ・±。・ッフ●87ト つ一シ"ス"

イーゲ ルス

ウイjj、◆一ス"

ウィリアム・ラッセル

うイじ・ジエイト^

ウエイロン・シ"エニンク"2

ウテ"イ ・カ、スリー

ウテ"イ ・1>-Rン

ウデ ィ・1)一マン楽 団

工ク∨t"イ ル・ワ)

工・ッカー・ヒ"リク

1テ 》Lイ・=Dト ∨ン・クU-一 プ

エリ・ソク・卜、ルフィー

1ルウ"イ 又・フeレ又リ一

斤イケ＼ン・‡ケ口

才ージ ェイズ

オー=ヒ・ット・=トルマン

番号

761.664

761.665

761.664

761.664

761.64

761.64

761.645

761.664

761.664

761.665

761.664

76t.663

761.655

761.664

761.65

761.656

761.654

761.656

761.65

761.655

761.655

761.663

761.664

761.642

761.642

761.656

761.664

761.642

761.664

761.664

761.64

761.664

761.664

761.655

761.655

761.653

761.664

761.642

761.655

761.65

761.664

761.653

761.653

761.656

ゾ ヤンル名

J、"フ"kカ"d・0ッ ク

ヘビ ーメタル

1、◆プ㍉Dッ ク

フ・口り"レyシ ウ"・[}yク ./ク ラツカL・0・yク

ジティー・ミューシ"ック.

テクノ・金●・ッフ.

フォーク

ユ→]・[}ック/ク ラシカル・[}ック

ゲ ラム・【}ソク

サイケテ"`)Vク ・9"フ 、

ニューヨーク・0・ソク

サザ ン・Dyク

テ"イ ズコ・ソ)ル

カントリー・[}ック

ジ 申ズ

1955-70の シ㍉ ズ

メイ)ズ トリーム

1955一 η の ジ ャズ

*◆ ッフoヲ ●vズ＼

1、一ト"i、v`ッフ・

ソウル/イ ーストコーズト・

シ"やス"/フ ァン‡一

リウ"アプ ール・りウント"

ゲ ラム・Dtク

フ、↓一ク∨ラス

ヒ此"り 一

1955--7Zの ジ 枳"

フ◆0ク"レ ソシウ"・Dyク

オールド タイム・カントリー

フ◆ロク"レ ソシウ、・ひソク

フe口り"レ ソシウ"・Dyク

テクノ・来e・:Jフ・

▲、◎ンク

ウエヌト]一スト・o・ツク

テ"イスコ・ソウル

ニューオーリーンス、・シ"ヤズ^

シ"tグ'・J、Y`)ト ー'

カントリー・[}ック

ホー*い 一・ソンク^

フ。0ク"レ ソシウ"・シ"ト7"

シ㌔ ズ

アフロ・[}ック

トラテ、イショナル・ジ"¶ス^

シカコ、・シ"ヤ又＼

1955-70の ジ 申ズ/

761.662/.643口 ・ックンロール/VZ∨4Rフ^ル ース

761.65

761.644

761.656

*・ ッフoシPVズ 、

フィラテ"ル フィア・サウント"

アウ"アン‡"← ルト"・シ∨vス"/1965-

70の ジ トズ/フ リー・シ㌔ ズ/

フリー・フォーム/ニ ュー・ジ∀'やス＼
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分類番号 分類表の項目 含める年代 主要スタ孤/呼 称 特色

「、一レム スト〉イド ・ピ アノ← ラゲ タイム・ヒ。アノが 基 礎

ビ ッグ ・バ ンド へ の 道

シ+"ム・t}ッシさ)

白人 ニユーヨづ ・ス軒 ル

関 係 語 ・ゾ 争W

チャールストン

ジカず ・ジ 申ズ

2e年 代

ヒ"ッグ'・バンド

ダ ンス・ホールで 、楽 団の規 模 と‡絶 に合わ せて編 曲

1・一ケ7.トラ構成 は簡 略

192e年 代 に 流 行 した ダ ンズま た は そ の リズ ム。27年 頃 、世 界 的 に 流 行 。

se年 イ廿 受業 に 、舞 台 や 映 画 で リゲ ァィゥ"アSし た 。

第 一 次 大 戦 で 失 業 したh-t－ リンズ の ミュージ 三hン達 が 移 り住 み 、1919年

頃 か ら約 旧 年 間 、ジ加"が シ㌔ ズ"の 中 心 地 に な っ た 。若 い 白人 達 が 影

響 を 受 け 、ロD"・ ジ ャズ と 呼 ば れ る 独 特 の ス9/kve作 り 上 げ た 。三,'yプル

で,ト トル な 助 ンド と 力 強 い ビ ートが 特 色 。

洗 練 され た 》ロ・ハ 。一ス多 →'、㍉ゆ 乃 リンフ㌦ の 組 織 化 → 編 曲 重 視

装 飾 的 な 要 素 を 排 し た カ ブ%な め ド 、力 強 い ビ ート

使 用 楽 器 畑 デ ィー及 び ハトモ二一:ブ ラエ リード

リズ ム及び1、一[一:ヒoア ノ、 ベ ーズ 「ハu・tlvs・・?ンバ ル

刈ロテ》イー.及び リス"ム:シ ン1、∨↓、 ス7ア・ト"ラム、 トム・トム、

リス⇒ム:シ ン1、"ル、へ、一文・ト"ラム、ハイ・j、'vト・ツン∫、"↓、ス1ア'卜"ラム

コル2・yト→ トランへ。vト/j、^ンシ"e-→ ‡"タ」/チ ■-S、、→へ"一文

りク》ワォーンが 重 要 に な る/ド ラム・セリトの複 雑 化

関 係 語 ・シ㌔ ンル

シカ]"・フ"レーケヲ＼ウン

関{刃i言 苔 ● シ^ヤン鳥

ヒ"・ジク"・1、^ント》' ⇒761.65

ジ やゲ ・バ ンド 空ゾヤゲ(取 っ手付 き酒瓶)を 楽器に代用 した一種のゾ下ズ ・バ)ド ○

1920-30年 代 にテ葡一、アラバ マ、ケ)鋤‡一等 の酒場 、寄席 で演 奏 され た 。

ジ的 フルつズ ム 元来 は南 部 黒人 に特 有 のダンス・リズ ム。1929年 代にジ やズ ・リズ ムの 一種

と して流 行 。このリズムや 、踊 り方を指 す こ とが 多 い 。

.654 メインストリーム・ 1935-1945 スインゲ 元はヲ㍉ズ"演奏のリピムを形容す る言葉だったが 、ジ㌔ズ独特の躍動感

ジャオ を指すようになった 。最も流行した1930年 代中期～咀年代中期をスゥ

イング 時代 と呼 び 、ビ ッゲ ・バ ンド編成 の ダンス音 楽が 主流 だ った 。

様 式 的に は湖 ゴ ・ズ9イルと大 きな 違 い はない 「リ升一ド ・ロジャーズ)

リブに 基 づ くテーマ ブ0一 ド ウェイの 歌(ガ ーシュイン、 ジ 坦 一ム・炉 ユ コーし・ボ ー9-、

関 係語 ・ジャW

メインストリーム ボ ヒ。ユラー音楽 で主 流 の こ と 。ゾ やズ の場合 、トラデ ィショ邦一 スイング期 を

指 す 場合 と 、バップ 以後 の 秒"ン・ゾ や又"を指 す場合 が あ る 。

.655 モダン シ㌔P 1945-1955 19姻 年代 以降 の のバジ 。・イディオムに 根 ざした い くつか のジ←ブ の ズ9孔

関係語 ・ジトンル

ニューオーリーンズ ・ゾ ←ズ 1939-40年 のニューオリンズ ・ゾ 申ズ の復 興運動 。
・リゲ ァィゲ ァル

イノゲ ェイジョン スの ・カトンが ストリンゲス・tク迦ンを加 えて 姻名編 成 に拡 大 し 、 ぐイノベ 仇 ン

ピ ・オブ ・モダ ン ミ1一ジ ・10>の ヌ[トガ ンを 掲 げ くイハ"イ9-〉 と 自 称 し た 。

≡

パップ(ビ ーバ ップ) 俗化したスイカ"を打破して、ジ←ズに新 しい視野 と可能性 とを示 した

革命 的な ヌタィルの 総称 。当初 の呼称 はビ1、"ップ(bebop)、'川 ㌧ フ。(re

bop)。 既成 の枠 を打 破 し 、よ り自由な も のに した 。

'、一レムで の ジ ←ム・七分 ヨンか ら生 ま れ る 一

リズムの自由化

リブを飛 躍 の多 いフレース"に変 える モダン ジ 戒"

和声進行に基づく徹底した即興演奏の追求 の基礎
小編成を好む
和声的 、リブム的により複雑な構成

テーマを一 新 、よ り豊 かな 刈ディ・渕)の 重ね 合わ せ

非和声音の追求 一
子

ハ柵 ド バ ッフ' 54年 頃

ニューヨークを 中 心 とした 東海岸

バ ㌧プ のイデ ィ払 を充 実 さ せ 、ジ ャス"の原 点 であ るフW－スや ゴハ ●ルの精

神 を生か したも の 。主 にニューヨークの黒人 の奏法 を指す 。

技法的にはビバップ時代 より複雑でな くなった

関係 語 ・ジ ャW

イースト}ス ト・ジ やズ 白人モダコト中心ノの 、知的な趣の西海岸のジャズに対 し、即興演奏を

重 視 した パ ップ直 系 のニューヨづ黒 八派 ヲ㍉ ズ の こと 。
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主 要ミュージ シの

→ ←

‡ング ・オリゲ アー

エデ ィ・]ンド)・ ヅ ループ

マグ シー・スn。 ニアー

ヲ"三一・マク∫、◆一トランル

パ ッド ・ブリ司 ン

ジ ョー・り0ウ"ア)1

「

nリ フォード ・ヘイス"

'

ウィル・シェイド

テ"イ ‡シーラント"・シ"ヤク"'フ"0ウ アーズ" メンフィ戊・シ1"ヤク"・1、"ン ト"

ペ 二一ゲ ツドマン楽 団

トミー・ド ージー

d 　

・

ジ ミー ド ーシー楽 団

アーティー・ショウ楽 団

ウィリア4・ ラ・ッtル ターク・マーフィー

ルー ワッ歩一ズ

ス動 ・り トン楽 団

ホレスウ ルウ"アー

升 一り一・クリ万 ヤン

レズター・⇔ グ

テ"イシ"～ ・カ"レスヒO一

斉 一り一・1、'一カー

ケニー・クラーク

セロニアス・モンク

ガ レスピー楽 団

「

アート・プ レイ‡～ り二一・0リンズ

素レス・シの 》 一 マイ以 ・デ イゲ ィス

クリフ,一 ト^・フ"ラウン マックス・ロイ

り一 モーガ ン
層

アート・プ レイ‡一と ジ 申ズ ・ *レス・シルウ"アー・クインテ・リト

メツtンゾ セーオ

オIVオ ・工‡ズプ レ7.

オリヒ、ア・ニュートン・シ"ヨン

才ールマン'フ"ラti.'一 ス"・1、"ント"

加 ント・ベ イジー楽 団

力甥ロマ ・オーケストラ

カー9-・ ファミリー

カラハ、●ナ

カーラ・フwレイ

が レスヒ◆一楽 団

力、ンリー・シュラー

‡w鳥 ・エウ"アンス

エ)ク"・ オリウ"ア ー

‡ンク"ス トン・トリオ

クう"ユ

クラフトワーク

う"ランj、。・シ"ヨーンス"

クリス・:)"-A"一

クリーテ、'ンヌ・クリアー・

ウォーター・リヴ、,イウ"アル

クリトーンス"

リリフォート"・ フ"ラウン

ウリフフr－ド、・ヘイス、

リリーム

ク、レイトフル・テ"・ット、

クレh"ノ フ・ストリン)"又

ケ"イ1∫一・・ニューマン

ケ二一・‡、ウンフ^ル

ケ二一・クラーク

ケ♪・コリアー

コックス

コモト"ア ーフ.^

コ叫 レーン

コールマン・ホー‡ンズ

ゴ ング

コンラート'シュニ・ソツラー

ザ'・フー

tityテ"-Z、 ■

サーファース"

リムaカーーク・マ・ls:ss－

リム・`ノウ"アーズ

サ)・1、ウズ

ジ ェイ・マ御 心 楽 団

ジ ェファー㌧ワ ・エアプ レイン

シ"エ ファーソン・スタージップ
い ハ

ジ エリー・マリカ ン

シr"エ)‥ アン》"・ テ"一(一)

…」 一・クリフ

シ"三 一・ジ"エフリー

ジ 三一 ト㌧ シー楽 団

シ"三 ・ヘンド リ1ソクス

シ"ミ ー・マク1、.一トラン↓

シ∨vクVン ・ファイブ"
ト

三"tryク ・1リオット

ジ 申ム

ジ ューダ 戊・プ リユ ト

シューフ・リ「ムス

シ"ヨー・サロウ∨,ン

シ"ヨー・り一・ウィルソ}

761.656

761.655

761.657

761.655

761.653

761.645

761.664

761.664'、"フ^ル カthム・0ック

761.64阿(R

761.663り りVLン・[}穿ク

761.65/.653ジ,"2"/加 サズ・芳 イー

761.65シ ＼ヤス、

761.642マ ウンテン・ミューシ、ック

761.663/.664り 一フ・ミューシ"・pク/t、 ワイア)'口vク

761.664/.64

761.642

761.653

761.663

761.63

761.64

761.644

761 .655

761.653

761.66A

761.655

761.656

761.65

761.664

761.64

761.663

761.663

761.663

76呈.642

761.656

76L643

761.〔汚3

761.663

761.664

761.655

1955-70の ジ 恢/フ リー・シ㌔ ズ

バ ・ップ

リート"・ストリ}ム

クール・シ、申ス＼

シカ]"・ シ、ト=～、

フォーク

0ン ト"ン ソ、o:.D

1-{]・ 【}ソク/テ クノクラート

オールト"9イ ム・カントリー

ト・ラテ"イショナル・シ、、¶ス〉

又ワンフo・〔}ツク

761・664ウ エスト]-7 .ト,0ッ ク

761.655h－ ト"J、"・vフ0

76L653シ"†rウ 、、・1、")ト・、'

761.663サ イケテ"リ ・yク・サウント・、、

761.663/.664ト'Lラvク 、・ミューシ"・pク/

ウエスト=}一スト・0ック

761.663

761.64

?61.655

761.654

761.663

761.653

761.644

76L642

761.663

761.665

761.644

761.653

761.656

シ"ヨーシ∨・シアリンク"・クインテ・ット761.655

シ×ヨーヲ"・へ"ン ソン

ショーティー・ロシ∨や一ス

・ジ"ヨン・フォックズ

シ＼ヨ)・ リー・フ・ッカー

シ"ヨ ン・ルイズ

シルウい予一・コンへ")シ ョン

'シ∨・一ン・‡^フt－ ト"

シ"一 ン・リッチー

ス‡・ッフ◆・ジ"エ イズ

761.64

761.655

761.665

761.643

761.655/.657ク ール・シ"←ス

761.64

761.65

761.642

761.643

ムート∨・三ミュージ ・ソク

テクノ・ホ・・リブ●

フィラテ"ルフィア・サウント"

パ ッフ・

トラテ、イショナル・シ"←ス"

0ン ト"ン ・'、.)り

テ《イズコ・ソ)ル

1955-70の'?"vズ"

ジ 下ズ

フ。ロク"レ 述ノウ"'口 ・ック

テクノクラート

モッズ

リウ"アフo一 ル・リウント"

素ット・〔トット＼

オールトいタイム・カントリー

ロフト・シ"申ス"

テ"ルタ・フ"ルー戊

カンリス・ツティー

サイケテ"リ・:ノク・リウント"

ウエズトコー=2ト・口・ソク

クール・シ""ス ㌻/

ウェストコーコト・三ノ、、●ス"

ホット・〔}ット"

レゲ エ

ウェストコーズト・シ"ヤヌ、、

メインストリーム

フミ,ット"・〔}ック

シカコ"・ツ"ヤ ズ^

モーの ソ

ホー*"一 ・ソンク"

モッピ

ヘビ ーメタル

モーダ)ン

シ方]"・ ジ、、←ズ"

0フ ト・シ"rス"

クール・シ"トス鴇

MCR/ソ フト・アント、・メ[D

ウェストコースト・ヲ"ヤス"

リイケテ"リ1ソク・タ"フ、

テ"ルタ・フ"ルーズ、/カントリー ・フ"ル ース
"
./り 一ト"・文トリーム

ミュンヘン・サウント"

ジ トズ

マウンテン・ミューツ、㍉ック

テ∨.tg・フ"ルース
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分類番号 分類表の項目 含める年代 主要スタイル/呼称 絶 「̀

ファン‡一

■

愁 醗i欝 欝i㌶ 膨 塁間9碑 代中期の黒んトi
ソウル・ゾ やP 広 くは黒人のブレ又精神のこと。ジャズ用語としは1958年 頃、シ㌔ズi

本来のゲァィ9ルな精神面を重視 しようとしたことから来た言葉 。1

土臭い治 ズ … 一ヅ の糠(ソ)ル フル)の こともいう・i
デ ィ又コ・ソ)ル 踊 る た め の ソル 。⇒?61.644:

i
1

クール・ツ〉 ズ 40年代末i
バ刃◆派 に反発して生まれた知的で洗練されたスタイルのゾヤズのこと。i

不協和の少ない単純なリズムに戻る:
技法的にはビバップの延長 、ないしは拡大解釈:
ゲル・トーン(ピブテトが極端 に少ない)が特徴i

より内省的な響き1

プ ロゲ レカゲ ・ゾ やズ ビバップの手法を、姻年代後半 のビッグ・バンドに適用1

・ン・・化した・ヅ の珊 を試みたジ・ズの励 ドや・・イ・.概念上 、i

クール・ゾ申ズ と共通 点 が多 い 。1
1

ウェストコースト・ジ ャズ 1鰯 年代初頭に畝アガ ェ賦を本拠地として展開したゾヤズの総称 。編i

曲を重視したクール系 のリゥンド 。1
舛 ジ緋 の助・ドを受端 ぐ 白人介 ズ・・ンi
プ[げ レゾ…が の作 ・編曲方法をややがピュラー化 して1

]ンボ(小編成)形 式に再適用 したもの:
1

「

.656 アゲァン‡㌔ ル 1955-1留0 60年代後期までに何 らかのかたちで既成のジャズを打ち破ろうとし1

ド ・ゾ 争ズ たゾば ・ンと実紬 嬬 緬i

i
:

i
:

フリー ジ ャズ

1

1960年 代 の 前衛 的ジ 申ズ の総 称 。無調 性 、新 しいリズム・コ沈プ カ)、 アメ1

リカ以外の国の音楽との積極的な結びつ き、集団即興演奏が特色 。1

調性、←ドなどの前齢 しi
コードと小節の制約ない1
曲 は テーマよ りもモティーフによっ て構 成 され る:

リズ・の一難 による瀬 の統一感i
ソoの長さか時間的に決めらる;

関係 語 ・ジ ャンル :

フリー・フォーム 既成のリズムや和声進行 を逸脱した自由なズ銅ルのゾヤズ演奏のこと。i
L

モード ・ジ ャズ 6碑代i
モードを即興演奏の素材とする:
決められたモードによ る退屈 さへの対策:
・←ドは変えずに中心音を変える1
・中心音を変えずに・一ド蛭 えるi
・両方変える1
・従来の}ド 進行とモード手法の両立:

1

新主流派 主流+革新: '

関係 語 ・ジやW
:

ニュー・ゾ"ズ 働 年代以励 実験的潮 齢 な治 ブ・ユー・・ガ と珊 ぶ・i
ニュー・シング ;

ロフト・ゾ トオ 1960年代 にユーヨづののトを中心に 、営利 目的でな く創造的な音楽を:

探求したヂ・ズの名称・i
ファンク・ベ ース フが 一な音楽表現のために、"tシトや うねりを強調して:

演 奏 され るベース・渕 ンの こと 。⇒761.6451
{・

r

.657 1、イブ リッド ・ 1鰯 一 jVプ リッド ・ジ ャオ ジャズ以外のヅトンルとのかけあわせ 他ジ以 との融合で新生面i

スタイル 1970十 :
アフ0・‡ユーバ ン ‡ユーバ音楽のス釘ルを取 り入れたもの;

サート㌔ ストリーム ク》ックとゾヤズの融合を目指 した音楽l

i
インド ・ジ ャズ ・ゴ や芳・調 のダンス・リズ・をとりし・れたジ・ズ.i
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主要ミュージ汁ン

アート・プ レイ‡一とシ㍉ ズ ・ *レ ス・シルウ、アー・クインテ,ト

メッセンジ トース∨

ホレス・シルゲ テー アート・フ^レ イ‡一と ジ 申ブ ・

三ルト・ジ㌔ クソン メッセンジ㍉ 一ズ

アイサ㍉ ク・ヘイズ
.

ヌヒ・ナーズ

コモド アーズ レイデ ィオ

ウィ又1、'一ス"

吋

マイ奴 ・デ イゲ ィス

」

リー・コこヅジ

‡＼ル・エゲ ァンス シ"三 一ジ、L・シアリンク^・クインテ・ット

ジ ェリー・マリが ン テェット・ベ イカー

ジ ョン・ルイズ ゾ ェリー・マリガ ン

レ二一・トリズターノ ヒ'ア ノレス・加 テット

≡●

スタ)・ケ)トン

●

ボ イト"・レイバ ーン

ヒ●一トWコ 鴇0

ウデ ィ・心 マン

1、ワード ・ラムゼ イ チェツト・ベ イか

ライト・lm ヲコ・nミルトン

ショーティー・ロシ^←一ス

ジ 三一 ゾ ェフリー

ジ ェリー マリガ ン

「

オ一字・ット・コールマ)

'

マリわ ・フ"ラウン

コルトし一ン ド ンヴ ェリー

1り必 ・ド じフィー アート・アンリンフ"ル ・オフ^・ 三,カコ'、

セシル・テイラー スティーゲ ・しイシー ・

アルバ ート・アィラー カーラ・プ レイ

ファラオ・リン9'㌧ ス テρ一り一・ヘイデ ン

アーツー シェ・ップ

エリック・ト∨ルフィー

オ一家ツト・コールマン

ド ン弓 エリー

tシル・テイラー

カーラ・フ"レ イ

オーまット・コールマン

.

「

: :
←

:
→

:

才～才ット・コールマン

L

り4・リウ"ア_ス ラジッド ・アリ

シ"ヨー・リー・ウィルソン

ラリー・グ ラ肱 マ一方ズ'ミ ラー

ルイス・シ"ヨ ンソン

「

: 「
1

: 1
→

ジ ョン・ルイス

←

ガ ンサー ・シュラー

モタ"一ン・シ"申 ス"方 ルテント

「

.

,

`

`

テ"イ シ∨一・カ、レスヒ.一 ス9ンケントン楽 団

qUMC760∨er.2

ズ=]一ヒ.オンス^

ス9イリスティ・vクス

スタン・ケントン

スタン わ トン楽 団

ステイーウ"・レイシー

ス,、●イタ》'一ス

スヒ◆ナーブ

スプ ー‡一・トウース

スリー`テ"イ ク∨リース"

セシリオ9カホ◆ノ

tジ ル・テイラー

tッ ク7.・ヒ9又 トルス>

tル シ、オ・メンテ"又

セロニアス・モンク

ヲ二一'ロリンス∨

タイが 一ス

O－ク・マーフィー

P・ットtS・9"メ0ン

ゲ ムド

タンシ"エ リン.ト"リ ーd

チェット・アト‡ンス

チエ・リト・へ"イ カー

チコ'ハミルトン

チ†■ツク・へ^リ ー

チ争一1∫一・クVZJヤ ン

チや一リー・t、e－方ー

チヤリー・j>o－河ー

チ争一リー・ベイチ晒ン

ヲや一リー・マ・ッコイ

テ、、イ‡シーラント、㌧

シ"pク"・ フ、0ウアース、

テ、イシ、'一・カ"レスヒ・一

デ イジ ー・ガ 以 ヒ。一楽 団

テ∨イフ"・クラーク・ファイブ'、

テ"イープ'1、o－ フ・ル

〒"ウ"イ ・ッド、・ホ"ウイー

テ・ジト"・ニューシTエント

テ噴ニス・ホ"一ウ"エ膓

テ"ユ ーケ エリントン楽 団

テ"ラ 二一8ホ"ニ ー

テンプ ターズ

ド ナ・句マー

}・…iー ド ーシー

トム・ベ ル

トム・ロヒ"ンソン・1、×ント"

ト"ン・チェリー

ト"ン・レット∨マン

ニ・:ゆ・ラ[}:・力

ニュー・ライ9"一 ヌ"・ オフ"・

1、●一フoルtイ シ"

ニューヨーク.ト"一 ルス＼

ゴ)ウフリー・リト↓トン

t、thット"・フリーマン

1、eティ・ス三ヌ

)、、、テ"イ・ホリー

,、o」、●・シ"V,"・ レモン

」、一フ「k・アルt>"一ト

∫、◆一ラメント

∫、ワート⑨・ラムセ"イ

ヒ◆～・ジ」カ^一

ヒ.アノレス・カルテット

ヒ。一文メイカース'、

ヒ◆-9-・ トツシユ

ヒ"一ヲ・*"一イス∨

ヒ》㌦ック"・シ^ヨー・ウィリアムス

ヒ・一ト・ルコ"0

ヒ∀、一トルス、(㎜)

761.663

761.644

761.655
761.655/

.657/.65

761.656

761.663
761.655

761.663
761.644

t)一ドOyク

フィラテ＼ルフィア・リウント^

フ◆Oθ∨レッシウ"・シ^やス、

イノウ、エイツヨン/イ ント"・シ"ヤス"/

シ〉 ズ

1965一 η の ジ 戒"

グ ループ ・リウンズ

テ＼イズコ・ソウル

`、一ド ロック

フィラテ＼ルフィア・りウント"

761.663/.664サ ーフ・三ユーシ"・yク/nワ イアン'0・ック

761.656

761.664

761.66

761.655/.65

761.655

761.663

761.655

761.65

761.664

761.664/.64

761.642
761.655

761.655

761.662

761.65/.655

761.655

761.65

761.656
761.642

761.653

1955-70の シ㌔ ズ/フ リー・ゾ ヤズ

パ ンク/ロ ント")・}、●ンク

イント"・シ"釦ス、

1)、・?iフ・/'Y∨vl"

∫、一ト㍉、、ツフ●

ク"ルーフo・りウンス^

ニューオーリーンス"・ ツ＼やス"

ジ トズ

0ン ト∨ン'1、.ンク

フ.0ク"レ ッシウ＼・Dック./ユ ー0・[}ック/

テクノクラート

ナヅツユウ》〉イル・リウント"

クール・シ"㍗ス"/ウ ェストコーズト・シ＼ヤス"

ウェストコースト・シ"ヤズ、

0・yaTv[}一ル

ジ∨ヤス"/,、y`vプ ./ヒ"一,、"ッ7●

バ ・ッフ●

ジ ←ズ"

1955-70の ジ トズ

ナ・ッシュウ"イ鳥・サウ)ト"

ジ ャゲ ・バ ンド

761.655 ./.651)∨ ・yフ◆/シ ∨ヤス、/イ ント"・シ∨トス"

/.657

761.65「y、vスss

761.663リO"7プ ーt・サウンド

761.66A/.665ブ リティ・pツユ・sV卜N'・ 口'ソク/ヘ ヒ"一メタt

761.664

761.663

761.665

761.65

761.663

761.663

761,64

761.653

761.644

761.64

761.656

761.65

761.653

761.664

761.664,

761.653

761.653

761.664

761.662

761.653

761.653

761.644

761.655

76t.645

761.655

761.663

761.64

761.663

761.643

761.655

761.663

ゲ ラム・[}ック

1、一ド ひvク

リイケテ"リック ・9"フ＼

ジ やズ

スワンフ◎・【},ク

ゲ ループ ・りウンぐ

ミュンヘン"サ ウント"

三.'t.yフル・リス、ム

フィラテ"ルフィア"サ ウント∨

`、。ワー・*。ップ

1955-70の ジ ャズ/ア 」一・ジ ャズ

ジ ←ズ

テ"イ ‡シーラント"

ウエスト=トスト'口・ソク

ニュー三一ク・0・ック

トラテ"イショナル・シニャス"

シカコ、・シ"申ス】

ニュ,ヨ ーーク・0ック

0加"リ ー

チ"イ‡ジーラント"

アメリア'ガ

ファンク・[}ソク

ウェスト=トスト・ジ、申ス∨

フォーク

クール・シ、争ス"

リウ、、,フρ一ル.り 「フント、

レゲ エ

ホット・[}ソト"

テ"ル9・ フ^ルー2

フ.0ク"レ ヅシウ^'シ"や ス、/ツ 、tiス∨

リウ、アブ●一ル・リウント"
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別表1d:ロ ックの細分(様 式と時代の組み合わせ)

分類番号 分類表の項目 含める年代 主要ス9イル/呼称 特色

761.66 [}ック ロ・班 ・・ロールの 短縮 形 。と りわ け19蘭 年代 以降 の 反体制 ・反 社会 音 楽 。

R給 、C四の混合に多分野の音楽が入 り込んでOックとして定着 。

関係語 ・ゾ"W
ファンク・0ッり →761 ,644

ソフト・ロック

芳 ン・[}ック ラテン ァ刈 力音 楽 の 恢"ム や ス9イルとロ・り ・リズ4、 フィーリ芳"が 混 合 し た 音 楽 。

.662 初期の0づ 一1959 ロックの起源 は こ こ

カントリー8ウエ

スタン(白人 oカビ リー(50年 代) 1鰯 年 代 のホoワ●スのひ とつ 。ア刈カン ミュージ必 ・酌tンスをも とに 作 り上

)と リピ 娼 げ られた音楽 。

ブ レス(黒

人)の融 【}ックw】一ル ロ1〃7ン ド ・0一駅rockandrdDの 略 称 。ロ加"リ ー/0りXト ル/1}ソクと い う

合 (田年代後半} 3段 階 のビート・ミューゾめ の 発 展過程 の中 間の 呼び 名 。

シンプ ルで力強 いメ[ガィーと}ド 。 ⊃ ボ編 成の演 奏 。

日常的 な 関心 事 を歌詞 にす る 。ワイルドなイメージ 。

関 係語 ・ジトW

ロッカ・バ ラード 0・カン ロ++甘 い1、"ラード

. ヒッフ・ 1領0～50年 代ア助 力のピ ーに クの又ラング 。自らの価 値観 、行 動様 式 を持

つ者 、またその意識自体を指す 。形容詞的に使われ る場合もある。

60年 代の 〈ヒ丈。一〉の語 源 でも あ る

.663 プ リティ・"ユ ・
一1969

ロック 0・カ)[袖 とほぼ 同義 。表 現 が よ りn－ド で洗 練 され て いる 。

一

助 の時代
リゲ フプ ール・リウ)ド ビ ート似"を 機 に登場 した リゲ ァプ ー咄 身 のビ ート・*oップ ・ゲループ の総 称 。

ブ リティッシュ・ヒ"一ト

ビ ート・*。ップ ロめ ン0弓 、賠Bが へ㌔7の ホ◆ッ7。ズ。リゲ ァプ 十 リカ ズ 、モッズ が 代 表 。

ア刈力布場へ次々と送 り込まれた 。

フォーク・[}ック 思 想的 、プ[}テスト・カ ゲ →76L645

」、一ド0・ 刀 サイケデ リッリやヘビ"一メタルの域 には入 らない 、ヒ㌔ トの きいた 激 しいリウンド

の0ッ ク。‡"9一主 導 。

アシット㌔0,ク 60年 代中 期 のLSD(ア ジリ}・、)流行期 に ワ)フラ万 月 中心 に起 きた〔}ック。LSDに

よる陶酔感や幻覚を連想させる 。躍動感がない。

リイケデ リッり・サウンド 幻覚を引 き起 こすような音楽 。

ド ラソゲ ・ミュージ ・カ 幻覚体験をもとにして作 られた音楽 。あるいはドラッゲによる幻覚休

験 を思 い起 こ させ るよ うな 音楽 。リィケデ リリ ・分 ・ド に近い 。

ブ ラ2・Dック

スワンプ ・0ック サゲ)・ロが系 の泥 臭い 助ンド 。

サザ ン・ロック ア刈ヵの南 部 の泥 臭い 肋ク。刀芳 イア・又ビ リwトを思わ せるサウ)ドが多 い 。

ニュー0ッ ク 1960年 代 末 にイ‡"リス、ニューヨーク等 で同 時多 発的 に登 場 した サイヶデ リづな ス

テージ 〉グ を見 せるゲ ↓一プ の演奏 。

ウッド スト・カ 1969年 ア刈カン[}ックの総 決 算

ゲ ループ ・リウンズ イ‡"リスのビ ート派 や陪Bゲ レプ の影 響 を受 け て続 々 と登 場 した 粗製[}ック・

ゲレプの総称。
L ↓,

関 係語 ・ジ トンル

り一フ・ミュージ ・ック ⇒761.6641リ イアンOlリク

り一フィンの爽 快感 ・・楽 し さに マッチす る音 楽 。

勅 卜・Dジド 1960年 代初 頭 、ア刈 力の カリフ戒 フ で流 行 。ゲフ・ミューゾックとも呼 ばれ る 。

'

モッズ 1950年 代末 にイ‡"リスに現わ れ 、㎝年 代 に 目立 った 若 者の集 団 。大 半

は中産 階級 の若 者た ち で 、短髪 、ジ砕 ット、細 いオ ボンとい うスタイル。

当時 暴力的 なプ レイを し ていたザ ワーをアイト"ルと していた 。

メッt－ジ ・oり 社会的な抗議 ・生活信条を歌に託 し、積極的に伝えるためのoめ 。

19閲年代後半が最盛期 。

.664 多様化時代 一1斬9

ブリティッシュ・▲、一ト"・[L,ク 1鯛 廷頃 イゴ リズで起 きた[}ジク。R8Bを 基 盤 に 、1、'ワフ↓でズピ ード感 が あ る

大音 響の 演奏 。‡"91以トをメ⇔に 押 しだ した サウンド と 、硬質 で高 音部 を

強調 した ゲォ一如 。ア刈力>n－ ド ・D〃に比 べ 、重 く、湿 った 感 じ 。

ブ リティ・汐ユ・ブ ルース・0汐
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主 要ミュージ 柵ン
1

セルゾ オ・メンデ 又

→ ←

リトル・升 一ド バ デ ィ・ホリ～

ヒW・ ヘイリー

リック・オルソン

リトル・リ升 一ド エルウ"イ乏・フ。レスリー

チ旬0・ ペ リー ヒ"ル ・ヘイリー8コメ・或り

ホ"・デ ィト"り一

ファ〃 ・ド ミノ
L

「

ヒ、、一トルズ"(初 期) リッ升 一ブ

テ"イ フ"・クラーク・ファイブ" アニマル戊"

ヒ◆一ヌメイか ヌ"

スプ ー‡一・トっ一ス スコーヒ◆わ ブ

フリー テ・ット》㌧ ニューシ"エント

ジ 三・ヘント"`ル クズ

ヒ。ンク・フロイト" ジ ェファーソン・エアプ レイン

クIL4

ク"レイトフル・テ"・:1ト〉

ヒ。ンク・フ0イト"

テ"ラ ニー8ポ ニー クリーテ"ンス・クリアー・ウォーター・

レオン・ラッセル リウ"アイウ"坤

茸一ルつン・フ"ラり"一 ス"・1、"ント" ZZトップ

レーナート"・ス‡ナート"

.

タイガ ーズ ス1、◆イダ ース

テンプ9一 ブ フ"レ ・]メッツ

セジリ才8淋 。ノ

カラ1、●ナ

シ"エン・アント"・テ"イーン ビ ーチ・素㌔ イブ

サーファーズ

句"・ フ ー

ジ ャム

r
:

「
t
P

テ"イ ー7● ・1、。 一 フ ●ル

レッド ・リェ・ハ ㍉)

ヒューマン.リーク、

ヒ"じ ・ヘイリー

ヒ、ル・ヘイリー9コメ'yy

ビ ↓・モンo一

ヒ比 ◇り一ズ

ヒ◆ンク・フロイト∨

ファグ ス

ファプツ・ト"ミノ

ファラオ ・りン9^一方ス

ファンカテ"リック

フィル・オツクス

フェイト・マラフ∨ル・S)"rlト^

フェラ・アフリカ,70

7オ ークソンク"

フ"-f-7."・ ラ1、"-J、＼ント"

フ"ラ サ"一ス"・フォー

フ∨ラズ・サハ、"ス

フリー

フ、リこ,ヌ"レー・シュワルツ

フ"ル ー・ク"ラ 又・*"一 イ又"

フ^↓ 一・ユメ・ッツ

フレザ ← ・ヘンダ 手力 楽 団

フロイト"・クレイマー

761.64

761.662

761.662

761.642

761.642

761.663

761.664

761.664

761.662

761.656

761.644

761.645

761.653

761.664

761.645

761.644

761.645

761.665

761.663

761.664

761.6a2

761.663

761.65

76L642

べ 砲 一・アンデ ィー・か ク楽 団761 .653

へ∨二一・カーター761 .65

ペ ニー・ゲ ッド マン楽 団761.653

へ"二 一・モーティン761,653

へ、ルへ"'vト ・アンタ、、一ク"ラウント"761 .664

へ^ン ・ウェブ"7.9-761.653/.65

ヘンリ_・ヵウ761.664

k"・ テ∨イト∨リー761 .662

£ イト"・ レイi、"一ン761.655
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テクノ'ホ.ッ フ・

ロカビ リ一

口ックンロー鼻

フ＼ルーゲ ラス

ヒ礼ビ リー

リイケテ"リ ック・りウント"/

ト"ラ,ク 》',三ミューシ∨ック/

フ・ロク、レ:汐ウ"・1}ック

ニューヨーり・日・ック

0ッ クンローt

1955-70の シ"曾ス"

ファンク・[}ソク

フーテナニー

リハ、"一*"一 ト・ジ"申ヌ∨

アフロ・〔}〃

フォーク

フPン ク・0:ク

フキ ク

ヘビ ーメタル

1、一ドDッ ク

1、。フ、・[)yク

ブ ルーグ ラス

ク"ルーフρ ・リウ)7."

ジ"ズ

ナッシュウ"イル・リウント"

カンリ戊・労 イー

ジ 申ズ

シセッフル・リス、ム

カンリズ・ジティー

1、◆ンク./ニ ューヨーク・0ック

カンリ1・ジティー/シ1"や ス"

フ。口力〉レッシウ"・【}ック

ロ・yクン0一ル

フ◆ロク"レ ッシウ^・ジ、V7＼



nuPtc76Uer.2

分類番号 分類表の項目 含める年代 主要スタぴ/呼 称 特色

ゲ ラム・ロック 魅 惑 的 な0ックの意 。1972年 頃イ‡"リスを中心 にブ ームを呼 んだ0ック。中性

的な雰囲気で派手に装い 、激しいステージ・ア男ヨンで強烈な視覚的効果

を狙 った 。一種の世紀末的文化 。
▲、◆ブ ・[}〃 1解2-75年 のイ‡つスのムーブ メント。小 さな 酒場 な ど で簡 単な 機 材に よ っ

て演 奏 され たOック。R鵠 、あ るい はヒ㌔ レホ'ップ 系 のも のが 主 体 。

プ ロゲ レカ ゲ ・0・り ‡一ボ ード 主導 型のDめ(1、 一ド ・oックは‡"歩主導)。 おお がか りな機 材 を

用 い て演 奏 され 、ジンtリィリ㌧ 類を使 用た 。

1、。ンク 70年 代 半ば の にユーヨづ と)ロンドン

社会への不満 ・攻撃
ニヒリズ4を 基調 と する挑 戦的 で奔 放な0ック。の ちの ニューづエィゲ へ と

つ な が る 。

ゲ ェルゲ ェ1ット・

アンダ ーゲ ラフンド

ア刈カン グラム

ストリート・ロック

関 係 語 ・ジ ャンル
∩ワイアン・ひック ■θ761 .663り 一フ・三ユーシ"・:力

ウロ トコースト・0必 に 目須!さ れ て誕 生 し た1、ワイ独 特 の ロック。り一フ・三ユージ ・〃 が

代表 。南国特有の明 るさと、ゆっくりとしたリズム感覚が特徴。

アず 跡 ・オリDテ ッド ・ 大人の鑑賞用白刀。従来の若者文化としてのロリに比べ落ちついた

口・ック リウンド

アフロ・[}ック アフリカ音 楽 に影響 を受 け たロ・ガ 。

ロンド ン・[、。ンク 1醐 ラブを中心に 、ロンド)の若者が生みだした戊ビード感を最大の武器

と す る ロ・〃 。

ニューヨーク・[}ック ニューヨづ のOジ ク、と く に ニューヨーク・アンダ ーゲ …功 ト"・ロリ を 指 す 。常 に 新 し い

時 代 の先頭 を走 るサのド ・コンtプトを もった アーティストを輩 出 。

ウエズトコースト・口・ック お も にサン万:以《コ、oスヵ ジェΩ を起 点 と して生 まれたoり 。別 フ砿 コ・助

ンドな ど と類 似 の言 葉 。カ)トリー・ローゾックの流れ を汲む ものが 多 く 、]一

諏 な どに特 徴 。1960年 代 後半 のヒッピ ームーブメントに よ って 旺 ズ ・乃フ。

され た 、ア刈力の 新 しい杓 ンド ・コンげ トを基 本的 に 抱 え続 け て いる 。

近 年 はニュー・ウエイブ 系 の活 動が 活発化 。

カントリー 〔わク カントリー・ア)ド ・ウ1互助 に 、0〃 ・三ユージ ッ励 瀦 合 し た も の 。

ユーロ・Dッり イ‡、リス以外 の三田 励'に 生 まれた0刀 。全盛 期 の 中心 はわ ンダ 、ド 禰 、

イタリア。

クラシ加 ・t}ック 古 典 音 楽の 手法 との 結 合 。プoゲ レ薦め"・o必・アーティスト達が 目指 した 。

新 楽 器 や"⑰ イザ ーの 使 用で 、少 人数で 大編 成 に 匹敵す るオーケストレヲヨン

を作 り上げ た 。三田州。に多か った 。

∫、●一プ リン・ミュージ ・〃 頭 のカラ,*。な音楽の意 。つ まらない音楽に対 して冠 したもの。
バブ ルガかロ・め 1960年 代末 のホ●ップ ・0ックの一大潮 流 。1違 。一で単 純 な 内容 の 風船ガ ム

のような楽 しいOりという意。

.665 80年 代 1989一

以後のD〃
ヘヒ㌔ メ9鳥 ヘビーでメ9リ必な も の を感 じ させる0必 。‡"ター志 向 の1、一ド ・0"の 流れ を

汲 む 。金 属的 なヂチ の 音 、叫 ぶゲ ォー加 、又イ)ゲ感 のな いリズ ム

破 壊的 ・暴 力的 イメージ

スラ・ッシュ ・メタル

ラップ

ヒップ ・勅 プ

ア ラックt}ック 80年 代末 、黒人

関係 語 ・ゾやW

リイケデ リ・}力・ダ デ 1979年 代末 のイ‡"恢の音 楽潮 流 。レゲエ・ミュージ づ の一 つ の形 で あ る

ダ ブ ・レゲ エが よ り都 市的 に発 展 した も の 。サイケデ リ⑳ ・0刀とダ ブ ・レゲ エ

の方法論を一つにした もの 。生苦に電気的処置を施 し、より幻想

的 、心理的勒 ドを作り上げる方法論 。
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主 要ミューゾ卵 ン

テ"ウ"イ ・ツト、、・ホ^ウイ～ Tレックズ

アリヌ・クー1、'一

マーク・ボ ラン

Dr.フ ィールゲ ッド

フ"リンス"レー・ジュワルツ

ヘンリー・加 イエ7

コ"ンゲ タンシ、エリン・ド'リーム 『

ヒ◆ンク・フロイド アレア

EL&P アンジ ユ

へ、、ルへ"・ット・アンタ"一ク"ラ ウント"

イ‡"一 ・*.ッ プ8又 トう一ジ ピ

セ・〃ス・ヒ◆ズ桃 ズ

ラモーンズ

「

カヲ、。ナ

r

セシリオ8カピ ノ

フェラ・?フ`功'70 1グ ゼ イレ ワン

セックヌ ・ヒ。ストルズ＼ ダムド

ワラソシュ コ・:仰.

へ、、ルへ"・ット・アンタ"一ク∨ラウント^ オ ティ・スミス

フフゲ ス 2Eレ訊 ㌦ の アーティズトた ち

ニューヨーク・卜"一ルス、

シ、エファーソン・スタ～三♪:,プ イーク"ル ズ

クリトーンズ ニュー'ラ イタ"一 ス、㍉ オフ^・

ク"レイトフル・テヘソト". 1、◆一プ"イ ジ

ホ。コ ウ1イロン'シ"エ ニンク"ス

アウトローズ

PF門 クラフトワーク

亨ンジ ェリン・ド リーム

ELP

PF門.

1916フ ルーツカ"ム ・カンO、・二一

オ1、イオ・工‡スプ レ又

←

レッド ・ツェ・ハ'リ ン ジ ューダ 乏・プIJ－ スト

テ"イ ーフρ ・ハ、◆一ア ル OC/防

ブ ラズ・句バ ス

ジ ョン・フォ・戎

XTC

テ"ニス・ボ ーゲ ェル
A

AUMC760∨er.2

ホ。コ761.664

素、ス".ス ‡v:tp"ズ761.64

素"フ"・ テ"イ ラン761.645

素e_ル ・モ_リ ァ・761.63

ク"ラント"・オーケズトラ

ホレス・シルウ"アー

ホし2.ジ ルウ"フL-.ク インタピット

マイヶル・フランクフ

マイ↓ユ・テ"イ ウ"イフ

マーク・ま"ラン

マリ、シー・刀、.ニアー

マックズ・[トチ

マヘリア・シ"← ケソン

ママズ9tl.1、◆ス

マリオン・フ"ラ ウ)

マ肱"ナ ・レイノル=～∨

三ルト・三ノ、め ソ)

メンフィズ・三ゾ、ヤク"・1、")ト 、

モタ、一ン・シ"申ス'、クァルテ・ット

ライト・tY)7.

ライトニン・*フ◆‡ンヌ

ラジ:小"・ アリ

ラト ンブ

リー・コニ・〃

リー・モ一方"ン

リ・ソク・享ルソン

リ,ri・‡・:'スs

リトル.リチ†P－ト"

ルー・ワ・ソ9一戊"

ルイ・アームスト[Dり"

レイデ ィオ

Lry・t)フ

レオン・ラッセル

レ又歩一・トンクい

レ・:Jト^・ツェ・vへ◆リン

し一ナート"・ス‡ナート"

し.ニー'トリス9一ノ

oイ ト"・ク"リーン

761.655

761.655

761.64

761.655

761.664

761.653

761.655

761.65

761.64

761.656

761.645

761.655

761.653

761.657

761.655

761.643

761.656

761.664

761.655

761.655

761.662

761.64

761.662

761.655

761.653

761.655

761.6tl4

76L663

761:

761.

761.663

761.655

761.642

カントリー・[トック

ソフト・アント"・メロウ

フーテナ二一./フx－ ク/フ ォーク・O・vク

ムート"・ミューシ'㍉ック

Jl-ts"1、∀㍉vフ◆/ソ ウル/イ ノウ"エ イション

イーストコースト・ジ"や又、/フ フン‡一

シティー・ミューシ、㍉:力

`、一ド}、^・ッフ。./ク ー`・ゾ ヤピ

グ ラム・[}ック

ジカコ"・ シ＼ヤズ^

1、一ド㍉h∨Tyフ●.

]∨スへ・ルソンク"

リンフランヲスコ.サ ウント∨

アウ"アン‡"トルト"・ツトトス./

1955-79の シ∨や7∨

フーテナ二一

ソウル

ジ、め"・}、")ト 、、

り一ト"・ 又トリーム

ウェ又ト=}一=～ト・ジ"ヤ戊、

カン}.り一・フ∨ルー又

0フ ト・ジ"セ7.∨

バ ンク

クール・シ"ヤス∨

ハ、一ト㍉、"ッフ◆

口淀"り 一

1、●ワー・t'・ップ

0カ ヒ^リ ー!/[}ッ クンロール

ニュ一方ーリーンス、・シ∨市ス^

iJl、"一本、一ト・ヲ"争 ス"

テ"イ スコ・リウル

フィラテ"ルフィア・サウント"

ズワンフO・[)yク

653/.655カ ンリ又・シティー/1、"・:Jプ .

664/.665ブ リティッツユ・sVトVL・ ロック/ヘ ヒ"一メタ鳥

サザ ン・[}ック

クール・シ、争ス、

ナ・ッツユウ"イル・サウント"
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⇔酋《

一一全

分 類 索 引 デ ー タ入 力 マ ニ ュ ア ル

項.麹:

1.区 切り記号の入力

酷

2.標 目の種類別取扱

磁

3.タ グ付 き入力項目

(可変長データ・

フィール ド)で 使

用する文字

猷 。願 、1。よ,入 力。。'

説 ・胡

区切り鶉' フ宇r損c 入力方法 億 考

,(コ ンマ) 後 ろ1字 あけ ・空ける後にすぐ次のサブフィ
ール ドの記号がくる場合には

そのスペースは省略す る。

O(丸 括弧) A7×,C70,E7× 前後1字空け

B7× 前後とも空けない

O入 力する △ 場合により入力する X入 力しない

入 力 項 ・自 ・繊 引

レコ〔{こ=

参 照

レコ=ド
9

:項目見出し .レコ〔…ド
蹴:

レコL－ド

固定画面の項目 7.標 目レベル(コ ー ド) a～j a a a

8.{要 目区分(コ ード) a b C d

タグ付き入力項目 標目で使用するTAG A70 A70 A72 A74

C44典 拠 レコード・リンク △ × × ×

C70分 類標目を構成するファ㊥ト △ × × ×

C76デ ューイ十進分類番号 O × × ×

C77日 本十進分類番号 △ × X ×

C78LC分 類番号 △ × × ×

C79楽 器分類番号 △ × × ×

E7× 参照語 △ △ △ △

■下記を厳格に守ること

ザフ`・フイ噂 媚ii綿 子 使用ず『る茸

額
アルファベット小文字

半角(ス ペースも含めて)

アルファベット大文字 全角(ス ペースも含めて)
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固 定 画 匝1の 項 目
★…システムによる自動入力項目

t.lD番 号

2.引用分類

3.ス テ ータ ス

4.入 力 日

5,処 理 日

6.書誌 レベル

7.標 目レベル

8.標目区分

9.固 有 名

le.完 全 性 レベ

ル ・コー ド

11.標 目状 態

12.地理区分

13.改 変[レ コ
ー ド ・コー ド]

14.目 録 言語

i酪数

9

9

1

8

14

1

1

1

1

1

t

1

1

3

i黛

左

左

i棚}i

なし

6

egl

鍋

Rレ5

1優レ$a/0～7

!gei$aie--13

RL!7

1四レ$a・9

tee/$a/11

1eBi$a/14

1四/$a!18

1㈱/19

1毘レ$a・r田

1eBi$e!田

1㈱!詑 ～

24

…説

★ ※データ入力後[Fle]に よ り自動付替される 。

「若 ≡夕暮撒' 凹凹.w－"嵩'"ふ

1 固有のアルファベッ ト
又◆胤

'〔倒

c=分 類 索 引 レ コー ド

2 作成年 2 西暦年の下2桁
3 番号 5 その年の通し番号
4 チェック数字 1 「モ ジュ ラス111に よ る

■その分類索引レコードが弓1帰する別の分類索引レコー・ドのレコー ド識別子(lD番 号)を 収める 。
・通常 、その項目の番号 に対してさらに番号を付加す る方法を示 している分類索引レコードのlD番 号を

入力す る。
・構造は 「LID番 号」と同じ。

c=訂 正 レコー ドd・=削 除 レコー ドn=新 規 レコー ド

★

★

w=分 類標目

口標 目中のファセッ トの付加 レベルを示す。

a 主ファセットレベ ル f 働0フ ァセット5ベ ル
b 付加ファセット1レ ベル 9

'く'伽 ファセット6ベ ル
C 付加ファセット2レ ベル h 'て' 〕0ファセット7ベ ル
d 付加 フ7セ ット3ノ ベル i 'ミ 〕ロファセット8ベ ル
e 付加ファセット4ノ ベル 」 ¶ ‖nファセット9ベ ル

■そのレコー ドの種別を示す

a 分類索弓1レコード
b 参昭レコード(説 明付 き参照レコード)
C 項目見出しレコー ド(別 個に入力する説明つきレコー ド)

補助表レコー ド

■分類操 目に固有名(個 人名 、団体名)が 含まれているかどうかを示す 。

Ia 固有名を主ファセットとして含む

lb 固有名を付加 ファセッ トとして含む

lc 固有名を分類梗自以外のデータとして含む(例:フ ィール ドC70に 現れる)

ld 固有名を含まない
Ix 適用与ト

a 完全な分類索引レコード
b メモとして作成した分類索引レコード(資 料的根拠のない分類索引レコード)

不完全な分類索引 レコー ドC
Ｌq

分類横目以外が不十分な分類索引レコード
適用9・(分 類索弓1レコー ドでない)

6 未定義

h踵 区分しない
d
・

-

直蜜地理区分

X 適用外(す でに地理反分されているものも含む)

■マシンのキャラクタ ・セッ トにない文字(外 字)の 有無を示す 。一
■ 「jpnlを 入力 す る.。
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タ グ付 き入 力 項 目
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180
6

レコー ド作成機関 ・訂正機関 R ■このフィール ドには下記の情報を収める。

o 目録作成機関 ・データ作成館

1 機械可読形に変換した機関 ・機械可読形に変換した機関

2 訂正機関 ・原 レコー ド/デ ータを訂正した機関

3 頒布機関 ・その レコードを頒布 した機関

a'・'
"国 コー ド(ISO-3ユ66)(2字)

n ●180t知$aJP$bl川s≠

b'"
・・ 機関 コー ド(JISコ ー ド)

n ●180る0$aJP$b屹199日 前12≠

18062$aJP$b2肪1臓19醐819≠

C'・'
・・ 処理日(8字)

n (ダ インメディアサービスが1的3年7月12日 に作成 し、国立音楽大学が199吟 月旧日

に訂正 した 。)

A70 分類標目 N ■このフィール ドには分類標目とその項目名の統一語(デ ィスクリプタ)を 収める 。

9 分類標目としてのみ使用する ◆参照 レコー ドを入力す る場合もこのフィールドを使用する。

1 分類標目とともに見出しとして
も使用する

5 ■A∨MC番 号の入力
a'‥

・・AVMC番 号 n

◆短縮番号 を作成するための区切 り箇所を示すプライム(')の 挿入

T'" ・一 統一語(表 示用) r

・合成番号を入力す る場合のみ 、ファセットの接合箇所に挿入す る。

t'"
"デ ィスクリプタ(ヨ ミ) r (た だ し、2つ 以上の のファセッ トを組み合わせてい る場合 、それ ら

の間には挿入 しない 。)

・プライムがAVMC番 号の3桁 目と4桁 目の間のピリオ ドと同一の位置にな る場合に

は 、フ ライムをピリオ ドの前に置 く。

■統一語の入力

別紙 「分類索引データの索引語(統 一語および参照語)の入力基準」を目安にして入力す
る 。

■ディスクリプタの入力

・ここには統一語の読みを入力する 。

・ヨミ作成(お よび分かち書 き)の 基準

①⌒cシ ステムにおける日本語アクセスポイントのかな表記基準
(「 煤)/mRCマ ニ ュアル:フ ォー マッ ト編 」付録 －B)

⇔ 「日本目録規則19留 年版」第 五部横 目,付 則1:片 かな表記法

●A70肪 飴7餌.2'72'1践Tヴ ァ イオ リン協 奏 曲$tゲ 痢ID‡ ヨr勝 ヨク≠

●A7〔 〕05$a764.1825$丁 変奏 形式(器 楽)$t勺 ソ)ケイジ‡ ‡ガ ク≠

●A7095$a764.724'283228522858'1860Tフ ル ー トとオ ーボ エ,バ ス ー ンの協 奏曲

(弦 楽 オ ーケス トラ)$tフ ● トオーボ1バ スーン ノ‡ヨウソ井ヨク ゲンガ クオーケスト

ラ≠
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A72 項目見出し標目 N ■このフィール ドには醐 ℃の項目見出しとして用いる横目を収める。

0

1
単一番号
範囲を示す複数番号

◆オンライン ・モー ドのAV/MARCシ ステムでは 、分類表の利用マニュアルの「部とし
ても機能する。

石

a'●'
一 最初の(蝋)番 号

n ●A72猪$a760.262$b760、265$T楽 譜$tガ クフ≠

b'''
・・2番 目の(蹴)番 号

n

T'・ ・
・・ 項目名(表 示用)

n

い 一
、一 ディスクリプタ(ヨ ミ)

n

A74

る ち

補助表標目 N ■このフィール ドには蝋 とともに用い る補助表の標目を収める。

a'一
・・ 番号

n

●A74路$a296$丁 ユダヤ教$tユダ怜ヨ蜘7≠
T'"

・・ 項 目名(表 示用)'
n

●A74{笛$a43214$Tド レスデン地方$tド ほデ)ヲ 榔n2≠
t'…

一 ディスクリプタ(ヨ ミ)
n

n'.'
・・ 補 助表 コ ー ド

n

B70

6 る

q'"

分類番号の使用に関する注記

・・ 注記の本文

R

r

■このフィールドには分類番号の使用に関す る注記を収める。

b'・'
・・ 引用分類番号

r

■注記の中の分類番号はサブフィール ド$bを 使用して半角で入力す る。

・注記の中の原綴も上記に準 じ 、$bを 使用して半角で入力す る。

●B70桃 鎗特定の伝統を強調した著作≠
B70桃 翻AV/MARCで は日本伝統音楽(邦 楽)以 外の音楽伝統を$b761-768

釦におさめ,日 本伝統音楽は$b769鎗 に収める≠

B71

5 笛

分類番号合成に関する注記 R ■このフィールドにはその分類標目に別のファセッ トを付加するための注記を収める。

自'" ・・ 注記の本文
r

b… ・・ 引用分類番号
r

●B71秘$b76L2-761.8$☆ で の指示 に従 っ て付加す る≠

C44 典拠レコード・リンク R ■このフィール ドにはAV/MARCシ ステム内で分類索引レコードとリンクしている典拠 レ
石 5 コー ド番号を収める。

3…
・・ 典 拠 レ]一 ドの レコ ー ド番 号

n

●C44擁$3a83四 ㎜:Corゆert◎s(UioUn輌thstr⊥n旦 .o「chθst「a}tLCS削 ≠

〔 ほ左あ書写蒼天芳瀦 と痂 が百礪 嚇 する
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享角6 斐剤 ≒・i SF; ブイL・ル ド名 一 ヲピ 淑…`i

】

斑 摺 ノ'実 例.

罪2= 餅 毒…'… ('● フィづ レドφ翻 ● フィールド等の典型働
, 「

C70
:
:
:

分類標目を構成するファセット R ■このフィール ドには分類標目を構成している各ファセットを収める。

o' 検索項目とはしない ◆役割PREClS索 引作成のため 。
:1

検索項目とする
■A70が 主ファセッ トのみから成り、付加ファセッ トを含まない場合はC70の 入力は

o 主ファセッ ト 不要 。
1 付加ファセット1
2 付加ファセット2 ■入力方法

,3 付加ファセット3 ◆ファセッ トごとに1フ ィール ド使用 して入力する 。

:4
:5

付加プアセツト4

付加ファセット5 ◆レコー ド単位の入力順序 「広い→狭い概念」(≒ 分類番号順)

:
:6 付加ファセット6 ◆言葉を入力す るサブフィール ドは 、その言葉の種類に応 じて選択す る。

:7
'8

付加ファセット7

付加ファセット8 ◆客 フィ ール ド内 のサ ブ ・フ ィール ドの入 力 順序$a→$T/P〃Z→$t/p/～ 〃z→($n)

9 付加ファセット9 ●C7012飴764186$T協 奏 曲形式$t‡ …打ソ)‡3クケ靭 ‡≠

5 分類標目中では直接的なファセ C7010$a7647$丁 弦 楽オ ーケ ス トラ$tゲ ンガクオーケストラ≠

ッ トではない C7011$a7672$† ヴァイ オ リン$tゲ ァィ朽ン≠

a・ 甫
…AVMC番 号 n ◆補助表番号の入力方法・次の実例のように入力すること

T・ ・
… 普通名詞句(表 示用) n ●A7005$a76472'852'186'9945'09632$Tl600年 頃 一1750年 頃の イ タ リア

のオーボエ協奏曲(弦 楽 オーケス トラ)$t16四 わ コ1750ネ ンコoノ

P・ ・
… 固有名詞(表示用) n イ9リア ノ オーホ"工 ‡ヨウソウ‡ヨク ケ＼ンカ∨ク オーケストラ≠

C7014$a760.9㎜21600年 頃 一1750年 頃$z16田 ネンユ11750ネ)コ ≠

Y一 ・・ 地名(表 示用) n C7013$a45新 イ タ リア$別 列 ア$n2≠

C7012$a7641統$丁 協奏 曲形 式針 ‡カ Σり‡ヨクケ右 ‡≠

2・ ・
… 時代(表 示用) n C7010$a噺 冶T弦 楽オーケス トラと特定の1つ の独奏楽器$tゲ ンガクオーケストラト

トクテイ ノ ヒトツ ノ ト＼クソウ カ∨1ッ‡≠

t'`
'　 普通名詞句(ヨ ミ)

n

P引
… 固有名詞(ヨ ミ)

n

り.'
・・ 地 名(ヨ ミ) n

Z・'
"・ 時 代(ヨ ミ)

n

n‥
・・ 補助表番号(長 さ1字)

n

←⇒-J '一 一 ≡ 一,, ,一

★客種オーケストラと特定の1つ の独奏楽器の場合のC70の 入力

一

尊70φ劫
繊 ・ニケ:スト・ラεΦ番号の合虚雄 ,

P・ ⌒ … 項 目 名 〈蹴 詩句)

7642オ ーケストラ 十t766司i簿 7642
、オーケストラ

砲3室 内オーケストラ 、 76432 室 内万一ケ又トラ

7644軽 オ一刀 トラ 76442 軽わ刀トラ

7臼 掴 学校 オーケストラ 764442 学校 オーケストラ

福46玩 具を含 む 万一ヶ又トラ 764462 玩 具 を含 むオーケストラ

76448ダ ンスバント^ 764482 ダ ン刀、"ンド

7646鍵 盤 、機 械 、電子 、 76462 鍵盤 、機械 、電子 、打楽器バンド ト と特定の1つの独奏楽器
打楽器バズ 卜+(2レ+〔 噺}

7伺68打 楽器バズ ↑ 764682 打楽器バンド

764.7弦 楽 オーケストラ ここまでを主 76472 弦 楽オーケストラ

7648管 楽'、"ンド ファセッ トと 76482 管楽バンド
76483マ ーチンゲ バンド して扱う 764832 マーヲンゲ バンド

76484軍 楽隊 764842 礫
脳89木 管バンド 764,892 木管バンド

7649フ いラ又 ▲、∨)ト∨ ≠ 764鍵 フ憶うスn")ト^一 ρ

一 ー 一 ウ ー ,一 一} 一 ≡ 一
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C76

5 5
デューイ十進分類番 号(DDC) R ■このフィール ドにはデューイ十進分類法(DDC)に よる分類番号を収める。

V'・'
・一・DDCの 版 次

n ◆項目見出し標目の分類索引レコー ドの場合にはこのフィール ドの入力は行わない。

a'・4
…DDC番 号

n ◆蝋 の大部分はD踵 を基にし 、789番台から766番台に移したものなので 、多 くの場合
鰍)番 号を786番 台に戻したものがここに入力 され ることになる 。ただし 、D㏄田:789の 体系
に変更を加えている次の箇所はそれ とは別なので 、注意を要する。

・761.63～.67ポ ッフ スの部分

・764 .2～,9各 種 オ ーケス トラの 部 分
・764 .2× ××186(フ ル ・)オ ー ケ ス トラ の協 奏曲

・音楽助 トの分野の番号と合成された番号
・その他社㏄独自の部分

■DDC番号を入力する際の、短縮番号を作成す るための区切 り箇所を示すプライム(')の 挿

入

・合成番号を入力する場合のみ 、ファセッ トの接合箇所に挿入する 。

・プライムがAVMC番 号の3桁 目と4桁 目の間のピリオドと同一の位置になる場合に

は 、プライムをピリオドの前に置 く。

●C76観5$v20$a784.7'272'186≠

C77

5 5
日本十進分類番号(NDG) R ■このフィール ドには日本十進分類法(NDC)に よる分類番号を収める 。

V層.耐
'-NDCの 版次

n

●C7655$v8$a768.12≠

a'.'
…NDC番 号

n

◆項目見出 し標目の分類索引レコー ドの場合 にはこのフィール ドの入力は行わない。

C78

5 6
アメリカ議会図書館分類番号

(LCC)
R 庄 のフィールドにはア刈 磁 会図書館の分醗 号(LCC)を 収める。

a'.' …LCC番 号
r ●C76{完$a回1004≠

C/c … ・限定語
n ■複数のしC分類番号にあてはまる場合の入力方法

①合致する分類番号に範囲がある場合はサブフィール ド$aを2つ 使用する 。
●C78{%$an1〔 叉7$an1644≠(m槌7カ 、らn1644)

②互いに離れた複数の分類番号にあてはまる場合

複数フィールドのC78を 入力する 。必要ならそれぞれのフィール ドに$cの 限定語を

入力す る。

■LC分 類に該当す るものがない場合は 、LCC番 号の入力は行わない 。

C79

5 る

a'・'

ホルンボステル=ザ ックス

楽器分類番号

一'・HS番 号

R

n

■このフィールドにはホルンボステル=ザ ックス楽器分類表による番号(HS番 号)を 収め

る。

●A7005$a767.72$Tヴ ァイオリン$tゲァイオリン≠

C79観 ～$a312.22≠
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E70

i12i層'

55

e'・

T'・

P・ ・

Y'.

Z"

t'・

P'.

り'.

Z"

2・ ・

ロヨi竺繊 ド渚

参照語(非 ディスクリプタ)

… 言語 コー ド

… 参照語:普通名詞句(表示用)

… 参照語:固有名詞(表示用)

… 参照語:地 名(表 示用)

… 参照語:時 代(表 示用)

・一 参照語:普 通名詞句(ヨ ミ)

… 参照語:固 有名詞(ヨ ミ)

・'・ 参 照語:地 名(ヨ ミ)

… 参照語:時 代(ヨ ミ)

… シ ステム ・コー ド

肥 二i
"説iii

.. ii胡iiiiiiツii.ll実ll

"例 …'

"w

R■ このフx－ ル ドにはA70の 分類標目に対す る参照語を収める。

n

r

r

r

r

r

r

r

r

n

◆入力対象…次にあげるものをそれぞれ|フ ィール ドとし、この順序で入力す る。

,==「===㍑;=:

ii武翰 醐i
・,、・.,,・,・ ・7・.,4P・..

iiiiii言語 …..,

.=:.層..:.,=::1==;:「:_., .''''"『議

ii繊iii鍵iii象

';:=::::=::: .:=含:::(==:薮鷲i鱒 ⊇i嬬 享ii
..」・P,7「 「.-.

r■,,P」 ・7.「 "・''".'"="N'''".■'9'

(D
A70が 主 フ

ァセットのみ
による番号の

場合

①日本語

jpn

AVMCの 中の日本語形の参照語 入力しない
※ω ⇔b)の 翻訳語

②英 語
eno

a)AVMCの 中の欧米語形の統一語

b)AVMCの 中の欧米語形の参照語

通常ddc田

通常ddc勿

(2)
A70が プア

セッ トの合成

による番号の

場合

③B本 語

jpn

合成番号の統一・語への参照語 通常8∨㏄

②英 語
eng

合成番
号の統
一語の

英語形

a}ファセッ トことに1つ のサ

ブフィールドを使用し 、そ

の構成順序に配列したもの

通常ddc㎝

b)全体を1語 句で表現 したも

の

入力しない(※ 合成番
号の統一語の翻訳語)

c}合成番号の統一語への英語の参照語 入力 しない(※ 通常
(2)Gの 翻訳語)

■言語コー ド

◆ 「jpn」(日 本語)ま たは 「eng」(英 語)を 入力す る。
・AVMCに 一部含 まれているラテン語の索引語も 、英語の索引語の体系に取 り入れ ら

れた語 として扱い 、 「e㎎」を使用す る。

■参照語

◆別紙 「分類索引データの索引語(統 一語および参照語)の 入力基準 」を目安 として入力す

る。

◆ヨミの入力
・A70の 項 「ディスクリプタの入力」の 「ヨミ作成の基準)を 参照のこと 。

■システムコード($2)の 入力

◆参照語の情報源を表すために次のコードを使用す る。

※ある情報源の語を翻訳 した語の場合はシステムコー ドの入力は行わない 。
・入力亥橡 別の標準的なシステムコードについては上の表を参照のこと 。

※ここには分類標目を構成す るファセッ ト(フィ+ド㎝)に 対す る参照語の入力は行わない 。

◆C70に 対する参照語は 、そのファセッ トの番号が分類標目で、付加ファセッ トのない分

類索引レコードの参照語 として入力す る。(次 の実例を参照のこと)

0

0

0

0

0

0
0

0

7

7

7

7

7

7

7
7

A

C

C

E

E

E

E
E

●

一

11

1e

桃

$e768.32'183$Tフ ルvト ・ソナ タ$tフレ ト労タ≠

$a764.ユ83$Tソ ナ タ形 式$tソ麹 ヶイジ‡≠

$a768.32$Tフ 」レー ト$tフルート≠

紐jprゆTフ ル"ト ・ソナ タ(無 伴奏)$tフ 』 トソナ9tSh")ソ)≠

$fi)eUtFtute$tSonataform$2ddc22}≠

$eea≠Fluteso旭ta≠

$Serg$tSorvateforflute≠

$Oeng$tFlutesorsata(Unaoc㎝panied)≠

●上の分類標目の1フ ァセッ トが分類標目であるレコー ド

0
0
0

0
0

7
7
7
7

7

A
E
E
E

E

$a768.32$Tフ 」レー ト$tフレート≠

$ejpri$嚇 吹きフル"ト$tヨ]ブ ‡フレト≠

$Oeng飢F|ute$2ddc20≠

$OeUtTrarsversθrlute$2ddc29≠

$Oeng$tSide-blownflute$addc2S≠

、分類横目がファセットの合成によ る番号の場合で 、統一語の中の 、あ るファセッ◆ただし

トをを表す部分をその参照語に置 き換えた表現が参照語として有用である場合には 、それ

をここに入力する。
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::ぎn6否
.__..___ロ 瀦 そ ソ鰯 選 恕 網 説 鍋 灘iz… ・・・…実 例鋸..,

覧 2 ■ 薫 漣 …1……ロ…'…つ 購 の醐"'蔓 …:穀 …黒誤レ・ド豊 頃鯉)

E72 項目見出しの参照語 R ■このフィール ドには項目見出し横目に対す る参照語を収める。
る 5

o'"
… 言語コー ド

n ◆入力はE70に 準 じて行う。

禽'一 … 参照語 n

a'・'
… 参照語(ヨ ミ)

n

2'"
'‥ システム ・コー ド n

E74 補助俵標目の参照語 R ■このフィール ドには補助表の分類横目に対す る参照語を収める。
る 6

o'"
… 言語コード

n ◆入力 はE70に 準じて行 う。

n層 ・'
… 参照語

n

a'〔
… 参照語(ヨ ミ)

n

2・"
'‥ システム ・コー ド

n

A74榔$a261$Tバ プ テス ト教 会$tバ フo刀 ト‡ヨウ別$n7≠

E74{兎 鋤r喝$aBapti自tc』rch$2ddc20≠
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《資 料3》

分 類 索 引 レ コ ー ド ・フ ォ ー マ ッ ト

`ま じ めCこ

◆A∨/MARC分 類索引レコ一一ド・フォーマットは,分 類標目データを始めとする1件 の分類索引 レコードに必要な情報を1個 のMARCレ コー ドにすべて収録

することを目的として開発された 。

◆書誌 レコードとのリンク

・書誌 レコvド において、分類索引ファ イル とのリンク専用のサブフx－ ル ド[$3]を 使用し 、分類索引レコード番号だけを入力す る。コンピュータのシステ
ム ・プログラムはこの分類索引 レコード番号をキーとして目的の分類索引レコードを検索 し、必要な標目データを書誌レコー ドの該当部分に転送し表示/印 刷

する 。従って、分類索引レコードには 、その処理時点での最新のデータが供給 されることになる。

分 類 索 引 レ コ ー ドの 設 計 原 則

分類索引 レコー ドMARCフ ■一マッ トは下記の諸原則に従って設計されている 。

項 目 説 明

1.MARCフ ォーマッ トの外形式 ◆iso規格 「冊1981ド キュ メンテーション:磁 気テープによる書誌情報交換用フォーマット第2版 」による。

2.内容識別法 ◆IFUの 「㎝1愉c.第2版.19閲 」を底本 としている。ただし 、書誌 レコードのフィール ド・タグとの重複を

避けて分類索引レコー ド専用のタグを採用している。

2.1フ ィール ド・タグ ◆3桁 の英数字タグで識別する。
◆U"撤Cの 原則に従って、ブロック化の手法を用いている 。

2.2イ ンディケ ー タ ◆フィール ド・データの追加説明 のために2桁 のインディケータを使用する。
・インディケータの意味は各フィール ドで説明されている 。

・インディケータに関連して用 いる 「未定義」は 、インディケータには何の値も付与 しないことを意味する。

2.3(サ ブフィール ド)識 別子 ◆可変長データ ・フィール ド内のサブフィール ドを識別するために2桁 の識別子を用いている 。
・日本語の漢字処理をサブフィール ド単位で行 うために2桁 目のローマ字は大文字 と小文字を使い分 けている 。

(大文字の識別子は漢字モ ードのデータであることを示す 。)

3.固 定長 コー ド ・デー タ ◆コード化された固定長データは 、そのフィール ドまたはサブフィール ド内の文字位置で識別する 。

4.フ ィ}ル ド、サ ブフィ ール ドの反復 ◆ 「リピータブル」の檀に 「R」 または 「r」 の語が記入 されてい るフィール ドやサブフィール ドは2度 以上入力

され る可能性がある 。Rは フィール ドの 、rは サブフィール ドの リピータブルを示す 。

5.必 須 フィ ール ド 下記のフィール ドはMARCレ コードに必須である 。これ助 トのフィール ドはそれぞれのレコードに左右 され る。

001レ コード識別子(分 類索引レコー ド番号)

100一 般処理データ

A7× 分類標目フィ三ル ド

6.このテキストで用いる機能文字 下記の記号をこのテキスト全体で使用している。

#… レコー ド ・セパ レ一 夕を 示す 文字 。.

≠…フィール ド・セパ レ}タ を示す文字

$… 識別子の第1文 字 。

一204一



分 類 索 引 レ コ ー ド ・フ ィ ー ル ド一 覧

フィ ール ド ・ブ ロッ ク TAG フ ィ ー ル ド 名

レコー ドラベル

可変長 0× × 識別ブロック 001 レコー ド識別子(分 類索引レコード1D番 号)
フィ ール ド 009 引用分類索引レコー ド識別子

1× × データ処理プロッ 100 一般処理データ

ク 180 レコー ド作成機関 ・訂正機関

190 最終処理日

A× × 標目プロツク A70 分類標目
A72 項目見出し標目
A74 補助表標目

B× × 注記 ブロック B50 カタロガー専用注記

B70 分類番号の使用に関する注記
B71 分類番号の合成に関する注記
B72 項目見出しに関する注記
B73 項目の概要に関する注記
B74 補助表標目に関する注記
B90 標目の削除に関する注記

C× × 関連情報プロツク C44 典拠レコー ド・リンク
C70 分類標目を構成するファセッ ト
C76 デューイ十進分類番号(DDC)
C77 B本十進分類番号(NDC)
C78 アメリカ議会図書館分類番号(LCC)
C79 ホルンボステル=ザ ックス楽器 分類番号
CBO 関連 レコ ー ド ・リンク

D× × 参照プロツク D70 説明的な 「を見よ」参照
D74 説明的な 「をも見よ」参照

E× × 索引語プロツク E70 参照語
E72 項目見出しの参照語
E74 補助薩標目の参照語

F× × 出典 ブロック FOO 標目の出典とした査料'

レ コ ー ド ラ ベ ル

!SO規格2鴨9-1981の 規定に従って構成されている 。このデータ要素は24バイ トの各種変数か らな り、以下のような区分けがされている。

項
番

デ ータ ・エ レメ ン ト名 婬
数

蝉
位置

実例 説 明

ユ レコード長* 5 仕4 ㎜ 1件 の分類索引レコード全体の総バ イト数

2 レコー ド ・ス テー タス 1 5 n o=訂 正 レコー ドd=削 除 レコ ー ドn=新 規 レコー ド

3 状書
滴
コ的

1
ド

(D未 定議 1 6 6

(2)書誌レベル 1 7 w w・ 分類横目

(3)未定議 2 8-9 砧

4 インディケータ長 来 1 10 2 常に 「2」

5 識別子長* ユ 11 2 常にr2」

6 データの基準位置X 5 12-16 ㎜ 典拠データの実際の開始位置(頒 布用蹴 にのみ必要)
頒布用隙C作 成時にプログラム入力される。

7 付

加

的
レ

コ

ー

ド

定

義

q)入 力 レベル 1 17 5 MARCレ コードの完全度を示す

5=完 全レベル

分類索引レコードが通常の 目録作業の一部として生 じた 。

分類索引レ]一 ドとして必要なデータを含んでいる。
1=不 完全レベル

分類索引レコードを書誌ファイルの標目か ら作成した 。

分類索引レコードとしては完全でない 。

(2)未定義 2 18-19 桃

8 ディレクトリ・マップ* 4 20-23 醐 ディレクトリの1項 目の構造を指示す る。(頒 布用mRCに のみ必要)
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可i変 長 フ ィー ル ド

タ グ

インディケータ

識 別 子

データ要素

… 分類索引レコー ドでは標目に関係す るフィール ドの識別にアルファベッ トで始まるタグを用 いている。これらのタグはブロッ ク化 されて

いる。

… フx"ル ドに関す る追加情報を提供す る、可変長フ■一ルド先頭の2っ のキャラクター 。その内容は各フィール ドで定義されてい る。

インディカ}タ を用いない場合はブランクとする 。タグが 「田 」で始まるフィール ドではインディケータを使用しない 。

… 可変長フX－ ル ドは1以 上のデータ要素から成っている。識別子はフ/一 ル ド内のサブフX－ ル ドを定義する。

各サブフィール ドはそれぞれの可変長フィールドで定義 されている。

… 可変長フィール ドのデータ要素は特別な例外を除きすべて可変長である。

TnG 1㎡.

1.2

識別
子

ブイール ド名 リヒ◆-

9ブ ル

説 明/実 例
★ ブロックのまたは全般的な説明 ■ フィールドの説明 ● 実例

工 【識別ブロック】 ★このブロックには分類索引 レコードや参照 レコードのレコード識別子(分 類索引番号)を

収める 。

OO1 レコー ド識別子

(分類索引レコード番号)

※インディカ}タ 、サブフィー

ル ドは使用しない

N ■このフィール ドにはAV/MARC分 類索引システムの分類索引レコー ド番号を収める。
・分類索引レコード番号はデータ入力時にプログラムで自動的に生成される。

項番 データ要素名 鰍 文字位置 説 明

1
'

固有のアルファベット 1 o c・ 分類索引レコード

2 作成年 2 1-2 西暦年の下2桁

3 番号 5 3-7 その年の通し番号

4 チェック数字 1 8 「モ ジュラ ス11」 に よ る 。

(例)c90003519

009 引用分類索引レコー ド識別子

※インディケータ 、サブフィー

ルドは使用しない

N ■このフィール ドには分類索引レコードが引用す る別の分類索引レコー

ドのレコード識別子を収める。

・データの構造はフィール ド001と 同一 。

●[レ コー ド1]

001ど 『 埴M≠

A7215$a76L2$b761.8$T他 の原理および形式≠

B72祐 軸フィール ド009で 引用している分類レコー ドは次の番号を付加す る≠

B72協$bO1榔 τ標準細目$b760.1-766.9$oの 修正 された補助表1に よる 番号(例)

演奏会$断8≠

B72{%$b1$丁1に 続けて鈷761.1-761.7鎗 の$b761領 に続 く番号を付加す

る(例)ロ ック音楽$b16鱒;ロ ック音楽のリハーサル$b1661U≠

B72擁 舗全般的著作は$b761$0に 分類する≠

[レコー ド2j
OOlc8蜘264≠

旦Ω皇c-≠
A7005$a764.3$T室 内オーケストラ$tジ方イオーケストラ≠

E70捌 ～orchestra$2dd(20≠

※晒 の識別子の分類索引レコードにあ る指示にしたがって番号を付加する項目である

ことを示す。(↑ の項目)
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T白G Ird. 識別 フィール ド名 リヒ・一 説 明/実 例
12 子 9フ・ル ★ ブロックのまたは全般的な説明 ■ フィール ドの説明 ● 実例

工 【データ処理ブロック】 ★このブロックには コー ド化された固定長のデータ要素を収める。

名データ要素はサブフィールドの先頭文字をゼロとして数える方法で文字位置を定める。

100

5 6

一般処理データ N ■このフィール ドには種々のレコードに共通する基本的な コード・データを収める 。

a'.'
・・ 一 般処理 デ ータ

n

(35字 固定)

項番 データ・エレメント名 轍 文字位置 実例 説 明

1 入力年月日 8 吐7 19田 ユ205 分類索引レコー ドをファイルに登録した日付(シ ステム入力)

2 未定義 1 8 6

3 標目のレベル 】 9 a 標目中のファセット付加 レベルを示すコー ド
a=主 ファセットレベル

b=付 加ファセッ ト1レ ベルc=付 加ファセッ ト2レ ベル

d=付 加ファセッ ト3レ ベルe=付 加 ファセッ ト4レ ベル

f=付 加ファセッ ト5レ ベルg=付 加ファセット6レ ベル

h=付 加ファセッ ト7レ ベルi=付 加ファセット8レ ベル

j=付 加ファセッ ト9レ ベル

4 未定義 1 10 6
'

5 標目区分 1 11 a そのレコードの種別 を示すコード
a=分 類索引レコード

b=参 照レコー ド(説 明つ き参照レコード)

c=項 目見出しレコード(別 個に入力す る説明つき見出し

レコー ド)

t=補 助 …レコー ド

6 未定義 2 12-13 協

7 固有名 1 14 d 分類標目に固有名(個 人名 、団体名)が 含まれているかどうかを
示すコード

a=固 有名を主ファセットとして含む

b=固 有名を付加ファセッ トとして含む

c=固 有名を分類標目以外のデータとして含む(例:フ ィール

ドC70に 現れ る)

d=固 有名を含まないx;適 用外

8 未定議 3 15-17 脇

9 完全性レベルコー ド 1 18 a=完 全な分類索 引レコード

b=メ モとして作成した分類索引 レコード

c=不 完全な分類索引レコー ド
d=篠 目以外力杯 十分な分類索引レコード

,

x=適 用外(分 類索引レコー ドでない)5=未 定義

旧 標目ステータス 1 19 a a=標 目は使用できる

(状態) b=標 目は改訂中 または再考中で使用できない

(注)コー ドrb」はオンラインシステムの使用者(カ タロガー

も含む)に その標目が使用できないことを知 らせる。)

11 地理区分 1 田 5 6;地 理区分しないd=直 接地理区分

i=間 接地理区分x=適 用外(す でに地理区分されてい

るものを含む)

12 改 変 レコ ー ド ・コー ド 1 21 o マシンのキャラクタ ・セッ トにない文字(外 字)の 有無 を示ず 。

0=タ ト手な し ユ=外 字あり

13 目録言語 コード 3 謄24 jpn rjpmを 入力 す る 。

14 キャ ラク タ ・セッ ト 4 25-28 硫 レコードで用いたキャラクタ・セットを示す4字 コー ド。

頒布用MARCに のみ必要 。(入 力時は5)

15 未定義 6 29-34 鰍
●標目レベル(文 字位置9)の 実例

コー ドra」$a762.1

コー ドrb」$ar硲4.2'62

コー ドrc」$a764.2'62'186

コー ドrd」$ar恰4.2'62'186'1542
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丁禽G Ir対. 識別 フィール ド名 リヒ。 一 説 明/実 例
12 子 タプ ル ★ ブロックのまたは全般的な説明 ■ フィールドの説明 ● 実例

180 レコー ド作成機関 ・訂正機関 R ■このフィール ドには下記の情報を収める。

6 (注)

o 目録作成機関 ・データ作成館

1 機械可読形に変換した機関 ・機械可読形に変換した機関

2 訂正機関 ・原レコー ド/デ ータを訂正した機関

3 頒布機関 ・その レコードを頒布した機関

a'・4
"国 コ ー ド《lso-31θ6)(2字) n ●180～ 魅$aJP$b聡$c19901129

b"㎡
..機 関 コー ド(JISコ}ド)

n

180る2$aJP$b2061匹 鯵c19991213

ダイン メデ ィア サ ービ スが199□ 年11月 四 日 に作成 し 、国立音楽 大 学が1鰯 年12月13日 に 訂

正した 。

c'.'
一 処理日(8字)

n

(注)各 機関の役割 ことにリピー
〉、

タフルである。

190 最終処理日 N ■分類索引レコー ドを入力処理した最新の処理日 ・処理時刻を収める。

5 5 ・コンピュータ ・システムがファイルに書き込んだ瞬間を自動入力する 。

a'・`
"最 終処理日/時刻(14字) n ・年(4)月(2)日(2)時(2)分(2)秒(2)

●190{%$a1990ユ213153541

(1990年12月13日15時35分41秒)

A× × 【標目プロツク】 ★このブロックには各種の標目を収める。それぞれの分類索引レコードでは 、これらの標目の

うち1つ は必須である。

A70 分類標目 N ■このフィール ドには分類標目とその項目名の統一語(デ ィスクリプタ)を 収める。

o 分類標目としてのみ使用する
1 分類標目とともに見出しとし ・AV/MARC分 類索引データベースではディスクリプタは 日本語(の 読み)で ある。

6 ても使用する

a'.' ・・ 分類番号 n ※ディスクリプタと同義語の外国語は参照語 としてフィール ドE70に 収める。

T・" ・・ 普通名詞句(表 示用) P

・このフィールドのデータは書誌 レコードに埋め込まれ 、頒布用AV/MARCの アクセス

P叩 一 固有名詞(表 示用) r ・ポイン トとして用いられ る。

Y'" ・・ 地名(表 示用) r

●A70硝$a764.2'72'186$丁 ヴァ イ オ リン協奏曲$tゲ 〆オリン‡ヨウソ)‡ヨク≠

Z'" ・・ 時代(表 示用) r

●A70泌$a764.1825$T変 奏形式(器 楽)$t▽ カ ケ倍 ‡がク≠

t'一
・・ 普通名詞句ディスクリプタ r

●A70囲 ～$a764.724'283228522858'186釘 フル ー トとオ ーボ エ,バ ス ー ンの協 奏曲(

P'.'
"固 有名詞ディスクリプタ r 弦楽 オ ーケス トラ)$tフ レ ト トオーボ エバスーンノ ‡ヨウソ井ヨクゲ ンガク オ一穴トラ≠

り'"
・・ 地名ディスクリプタ r

Z'・'
・・ 時代ディスクリプタ r

A72 参照(項 目見出し)横目 N ■このフィール ドにはAVMCの 分類表項目の見出しとして用いる参照横 目を収める。

o 単一番号 ◆オンライン ・モー ドのAV/MARCシ ステムでは 、分類表の利用マニュアルの一部として

1 範囲を示す複数番号 も機能する 。

6

a'・ 甫

一・ 最初の(俄 ℃)番 号 n

●A7215$a780.262$b780・265$T楽 譜$tガ の ≠

b"・'
・-2番 目の(㎜)番 号 n

T'"
… 項 目名(表 示用) n

.

い" … ディスクリプタ(ヨ ミ) n

A74 補助暖標目 N ■このフィール ドには分類表(本 妻)と ともに用いる補助表の標 目を収

5 5

a'‥
・・番 号 n

め る 。

●A74{%$a296$Tユ ダヤ教$tユダw‡ヨ特n7≠

T・.'
・・項目名(表 示用) n

●A74閲$a4321時Tド レスデ ン地方$tド レ万^ン チ梼n2≠

t'・'
一 ディスクリプタ(ヨ ミ) n

n'・'
・・補助 表 コー ド n
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T禽G Irぱ. 識別 フィール ド名 リヒo一 説 明/実 例
12 子 9ブ ル ★ ブロックのまたは全般的な説明 ■ フィール ドの説明 ● 実例

B× × 【注記プロツク】 ★このブロックには分類索引横目のさまざまな側面を記述する自由な情報を収める 。

B50

5 6

自'・'

カタロガー専用注記

・・ 注記の本文

R

r

■このフィール ドには分類標目の使用に関するカ タロガー専用の注記を収め る。

b'"
・・ 引用標 目

r

B70 分類番号の使用に関する注記 R ■このフィール ドには分類標目の使用{こ関する注記を収める。

七 6

●A7006$a76L6$丁 音楽 伝統$tオ)ガ クデ ントウ≠

n'"
一 注記の本文

r B70桃 粕特定の伝統を強調した著作≠
B70瀦 鎗(AV/MARCで は日本伝統音楽(邦 楽)以 外の音楽伝統を$b761-768$自

b"・
一・ 引用分類番号

r に収め,日 本伝統音楽は$b769鯛 こ収める)≠

B71 分類番号合成に関する注記 R ■このフィール ドにはその分類標 目に別のファセットを付加するための

5 6
注記を収める。

自"哨 一 注記の本文
r ●A7005$a764.183≠

B70桃$oソ ナ タ ・ロン ド形 式は$b764.1824柏 に分 類す る ≠

b'" ・・ 引用分類番号
r B71協$b76L2-76L8翻 での指示に従って付加する≠

B72

る 5

禽'"

項目見出しに関する注記

・・ 注記の本文

R

r

■このフィール ドには項目見出し標目[A72]に 関する注記を収める 。

●A7218$a76L2$b76L8$T他 の原理および音楽形式≠

旦エ」≧ 桃 ㊤フィール ド009で 引用している分類 レコー ドは次の番号を付加する≠
b'・'

・・ 引用 標 目
r 旦エ2一駆$bO1孤 丁標準細目$b760.1-760.9釦 の修正された補助表1に よる 番号(例)

演奏会$断8≠
T・ 一

一・ 引用横 目のタイ トル
r 皿{%$b1$T－ 般原理蝿 号1に続けて$b761.1-761.7$nの$b761額 に続 く番号を付加す

る(例)ロ ッ ク音 楽$b16690;ロ ッ ク音楽 の リハ ーサル$b166144≠

エ 瀦 ㊤全般的著作は$b761鮪に分類する≠

B73 分類項目の概要に関する注記 N ■このフィール ドには分類項目の概要(Su㎜arり)を 収める。

5 石

●A70肪$a76L6≠
a'・ 岡

一 番号
r B70擁 翻特定の伝統を強調した著作≠

B70協 鮪(ω 徹 では日本伝統音楽(邦 楽)以 外の音楽伝統を$b761-768鎗 に収め,
T… ・・ 項 目の タイ トル

r [ヨ本伝統音楽は$b769旬 に収める)≠

旦エ三L{応$a76L皮$T民 俗音楽
$a761.63$Tポ ピュ ラー音楽

$a761.64$T西 洋 の ポピュ ラー音 楽

$a761.65$Tジ ャズ

$a761.66$Tロ ッ ク(ロ ッ ク ンロ ール)

$a761.68$T西 洋 音楽(ク ラ シッ ク)音 楽

$a761.69釘 非西洋芸術音楽 ≠

B74 補助表標目に関する注記 R ■このフィール ドには補助表からの標目[A74]に 関する注記を収

石 6
め る 。

ρ'‥
・・ 注記の本文

r ●A74{%$a261$Tバ プテ ス ト教 会$tバ プ テ卦 ‡ヨウ㈱n7≠

旦エ⊥{%翻 宗教音楽$b76t.7鮪 と共に用いる場合には$b61鎗 を付加する≠
b'"

・・ 引用分類番号
r

B90 標目の削除に関する注記 N ■このフィール ドには レコードラベルの文字位置5がrd」 で 、レコー ドが削除 された理由が必要

5 5
な場合に用いる。

角 … ・・ 注記の本文
r
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T自G Ird. 識別 フィール ド名 リヒ ●一 説 明/実 例
12 子 タプ ル ★ ブロックのまたは全般的な説明 ■ フィール ドの謝 月 ● 実例

C× × 【関連情報ブロック】 ★このブロックには標目に関連する下記の情報を収め る。

(1)典 拠レコードへの参照(2)分 類標目を構成す るファセッ ト

(3)他 の分類法による分類番号(4)関 連す る分類索引レコー ドへのリンク

C44 典拠レコー ド・リンク R ■このフィール ドにはA∨/MARCシ ステム内で分類索引レコー ドと

6 5

リンクしている典拠 レコー ド番号を収める。

3'" ・・ 典 拠 レコー ドの レコー ド番号' n ●A70$a764.7'解2'186$Tヴ ァ イ オ リ ン協 奏曲(弦 楽 オー ケス トラ)$tゲ 〆 オ1ル‡ヨウ

(9文 字) カ ‡ヨクゲ ンガ クオーケストラ≠

G44{完$3a83田8860:Concertosエ 】iolirwithstri墜Lorchestra)【LCSH】 ≠

〔 ぼ左の蕃葵 天芳ずると彌 自硫 表示する
[典拠 レコード]

001a皆'.㌔ 一'≠

A4A祐$aConcert◎s(Uio|inuithstringorohestra)≠

C70 分類標目を構成するファセット R ■このフィール ドには分類標目を構成している各 ファセッ トを収める。

8 検索項目とはしない ◆役割…J-PRECIS索 引作成のため 。

1 検索項目とする
◆A70が 主 ファセットのみか ら成 り、付加ファセットを含まない場合はC70は 入力されな

o 主ファセット い 。

1 付加ファセッ ト1
2 付加ファセッ ト2

3 付加ファセッ ト3
4 付加ファセット4 ●C7012$a764.186$T協 奏曲形 式$t‡ヨウソ)‡ヨクケ侠 ≠

5 付加ファセット5 C7010$a764.7$T弦 楽 オー ケス トラ鋭 ゲ ンガクオーケズトラ≠

C7011$a7〔 汀.2$Tヴ ァ イオ リン$tデ ァ¢凹ン≠

6 付加ファセット6
7 付加ファセット7 [補助表番号は次のように入力されている 。]
8 付加ファセット8

●A7006翻764.72'852'186'0945'0903齢T1600年 頃 一1750年 頃の イ タ リア

9 付加ファセッ ト9 の オーボ コニ協奏 曲(弦 楽 オ ーケス トラ)$t16四 ネン コ ユ750⇔ コ【]ノ

邨 分類標目中では直接的なファ イタリア ノ オーホ愉工 ‡ヨウソウ‡ヨク ゲ人ンカ"ク オーケストラ≠

セッ トではない C7014$a76B.9嚥1600年 頃 一1750年 頃$z16四 わ コ1750わ コ ≠

.C7013$a45$Yイ タ リア$Vイタリア$r2≠

a'ロ ㎡
・・ 番号 n C7012$a764.186$T協 奏 曲形式$t‡ ヨヴカ‡ヨク ケ桝 ≠

C7010$a767.72$T弦 楽 オーケ ス トラ と特定 の1つ の独 奏楽 器$tゲ ンがク オ一穴トラ ト

T'右'
一 普通名詞句(表示用) n トクテイ ノ ヒトツ ノ ト^クソウ カ∨・ゾ‡≠

P'.' ・・ 固有名詞(表 示用) n

Y… ・・ 地名(表 示用) n

2… ・・ 時代(表 示用) n

t'" ・・ 普通名詞句ディスク リプタ n

P'●'
一 固有名詞ディス クリプタ n

り'"

・・ 地名ディスクリプタ n

Z'.'
一 時代ディスクリプタ

n

n'.' 一 補助表番号(長 さ1字) n

1'" ・・ 引用する分類索引レ}ド番号 n

(番号はフィール ド・タグ
061と共に入力す る)

C76 デューイ十進分類番号(DDC) R ■このフィール ドにはデューイ十進分類法による分類番号を収める。

6 る ・このフィールドのデータは書誌 レ⊃一ドに埋め込 まれ 、頒布用AV/MARGの アクセス

・ポイン トとして用いられ る。

a'一'
・・ 番号 n

V'・'
・・ 版 n ●A7098$a764.7'習2'186≠

C76{%$v2胸784.7'272'186≠

T… ・・ 普通名詞句(表 示用) r

い 酬 ・・ 普通名詞句(ヨ ミ) r
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TqG 1㎡. 識別 フィール ド名 リヒo一 説 明/実 例
12. 子 タプ ル ★ ブロックのまたは全般的な説明 ■ フィール ドの説明 ● 実例

C77 日本十進分類番号(NDC) R ■このフィール ドには日本十進分類法による主題分析を収める 。

5 5 ・このフィールドのデータは書誌レコードに埋め込 まれ 、頒布用A∨/MARCの ア クセス
・ポイントとして用いられる。

V"㎡
・・NDGの 版 次

n

a'・'
・・NDC番 号 n ●A70硝 翻7〔▽.2'183$Tヴ ァイ オ リン ソナ タ$tゲ ァィオリンカ タ≠

C77{馬$v8$a763.42≠

T'一
・'普 通名詞句(表 示用)

r

t… 一 普通名詞句(ヨ ミ)
r

C78 アメリカ議会図書館分類番号 R ■このフィール ドにはア メリカ議会図書館 の分類番号(LCC)を 収め

8 5

(LCG) る 。

a'・ 岡
・・LCC番 号

r ・このフィ}ル ドのデータは書誌 レコードに埋め込 まれ 、頒布用AV/MARCの ア クセス
・ポイントとして用いられ る。

C/C ・… 限定語
n

T層"
一 普通名詞句(表 示用)

r ●A70硝 飴 徹.2'74'186$Tチ ェ ロ協 奏曲$tテ 坦 ‡ゴツ舛ヨク≠

C78縄$an1016≠
t'・ ・

・・ 普通名詞句(ヨ ミ)
r

C79 ホルンボステル=ザ ックス楽器分 R ■このフィール ドにはホル ンボステル=ザ ックス楽器分類表による番号

5 6
類番号 を収める 。

a'・'
・・HS番 号

n ●A70硯 ～$a767.72$Tヴ ァ イ オ リン$tゲ ァイオリン≠

C79路$a312.22≠

T・ ⇔ ・
・・ 普通名詞句(表 示用)

r

t'"
"普 通名詞句(ヨ ミ)

r

CBO 関係 レコー ド ・リン ク R ■このフィール ドには階層的 または連想的に関連する分類索引レコー ドへの 「をも見よj参 照を

5 5 』
w'・'

一 コン トロール ・
n

サブフィール ド
T… ・・ 普通名詞句(表 示用)

r ■階層関係 、連想関係には次のようなものがあ る。

P… 一 固有名詞(表 示用)
r (1)階 層関係 属関係

階層的部分全体関係
Y・ 一

・・ 地名(表 示用)
r 事例関係

z'…
・一 時代(表 示用)

r (2)連 想関係

t"・
一 普通名詞句(ヨ ミ)

r ・A∨/MARCシ ステムでは階層関係における下位概念の記蹄は行わない 。下位概念への

参照はシステム ・プログラムによって行う 。
P'・'

一・ 固有名詞(ヨ ミ)
r

り り'
・'地 名(ヨ ミ) r コ ン トロ ール ・サブ フィール ド:$w

Z'.' ・・ 時 代(ヨ ミ) r ・コ ン トロール ・サブ フィール ドは この フィ ール ドでのみ 用い る 。

1'" 　 引用する分類索 引レコー ド

番号

n ・データはアルファベット1文 字で示し 、その値は 「b」である。

・入力する場合

参照データまたは参照レコー ドが上位概念の時のみ 。

(このサブフィールドがない場合は連想 関係であると見なす)

・フィール ドの最初のザブフィール ドとして入力す る。

●A7015$a768.52$Tオ ー ボエ$tオーボ エ

旦L桃 釦b$丁木管楽器$t駒カンが汗
⊆旦ΩL路$Tイ ングリッシュ ホルン$tイングぴ〃ユ紬ン[連 想関係]

●A7005$a769.31$丁 能楽$tノ)カ"ク

9旦 Ω一部 翻b釘音楽新日本$tわガク$9工

●A701粥$a7〔 測.72'83'186$Tフ ル ー ト協 奏曲(弦 楽オ ーケ ス トラ)$tフ ←ト ‡ヨウwヨ ク

ゲンガ クオーケストラ≠

皿L協$Tフ ルー トと弦楽オーケストラ$tフレトトゲンがク才弁ケストラ≠[連 想関係]
.
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T禽G Ind. 識別 フィール ド名 リヒ。一 説 明/実 例
12 子 タプ ル ★ ブロックのまたは全般的な説明 ■ フィール ドの説明 ●.実 例

D× × 【参照プロツク】 ★このブロックには 参照標目を収める 。

D70

5 5

o""

説明的な 「を見よ」参照

'S参 照データの本文

R

r

■ この フィ ール ドには定 型 的でな い 自由 な記 述に よ る 「を見 よ」参 照 を収め る 。

●A70囲 ～$a7〔y7.74$†平板 ツ ィ ター$tベイ1、^ンツィター≠

B70榔 翻(例)ツ インバロン,ダ ルシマー,サ ンティル,洋 琴≠

b「 ・'
●・ 引用分類番号

r B70路 翻打奏平板ツィターは ここに分類する≠

岨 路 飴摘奏平板ツィターは$bπ凱75㊤ を見よ≠

D74 説明的な 「をも見よ」参照 R ■このフィール ドには定型的 でない自由な記述による 「をも見よ」参照

5 6
を収める。

o'" '・ 参照データの本文 r ●A70硝$a765.26$T木 管と鍵盤楽器のアンサンブル$tモソカントケンバ)ガ 舜 ノ肋 ンブル≠

870桃 翻2以 上の木管楽器≠
b'.4

・・ 引用分類番号
r 旦 エ⊥ 儲 軸1つ の木管楽器と鍵盤楽器のアンサンブルは$b768.2鎗 をも見よ≠

E× ×一 【参照語ブロック】 ★このブロックにはA70の 分類標目に対する参照語を収める。

・非ディスクリプタには同義語の外国語も含 まれ る。

★AV/MARC分 類索引システムでは 、種々の分類法における項目名も非ディスクリプ タとし

て扱うために 、このブロック独 自の下記の共通サブフィール ドを用意している。

(D$0:言 語 コード コー ドはA∨/MARC言 語 コード(フ ォーマット編付録A3)を

用 い る 。

②$2:シ ステム ・コー ド … 非ディス クリプタの情報源となった下記の分類表コード

ddc20DDC第20版

㎡c8NDC第8版
1ccLC分 類表

hsホ ルンボステル=ザ ックス楽器分類表

awcAV/MARC用 に制定

E70 参照語 R ■このフィール ドには分類標目に対する参照語を収める。

6 5

■参照語には次のものが含まれる 。

o…
一 ●

・… 言語 コー ド n

・書誌 レコー ドの作成対象資料に表示 されている自然語

T'"
… ・普通名詞句(表 示用)

r

・分類標目と共にA70フ ィールドに入力 される索引語(デ ィスク

P'"
・… 固有名詞(表 示用)

r リフタ)と 同等の英語

Y'・'
・… 地名(表 示用) r

●A7006$a768.32'183$Tフ ル ー ト ・ソナ タ$tフレトソナ9≠

Z'・`
… ・時代(表 示用)

r C7011$a764.183$丁 ソ ナ タ形 式$tソ"ケ イシ‡≠

C7019$a768.32$Tフ ル ー ト$tフレト≠

t'" ‥'・普通名詞句(ヨ ミ) r E70{%釦jprβTフ ル ー ト ・ソナ タ(無 伴 奏)$tフ レ ト労9山1")め ≠

E70観 ～$Oer≠Rute$tSor㊤taform$aＬdc20≠

P'・'
… ・固有名詞(ヨ ミ) r E7065$Oeng$tSonatafor臼ute≠

E70{箔$Oer帆Fluteso旧ta≠

y'.'
… ・地名(ヨ ミ) r E70桃$Oer鰍Flute30rロta(Urロcc㎝panied)≠

zば'
・… 時代(ヨ ミ) r

2… … ・システ ム ・コー ド n

E72

5 5

o'・`

項目見出しの参照語

・・ 言語コー ド

R

n

■このフィール ドには項目見出し榛目に対する参照語を収める。

白'‥
・・ 参照語 n

a'‥
'・ 参照語(ヨ ミ) n

2'・'
・・ システム ・コー ド n
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丁白G Irx】. 識別 フィール ド名 リヒ◆一 説 明/実 例
12 子 9ブ ル ★ ブロックのまたは全般的な説明 ■ フィール ドの説明 ● 実例

E74 補助表標目の参照語 R ■このフィール ドには補助表の分類標目に対す る参照語 を収める。

5 5

●A74擁$a26i$Tバ プテ ス ト教 会$tバ アテスト‡ヨ朔$n7≠

o'" 一 言語コード
n E74役 ～叙〕eng$aBaptistchＬrc鳩2ddc20≠

角'"
・・ 参照語

n

a'・'
・・ 参照語(ヨ ミ)

n

2…
一 シ ステム ・コ}ド

n

FX× 【出典ブロック】 ★このブロックには 、その分類索引レコー ドが作 られ るきっかけとなった資料の タイトルやそこ

に表示されている主題に関する情報などを収め る。

FOO 標目の出典とした資料 R ■このフィール ドには次のものを収める 。

5 5 ◆その分類索引レコー ドを作成するきっかけ となった目録対象資料

a/0
… ・資料名

n ◆標目を定めるために用いた資料

囲 ・… 発見した情報
r

r ●臨 レコ～ト":SgmphoniθNr.41C-Our,KU551=Jupiter;

SりmphonieNr.35D-Dur,k邸385:H8f『ner/

r 」b|FoangO而adeu5「 句zart...

』i二Ω」ユ_モ笛$aSりmphonieNr.41C-OurK.551...【SR]/
r 』blfgangρmadeus「10zart.1988

●FOO{笛$aLc卜bmeauth.n81-73730《 旺TRo},DLC1{手27-81

●FOO55$aLCCata|og5(憎 憎SR)1986

OFOO{%$aしiebesfreud8Li6besleid[駅 】/Rai臼9r㎏chl,

viohn;Rudo1『Buchbinder,piarK)、1988

〈container》

●情 報源 の表 示:Op.6Pr㎝iererecreationde間5iqued'une

e×ecutionfaci|e(D),2vn,bcq736)【Suiteuithov.】

EΩ 旦.桃$a』Grove$bOp.61Pr㎝ierθrecr6ationde

凪」siqued,uneexecutionfaci|e,2vn,bc(1736);

&」iteuitho∨.

一213一

」



《資料4》

ピ=言 言≡㌢二三====}一
1.端 末立ち上げ(p.214)

↓

1① スイッチを入れる 十一ー一→1② パ スワー ドを入れる

D:¥〉 一 ・

II.分 類索引データ検索

.215

、引 レコ ー ド

鯨(p.215)

示した

画面を利用して新規 レコー ド

瞳

≡

削のタ一

、引 レコ ー ドの

.216

・.217

のHARCFileへ

m.そ の他の コマ ン ド(P.218)

-
⊥
一

一
り
乙
一

一
3

の プ1'

の1ン ト

1② パ スワー ドを入れる1<

↓

1
'ロンプ ト)

爪 爪 く

＼!

)一⑤ デー タの表示(p.215)1脱 出

(直前に検索 したデータに限 る)

↓

⑥データの修正(p.218)

コ ↓

1

1

P.217)

↓

云送(p.217)

15)リ セッ ト1

4端 末メモリに蓄積され こ

■.端 末 立 ち 上 げ

⌒
コ マ ン ド

一

コマンド実行後

短.縮 ・形
完 全 形

①スイッチを入れる QuarterL本 体の電源スイッチ→ON

ディスプレイの電源スイッチ→ON

→[や や長い間]の あ と 「Passwordfordms:」 と表示されたら②へ

②パスワー ドを入れる → 【D:¥〉】

「D:¥〉」(デ ィー ・プロンプ ト)が 表示されれば立ち上げ完了 ※これはコマンドの入力力可 能な状態を表す 。
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II.分 類 索 引 デ ー タ 検 索 ・入 力/修 正 ※襯 入力の齢 ⊇ ・ら始める。

操〔納 容

コ,マ ン ド
=

コマン ド鍵行儀

1短 縮 形'宛 全 形 ,

④
分
類
索
引
レ
コ
ー

ド

検
索

⑪:¥〉→検索画面 SEuC[Enter]SEARCH－C[Enter】 → 【検索画面】

②検索画面への検索項目の
入力 検索項穣 煎茶' 説 明 ⌒

分類標目 O ・A70「分類標目」の$a「 分類番号 」

(ピリオドは必要 、アホ'ストロフィは不要)

前方一致

ファセ ッ ト O ・C70「分類標 目を構成す るファセット」

の$a番 号(ヒ'リオドは必要)

索引語 ・A70「 分 類 標 目 」の デ ィスクリプ タ 〈加 〉

・E70「 参 照 語 」 〈加
、ア1レフパ ット〉 前方一致

下記★参照PRECIS O ・C70「分類標 目を構成するフ詑ット」

のディスクリプタ 〈肪 〉

ID番号 O ・分類索引 レコー ドのID番 号 前方一致
★キヲード(ヨミ)で検索する場合の注意

・先頭語の前方一致による。・濁点 、半濁点、長音は除いて入力する。
・先頭語より後の分かち書き単位のキーも先頭語に加えてそれぞれ前方一致

で使用できるが 、2番目以降のキーの順番は無視される。

(例)検 索キー「セイカオケトモナ」→ 「セゴがクハ㌧トオ」並 ウた泊トラ」を検索

③検索開始 [Enter} → ヒッ ト件数の表示

→ 【D:¥〉】

1

:検索解除

i
【Esc】ま た は[Ctr1]+[Zl

[Enter】 → 【D:¥〉】

④
検索結果
の一覧

全 件 B-C面t・ ・]IBR・WSE-C[肋terl

※多数の場合:[Pause]で 一時停止 、

{Enter]で 表示再開 。

→検索結果一覧の表示

→ 【D:¥〉】

多数の場合の1
へ㌧ヅ ごとの表示

B－C－luMORE

【1血ter】

BROWSE－C－1－

MORE{Enter】

各 件 B口Cn[lhter] BROWSE－Cn[Enter]

(1件 を指

定する)

⑤分類索引レコー ドの表示 ELＬCn画ter] EDIT－Cn[Enter] → 【データ表示画面】

2件 目以降の

コマンド入力

の省略化:

【Esc】

[F3]→(コ マ ン ド入力の省略化)前 回 と同 じコマン ド

が表示 されるので 、目標の書誌のEditno.

(n)の み修正 入力す る 。

[Enter】

デ汐表示画面からの脱出 [Esc】 → 【D:¥〉】

誤って内容に変更を加
えた画面からの脱出

【Shlftl+【Esc】

・表 示 したデータを利用 した新規レコードの作成 →II－ ⑧(p .216)へ
・表示 したデータの修正 →II－ ㊦(P .218)へ
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操(w容

⑧表示 した分類索引 レコー ドの

画面を利用 して新しいレコー

ドを作成する

コ マ ン ド

短 縮 形 発 全 形

コマンド実行後

■現在のところ◎の レコー ドID番号の自動付番ができないので、最初にID番号の

手入力を表を見て行う。
・c+西 暦下2桁+連 番(6桁)+チ ェめデシ'ット(1桁)

■入力するデータ及びそのフォーマッ トについては 「分類索引データ入力マニュ

アル」を参照のこと。

■キーボー ド操作にっいての説明

操 作 の 内 容 ⌒
固定入力項目⇔タグ付入力項目の切換 【Ho田e]

固定入力項目での項目間の移動 [↓][→](後 へ)

[↑][←](前 へ)

半角入力と
漢字入力の
轍

半角入力⇔漢字入力(ラインモード) [漢字]

半角入力⇔漢字 入力(ス クリーンモード) [Shift]+[漢 字]

入力を 「かな/カ ナ ・モー ド」にす る [英数 カナ]

湊
入力
駒
入力
モード
噸

ローマ字入力を 「する⇔しない」の切換 [Ctr1]+[F3]

入力
モー ド

の切換

「全角かな」入力モー ドへ [Ctr1]+[F1] この3種

のモー ド

の間で相

互に切換

られる

「全角カナ」入力モー ドへ [Ctr1]+[F2]

「半角坊」入力モー ドへ [Ctr1]+[F4]

漢字入力時の
入力した文字
の文字種変更

かな入力
ローマ字

入力共通

全角ひらがなへ [F1]

全角カタカナへ [F2]

かな入力 半角カタ坊へ [F4]

ローマ字

入 力

全角アルファベッ トへ [F3]

半角アルファベッ トへ [F3]→[F4]

半角カタ加へ [F1]/[F2]→[F4]

「$」 の入力 [T刷

「,」 の 入 力
[Ctr1]+[F5]([Esc]で 元 の モ ー ドへ)

行の挿入/削 除
挿 入 挿入す る次 の行 にカーソルを置いて[Insert]

削 除 削除す る行 のTagに カーリルを置いて[Delete]
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i鰍納容 .コ マシ 曙 背後

1

コ マ ン ド

短 縮 形 完 全 形

書誌入力におけるTag単 位の移動(Cut)・ 複写(Copy)の 方法

(※現在の段階ではTag単 位以外の移動 ・複写は不可能である。)

移 動

(Cut)

① 移動したいTagの下にカーソルを合わせる。

②範囲指定 [F5]キーを押 し、[↓]キ ーにより移動 したいTagの範囲を指定する。

(指定を受けたブロックは藍色に変わる。)

㈱ {F6]キ ーを押 し、目標の位置の次にあるTagに カー ソル

を合わせ 、[F8]キ ーを押す 。(移 動完了)

複 写

(Copy)

① 複写 したいTagの 下にカーソルを合わせる。

②範囲指定 [F51キーを押 し、[↓]キ ーにより複写したいTagの範囲を指定する。

(指定を受けたブロックは藍色に変わる。)

③複写 [F7】キーを押し、目標の位置の次にあるTagにカーソルを合わせ、【F8】キーを押

す 。(複 写完了)(※[F8]は 反復可能なため、リヒ㌧タプルのタグを複数作成する

場合この方法は効果的である。)

1

入

力
申
の
典
拠

検
索
の

方

法

1)典拠検索画面 ・典拠番号の識別子 「$3」のみ作成 し、 「$3≠」の い

ずれかの桁にカー ソルを合わせて 、[F9]を 押す 。

2) ・II.の ②③ と同様の処理を行 う 。

3)検索結果の一覧 ・2)の 後、自動的に欧文形のみの検索結果一覧の表示が行われる。

4)典拠の選択 ・選択する典拠に付された連番(半 角)を 入力する

・働ter】

(※該当する典拠がない場合は任意の1文 字を入力し

[Enter]す ると分類索引画面に復帰する。)

5)テ㌧タ内への典拠入力 ・4)の 処理により、典拠が入力された書誌画面に自動的に復帰する。

◎新規ID番 号の付与 *MAKE [F10】

[デヲ表示面面内]

◎新規データの端i末への保存 *SAVE [F1】

⑧新 規デー タのM岨CFIleへ の

転送

[Esc】

RE－cn[Enter】

〔〔 下鍋
※このコマンドの

【Esc]

REGISTERLＬcnlEnter]

(臓号蕊 灘 灘 ㌶ コ
「c」 は必ず小文字にする。

→ 【D:¥〉】

→ 【D:¥〉】

・◎で 【F1]による保存 を行 わない限 り[Esc]で 画 面を

ぬ けるこ とはで きない 。
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コ マ ン ド
噺1

⌒ コマンド実行後
短 縮 形 完 全 形 ●

㊦データの修正 ・1一 ⑧(p .216)と 同様の方法 によ り修正を行 う。
'、 ・修正を加えたレコー ドに対し、⑪～⑧の処理を
手順: 同様に行う。

データ修正 ・誤って㎜/【F10](◎ の処理)を してしまった場合

↓ は 、【Shiftl+{Esc]で 画面をぬけることがで きる 。

◎端末への保存 (この際 に生ず るレコー ドIDNo.の 空番 は無視 する

↓ もの とする 。)

⑧㎜CFileへ の

」 転送 ノ ・⑩でIF1]に よる保存を行わない限り【Esc】で画面をぬ

けることはできない。
・なお、保存を行わず画面をぬける必要がある場合は

→[Shift】+{Esc】

★既存データの修正にっいても㊦の処理を同様に行う。

III.そ の 他 の コ マ ン ド

⊇
コ マ ン ド

.コ マンド実行後

1'短 縮 形 完 全 形

1)デ ータの削除(不 要と判断

されたデータにっいて行う)
分類索引 レコー ド検索後 、下記のコマンドを選択する。

KILLuCn

2)デ ー タのプ リン ト ①プリンタをonlineの 状態にする。

②分類索引の一ドの検索後 、下記のコマンドを選択する。

P－Cn PROUT－Cn

画面のプリント IprintScreen]

3)検 索結果一覧のプリン ト ①プ リンタをonllneの 状態にする。

②書誌検索後 、下記のコマンドを選択する。

BROWSE－C>LPT1

画面のプ リント [PrintScreen】

4)端 末のメモリに蓄積された

データの消去(100件 以上ため

ないようにする。)

KILL－c

5)リ セッ ト ① 【Ctr1]+{Alt]+【Delete]

②Off
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